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研究要旨

東京栄養サミットでは、214のステークホルダーからのエンドース（賛同）を得て

「東京栄養宣言（Tokyo Compact on Global Nutrition for Growth）」を発出し、栄養

改善に向けて国際社会が今後取り組むべき方向性を示した。さらに、181のステークホ

ルダーから396のコミットメントが発表され、270億ドル以上の栄養関連の資金拠出が表

明されたが、世界の栄養改善に向けた流れをさらに促進するためには、各国の栄養政策

を十分に理解した上で、わが国がどのように貢献できるかを検討する必要がある。

本研究では、東京栄養サミットにおけるコミットメントおよび東京栄養宣言のエンド

ースに関する分析を行い、世界の栄養政策に対する表明の実態を明らかにすることを目

的とした。外務省の公表データを基に、東京栄養サミットのコミットメントおよび東京

栄養宣言に対するエンドースに関する分析を行った。東京栄養サミットにおける123名
の発言内容をまとめ、基礎資料を得た。また、エンドースとコミットメントに関して

は、G7、WPRO、地域、企業等に関する特徴等を明らかにした。G7に関しては、イタ

リアのみがエンドースおよびコミットメントを表明しておらず、WPROに関しては、37
か国中6か国（16％）の国がエンドースおよびコミットメントを表明していた。企業等

の表明に関しては、日本の企業等が75％を占め、製造業に分類される企業等が最も多か

った。今後の国際会議および栄養政策提言等における基礎資料となると考えられる。

Ａ．研究目的

2021 年 12 月 7 日～8 日に開催された東

京栄養サミット 2021（Tokyo Nutrition for 
Growth Summit 2021）は、英国政府が2012
年に主催した飢餓サミットを機に、翌年に

規模を拡大して開催されて以来、3 回目の

国際的な栄養サミットであった。実質的に

は、「誰一人取り残さない」を理念とした

Sustainable Development Goals (SDGs)が
発出１）されて以来初めての栄養サミットで

あり、低栄養だけでなく過栄養を含んだ栄

養不良（栄養不良の二重負荷）を初めて取り

上げるとともに、新型コロナウイルス感染

症による世界的な栄養状況の悪化に対応す

べく、開発途上国や先進国を含めた全ての

国が対象となる画期的なものであった。

世界における低栄養者数は、7.2-8.1 億人

（9.2-10.4%）と推計され、これは 2005 年

以降減少あるいは横ばいであったが、2019
年から新型コロナウイルス感染症の拡大を

主原因として急増している２）。低栄養者数

は、アジアが最多で 4.2 億人（約 54％）、次

いでアフリカが 2.8 億人（約 37％）となっ

ている。一方、過栄養（過体重・肥満）者数

は、世界の 5 歳未満児の 5.7％（0.4 億人）、

成人の 13.1％と推定され２）、低栄養と過栄

養ともに世界各地で増加傾向がみられてい

る。

東京栄養サミットでは、①健康：栄養のユ

ニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）

への統合、②食：健康的で持続可能な食料シ

ステムの構築、③強靭性：脆弱な状況下にお
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ける栄養不良対策、④説明責任：データに基

づくモニタリング、⑤財政：栄養改善のため

の財源確保の 5 つのテーマで議論され、214
の関係機関（ステークホルダー；国、国際機

関、市民団体、企業、学術団体等）からのエ

ンドース（賛同）を得て「東京栄養宣言（グ

ローバルな成長のための栄養に関する東京

コンパクト; Tokyo Compact
on Global Nutrition for Growth）」を発

出し、栄養改善に向けて国際社会が今後取

り組むべき方向性を示した３）。さらに、181
のステークホルダーから 396 のコミットメ

ント（政策的・資金的意図の表明）が発表さ

れ４）、270 億ドル以上の栄養関連の資金拠

出が表明されたが、世界の栄養改善に向け

た流れをさらに促進するためには、各国の

栄養政策を十分に理解した上で、わが国が

どのように貢献できるかを検討する必要が

ある。

本研究では、東京栄養サミットにおける

コミットメントおよび東京栄養宣言のエン

ドースに関する分析を検討した。

Ｂ．方法

外務省等の公表データから、東京栄養サ

ミットの議論内容と発言国・発言団体・発言

者（123 名；スピーカーズリストの人数。2
回登壇している外務大臣に関しては 1 名で

計算）、さらに「東京栄養宣言」にエンドー

スした国や国際機関、市民団体、企業、学術

団体等のステークホルダー（214 ステーク

ホルダー）とコミットメント（181 ステーク

ホルダー、396 コミットメント）の詳細につ

いてまとめた。

東京栄養サミットは、COVID-19 の感染

拡大の状況下で開催され、日本では、総理大

臣、外務大臣、厚生労働大臣をはじめ限られ

た人数が東京のパレスホテルに集い、日本

は東京とオンライン、日本以外からはオン

ラインでの参加となり、6 か国（英語、日本

語、フランス語、アラビア語、ロシア語、ス

ペイン語）同時通訳の動画が配信されて開

催され、動画はアーカイブとして外務省の

サイトから視聴可能である。この動画内容

の多くは文字化されておらず、文章として

の基礎資料として必要と考えたため、アー

カイブの動画（英語と日本語）を基に東京栄

養宣言の発言内容をまとめた。

さらに、東京栄養宣言へのエンドースと、

東京栄養宣言の Annex（添付文書）として

オリジナルの文章で掲載することができる

コミットメントに関して、国  (Country
Government) と企業等  (Private Sector
Business)を中心に分析を行った。国に関し

ては、エンドースあるいはコミットメント

した国についての地域、G7、WPRO（WHO
西太平洋地域事務局）に関しての分析を行

った。企業に関しては、オランダに本拠地を

置く NPO で、ATNI(Access to Nutrition 
Initiative)が 2～3 年ごとに Global Access 
to Nutrition Index という食品製造企業を

対象に栄養関連のコミットメント、実践、パ

フォーマンスを客観的に評価している指標

（ランキング）を発表しており、このAccess
To Nutrition Initiative (ATNI) Global
Index 2021の企業の参画状況についてまと

めた。また、企業等の事業内容、産業分類、

国、地域、また日本栄養士会の賛助会員、東

京都栄養士会の賛助会員の有無などについ

て分析した。

（倫理面への配慮）

公表データに基づく二次研究であるため、

倫理面は特になかった。

Ｃ．結果

東京栄養サミットの進行は、1 日目（2021
年 12 月 7 日）はハイレベルセッションであ

り、20 時から開会セッションが始まり、セ

ッション 1（各国によるコミットメント）、

アスリート、若者によるメッセージ、セッシ

ョン 2（企業などによるコミットメント）、

閉会セッションと続いた。2 日目（2021 年

12月 8日）は、テーマ別セッションであり、

19 時より開会セッション、キックオフセッ

ション（「栄養に関する取組と効果のための

説明責任と財源」）、コミットメント紹介、セ

ッション 1（栄養と UHC）、コミットメン

ト紹介、セッション 2（健康的な食のための

食料システムの変革）、コミットメント紹介、

セッション 3（脆弱化の栄養対策）、閉会セ

ッションと続いた。外務省で公表されてい

る東京栄養サミット当日のスケジュール

（https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/1002
66515.pdf、アクセス日 2023 年 4 月 30 日）

では、初日 22 時 35 分に終了（開催時間 2
時間 35 分）、2 日目 23 時 25 分に終了（開
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催時間 4 時間 25 分）するとされているが、

実際には初日は 2 時間 53 分の開催時間（動

画の録画時間を基に計算）であり、予定を超

えて活発な議論が展開されていた。

1 日目の開会セッションは、外務大臣、内

閣総理大臣等 11 名（S1 Table）、セッショ

ン 1（各国によるコミットメント 25 名（S2
Table）、アスリート、若者によるメッセー

ジ 10 名（S3 Table）、セッション 2（企業

などによるコミットメント）16 名（S4
Table）、閉会セッション 2 名（S5 Table）
であった。2 日目は、テーマ別セッションで

あり、19 時より農林水産大臣および厚生労

働大臣（厚生労働副大臣による代読）の開会

セッションで 2 名（S6 Table）、キックオフ

セッション（「栄養に関する取組と効果のた

めの説明責任と財源」）3 名（S7 Table）、コ

ミットメント紹介 5 名（S8 Table）、セッシ

ョン 1（栄養と UHC）12 名（S9Table）、
コミットメント紹介 6 名（S10 Table）、セ

ッション 2（健康的な食のための食料シス

テムの変革）12 名（S11 Table）コミットメ

ント紹介 6 名（S12 Table）、セッション 3
（脆弱化の栄養対策）13 名（S13 Table）、
閉会セッションは東京栄養サミット準備事

務局長である外務省地球規模課題審議官で

あり（S14 Table）、2 日間で合計 123 名の

発言であった。

次に、東京栄養宣言に対するエンドース

と、コミットメントについてである。東京栄

養宣言にエンドースしたステークホルダー

の内訳は、国家（Country Governments）
64 か 国 、 国 際 機 関 （ International 
Organizations）11 機関、ドナー組織（Donor 
Organizations）5 組織、企業（Private 
Sector Businesses）60 社、市民団体（Civil 
Society Organizations）58 団体、学術機関

（Academic/Research institutions）13 機

関、その他ステークホルダー（Other 
Stakeholders）3 ヶ所であり、コミットメン

トを表明したステークホルダーは、政府部

門/省庁 80 ヶ所、国際機関 10 機関、ドナー

組織 7 組織、企業 26 社、市民団体 51 団体、

学術機関 7 機関であり、78 カ国にわたる

181 のステークホルダーによって 396 の新

しいコミットメントが出された。

国（Country Government）としてエンド

ースあるいはコミットメントした国は、表

1 に示した。カナダ、フランス、日本、英国、

米国はエンドースおよびコミットメント両

方がなされ、ドイツはエンドースのみ、イタ

リアは両方されていなかった。

WPRO に関しては、37 か国中 6 か国

（16％）の国がエンドースおよびコミット

メントを表明し、5 か国（14％）がエンドー

スのみ、１か国（3％）がコミットメントの

みの表明であった（表 2）。
国（Country Government）としエンドー

スあるいはコミットメントした国の一覧を

表 3 に示す。すべての国で 84 か国あり、そ

のうち 45 か国（54％）の国がエンドースお

よびコミットメント企業を表明し、19 か国

（23％）がエンドースのみ、20 か国（24％）

がコミットメントのみの表明であった。ま

た、表 3 の国のうち、エンドースおよびコ

ミットメント両方を表明した 45 か国は、ア

フリカが最も多く 18 か国（40％）、アジア

11 か国（24％）、欧州 7 か国（16％）、中南

米 6 か国（13％）、北米 2 か国、大洋州 1 か

国であった（表 4）。
エンドースおよびコミットメント両方を

表明した国のうち、G7 と WPRO 以外の国

について解析すると、アジアと大洋州地域

の多くが外れるため、アフリカが 18 か国、

アジア 6 か国、中南米 6 か国、欧州 5 か国

となった。（表 5）
企業等（Private Sector Business）とし

てエンドースあるいはコミットメントを表

明した組織一覧を表 6 に示す。企業等とし

て表明した団体は 73 団体であった。73 団

体のうち、日本が 55 団体（75％）と最も多

く、次いでアメリカが 4 団体、英国が 4 団

体であった。73 企業等のうち、日本栄養士

会および東京都栄養士会の賛助会員である

企業等は 6 団体、日本栄養士会の賛助会員

である企業等は 15 団体、東京都栄養士会の

賛助会員である企業等は 5 団体であった。

また、企業等のうち、エンドースとコミット

メント両方を行った組織を表 7 に示す。全

14 団体のうち、日本が 12 団体、オランダ

1 団体、スイス 1 団体であった。

ATNI ランキング 25 企業のうち、日本の

企業は 3 社あり、エンドースおよびコミッ

トメントを表明した唯一の企業は日本の企

業であった。また、イギリスの企業で 1 社、

コミットメントを表明していた（表 8）。
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さらに、エンドースあるいはコミットメ

ントを表明した全 73 団体がどのような企

業等が表明しているかを示すため、ホーム

ページ等で示されている主な事業内容をも

とに、国際標準産業分類（図 1）、日本標準

産業分類（図 2）で事業の産業分類をしてみ

た結果、国際標準産業分類では、製造業が最

も多く 41％、専門、科学及び技術サービス

業が 16％、卸売・小売業 13%、宿泊業・サ

ービス業 11%と続いた（図 1）。日本標準産

業分類では、製造業が最も多く 41％、学術

研究、専門・技術サービス業が 14％、卸売・

小売業 12%、宿泊業・サービス業 11%と続

いた（図 2）。 

Ｄ．考察

東京栄養サミットは、2 日間にわたって

ハイブリッド形式（海外はオンライン）によ

り日本政府主催で開催されたが、123 名も

の首脳級、閣僚級、国際機関の長、民間企業、

市民団体、学術界の代表等の発言者が活発

な議論を展開していた。

64 か国の国、11 の国際機関、60 社の民

間企業、58 の市民団体等 214 のステーク

ホルダーからのエンドースを得る形で成果

文書である東京栄養宣言（コンパクト）が発

出されたが、これは、第 1 回のロンドンに

おけるサミットでの 37 か国、27 社、17 の

市民団体等の 91 のステークホルダーから

エンドースを得て成果文書を発出した時を

大きく上回る結果であった。

66 か国の国・政府、26 社の民間企業、51
の市民団体等 181 のステークホルダーから

396 のコミットメントが提出され、さらに

270 億ドル以上の栄養関連の資金拠出が示

された。これはロンドンサミットでの 39 か

国、19 社、14 の市民団体等 90 のコミット

メントが提出され、41.5 憶ドルの栄養関連

の新規拠出が表明された時よりも大きく上

回っていた。また、開催国である日本におい

ては、今後 3 年間で 3000 億円（約 28 億ド

ル）以上の栄養関連支援を行い、UHC の達

成等に貢献していくことを発表し、ロンド

ンサミットでは開催国である英国が約 19
億ドルの支援を表明したことに比べて多額

の資金拠出が示された。

発言者の内容に関しては、動画だけでな

く、文書に起こすことで、基礎資料として活

用することができると考えられる。また、英

語と日本語を基に文書にしたが、同時通訳

の一部が異なる部分があり、この点におい

てはやむを得ない部分ではあるが、文書化

することで顕在化され、有益な内容となっ

たと考えられる。

エンドースとコミットメントに関しては、

G7 では唯一、イタリアがエンドースおよび

コミットメント両方を表明していなかった。

この理由については今後追及していきたい。 
WPRO に関しては、37 か国中 6 か国

（16％）の国がエンドースおよびコミット

メントを表明し、5 か国（14％）がエンドー

スのみ、１か国（3％）がコミットメントの

みの表明であり、日本がより強力なリード

ができたのではないかと考えられたが、こ

の数にとどまった理由に関しては今後明ら

かにしていきたい。

一方で、エンドースおよびコミットメン

ト両方を表明した 45 か国のうち、アフリカ

が最も多く 18 か国（40％）、アジア 11 か国

（24％）、欧州 7 か国（16％）、中南米 6 か

国（13％）であったことから、アフリカ地

域の栄養に対する関心の高さが示唆された。 
企業等として表明した団体は 73 団体で

あった。73 団体のうち、主催国である日本

が 55 団体（75％）と最も多く、大半を占め

た。主催国として大きくリードしたと考え

られる。また、日本栄養士会および東京都栄

養士会の賛助会員である企業もあり、管理

栄養士・栄養士が所属する組織を通じての

呼びかけもあったのではないかと考えた。

また、エンドースとコミットメント両方を

行った企業 14 社のうち、日本が 12 企業で

あり、日本企業の関心の高さが示唆された。 
ATNI ランキング 25 企業のうち、日本の

企業は 3 社あり、エンドースおよびコミッ

トメントを表明した唯一の企業は日本の企

業であり、イギリスの企業で 1 社、コミッ

トメントを表明していたが、ほとんどの企

業がエンドースもコミットメントも表明し

ていない。この原因は、25 社のうち、BMS
（Breast-Milk Substitutes：母乳代替品）

企業および関連会社が多く含まれ、実際に

BMS 企業および関連会社は東京栄養サミ

ットの会議に不参加（エンドース、コミット

メント、発言者いずれもなし）である。BMS
企業に関しては、コミットメント作成ガイ
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ド 5)の参加原則の中で、「母乳代替品（BMS）
の製造業者は、2030 年までに「母乳代替品

のマーケティングに関する国際規準」

（WHO コード）の完全な遵守を達成する

ための行動計画に、政策と実施の両面でコ

ミットする必要があります。」と示されてお

り、「サミット開始前に、企業の現在の政策

的コミットメントと実践を超える最初の一

歩を踏み出したことのエビデンスを示して

いる。」、「2030 年までに、WHO コード及び

それに続く関連する世界保健総会（WHA）

決議の完全な遵守に向けて、政策と実施の

両面から取り組むコミットメントを公に表

明する。」、「マイルストーンを伴う明確な行

動計画を公に発表し、その進捗状況が独立

してモニタリングされ、結果が公表される

ことに同意する。」、「メリディアン・ワーキ

ング・グループ（Meridian Working Group）
は、行動計画について市民社会、BMS 企業、 
国連機関の間で議論するためのプラットフ

ォームです。BMS 企業により提案された行

動が有意義な前進であるかの評価は、「栄養

へのアクセス財団」（Access to Nutrition 
Foundation）からの助言を受けながら日本

政府によって実施されます。」とあり、BMS
企業が栄養サミットに参画するには障壁が

高かったのではないかと考えられる。日本

のこれまでの栄養政策は、食事、人材、エビ

デンスの 3 つの柱を中心に「誰一人取り残

さない栄養政策」を推進してきている 6)。母

乳は理想的であることはいうまでもないが、

体質で母乳が十分に出ない、あるいは先進

国において離乳前に働き始める女性にとっ

ては、いわゆる粉ミルクは欠かせない存在

である可能性も高いので 7)、それらの人々

をも考慮した栄養政策があっても良いので

はないかと考えられた。BMS 企業に関して

は、国際的にも歴史があるため、一概には言

えないが、今後さらに検討していきたい。

Ｅ．結論

東京栄養サミットにおけるコミットメン

トおよび東京栄養宣言のエンドースに関す

る内容を明らかにし、今後の国際会議およ

び栄養政策提言等における基礎資料となる

と考えられる。

Ｆ．健康危機情報

該当なし

Ｇ．研究発表

1．論文発表

該当なし

2．学会発表 
和田安代．栄養政策シンポジウム（厚労

省との連携シンポジウム）「国際栄養領

域における我が国のプレゼンス向上に

向けた研究」シンポジスト．第 69 回日

本栄養改善学会学術集会；2022 年 9 月；

岡山．（ハイブリッド）栄養学雑誌．

2022;80 巻 5 号;p128 

Ｈ． 知的財産権の出願・登録状況

該当なし
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表 3. Country Governments としてエンドースあるいはコミットメントした国
No. 国（正式名称） 国（日本語） 地域 エンドース コミットメント

1 Antigua and Barbuda アンティグア・バーブーダ 中南米 ○

2 Australia オーストラリア連邦 大洋州 ○ ○

3 People's Republic of Bangladesh バングラデシュ人民共和国 アジア ○ ○

4 Kingdom of Belgium ベルギー王国 欧州 ○

5 Republic of Benin ベナン共和国 アフリカ ○ ○

6 Plurinational State of Bolivia ボリビア多民族国 中南米 ○

7 Burkina Faso ブルキナファソ アフリカ ○ ○

8 Kingdom of Cambodia カンボジア王国 アジア ○ ○

9 Republic of Cameroon カメルーン共和国 アフリカ ○

10 Canada カナダ 北米 ○ ○

11 Republic of Chad チャド共和国 アフリカ ○

12 Union of Comoros コモロ連合 アフリカ ○

13 Republic of Congo コンゴ共和国 アフリカ ○

14 Republic of Costa Rica コスタリカ共和国 中南米 ○ ○

15 Republic of Cote d'Ivoire コートジボワール共和国 アフリカ ○

16 Kingdom of Denmark デンマーク王国 欧州 ○ ○

17 Democratic Republic of the Congo コンゴ民主共和国 アフリカ ○ ○

18 Dominican Republic ドミニカ共和国 中南米 ○

19 Republic of Ecuador エクアドル共和国 中南米 ○

20 Arab Republic of Egypt エジプト・アラブ共和国 アフリカ ○ ○

21 Republic of El Salvador エルサルバドル共和国 中南米 ○ ○

22 Kingdom of Eswatini エスワティニ王国 アフリカ ○

23 Federal Democratic Republic of Ethiopia エチオピア連邦民主共和国 アフリカ ○ ○

24 European Union 欧州連合 欧州 ○

25 Republic of Fiji フィジー共和国 大洋州 ○

26 Republic of Finland フィンランド共和国 欧州 ○ ○

27 French Republic フランス共和国 欧州 ○ ○

28 Gabonese Republic ガボン共和国 アフリカ ○

29 Republic of The Gambia ガンビア共和国 アフリカ ○ ○

30 Federal Republic of Germany ドイツ連邦共和国 欧州 ○

31 Republic of Ghana ガーナ共和国 アフリカ ○ ○

32 Republic of Guatemala グアテマラ共和国 中南米 ○ ○

33 Republic of Guinea ギニア共和国 アフリカ ○

34 Republic of Guinea-Bissau ギニアビサウ共和国 アフリカ ○

35 Republic of Haiti ハイチ共和国 中南米 ○ ○

36 Republic of Honduras ホンジュラス共和国 中南米 ○ ○

37 Republic of Indonesia インドネシア共和国 アジア ○

38 Republic of Indonesia インドネシア共和国 アジア ○

39 Ireland アイルランド 欧州 ○ ○

40 Japan 日本 アジア ○ ○
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表 3. Country Governments としてエンドースあるいはコミットメントした国（続き）
No. 国（正式名称） 国（日本語） 地域 エンドース コミットメント

41 Republic of Kenya ケニア共和国 アフリカ ○

42 Kyrgyz Republic キルギス共和国 欧州 ○ ○

43 Lao People's Democratic Republic ラオス人民民主共和国 アジア ○ ○

44 Kingdom of Lesotho レソト王国 アフリカ ○

45 Grand Duchy of Luxembourg ルクセンブルク大公国 欧州 ○

46 Republic of Madagascar マダガスカル共和国 アフリカ ○ ○

47 Republic of Malawi マラウイ共和国 アフリカ ○

48 Malaysia マレーシア アジア ○

49 Republic of Mali マリ共和国 アフリカ ○

50 Islamic Republic of Mauritania モーリタニア・イスラム共和国 アフリカ ○ ○

51 United Mexican State メキシコ合衆国 中南米 ○

52 Mongolia モンゴル国 アジア ○ ○

53 Republic of Mozambique モザンビーク共和国 アフリカ ○ ○

54 Republic of Namibia ナミビア共和国 アフリカ ○

55 Nepal ネパール アジア ○ ○

56 Kingdom of the Netherlands オランダ王国 欧州 ○ ○

57 New Zealand ニュージーランド 大洋州 ○

58 Republic of Niger ニジェール共和国 アフリカ ○

59 Federal Republic of Nigeria ナイジェリア連邦共和国 アフリカ ○ ○

60 Kingdom of Norway ノルウェー王国 欧州 ○

61 Islamic Republic of Pakistan パキスタン・イスラム共和国 アジア ○ ○

62 Independent State of Papua New Guinea パプアニューギニア独立国 大洋州 ○

63 Republic of Peru ペルー共和国 中南米 ○ ○

64 Republic of the Philippines フィリピン共和国 アジア ○ ○

65 Republic of Rwanda ルワンダ共和国 アフリカ ○ ○

66 Independent State of Samoa サモア独立国 大洋州 ○

67 Republic of Senegal セネガル共和国 アフリカ ○ ○

68 Republic of Sierra Leone シエラレオネ共和国 アフリカ ○ ○

69 Republic of Slovenia スロベニア共和国 欧州 ○

70 Federal Republic of Somalia ソマリア連邦共和国 アフリカ ○ ○

71 Republic of South Africa 南アフリカ共和国 アフリカ ○

72 The Republic of South Sudan 南スーダン共和国 アフリカ ○

73 Democratic Socialist Republic of Sri Lanka スリランカ民主社会主義共和国 アジア ○ ○

74 The Republic of the Sudan スーダン共和国 アフリカ ○

75 United Republic of Tanzania タンザニア連合共和国 アフリカ ○ ○

76 The Democratic Republic of Timor-Leste 東ティモール民主共和国 アジア ○ ○

77 Republic of Togo トーゴ共和国 アフリカ ○

78 Republic of Trinidad and Tobago トリニダード・トバゴ共和国 中南米 ○

79 Republic of Uganda ウガンダ共和国 アフリカ ○ ○

80 United Kingdom of Great Britain and Northern英国 欧州 ○ ○

81 United States of America アメリカ合衆国 北米 ○ ○

82 Republic of Uzbekistan ウズベキスタン共和国 欧州 ○

83 Socialist Republic of Viet Nam ベトナム社会主義共和国 アジア ○ ○

84 Republic of Yemen, Republic of Zimbabwe ジンバブエ共和国 アフリカ ○ ○
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表 4. 表 3 のうち Country Governments としてエンドースとコミットメント両⽅表明した国

No. 国（正式名称） 国（日本語） 地域

1 People's Republic of Bangladesh バングラデシュ人民共和国 アジア

2 Kingdom of Cambodia カンボジア王国 アジア

3 Japan 日本 アジア

4 Lao People's Democratic Republic ラオス人民民主共和国 アジア

5 Mongolia モンゴル国 アジア

6 Nepal ネパール アジア

7 Islamic Republic of Pakistan パキスタン・イスラム共和国 アジア

8 Republic of the Philippines フィリピン共和国 アジア

9 Democratic Socialist Republic of Sri Lanka スリランカ民主社会主義共和国 アジア

10 The Democratic Republic of Timor-Leste 東ティモール民主共和国 アジア

11 Socialist Republic of Viet Nam ベトナム社会主義共和国 アジア

12 Republic of Benin ベナン共和国 アフリカ

13 Burkina Faso ブルキナファソ アフリカ

14 Democratic Republic of the Congo コンゴ民主共和国 アフリカ

15 Arab Republic of Egypt エジプト・アラブ共和国 アフリカ

16 Federal Democratic Republic of Ethiopia エチオピア連邦民主共和国 アフリカ

17 Republic of The Gambia ガンビア共和国 アフリカ

18 Republic of Ghana ガーナ共和国 アフリカ

19 Republic of Madagascar マダガスカル共和国 アフリカ

20 Islamic Republic of Mauritania モーリタニア・イスラム共和国 アフリカ

21 Republic of Mozambique モザンビーク共和国 アフリカ

22 Federal Republic of Nigeria ナイジェリア連邦共和国 アフリカ

23 Republic of Rwanda ルワンダ共和国 アフリカ

24 Republic of Senegal セネガル共和国 アフリカ

25 Republic of Sierra Leone シエラレオネ共和国 アフリカ

26 Federal Republic of Somalia ソマリア連邦共和国 アフリカ

27 United Republic of Tanzania タンザニア連合共和国 アフリカ

28 Republic of Uganda ウガンダ共和国 アフリカ

29 Republic of Yemen, Republic of Zimbabwe ジンバブエ共和国 アフリカ

30 Kingdom of Denmark デンマーク王国 欧州

31 Republic of Finland フィンランド共和国 欧州

32 French Republic フランス共和国 欧州

33 Ireland アイルランド 欧州

34 Kyrgyz Republic キルギス共和国 欧州

35 Kingdom of the Netherlands オランダ王国 欧州

36 United Kingdom of Great Britain and Northern英国 欧州

37 Australia オーストラリア連邦 大洋州

38 Republic of Costa Rica コスタリカ共和国 中南米

39 Republic of El Salvador エルサルバドル共和国 中南米

40 Republic of Guatemala グアテマラ共和国 中南米

41 Republic of Haiti ハイチ共和国 中南米

42 Republic of Honduras ホンジュラス共和国 中南米

43 Republic of Peru ペルー共和国 中南米

44 Canada カナダ 北米

45 United States of America アメリカ合衆国 北米
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表 5. 表 4 のうち、G7 と WPRO 以外の国

No. 国（正式名称） 国（日本語） 地域

1 Democratic Socialist Republic of Sri Lanka スリランカ民主社会主義共和国 アジア

2 Islamic Republic of Pakistan パキスタン・イスラム共和国 アジア

3 Lao People's Democratic Republic ラオス人民民主共和国 アジア

4 Nepal ネパール アジア

5 People's Republic of Bangladesh バングラデシュ人民共和国 アジア

6 The Democratic Republic of Timor-Leste 東ティモール民主共和国 アジア

7 Arab Republic of Egypt エジプト・アラブ共和国 アフリカ

8 Burkina Faso ブルキナファソ アフリカ

9 Democratic Republic of the Congo コンゴ民主共和国 アフリカ

10 Federal Democratic Republic of Ethiopia エチオピア連邦民主共和国 アフリカ

11 Federal Republic of Nigeria ナイジェリア連邦共和国 アフリカ

12 Federal Republic of Somalia ソマリア連邦共和国 アフリカ

13 Islamic Republic of Mauritania モーリタニア・イスラム共和国 アフリカ

14 Republic of Benin ベナン共和国 アフリカ

15 Republic of Ghana ガーナ共和国 アフリカ

16 Republic of Madagascar マダガスカル共和国 アフリカ

17 Republic of Mozambique モザンビーク共和国 アフリカ

18 Republic of Rwanda ルワンダ共和国 アフリカ

19 Republic of Senegal セネガル共和国 アフリカ

20 Republic of Sierra Leone シエラレオネ共和国 アフリカ

21 Republic of The Gambia ガンビア共和国 アフリカ

22 Republic of Uganda ウガンダ共和国 アフリカ

23 Republic of Yemen, Republic of Zimbabwe ジンバブエ共和国 アフリカ

24 United Republic of Tanzania タンザニア連合共和国 アフリカ

25 Ireland アイルランド 欧州

26 Kingdom of Denmark デンマーク王国 欧州

27 Kingdom of the Netherlands オランダ王国 欧州

28 Kyrgyz Republic キルギス共和国 欧州

29 Republic of Finland フィンランド共和国 欧州

30 Republic of Costa Rica コスタリカ共和国 中南米

31 Republic of El Salvador エルサルバドル共和国 中南米

32 Republic of Guatemala グアテマラ共和国 中南米

33 Republic of Haiti ハイチ共和国 中南米

34 Republic of Honduras ホンジュラス共和国 中南米

35 Republic of Peru ペルー共和国 中南米
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n

日
本

ア
ジ
ア

○

2
A

cc
es

s 
T

o 
N

ut
ri

ti
on

 I
ni

ti
at

iv
e

(A
T

N
I)

 I
nv

es
to

r 
S

ig
na

to
ry

 G
ro

up

特
定
の

地
域
お

よ
び
グ

ロ
ー
バ

ル
な
規

模
で
、

栄
養
の

あ
る
食

品
や
飲

料
へ
の

消
費
者

ア
ク
セ

ス
を
改

善
す
る

た
め
、

独
立
し

た
立
場

か
ら
の

包
括
的

な
企
業

の
取
り

組
み
の

分
析
を

実
施
、

公
表
す

る
非
営

利
団
体

金
融
・

保
険
業

金
融
業
・

保
険
業

K
in

gd
om

 o
f t

he
 N

et
he

rl
an

ds
オ
ラ

ン
ダ
王

国
欧
州

○
○

3
A

ji
no

m
ot

o 
C

o.
, I

nc
. 

調
味
料

・
食
品

、
冷
凍

食
品
、

ヘ
ル
ス

ケ
ア
製

品
の
製

造 引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
味

の
素
グ

ル
ー
プ

の
事
業

展
開
）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

○
○

4
A

ll
 J

ap
an

 S
ch

oo
l L

un
ch

 S
er

vi
ce

A
ss

oc
ia

ti
on

有
限

会
社

 全
国

学
校
給

食
協
会

月
刊
「

学
校
給

食
」
な

ら
び
に

“子
ど

も
の
食

と
健
康

”
に
関
す

る
図
書

の
出
版

・
販
売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
情
報

）

情
報
通

信
業

情
報
通
信

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○
○

5
A

om
or

i C
on

su
m

er
s'

 C
o-

op
er

at
iv

e
U

ni
on

生
活

協
同
組

合
コ
ー

プ
あ
お

も
り

供
給
事

業
（
宅

配
事
業

、
個
人

宅
配
、

配
食
サ

ー
ビ

ス
、
店

舗
、
灯

油
）
、

生
活
関

連
事
業

、
受
託

共
済
事

業
な
ど

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
事

業
概
要

）

卸
売
・

小
売
業

複
合
サ
ー

ビ
ス
事

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

6
A

T
M

 J
ap

an
, L

td
.

S
oc

io
F

ut
ur

e株
式
会
社

(2
02

2年
1月

社
名

変
更

）

・
A

T
M
関
連

サ
ー
ビ

ス

・
コ
ー

ル
セ
ン

タ
ー
サ

ー
ビ
ス

・
事
務

効
率
化

サ
ー
ビ

ス

・
健
康

サ
ー
ビ

ス

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
概
要

）

管
理
・

支
援
サ

ー
ビ
ス

業
サ

ー
ビ
ス

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

7
C

al
if

or
ni

a 
P

ru
ne

 B
oa

rd
 J

ap
an

 O
ff

ic
e

カ
リ
フ

ォ
ル
ニ

ア
プ
ル

ー
ン
生

産
者
及

び
加
工

業
者
を

代
表

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
カ

リ
フ
ォ

ル
ニ
ア

 プ
ル
ー

ン
協
会

に
つ
い

て
）

専
門
、

科
学
及

び
技
術

サ
ー
ビ

ス
業

学
術
研
究

，
専
門

・
技

術
サ
ー
ビ

ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

8
C

ar
gi

ll
, I

nc
. (

U
ni

te
d 

S
ta

te
s 

of
A

m
er

ic
a)

食
品
、

農
産
品

、
金
融

商
品
、

工
業
製

品
や
関

連
サ
ー

ビ
ス
を

提
供

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（

C
om

pa
ny

 O
ve

rv
ie

w
を

和
訳
）

製
造
業

製
造
業

U
ni

te
d 

S
ta

te
s 

of
 A

m
er

ic
a

ア
メ

リ
カ
合

衆
国

北
米

○

9
C

H
IB

O
 H

O
L

D
IN

G
S

千
房

ホ
ー
ル

デ
ィ
ン

グ
ス
株

式
会
社

飲
食

企
業
サ

イ
ト
よ

り
飲
食

と
判
断

宿
泊
・

飲
食
業

宿
泊
業
，

飲
食
サ

ー
ビ

ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

10
C

om
pa

ss
 G

ro
up

 (U
ni

te
d 

K
in

gd
om

)

・
フ
ー

ド
サ
ー

ビ
ス

・
フ
ァ

シ
リ
テ

ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト

・
ゲ
ス

ト
サ
ー

ビ
ス

・
ク
リ

ー
ニ
ン

グ
サ
ー

ビ
ス

・
自
動

販
売
機

、
マ
ク

ロ
マ
ー

ケ
ッ
ト

サ
ー
ビ

ス

・
食
品

サ
プ
ラ

イ
 チ

ェ
ー

ン
、
調

達
サ
ー

ビ
ス

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（

W
ha

t 
W

e 
D

oを
和

訳
）

宿
泊
・

飲
食
業

宿
泊
業
，

飲
食
サ

ー
ビ

ス
業

U
ni

te
d 

K
in

gd
om

 o
f G

re
at

 B
ri

ta
in

an
d 

N
or

th
er

n 
Ir

el
an

d
英
国

欧
州

○

11
C

on
su

m
er

 G
oo

ds
 F

or
um

 (C
G

F
)

世
界
中

の
消
費

財
の
リ

テ
ー
ラ

ー
と
メ

ー
カ
ー

を
結
集

す
る
国

際
的
な

消
費
財

業
界
団

体
（
カ

ン
フ
ァ

レ
ン
ス

等
開
催

）

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（

C
G

F
と
は
？

）

管
理
・

支
援
サ

ー
ビ
ス

業
サ

ー
ビ
ス

業
F

re
nc

h 
R

ep
ub

li
c

フ
ラ

ン
ス
共

和
国

欧
州

○

12
C

O
T

S
 C

O
T

S
 L

T
D

.

・
日
本

料
理
店

運
営
事

業

・
テ
ナ

ン
ト
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
事

業

・
農
業

、
途
上

国
支
援

事
業
の

コ
ン
サ

ル
テ
ィ

ン
グ
業

・
不
動

産
開
発

業

引
用
場

所
：

ch
ro

m
e-

ex
te

ns
io

n:
//e

fa
id

nb
m

nn
ni

bp
ca

jp
cg

lc
le

fi
nd

m
ka

j/h
tt

ps
://

w
w

w
.m

af
f.g

o.
jp

/j/
ko

ku
sa

i/k
ok

us
ei

/k
an

re
n_

se
sa

ku
/p

df
/t

ic
ad

_e
ve

nt
/s

id
e_

ev
en

t_
5-

1.
pd

f

宿
泊
・

飲
食
業

宿
泊
業
，

飲
食
サ

ー
ビ

ス
業

R
ep

ub
li

c 
of

 U
ga

nd
a

ウ
ガ

ン
ダ
共

和
国

ア
フ
リ

カ
○

13
D

A
IS

H
O

 C
O

., 
L

T
D

.
株
式

会
社

 ダ
イ

シ
ョ
ー

た
れ
、

ス
ー
プ

、
粉
末

調
味
料

等
製
造

販
売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
事

業
内
容

）
製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

14
E

at
 W

el
l G

lo
ba

l (
U

ni
te

d 
S

ta
te

s 
of

A
m

er
ic

a)

食
と
栄

養
に
関

す
る
コ

ン
サ
ル

テ
ィ
ン

グ
会
社

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（

A
bo

ut
/C

ar
ee

r）
か

ら
要

約

専
門
、

科
学
及

び
技
術

サ
ー
ビ

ス
業

学
術
研
究

，
専
門

・
技

術
サ
ー
ビ

ス
業

U
ni

te
d 

S
ta

te
s 

of
 A

m
er

ic
a

ア
メ

リ
カ
合

衆
国

北
米

○

15
ec

ol
og

gi
e 

In
c.

株
式

会
社
エ

コ
ロ
ギ

ー

昆
虫
コ

オ
ロ
ギ

の
養
殖

生
産
お

よ
び
昆

虫
コ
オ

ロ
ギ
を

活
用
し

た
食
品

、
飼
料

の
開
発

・
製
造

・
販
売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
概
要

）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

52



表
6. 

Pr
iva

te
 Se

cto
r B

us
in

es
se

sと
し

て
エ

ン
ド

ー
ス

あ
る

い
は

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
し

た
企

業
、

団
体

に
つ

い
て

（
続

き
1）

N
o.

企
業

事
業
内
容

・
引
用

場
所

国
際
標

準
産
業

分
類

日
本

標
準
産

業
分
類

国
（

正
式
名

称
）

国
（
日

本
語
）

地
域

エ
ン

ド
ー
ス

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
日

本
栄
養

士
会
賛

助
会
員

東
京

都
栄
養

士
会
賛

助
会
員

16
E

ug
le

na
 C

o.
, L

td
.

株
式

会
社
ユ

ー
グ
レ

ナ

・
ユ
ー

グ
レ
ナ

等
の
微

細
藻
類

等
の
研

究
開
発

、
生
産

・
ユ
ー

グ
レ
ナ

等
の
微

細
藻
類

等
の
食

品
、
化

粧
品
の

製
造
、

販
売

・
ユ
ー

グ
レ
ナ

等
の
微

細
藻
類

等
の
バ

イ
オ
燃

料
技
術

開
発
、

環
境
関

連
技
術

開
発

・
バ
イ

オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ

ー
関
連

ビ
ジ
ネ

ス
の
事

業
開

発
、
投

資
等

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
概
要

）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

17
ev

er
y,

 I
nc

.
株
式

会
社
エ

ブ
リ
ー

動
画
メ

デ
ィ
ア

事
業
、

広
告
事

業

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
概
要

）

専
門
、

科
学
及

び
技
術

サ
ー
ビ

ス
業

学
術
研
究

，
専
門

・
技

術
サ
ー
ビ

ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

18

F
is

he
rm

an
 J

ap
an

 M
ar

ke
ti

ng
 C

o.
,

L
td

.
C

O
M

P
A

N
Y

株
式

会
社

 フ
ィ

ッ
シ
ャ

ー
マ
ン

・
ジ
ャ

パ

ン
・

マ
ー
ケ

テ
ィ
ン

グ

販
売
事

業
（
鮮

魚
・
加

工
品
販

売
）
、

飲
食
事

業
（
飲

食
店
経

営
）
、

海
外
事

業
（
農

林
水
産

物
輸
出

支

援
）
、

コ
ン
サ

ル
事
業

（
リ
サ

ー
チ
、

技
術
指

導
、
販

路
支
援

な
ど
）

引
用
場

所
：

ch
ro

m
e-

ex
te

ns
io

n:
//e

fa
id

nb
m

nn
ni

bp
ca

jp
cg

lc
le

fi
nd

m
ka

j/h
tt

ps
://

w
w

w
.m

af
f.g

o.
jp

/j/
ko

ku
sa

i/k
ok

ky
o/

yo
sa

n/
at

ta
ch

/p
df

/r
3_

ji
gy

o_
re

po
rt

-3
.p

df

宿
泊
・

飲
食
業

宿
泊
業
，

飲
食
サ

ー
ビ

ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

19
F

oo
d 

at
 G

oo
gl

e 
(U

ni
te

d 
S

ta
te

s 
of

A
m

er
ic

a)
フ
ー
ド

サ
ー
ビ

ス
専
門
、

科
学
及

び
技
術

サ
ー
ビ

ス
業

学
術
研
究

，
専
門

・
技

術
サ
ー
ビ

ス
業

U
ni

te
d 

S
ta

te
s 

of
 A

m
er

ic
a

ア
メ

リ
カ
合

衆
国

北
米

○

20
F

oo
d 

In
du

st
ry

 A
si

a 
(F

IA
)

ア
ジ
ア

太
平
洋

地
域
に

お
け
る

政
策
を

通
じ
て

、
業
界

と
公
共

部
門
と

の
間
の

信
頼
を

構
築

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（

A
bo

ut
の
内

容
を
要

約
）

専
門
、

科
学
及

び
技
術

サ
ー
ビ

ス
業

サ
ー
ビ
ス

業
R

ep
ub

li
c 

of
 S

in
ga

po
re

シ
ン

ガ
ポ
ー

ル
共
和

国
ア
ジ
ア

○

21
F

U
JI

 O
IL

 H
O

L
D

IN
G

S
 I

N
C

.
不
二

製
油
グ

ル
ー
プ

本
社
株

式
会
社

植
物
性

油
脂
や

業
務
用

チ
ョ
コ

レ
ー
ト

、
乳
化

・
発
酵

素
材
、

大
豆
加

工
素
材

な
ど
の

 開
発
・
生

産
・
販

売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
事

業
紹
介

）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

○

22
G

ri
ff

it
h 

F
oo

ds
 (U

ni
te

d 
S

ta
te

s 
of

A
m

er
ic

a)

調
味
料

や
ソ
ー

ス
か
ら

フ
ラ
イ

衣
、
コ

ー
テ
ィ

ン
グ
、

香
料
、

ベ
ー
カ

リ
ー
商

品
な
ど

の
食
品

原
料
を

専
門
に

取
り
扱

う
、
グ

ロ
ー
バ

ル
な
製

品
開
発

パ
ー
ト

ナ
ー

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（

A
bo

ut
 u

sを
和
訳
）

製
造
業

製
造
業

U
ni

te
d 

S
ta

te
s 

of
 A

m
er

ic
a

ア
メ

リ
カ
合

衆
国

北
米

○

23
H

ap
py

＆
L

if
e8

8,
L

L
C

.
H

ap
py

＆
L

if
e 

88
 合

同
会
社

・
農
林

畜
水
産

物
加
工

品
と
菓

子
類
の

輸
出
販

売
と
輸

入
販
売

・
食
品

と
食
器

、
雑
貨

の
売
買

・
飲
食

店
開
業

と
運
営

の
コ
ン

サ
ル
テ

ィ
ン
グ

・
事
業

主
及
び

企
業
の

海
外
進

出
会
社

の
コ
ン

サ
ル

テ
ィ
ン

グ

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
概
要

）

卸
売
・

小
売
業

卸
売
業
・

小
売
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

24
H

A
Y

A
S

H
IB

A
R

A
株
式

会
社

 林
 原

食
品
原

料
、
医

薬
品
原

料
、
化

粧
品
原

料
、
健

康
食
品

原
料
、

機
能
性

色
素
の

開
発
・

製
造
・

販
売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
概
要

）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

○

25
H

ig
h-

P
re

ss
ur

e 
S

up
po

rt
 C

o.
, L

td
.

H
ig

h-
P

re
ss

ur
e 

S
up

po
rt
株
式
会

社

・
高
圧

食
品
の

製
造
・

販
売

・
食
品

加
工
用

及
び
医

療
用
高

圧
処
理

装
置
の

製
造
・

販
売
・

保
守
管

理

・
食
品

素
材
に

対
す
る

高
圧
技

術
の
試

験
及
び

受
託
加

工 ・
高
圧

技
術
を

用
い
た

食
品
製

造
に
関

す
る
サ

ポ
ー

ト
・
技

術
相
談

・
高
圧

処
理
装

置
導
入

の
た
め

の
資
金

相
談

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

26
IK

E
A

 o
f S

w
ed

en
 (S

w
ed

en
)

家
具
・

イ
ン
テ

リ
ア
・

生
活
雑

貨
な
ど

の
販
売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
よ
り

判
断

卸
売
・

小
売
業

卸
売
業
・

小
売
業

K
in

gd
om

 o
f S

w
ed

en
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
王
国

欧
州

○

27
In

te
gr

iC
ul

tu
re

 I
nc

.
イ
ン

テ
グ
リ

カ
ル
チ

ャ
ー
株

式
会
社

汎
用
大

規
模
細

胞
培
養

シ
ス
テ

ム
 "

C
ul

N
et

 S
ys

te
m

™
"を

用
い
た

有
用
成

分
、
化

粧
品
、

食
品
、

細
胞
培

養

肉
の
研

究
開
発

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（

A
bo

ut
 u

s）

専
門
、

科
学
及

び
技
術

サ
ー
ビ

ス
業

学
術
研
究

，
専
門

・
技

術
サ
ー
ビ

ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

53



表
6. 

Pr
iva

te
 Se

cto
r B

us
in

es
se

sと
し

て
エ

ン
ド

ー
ス

あ
る

い
は

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
し

た
企

業
、

団
体

（
続

き
2）

N
o.

企
業

事
業
内

容
・
引

用
場
所

国
際

標
準

産
業
分

類
日
本

標
準
産

業
分
類

国
（
正

式
名
称

）
国

（
日
本

語
）

地
域

エ
ン

ド
ー

ス
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン
ト

日
本

栄
養

士
会

賛
助

会
員

東
京
都

栄
養
士

会
賛
助

会
員

28
In

te
rn

at
io

na
l F

oo
d 

an
d 

B
ev

er
ag

e
A

ll
ia

nc
e 

(I
F

B
A

)

世
界
の

公
衆
衛

生
を
改

善
す
る

た
め
に

、
主

要
な

食
品

お
よ
び

ノ
ン
ア

ル
コ
ー

ル
飲
料

会
社
か

ら
成

る
同

盟

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（

A
bo

ut
 u

sを
要

約
）

専
門

、
科
学

及
び
技

術

サ
ー

ビ
ス
業

サ
ー

ビ
ス

業
S

w
is

s 
C

on
fe

de
ra

ti
on

ス
イ

ス
連
邦

欧
州

○
○

29
IT

O
H

A
M

 Y
O

N
E

K
Y

U
 H

O
L

D
IN

G
S

伊
藤

ハ
ム

米
久

ホ
ー
ル

デ
ィ
ン

グ
ス
株

式

会
社

食
肉
加

工
品
の

製
造
及

び
販
売

、
食
肉

の
加

工
及

び
販

売
、
調

理
加
工

食
品
、

惣
菜
類

の
製
造

及
び

販
売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

）

製
造

業
製
造

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

30
Ja

pa
n 

C
on

se
rv

at
io

n 
E

ng
in

ee
rs

国
土

防
災

技
術

株
式
会

社

建
設
コ

ン
サ
ル

タ
ン
ト

、
地
質

調
査
業

、
測

量
業

、
補

償
コ
ン

サ
ル
タ

ン
ト
、

建
設
業

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
概
要

）

建
設

業
建
設

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

31
Ja

pa
n 

C
O

-O
P

 K
yo

sa
i (

In
su

ra
nc

e)
C

on
su

m
er

s'
 C

o-
op

er
at

iv
e 

F
ed

er
at

io
n

日
本

コ
ー

プ
共

済
生
活

協
同
組

合
連
合

会

・
共
済

事
業
（

コ
ー
プ

共
済
）

・
ラ
イ

フ
プ
ラ

ン
ニ
ン

グ
活
動

の
推
進

引
用
場

所
：
サ

イ
ト
（

コ
ー
プ

共
済
に

つ
い

て
）

そ
の

他
の
サ

ー
ビ
ス

業
複
合

サ
ー

ビ
ス

事
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

32
Ja

pa
ne

se
 C

on
su

m
er

s'
 C

o-
op

er
at

iv
e

U
ni

on
 (J

C
C

U
)

日
本

生
活

協
同

組
合
連

合
会

・
会
員

生
協
へ

の
商
品

供
給
な

ど
に
関

わ
る

事
業

・
生
協

の
全
国

組
織
と

し
て
の

取
り
組

み

・
会
員

生
協
へ

の
支
援

の
取
り

組
み

引
用
場

所
：
サ

イ
ト
（

日
本
生

協
連
と

は
）

そ
の

他
の
サ

ー
ビ
ス

業
複
合

サ
ー

ビ
ス

事
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

33
K

ag
ak

u-
D

oj
in

 P
ub

li
sh

in
g

株
式

会
社

 化
学

同
人

出
版
業

；
自
然

科
学
分

野
の
書

籍
の
発

行
・

月
刊

誌

「
化
学

」
の
発

行

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
情
報

）

情
報

通
信
業

情
報

通
信

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

34
K

A
G

O
M

E
 C

O
., 

L
T

D
.

カ
ゴ

メ
株

式
会

社

・
調
味

食
品
、

保
存
食

品
、
飲

料
、
そ

の
他

の
食

品
の

製
造
・

販
売

・
種
苗

、
青
果

物
の
仕

入
れ
・

生
産
・

販
売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
概
要

）

製
造

業
製
造

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○
○

○

35
K

ao
花
王

株
式

会
社

「
ハ
イ

ジ
ー
ン

&
リ

ビ
ン
グ

ケ
ア
」

「
ヘ
ル

ス
&

ビ
ュ
ー

テ
ィ
ケ

ア
」
「

ラ
イ
フ

ケ
ア
」

「
化

粧
品

」
の

4つ
の

事
業

分
野

で
、

生
活
者

に
向
け

た
コ
ン

シ
ュ

ー

マ
ー
プ

ロ
ダ
ク

ツ
事
業

を
展
開

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
花

王
グ
ル

ー
プ

に
つ

い
て

/
事

業
分

野
）

製
造

業
製
造

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○
○

○
○

36
K

E
N

K
O

 M
ay

on
na

is
e

ケ
ン

コ
ー

マ
ヨ

ネ
ー
ズ

株
式
会

社

・
サ
ラ

ダ
類
・

総
菜
類

の
製
造

、
販
売

・
マ
ヨ

ネ
ー
ズ

類
・
ド

レ
ッ
シ

ン
グ
類

・
ソ

ー
ス

類
の

製
造
、

販
売

・
タ
マ

ゴ
加
工

品
の
製

造
、
販

売

・
シ
ョ

ッ
プ
事

業

・
海
外

事
業

ケ
ン
コ

ー
マ
ヨ

ネ
ー
ズ

株
式
会

社

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

/会
社
情

報
）

製
造

業
製
造

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

37
K

i k
ko

m
an

 C
or

po
ra

ti
on

キ
ッ

コ
ー

マ
ン

株
式
会

社

・
食
品

の
製
造

と
販
売

・
「
食

と
健
康

」
に
関

わ
る
商

品
と
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

/経
営
理

念
と
事

業
領
域

/キ
ッ

コ
ー
マ

ン
グ
ル

ー
プ
事

業
領

域
）

製
造

業
製
造

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

38
K

O
K

U
B

U
 G

R
O

U
P

 C
O

R
P

国
分

グ
ル

ー
プ

本
社
株

式
会
社

酒
類
・

食
品
・

関
連
消

費
財
に

わ
た
る

卸
売

業
及

び
流

通
加
工

、
配
送

業
務
、

貿
易
業

、
不
動

産
賃

貸
借

業

ほ
か

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
情
報

/会
社
概

要
）

卸
売

・
小
売

業
卸
売

業
・

小
売

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

39
K

ur
ad

as
hi

 C
o.

, L
td

株
式

会
社

ク
ラ

ダ
シ

ソ
ー
シ

ャ
ル
グ

ッ
ド
マ

ー
ケ
ッ

ト
「

ku
ra

da
sh

i」
の

運
営

卸
売

・
小
売

業
卸
売

業
・

小
売

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

40
K

yo
ku

yo
 C

o,
.L

td
株
式

会
社

　
極

洋

・
水
産

商
事
事

業

世
界
各

国
か
ら

の
水
産

物
の
輸

出
入
・

国
内

商
事

、
三

国
間
貿

易

・
食
品

事
業

農
水
産

物
の
冷

凍
・
常

温
加
工

品
の
製

造
、

販
売

鰹
・
鮪

事
業

カ
ツ
オ

・
マ
グ

ロ
の
漁

獲
お
よ

び
養
殖

、
加

工
、

販
売

・
物
流

サ
ー
ビ

ス
事
業

食
品
の

鮮
度
の

管
理
お

よ
び
配

送
手
配

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
採

用
基
本

情
報

/会
社

概

要
）

卸
売

・
小
売

業
卸
売

業
・

小
売

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○

41
L

E
O

C
 C

o.
, L

td
.

株
式

会
社

 L
E

O
C

1.
病

院
・

社
会

福
祉

施
設
に

お
け
る

フ
ー
ド

サ
ー
ビ

ス

の
提
供

2.
企

業
・

学
校

な
ど

の
食
堂

に
お
け

る
フ
ー

ド
サ
ー

ビ

ス
の
提

供

3.
各

種
厚

生
施

設
に

お
け
る

フ
ー
ド

サ
ー
ビ

ス
の
提

供

及
び
施

設
の
運

営
・
管

理
業
務

4.
ス

ポ
ー

ツ
施

設
に

お
け
る

フ
ー
ド

サ
ー
ビ

ス
の
提

供

及
び
栄

養
サ
ポ

ー
ト
業

務

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
概
要

/概
要
・

沿
革
）

宿
泊

・
飲
食

業
宿
泊

業
，

飲
食

サ
ー
ビ

ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

54



表
6. 

Pr
iva

te
 Se

cto
r B

us
in

es
se

sと
し

て
エ

ン
ド

ー
ス

あ
る

い
は

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
し

た
企

業
、

団
体

（
続

き
3）

N
o.

企
業

事
業
内
容

・
引
用
場

所
国
際
標

準
産
業

分
類

日
本
標
準

産
業
分

類
国

（
正
式

名
称
）

国
（
日
本

語
）

地
域

エ
ン

ド
ー
ス

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト

日
本

栄
養
士

会
賛
助
会

員
東
京

都
栄
養

士
会
賛
助

会
員

42
M

ar
uh

a 
N

ic
hi

ro
 C

or
po

ra
ti

on
マ
ル

ハ
ニ
チ
ロ

株
式
会
社

漁
業
、
養

殖
、
水

産
物
の
輸

出
入
・

加
工
・
販

売
、
冷

凍
食
品
・

レ
ト
ル

ト
食
品
・

缶
詰
・

練
り
製
品

・
化
成

品
の
製
造

・
加
工

・
販
売
、

食
肉
・

飼
料
原
料

の
輸

入
、
食
肉

製
造
・

加
工
・
販

売

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

企
業
案

内
）

農
林

漁
業

漁
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

43
M

ea
l-

pl
us

 C
or

po
ra

ti
on

 (J
ap

an
)

・
保
健
指

導

・
介
護
予

防
事
業

・
薬
局
管

理
栄
養

士
コ
ン
サ

ル
テ
ィ

ン
グ

・
食
関
連

コ
ン
テ

ン
ツ
提
供

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
か

ら
引
用

専
門

、
科
学
及

び
技
術

サ
ー

ビ
ス
業

学
術
研

究
，
専
門

・
技

術
サ
ー

ビ
ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

44
M

ir
ai

-Z
ou

 C
o.

, L
td

株
式

会
社

 み
ら

い
蔵

農
業
資
材

販
売
、

米
穀
集
荷

、
農
産

物
検
査
、

土
壌
分

析
、
生
産

法
人

(生
姜
・

苺
)等

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

会
社
案

内
/代

表
メ

ッ
セ
ー

ジ
）

農
林

漁
業

農
業
，

林
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

45
N

eu
ra

l I
nc

.
株
式

会
社
ニ
ュ

ー
ラ
ル

・
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ

テ
ィ
戦
略

コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン

グ

・
E

S
G
投
資
ア

ド
バ
イ
ザ

リ
ー

・
ベ
ン
チ

ャ
ー
投

資

・
上
場
企

業
投
資

・
宇
宙
ビ

ジ
ネ
ス

ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー

・
グ
ロ
ー

バ
ル
経

営
ア
ド
バ

イ
ザ
リ

ー

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

企
業
情

報
/会

社
概

要
）

専
門

、
科
学
及

び
技
術

サ
ー

ビ
ス
業

学
術
研

究
，
専
門

・
技

術
サ
ー

ビ
ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

46
N

H
 F

oo
ds

 L
td

.
日
本

ハ
ム
株
式

会
社

食
肉
加
工

品
の
製

造
お
よ
び

販
売

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

企
業
情

報
/日

本
ハ

ム

（
株
）
会

社
情
報

/会
社
概
要

）

製
造

業
製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

○

47
N

ic
hi

re
i F

oo
ds

 I
nc

.
株
式

会
社
ニ
チ

レ
イ
フ
ー

ズ

冷
凍
食
品

・
レ
ト

ル
ト
食
品

・
缶
詰

・
包
装
氷

等
の
製

造
・
加
工

並
び
に

こ
れ
ら
の

製
品
の

販
売

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

企
業
情

報
/会

社
案

内
/会

社
概
要
）

製
造

業
製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

48
N

IP
P

N
 C

or
po

ra
ti

on
株
式

会
社

 ニ
ッ

プ
ン

製
粉
事
業

、
食
品

事
業
（
プ

レ
ミ
ッ

ク
ス
類
、

コ
ー
ン

製
品
、
米

粉
、
家

庭
用
小
麦

粉
、
パ

ス
タ
類
、

パ
ス
タ

ソ
ー
ス
、

オ
リ
ー

ブ
油
、
ア

マ
ニ
な

ど
、
乾
麺

、
冷
凍

食
材
、
冷

凍
食
品

、
中
食
事

業
）
、

そ
の
他
（

ヘ
ル
ス

ケ
ア
事
業

、
ペ
ッ

ト
ケ
ア
事

業
、
バ

イ
オ
テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー
関
連

事
業
、

機
械
類
の

販
売
な

ど
）

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

企
業
情

報
/会

社
概

要
）

製
造

業
製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

49
N

ip
po

n 
B

io
di

es
el

 F
ue

l C
o.

 L
td

日
本

植
物
燃
料

株
式
会
社

・
電
子
農

協
基
盤

構
築
事
業

・
電
子
バ

ウ
チ
ャ

ー
事
業

・
現
金
・

電
子
マ

ネ
ー
給
付

事
業

・
再
生
可

能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事

業

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

企
業
概

要
）

専
門

、
科
学
及

び
技
術

サ
ー

ビ
ス
業

学
術
研

究
，
専
門

・
技

術
サ
ー

ビ
ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

50
N

is
sh

in
 S

ei
fu

n 
G

ro
up

 I
nc

.
株
式

会
社
日
清

製
粉
グ
ル

ー
プ

製
粉
、
加

工
食
品

、
酵
母
・

バ
イ
オ

、
健
康
食

品
、
中

食
・
惣
菜

、
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
、

メ
ッ
シ
ュ

ク
ロ
ス

等
を
事
業

群
と
す

る
グ
ル
ー

プ
全
体

の
経
営
戦

略
の
立

案
・
遂
行

、
事
業

会
社
の
管

理
・
支

援

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

グ
ル
ー

プ
に
つ
い

て
/会

社

概
要
）

製
造

業
製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

51
N

IS
S

IN
 F

O
O

D
S

 H
O

L
D

IN
G

S
日
清

食
品
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン

グ
ス
株

式
会
社

・
即
席
麺

の
製
造

お
よ
び
販

売

・
チ
ル
ド

食
品
の

製
造
お
よ

び
販
売

・
冷
凍
食

品
の
製

造
お
よ
び

販
売

・
菓
子
、

シ
リ
ア

ル
食
品
の

製
造
お

よ
び
販
売

・
乳
製
品

、
清
涼

飲
料
、
チ

ル
ド
デ

ザ
ー
ト
等

の
製
造

お
よ
び
販

売

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
（

企
業
情

報
）

製
造

業
製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

52
N

ut
ri

 C
o.

, L
td

.
ニ
ュ

ー
ト
リ
ー

株
式
会
社

栄
養
療
法

食
品
な

ら
び
に
嚥

下
障
害

対
応
食
品

な
ど
の

開
発
、
製

造
お
よ

び
販
売

製
造

業
製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

○

53
N

ut
ri

ti
on

 J
ap

an
 P

ub
li

c 
P

ri
va

te
P

la
tf

or
m

栄
養

改
善
事
業

推
進
プ
ラ

ッ
ト
フ

ォ
ー
ム

民
間
企
業

の
ア
イ

デ
ア
と
イ

ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を

も
と

に
、
日
本

の
技
術

と
知
見
を

活
か
し

て
、
途
上

国
・
新

興
国
の
国

民
の
栄

養
状
態
を

改
善
で

き
る
食
品

供
給
な

ど
の
ビ
ジ

ネ
ス
（

栄
養
改
善

事
業
）

を
推
進
す

る
た
め

の
、
官
民

連
携
の

枠
組
み

専
門

、
科
学
及

び
技
術

サ
ー

ビ
ス
業

学
術
研

究
，
専
門

・
技

術
サ
ー

ビ
ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

54
O

la
m

 I
nt

er
na

ti
on

al
 (S

in
ga

po
re

)
農
産
物
商

社

引
用
場
所

：
企
業

サ
イ
ト
よ

り
判
断

卸
売

・
小
売
業

卸
売
業

・
小
売
業

R
ep

ub
li

c 
of

 S
in

ga
po

re
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル

共
和
国

ア
ジ
ア

○

55
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エ

ン
ド
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あ
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い
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コ
ミ
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メ
ン

ト
し

た
企

業
、

団
体

（
続

き
4）

N
o.

企
業

事
業
内
容

・
引
用

場
所

国
際
標

準
産
業

分
類

日
本

標
準
産

業
分
類

国
（

正
式
名

称
）

国
（
日

本
語
）

地
域

エ
ン

ド
ー
ス

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
日

本
栄
養

士
会
賛

助
会
員

東
京

都
栄
養

士
会
賛

助
会
員

55

O
m

ni
co

m
 H

ea
lt

h 
G

ro
up

 A
si

a 
P

ac
if

ic
K

.K
. P

O
L

A
R

IS
O

m
ni

co
m

 H
ea

lt
h 

G
ro

up
 A

si
a 

P
ac

if
ic

株
式

会
社

 P
O

L
A

R
IS

人
々
の

Q
O

L
向
上

に
貢
献

す
る
ヘ

ル
ス
ケ

ア
エ
ー

ジ
ェ

ン
シ
ー

・
プ
ラ

ン
ニ
ン

グ

・
デ
ジ

タ
ル
サ

ー
ビ
ス

・
ア
カ

ウ
ン
ト

サ
ー
ビ

ス

・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
ソ
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン

・
ア
カ

デ
ミ
ッ

ク
エ
ン

ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト

／
K

O
L
リ

レ
ー

シ
ョ
ン

・
コ
ン

テ
ン
ツ

・
エ
ビ

デ
ン
ス

開
発
サ

ポ
ー
ト

専
門
、

科
学
及

び
技
術

サ
ー
ビ

ス
業

学
術
研
究

，
専
門

・
技

術
サ
ー
ビ

ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

○

56
P

T
 I

nd
of

oo
d 

S
uk

se
s 

M
ak

m
ur

 T
bk

(I
nd

on
es

ia
)

麺
類
、

乳
製
品

、
ス
ナ

ッ
ク
菓

子
、
食

品
調
味

料
、
栄

養
特
別

食
、
飲

料
等
の

生
産
や

包
装
事

業

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（

C
O

M
P

A
N

Y
/I

C
B

P
 A

T
A

 G
L

A
N

C
E

 を
和
訳

）

製
造
業

製
造
業

R
ep

ub
li

c 
of

 I
nd

on
es

ia
イ
ン

ド
ネ
シ

ア
共
和

国
ア
ジ
ア

○

57
Q

uo
rn

 F
oo

ds
 (U

ni
te

d 
K

in
gd

om
)

代
替
食

品
の
製

造

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
よ
り

判
断

製
造
業

製
造
業

U
ni

te
d 

K
in

gd
om

 o
f G

re
at

 B
ri

ta
in

an
d 

N
or

th
er

n 
Ir

el
an

d
英
国

欧
州

○

58
R

oy
al

 D
S

M
 (N

et
he

rl
an

ds
)

ヒ
ュ
ー

マ
ン
ニ

ュ
ー
ト

リ
シ
ョ

ン
、
ア

ニ
マ
ル

ニ
ュ
ー

ト
リ
シ

ョ
ン
、

パ
ー
ソ

ナ
ル
ケ

ア
と
ア

ロ
マ
、

医
療
機

器
、
環

境
に
や

さ
し
い

製
品
と

ア
プ
リ

ケ
ー
シ

ョ
ン
、

ニ
ュ
ー

モ
ビ
リ

テ
ィ
と

コ
ネ
ク

テ
ィ
ビ

テ
ィ
に

関
わ
る

ビ
ジ
ネ

ス
ソ
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン
を

提
供

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
情
報

）

製
造
業

製
造
業

K
in

gd
om

 o
f t

he
 N

et
he

rl
an

ds
オ
ラ

ン
ダ
王

国
欧
州

○

59
S

ai
ns

bu
ry

's
 S

up
er

m
ar

ke
t 

L
td

. (
U

ni
t e

各
種
食

料
品
小

売
業

卸
売
・

小
売
業

卸
売
業
・

小
売
業

U
ni

te
d 

K
in

gd
om

 o
f G

re
at

 B
ri

ta
in

an
d 

N
or

th
er

n 
Ir

el
an

d
英
国

欧
州

○

60
S

ev
en

 &
 i 

H
ol

di
ng

s 
C

o.
, L

td
.

株
式

会
社
セ

ブ
ン
＆

ア
イ
・

ホ
ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス

コ
ン
ビ

ニ
エ
ン

ス
ス
ト

ア
、
総

合
ス
ー

パ
ー
、

食
品

ス
ー
パ

ー
、
百

貨
店
、

専
門
店

、
フ
ー

ド
サ
ー

ビ
ス
、

金
融
サ

ー
ビ
ス

、
IT

／
サ

ー
ビ
ス

な
ど
、

各
事
業

を
中

心
と
し

た
企
業

グ
ル
ー

プ
の
企

画
・
管

理
・
運

営
（
純

粋
持
株

会
社
）

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
/企

業
概

要
）

卸
売
・

小
売
業

卸
売
業
・

小
売
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○

61

S
H

iD
A

X
 C

O
N

T
R

A
C

T
 F

O
O

D
S

E
R

V
IC

E
 C

O
R

P
O

R
A

R
T

IO
N

シ
ダ

ッ
ク
ス

コ
ン
ト

ラ
ク
ト

フ
ー
ド

サ
ー

ビ
ス

株
式
会

社

・
オ
フ

ィ
ス
・

工
場
な

ど
の
社

員
食
堂

、
学
校

な
ど
の

学
生
食

堂
の
受

託
運
営

・
学
生

寮
・
社

員
寮
の

食
堂
運

営
、
レ

ス
ト
ラ

ン
・
社

員
ク
ラ

ブ
の
運

営

・
売
店

の
運
営

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

/事
業
会
社

一
覧

/シ
ダ
ッ
ク

ス
コ
ン

ト
ラ
ク

ト
サ
ー

ビ
ス
株

式
会
社

）

宿
泊
・

飲
食
業

宿
泊
業
，

飲
食
サ

ー
ビ
ス

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

○

62
S

H
iD

A
X

 C
O

R
P

O
R

A
R

T
IO

N
シ
ダ

ッ
ク
ス

株
式
会

社

・
子
会

社
へ
の

経
営
指

導
お
よ

び
間
接

業
務
の

受
託

（
持
株

会
社
）

・
子
会

社
を
通

じ
て
以

下
の
事

業
を
展

開

・
フ
ー

ド
サ
ー

ビ
ス
事

業
、
車

両
運
行

サ
ー
ビ

ス
事

業
、
社

会
サ
ー

ビ
ス
事

業

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

/事
業
会
社

一
覧

/シ
ダ
ッ
ク

ス
株
式

会
社
）

宿
泊
・

飲
食
業

宿
泊
業
，

飲
食
サ

ー
ビ

ス
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

63
S

H
iD

A
X

 F
O

O
D

 S
E

R
V

IC
E

C
O

R
P

O
R

A
R

T
IO

N
シ
ダ

ッ
ク
ス

フ
ー
ド

サ
ー
ビ

ス
株
式

会
社

・
病
院

・
診
療

所
入
院

患
者
を

対
象
と

し
た
給

食
、
及

び
病
院

内
職
員

食
堂
・

外
来
レ

ス
ト
ラ

ン
の
受

託
運
営

・
保
育

園
、
幼

稚
園
、

及
び
特

別
養
護

老
人
ホ

ー
ム
、

介
護
老

人
保
健

施
設
、

有
料
老

人
ホ
ー

ム
、

障
害
者

施
設
な

ど
の
給

食
の
受

託
運
営

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

/事
業
会
社

一
覧

/シ
ダ
ッ
ク

ス
フ
ー

ド
サ
ー

ビ
ス
株

式
会
社

）

宿
泊
・

飲
食
業

宿
泊
業
，

飲
食
サ

ー
ビ
ス

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

56
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cto
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us
in

es
se

sと
し

て
エ

ン
ド

ー
ス

あ
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い
は

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
し

た
企

業
、

団
体

（
続

き
5）

N
o.

企
業

事
業
内
容

・
引
用

場
所

国
際
標

準
産
業

分
類

日
本

標
準
産

業
分
類

国
（

正
式
名

称
）

国
（
日

本
語
）

地
域

エ
ン

ド
ー
ス

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
日

本
栄
養

士
会
賛

助
会
員

東
京

都
栄
養

士
会
賛

助
会
員

64
T

ai
yo

 Y
uk

a
株
式

会
社
太

陽
油
化

・
産
業

廃
棄
物

収
集
運

搬
・
処

分

・
特
別

管
理
産

業
廃
棄

物
収
集

運
搬
・

処
分

・
一
般

廃
棄
物

処
分

・
危
険

物
施
設

メ
ン
テ

ナ
ン
ス

・
排
水

処
理
施

設
メ
ン

テ
ナ
ン

ス

・
石
油

製
品
販

売
業

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
案
内

）

水
供
給

業
、
下

水
処
理

並
び
に

廃
棄
物

管
理
及

び
浄
化

活
動

サ
ー
ビ
ス

業
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ
ア

○
○

65
T

IG
E

R
 C

O
R

P
O

R
A

T
IO

N
タ
イ

ガ
ー
魔

法
瓶
株

式
会
社

真
空
断

熱
ボ
ト

ル
、
ジ

ャ
ー
炊

飯
器
、

電
気
ケ

ト
ル
、

電
気
ポ

ッ
ト
、

電
気
調

理
器
具

、
ア
ウ

ト
ド
ア

用
品
な

ど
 生

活
用

品
の
総

合
メ
ー

カ
ー

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
情
報

/会
社
概
要

）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

66
T

O
H

-A
S

 C
o.

,L
td

.
株
式

会
社
ト

ー
ア
ス

販
売

工
業
用

パ
ッ
キ

ン
産
業

機
器
販

売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
概
要

）
製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

67
T

O
Y

O
 F

E
A

T
H

E
R

 I
N

D
U

S
T

R
Y

C
O

.,L
T

D
東
洋

羽
毛
工

業
株
式

会
社

・
羽
毛

製
品
の

製
造
・

販
売

・
羽
毛

素
材
及

び
羽
毛

素
材
の

利
用
に

関
す
る

研
究
・

開
発

・
羽
毛

素
材
を

利
用
し

た
製
品

の
企
画

・
製
造

・
販
売

・
毛
皮

及
び
皮

革
製
品

の
販
売

、
医
療

機
器
の

販
売

・
健
康

・
睡
眠

に
関
す

る
製
品

の
製
造

・
販
売

・
羽
毛

ケ
ラ
チ

ン
・
ケ

ラ
タ
イ

ド
®
の

製
造
・

販
売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

○

68
T

oy
oS

ys
te

m
S

ci
en

ce
 C

O
.,L

td
株
式

会
社
東

洋
シ
ス

テ
ム
サ

イ
エ
ン

ス

・
栄
養

計
算
、

栄
養
指

導
パ
ッ

ケ
ー
ジ

ソ
フ
ト

「
カ
ロ

リ
ー
メ

イ
ク
」

　
の
開

発
お
よ

び
販
売

・
業
務

用
コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
ソ
フ

ト
ウ
ェ

ア
の
開

発
お
よ

び
販
売

、
保
守

・
栄
養

士
及
び

管
理
栄

養
士
人

材
派
遣

業
務
、

教
育
事

業 ・
食
育

教
材
お

よ
び
食

育
コ
ン

テ
ン
ツ

の
企
画

、
販
売

・
そ
の

他
栄
養

管
理
、

健
康
増

進
に
関

す
る
業

務

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
案
内

）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

69
U

ni
le

ve
r 

(U
ni

te
d 

K
in

gd
om

)

美
容
、

パ
ー
ソ

ナ
ル
ケ

ア
、
ホ

ー
ム
ケ

ア
、
栄

養
関

連
、
ア

イ
ス
ク

リ
ー
ム

の
製
品

の
製
造

・
販
売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（

O
ur

 c
om

pa
ny

/A
t 

a
gl

an
ce

/O
ur

 s
tr

uc
tu

re
）
よ

り
要
約

製
造
業

製
造
業

U
ni

te
d 

K
in

gd
om

 o
f G

re
at

 B
ri

ta
in

an
d 

N
or

th
er

n 
Ir

el
an

d
英
国

欧
州

○

70
W

or
ld

 B
us

in
es

s 
C

ou
nc

il
 fo

r
S

us
ta

in
ab

il
it

y 
D

ev
el

op
m

en
t

(W
B

C
S

D
)

持
続
可

能
な
開

発
を
目

指
す
企

業
約

20
0社

の
C

E
O
連

合
体

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（

O
ve

rv
ie

w
/A

bo
ut

 u
sを

和
訳
）

専
門
、

科
学
及

び
技
術

サ
ー
ビ

ス
業

サ
ー
ビ
ス

業
S

w
is

s 
C

on
fe

de
ra

ti
on

ス
イ

ス
連
邦

欧
州

○

71
W

on
de

r 
ch

ef
 C

o.
,L

td
.

株
式

会
社
　

ワ
ン
ダ

ー
シ
ェ

フ

ス
テ
ン

レ
ス
製

厨
房
用

品
、
ア

ル
ミ
ニ

ウ
ム
製

厨
房
用

品
及
び

、
各
種

金
属
に

よ
る
製

品
の
製

造
販
売

並
び
に

輸
入
販

売

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
会

社
案
内

）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

72
Y

U
K

A
S

H
IK

A
D

O
, I

nc
.

株
式
会

社
ユ
カ

シ
カ
ド

・
栄
養

検
査
を

は
じ
め

、
食
品

や
サ
プ

リ
メ
ン

ト
の
製

造
販
売

、
法
人

提
携
プ

ロ
グ
ラ

ム
、
メ

デ
ィ
ア

な
ど
栄

養
改
善

を
実
現

す
る
た

め
の
各

種
サ
ー

ビ
ス

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
ト

ッ
プ
ペ

ー
ジ
）

製
造
業

製
造
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

73
Ze

sp
ri

 I
nt

er
na

ti
on

al
 (J

ap
an

) K
.K

.
ゼ
ス

プ
リ

 イ
ン

タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ

ル
 ジ

ャ
パ

ン
株

式
会
社

キ
ウ
イ

フ
ル
ー

ツ
の
輸

入
、
製

品
管
理

、
マ
ー

ケ
テ
ィ

ン
グ
活

動

引
用
場

所
：
企

業
サ
イ

ト
（
企

業
情
報

）

卸
売
・

小
売
業

卸
売
業
・

小
売
業

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ
ア

○
○

○
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表
7. 

表
6の

う
ち

、
エ

ン
ド

ー
ス

、
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

両
⽅

⾏
っ

た
企

業

N
o.

企
業

国
（
正
式

名
称

）
国

（
日
本

語
）

地
域

1
A

cc
es

s 
T

o 
N

ut
ri

ti
on

 I
ni

ti
at

iv
e

(A
T

N
I)

 I
nv

es
to

r 
S

ig
na

to
ry

 G
ro

up
K

in
gd

om
 o

f t
he

 N
et

he
rl

an
ds

オ
ラ

ン
ダ

王
国

欧
州

2
A

ji
no

m
ot

o 
C

o.
, I

nc
. 

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ

ア

3
E

ug
le

na
 C

o.
, L

td
.

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ

ア

4
H

A
Y

A
S

H
IB

A
R

A
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ

ア

5
In

te
gr

iC
ul

tu
re

 I
nc

.
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ

ア

6
In

te
rn

at
io

na
l F

oo
d 

an
d 

B
ev

er
ag

e
A

ll
ia

nc
e 

(I
F

B
A

)
S

w
is

s 
C

on
fe

de
ra

ti
on

ス
イ

ス
連

邦
欧
州

7
K

A
G

O
M

E
 C

O
., 

L
T

D
.

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ

ア

8
K

ao
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ

ア

9
N

H
 F

oo
ds

 L
td

.
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ

ア

10
N

ip
po

n 
B

io
di

es
el

 F
ue

l C
o.

 L
td

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ

ア

11
N

IS
S

IN
 F

O
O

D
S

 H
O

L
D

IN
G

S
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ

ア

12
N

ut
ri

 C
o.

, L
td

.
ニ

ュ
ー

ト
リ

ー
株
式

会
社

Ja
pa

n
日
本

ア
ジ

ア

13
S

H
iD

A
X

 C
O

N
T

R
A

C
T

 F
O

O
D

S
E

R
V

IC
E

 C
O

R
P

O
R

A
R

T
IO

N
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ

ア

14
T

ai
yo

 Y
uk

a
Ja

pa
n

日
本

ア
ジ

ア
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表
8. 

AT
NI

 G
lob

al 
In

de
x 2

02
1の

企
業

に
関

す
る

エ
ン

ド
ー

ス
と

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト

ラ
ン
キ
ン

グ
会

社
名

国
事
業
内

容
（

製
造
品

）
エ
ン
ド

ー
ス

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト

1
N

es
tl

é
ス

イ
ス

飲
料

、
菓
子

、
ペ

ッ
ト
フ

ー
ド
等

2
U

ni
le

ve
r

イ
ギ
リ
ス

パ
ー

ソ
ナ
ル

ケ
ア

、
ホ
ー

ム
ケ
ア

、
品

質
管
理

、
品
質

保
証

○

3
F

ri
es

la
nd

C
am

pi
na

オ
ラ
ン
ダ

酪
農

共
同
組

合

4
D

an
on

e
フ

ラ
ン
ス

チ
ル

ド
乳
製

品
、

植
物
性

食
品

5
A

rl
a

デ
ン
マ
ー

ク
乳
製

品

6
M

ar
s

ア
メ
リ
カ

ペ
ッ

ト
ケ
ア

、
ス

ナ
ッ
ク

菓
子

7
P

ep
si

co
ア

メ
リ
カ

多
国

籍
食
品

、
ス

ナ
ッ
ク

、
飲
料

企
業

8
K

el
lo

gg
ア

メ
リ
カ

シ
リ

ア
ル
、

菓
子

、
加
工

食
品

9
G

ru
po

 B
im

bo
メ

キ
シ
コ

パ
ン

の
製
造

9
M

on
de

lē
z

ア
メ
リ
カ

ベ
ビ

ー
フ
ー

ド
、

コ
ー
ヒ

ー
、
乳

製
品

、
シ
リ

ア
ル
食

品
、
菓

子

11
C

oc
a 

C
ol

a
ア

メ
リ
カ

清
涼

飲
料
水

12
G

en
er

al
 M

il
ls

ア
メ
リ
カ

シ
リ

ア
ル
、

乳
製

品
、
缶

詰
ス
ー

プ
、

イ
ン
ス

タ
ン
ト

食
品
、

冷
凍

野
菜
等

12
M

ei
ji

日
本

発
酵

デ
イ
リ

ー
、

加
工
食

品
、
菓

子

14
A

ji
no

m
ot

o
日

本
調
味

料
、
冷

凍
食

品
、
ヘ

ル
ス
ケ

ア
等

○
○

14
C

am
pb

el
l

ア
メ
リ
カ

ス
ー

プ
缶

16
F

er
re

ro
イ

タ
リ
ア

チ
ョ

コ
レ
ー

ト
菓

子
、
清

涼
飲
料

水

17
C

on
ag

ra
ア

メ
リ
カ

パ
ッ

ケ
ー
ジ

食
品

18
B

R
F

ブ
ラ
ジ
ル

飲
食

19
K

D
P

ア
メ
リ
カ

飲
料

19
K

ra
ft

 H
ei

nz
ア

メ
リ
カ

調
味

料
と
ソ

ー
ス

、
乳
製

品
、
飲

料
等

21
S

un
to

ry
日

本
飲
料

21
Y

il
i

中
国

乳
製

品

23
L

ac
ta

li
s

フ
ラ
ン
ス

乳
製

品

23
M

en
gn

iu
中

国
乳
製

品

25
T

in
gy

i
台

湾
イ
ン

ス
タ
ン

ト
ラ

ー
メ
ン

、
飲
料

、
菓

子
類

59



図 1. エンドースあるいはコミットメントを⾏った企業等の産業別分類（国際産業分類）n=73   

 
図 2. エンドースあるいはコミットメントを⾏った企業等の産業別分類（⽇本産業分類）n=73 
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【
参

考
資

料
】

S1
 T

ab
le.

 1
⽇

⽬
開

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

(1
)

61



S1
 T

ab
le.

 1
⽇

⽬
開

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

(2
)

N
o.

国
氏

名
役

職
ス

ピ
ー

チ
内

容

5
東

テ
ィ

モ
ー

ル
民

主
共

和
国

H
.E

. M
r.

 T
au

r
M

at
an

 R
ua

k
P

ri
m

e
M

in
is

te
r

人
的

資
本

を
向
上

さ
せ

、
貧

困
を

解
消

さ
せ
、

特
に

女
性

や
子

ど
も

を
含
む

社
会

的
弱

者
の

あ
ら

ゆ
る
栄

養
不

良
を

な
く

す
こ

と
は
最

優
先

事
項

の
一

つ
で

あ
る
。

20
30

年
ま

で
に

全
国

的
な

食
料

安
全

保
障

を
確
保

し
、

発
育

阻
害

を
25

%
、
消

耗
症

を
5%

以
下

に
抑

え
る

、
子

ど
も

の
過

体
重
を

現
在

の
非

常
に

低
い

レ
ベ
ル

に
維

持
す

る
こ

と
を

約
束
し

て
い

る
。

最
近

、
我

が
政
府

は
栄

養
と

食
料

安
全

保
障
の

た
め

に
”S

D
G

2 
C

on
so

li
da

te
d 

N
at

io
na

l A
ct

io
n 

P
la

n”
を

開
始

し
た

。
総

合
的
な

取
り

組
み

を
支

援
し

、
そ
の

効
果

を
測

定
す

る
た

め
の
共

通

な
枠

組
み

を
提
供

す
る

も
の

。
優

先
事

項
と
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
達

成
を

確
実
に

す
る

た
め

、
最

大
で

37
00

万
米

ド
ル
の

資
金

を
投

入
し

た
。

こ
の
資

金
は

質
の

高
い

多
様

な
食
品

の
入

手
を

促
進

し
、

持
続

可
能

な
フ
ー

ド
シ

ス
テ

ム
を

確
保

す
る
こ

と
、

保
健

サ
ー

ビ
ス

へ
の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ア

ク
セ

ス
を
向

上
さ

せ
る

こ
と

、
母

子
の
食

習
慣

を
改

善
す

る
こ

と
に
使

用
さ

れ
る

。
我

々
の

新
し
い

資

金
調

達
メ

カ
ニ
ズ

ム
は

C
on

so
li

da
te

d 
A

ct
io

n 
P

la
nを

参
考
に

栄
養

に
特

化
し

た
介

入
へ
の

支
出

を
フ

ォ
ロ

ー
す

る
た
め

に
開

発
さ

れ
た

。
エ

ビ
デ
ン

ス
を

実
践

に
移

し
、

デ
ー
タ

を
活

用
し

て

プ
ロ

グ
ラ

ム
を
推

進
、

適
応

さ
せ

、
実

施
、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

報
告

を
セ
ク

タ
ー

間
及

び
全

て
の

関
連
す

る
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と
の

間
で

調
整

し
て

い
く

こ
と
を

約
束

す
る

。

6
エ

ル
サ

ル
バ

ド
ル

共
和

国

M
rs

. G
ab

ri
el

a
R

od
rí

gu
ez

 d
e

B
uk

el
e

F
ir

st
 L

ad
y

日
本

政
府

に
、
栄

養
サ

ミ
ッ

ト
開

催
へ

の
感
謝

を
申

し
上

げ
る

。

政
府

は
健

康
、
食

の
安

全
、

栄
養

改
善

に
取
り

組
ん

で
い

る
。

幼
少

期
の
包

括
的

ケ
ア

の
た

め
の

”G
ro

w
in

g 
T

og
et

he
r”

 政
策

を
実

施
し

て
い
き

た
が

、
こ

の
政

策
で

は
食
の

安
全

と
栄

養
は

特
に

重
要

な
柱

。
国
民

を
健

康
に

す
る

に
は

妊
娠
期

間
を

含
め

人
生

の
初

め
の
数

年
間

、
ケ

ア
と

サ
ー

ビ
ス
を

提
供

す
る

必
要

が
あ

る
。
そ

の
後

の
成

長
の

基
盤

と
な
る

か
ら

で
あ

る
。

こ
の

政
策
は

幼

少
期

を
対

象
と
し

、
次

の
点

で
食

に
取

り
組
ん

で
い

る
。

1)
母

乳
で

育
て

る
こ

と
を
保

護
、

支
援

、
推

奨

2)
妊

婦
と

乳
児

へ
の

栄
養
と

適
切

な
ケ

ア
の

提
供

3)
成

長
や

年
齢

に
応

じ
た
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

学
校

給
食
の

提
供

4)
学

校
や

家
庭

菜
園

を
活
用

し
た

幼
少

期
の

栄
養

の
確
保

こ
れ

は
他

の
政
策

と
と

も
に

持
続

可
能

な
フ
ー

ド
シ

ス
テ

ム
を

築
く

。

こ
の

サ
ミ

ッ
ト
の

参
加

を
通

じ
て

食
と

栄
養
の

改
善

に
関

し
て

コ
ミ

ッ
ト
し

て
い

る
こ

と
を

改
め

て
申
し

上
げ

る
。

そ
の

優
先

位
順
位

と
し

て
、

出
産

前
の

教
育
を

通
じ

て
母

乳
で

育
て

る
人
の

比

率
を

増
や

す
こ
と

、
出

生
時

の
未

熟
児

、
貧
血

、
過

体
重

を
含

む
幼

少
期
の

栄
養

不
良

を
減

少
さ

せ
る
こ

と
。

“G
ro

w
in

g 
T

og
et

he
r”
政

策
は
こ

れ
ら

の
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

達
成

す
る
た

め
に

2つ
の

不
可

欠
な

要
素

が
あ

る
。

1)
政

府
機

関
間

の
連

携

2)
中

央
政

府
、

地
方

自
治

体
、
民

間
部

門
、

市
民

団
体

、
国
際

社
会

な
ど

の
間

で
の

責
任
の

共
有

と
協

力

7
国

際
連

合

H
.E

. M
r.

 A
nt

ó
ni

o 
M

an
ue

l d
e

O
li

ve
ir

a
G

ut
er

re
s

S
ec

re
ta

ry
-

G
en

er
al

貧
困

と
飢

餓
を
な

く
し

、
持

続
可

能
な

開
発
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
数
十

年
に

わ
た

る
活

動
は

順
調
に

進
ん

で
い

る
が

、
飢

餓
は
依

然
と

し
て

増
加

し
て

い
る
。

世
界

の
10

人
に

1人
は

紛
争

、

気
候

変
動

、
貧
困

な
ど

の
理

由
で

深
刻

な
食
料

不
安

に
陥

っ
て

い
る

。
約

30
億

人
、
人

類
の

約
半

分
の

人
々

が
健
康

的
な

食
生

活
を

送
る

余
裕
が

な
く

、
子

ど
も

た
ち

が
成
長

す
る

た
め

に
必

要
な

多
様

な
食

生
活
の

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

こ
と
が

で
き

な
い

。
塩

分
、

糖
分
、

飽
和

脂
肪

が
多

く
、

必
須
栄

養
素

や
食

物
繊

維
が

少
な
い

加
工

食
品

が
氾

濫
し

て
い
る

。
毎

年
80

0万
人

が
不

健
康

な

食
生

活
の

結
果
亡

く
な

っ
て

い
る

。
新

型
コ
ロ

ナ
の

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

は
こ
れ

を
さ

ら
に

悪
化

さ
せ

て
い
る

。
昨

年
の

飢
餓

率
は

20
%
上

昇
し

、
41

00
万

人
以

上
が

飢
餓

の
危
機

に
瀕

し
て

い
る

。

人
々

は
生

活
を
維

持
で

き
る

健
全

な
フ

ー
ド
シ

ス
テ

ム
を

必
要

と
し

て
い
る

。
子

ど
も

た
ち

は
栄

養
価
の

高
い

、
安

全
な

食
品

が
必
要

。
9月

に
開

催
さ

れ
た

フ
ー

ド
シ
ス

テ
ム

サ
ミ

ッ
ト

で
は

、

栄
養

、
健

康
、
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
を

提
供
す

る
必

要
性

が
強

調
さ

れ
た
。

東
京

栄
養

サ
ミ

ッ
ト

で
は
、

よ
り

良
い

栄
養

政
策

と
プ
ロ

グ
ラ

ム
を

推
進

す
る

こ
と
で

、
ま

た
、

フ
ー

ド
シ

ス
テ
ム

強

化
の

た
め

の
新
た

な
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
引
き

出
す

こ
と

で
こ

れ
ら

の
活
動

を
推

進
す

る
こ

と
が

で
き
る

。

8
世

界
銀

行
M

r.
 D

av
id

M
al

pa
ss

P
re

si
de

nt

食
品

、
栄

養
の
安

全
保

障
は

世
銀

に
と

っ
て
も

非
常

に
重

要
。

初
期

の
栄
養

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
投

資
は
、

生
涯

に
わ

た
っ

て
大

き
な
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
影

響
を

与
え
る

こ
と

は
明

ら
か

。
栄

養
不
良

、

人
的

資
本

の
減
少

を
防

ぐ
に

は
生

後
10

00
日

が
大

き
な
チ

ャ
ン

ス
で

あ
る

。
ID

A
は
栄

養
不

良
、

飲
料

水
、

食
料
不

安
に

対
処

す
る

た
め

の
開
発

資
金

の
主

要
な

資
金

源
の
一

つ
。

岸
田

首
相

と
日

本
の

ID
A
の

リ
ー
ダ

ー
シ

ッ
プ
に

感
謝

し
た

い
。

 来
週
、

日
本

政
府

は
ID

A
第

20
次
増

資
交

渉
の

最
終

会
合

を
主
催

す
る

。
 我

々
は

資
金

調
達

と
政

策
パ
ッ

ケ
ー

ジ
に

つ
い

て
合

意
に
達

す
る

こ

と
を

期
待

し
て
い

る
。

栄
養

は
ID

A
20

の
重

要
な

優
先
事

項
。

ID
A
は

パ
ー

ト
ナ

ー
と

協
力

し
て
、

各
国

が
栄

養
失

調
と

闘
い
、

衛
生

状
態

を
改

善
し

、
気
候

に
配

慮
し

た
農

業
を

拡
大
し

、
農

業
補

助
金

を
再

利
用
す

る

こ
と

を
支

援
す
る

。

世
界

銀
行

は
現
在

、
60

億
米

ド
ル

を
超

え
る

栄
養

ポ
ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
現

在
実

施
し
て

い
ま

す
。

寛
大

な
寄

付
者
に

感
謝

す
る

。
特

に
、

日
本
が

ID
A
に

貢
献

し
、

"S
ca

li
ng

 U
p 

N
ut

ri
ti

on
"と

G
F

F
の

た
め

に
ジ

ャ
パ

ン
ト

ラ
ス

ト
フ

ァ
ン
ド

を
通

じ
て

貢
献

し
て

く
れ
た

こ
と

に
感

謝
す

る
。

ま
た

、
日

本
の
生

命
保

険
会

社
や

そ
の

他
の
投

資
家

な
ど

の
民

間
団

体
が

IB
R

D
の

栄
養

債
を
購

入
し

て
い
る

こ
と

を
嬉

し
く

思
い

、
民
間

部
門

に
と

っ
て

の
栄

養
の
重

要
性

に
対

す
る

認
識

が
高

ま
っ

て
い

る
。

IF
C
や

M
IG

A
を

含
む

世
界

銀
行

グ
ル

ー
プ

は
、
国

民
皆

保
険

（
U

H
C
）
と

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

対
応

の
重
要

な
部

分
と

し
て

栄
養

を
含
め

る
こ

と
に

引
き

続
き

力
を
注

い
で

い
る

。

こ
の

重
要

な
問
題

を
世

界
の

注
目

を
集

め
て
く

れ
た

日
本

に
感

謝
す

る
。
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S1
 T

ab
le.

 1
⽇

⽬
開

会
セ

ッ
シ

ョ
ン

(3
)

N
o.

国
氏

名
役
職

ス
ピ
ー

チ
内
容

9
W

H
O

H
.E

.D
r. 

Te
dr

os
Ad

ha
no

m
Di

re
ct

or
-

Ge
ne

ra
l

日
本
政

府
が
今

日
東
京

栄
養

サ
ミ

ッ
ト
を

開
催
し

て
く
だ

さ
っ

た
こ

と
、
こ

の
よ
う

な
機
会

を
い

た
だ

い
た
こ

と
に
感

謝
を
申

し
上

げ
る

。

こ
の
機

会
に
岸

田
総
理

に
対

し
て

、
日
本

国
政
府

、
日
本

の
人

々
に

対
し
て

、
ワ
ク

チ
ン
を

ア
フ

リ
カ

の
人
々

に
届
け

て
く
れ

た
こ

と
に

感
謝
を

申
し
上

げ
る
。

あ
ら

ゆ
る

形
態
の

栄
養
失

調
は
、

世
界
の

主
要
な

死
因
お

よ
び

病
気

の
1つ

。
新

型
コ
ロ

ナ
の
パ

ン
デ
ミ

ッ
ク
の

前
に

世
界

保
健
総

会
が
設

定
し
た

20
25

年
の

栄
養

に
関
す

る
目
標

に
向

か
っ

て
進
ん

で
い
た

。
健

康
、

食
料
、

回
復

力
、

3つ
の

分
野

が
こ

の
サ

ミ
ッ
ト

で
焦
点

が
当

て
ら

れ
て
い

る
。

W
H

Oは
、

国
民
皆

保
険

へ
の

道
の
り

の
一
環

と
し
て

、
す

べ
て

の
国
が

不
可
欠

な
栄
養

サ
ー

ビ
ス

へ
の
ア

ク
セ
ス

を
段
階

的
に

拡
大
す

る
こ
と

を
支
援

し
て

い
る

。

栄
養
不

良
の
対

策
を

6つ
の

重
点
分

野
で
行

う
。

1)
過
体

重
と

肥
満

を
防
ぐ

こ
と

2)
安
全

で
健

康
的

な
食
生

活
へ
の

ア
ク
セ

ス
を

拡
充

さ
せ
る

こ
と

3)
急
性

栄
養

不
良

に
取
り

組
む
こ

と

4)
貧
血

を
減

ら
す

こ
と

5)
質
の

良
い

母
乳

育
児
を

推
進
す

る
こ
と

6)
デ
ー

タ
を

収
集

、
活
用

し
、
能

力
開
発

に
生

か
す

こ
と

W
H

Oは
必

須
の

栄
養

サ
ー

ビ
ス
を

全
て
の

人
々

に
届

け
る
活

動
を
し

て
い
る

。
安

価
で

健
康
的

で
、
持

続
可
能

な
食

生
活

を
人
々

が
手
に

入
れ
る

こ
と

が
で

き
、
生

涯
に
わ

た
っ
て

健
康

的
な

人

生
を
送

れ
る
よ

う
に
し

て
い

く
。

10
U

N
IC

EF
M

s. 
H

en
rie

tt
a

H
. F

or
e

Ex
ec

ut
iv

e
Di

re
ct

or

日
本
政

府
に
感

謝
を
申

し
上

げ
る

。
岸
田

首
相
、

今
回
重

要
な

サ
ミ

ッ
ト
を

開
催
し

て
く
れ

て
い

る
こ

と
、
栄

養
や
ワ

ク
チ
ン

に
関

し
て

も
拠
出

し
て
い

た
だ
い

た
こ

と
に

感
謝
を

申
し
上

げ
る
。

20
00

年
以

来
、

世
界
は

発
育
阻

害
に

苦
し

む
5歳

未
満

の
子

供
の
割

合
を

3分
の

1に
減

ら
し

た
。
し

か
し
、

こ
の
進

歩
に

も
か

か
わ
ら

ず
、
世

界
の

5歳
未

満
の

子
供

た
ち

の
3人

に
1人

は
栄
養

不

良
で
あ

り
、
成

長
、
発

達
、

潜
在

能
力
を

最
大
限

に
発
揮

す
る

こ
と

が
で
き

な
い
。

U
N

IC
EF

と
し
て

は
進
捗

を
加
速

さ
せ
た

い
と

思
っ

て
お
り

、
今
回

栄
養
サ

ミ
ッ

ト
に

際
し
て

3つ
の

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
を

発
表
す

る
。

1)
13

0
か

国
以
上

で
の
プ

ロ
グ
ラ

ム
を
通

じ
て

、
あ

ら
ゆ
る

形
態
の

栄
養
不

良
を

防
ぐ

た
め
の

食
料
や

サ
ー
ビ

ス
の

提
供

を
サ
ポ

ー
ト
す

る
政
策

と
プ

ロ
グ

ラ
ム
で

、
毎
年

少
な

く
と

も
5億

人
の

子
供
、

青
年
、

女
性
に

リ
ー

チ
す

る
こ
と

を
目
指

す
。
こ

れ
を

実
現

す
る
た

め
に
、

ユ
ニ
セ

フ
は

20
22

年
か
ら

20
25

年
の
間

に
少

な
く

と
も

24
億
米

ド
ル
の

投
資
を

確
保

す
る

。

2)
ユ

ニ
セ

フ
は
、

N
o T

im
e t

o W
as

te
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
を
通

じ
て
、

20
25

年
ま

で
に

毎
年
、

少
な
く

と
も

1億
人

の
子
供

に
リ
ー

チ
す

る
た

め
、

30
以

上
の
高

負
担

国
を

支
援
す

る
。
こ

れ
は
子

供
の
消

耗
症
の

予
防
、

早
期

発
見

、
治
療

の
た
め

の
政
策

と
プ

ロ
グ

ラ
ム
で

、
タ
イ

ム
リ
ー

に
治

療
を

受
け
て

い
る
少

な
く
と

も
90

0万
人
の

子
供

を
含

む
。

3)
WH
Oと

協
力

し
て

Gl
ob
al

 A
ll

ia
nc

e 
fo
r 

Ch
il
dr

en
’
s 

Di
et

sを
立
ち

上
げ
、

主
導
す

る
こ

と
を

約
束
す

る
。
Gl

ob
al
 A

ll
ia

nc
e 

fo
r 
Ch

il
dr
en

’
s 
Di

et
sは

、
子
ど

も
た
ち

の
栄
養

の

権
利
と

ニ
ー
ズ

に
対
応

す
る

た
め

に
フ
ー

ド
シ
ス

テ
ム
を

変
革

す
る

、
と
い

う
独
自

の
役
割

に
全

責
任

を
負
い

、
公
的

お
よ
び

民
間

部
門

の
関
係

者
を
支

援
す
る

。

11
FA

O
Dr

. Q
U

 D
on

gy
u

Di
re

ct
or

Ge
ne

ra
l

日
本
国

政
府
に

こ
の
重

要
な

サ
ミ

ッ
ト
を

開
催
し

て
く
だ

さ
っ

た
こ

と
に
感

謝
を
申

し
上
げ

る
。

20
22

年
か

ら
20

30
年

に
か

け
て

FA
Oの

基
本

戦
略
の

一
部
が

栄
養

不
良

に
取
り

組
む
。

環
境
問

題
、

生
物

多
様
性

な
ど
の

問
題
で

、
農

業
フ

ー
ド
シ

ス
テ
ム

を
変
革

し
て

い
き

た
い
と

考
え
て

い

る
。
よ

り
強
靭

で
持
続

可
能

な
農

業
が
健

全
な
食

生
活
、

栄
養

改
善

に
不
可

欠
。
食

料
不
安

全
と

栄
養

不
良
の

状
況
を

見
る
と

20
30

年
ま

で
の
目

標
を
達

成
し
て

い
な

い
こ

と
が
わ

か
る
。

30
億

人
の
人

が
健
康

的
な
食

生
活

を
送

る
こ
と

が
で
き

て
い
な

い
。

新
型

コ
ロ
ナ

に
よ
っ

て
さ
ら

に
課

題
が

深
刻
化

し
て
い

る
。
国

連
の

栄
養

に
関
す

る
行
動

の
10

年
、
健

康
な
食

生
活
、

農
業
シ

ス
テ

ム
な
ど

、
こ
う

し
た
取

り
組

み
は

一
定
成

果
を
上

げ
て
い

る
。

安
全

な
栄
養

の
あ
る

食
料
を

生
産

す
る

必
要
性

は
か
つ

て
な
い

ほ
ど

高
ま

っ
て
い

る
。

FA
Oは

20
25

年
か

ら
20

30
年
に

か
け
て

、

20
30

年
の

ア
ジ

ェ
ン
ダ

を
支
持

し
て

い
る

。
そ
の

た
め
に

農
業
フ

ー
ド

シ
ス

テ
ム
を

変
革
し

て
い
く

。
そ

の
結

果
と
し

て
人
々

が
健

康
な

食
生
活

を
送
る

こ
と
が

で
き

、
強

靭
性
を

増
す
こ

と
が
で

き
る
に

支
援
し

て
い
く

。
こ

の
中

で
FA

Oは
、

あ
ら

ゆ
る
も

て
る

資
源

を
導
入

し
て
食

料
の

安
全

保
障
の

確
保
の

た
め
に

活
動

す
る

。
各
国

の
協
力

を
得
て

、
食

品
ロ

ス
を
減

ら
す
た

め
の
活

動
も

し
て
い

く
。
協

力
し
て

、
全

て
の

人
が
健

康
的
な

食
生
活

に
ア

ク
セ

ス
で
き

る
目
標

を
達
成

し
た

い
と

考
え
て

い
る
。
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S
2 

T
ab

le
. 1

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
1(

1)
N

o.
国

氏
名

所
属

ス
ピ

ー
チ
内
容

1
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
共

和
国

H
.E

. M
r.

 A
nd

ry
N

ir
in

a
R

aj
oe

li
na

P
re

si
de

nt

日
本
政
府
の
栄

養
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

に
敬
意
を
表
す
。

現
在
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
く
ら
い
世

界
の
人
々
は
深
刻
な

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

食
料
不
安
定
に
悩
ん

で
い
る
。
現
在

30
万
人
の
我
が
国
の
国

民
が
栄
養
不
良
に
苦
し

ん
で
い
る
。
そ
の
う

ち
、

20
万
人
は
フ

ェ
ー
ズ

4、
つ
ま
り
食
料

危
機
の
状
態
で
あ
る
。

7万
5,

00
0人

の
5歳

以
下
の
子
ど
も

が
急
性
栄
養
不
良
に

苦
し
ん
で
お
り
、
よ
り

適
切
な
解
決
方
法
を

探
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

2年
前
か

ら
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
で

は
災
難
へ
の

強
力
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

と
行
動
方
法
を
変
え
、

他
分
野
的
ア
プ
ロ
ー

チ
、
農
業
、
保
健
、

水
、
排
水
処
理
、
教

育
、
社
会
保
障
の
分

野
で
考
え
て
い
く
べ

き
。
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の

南
部

の
住
民
支
援
の

た
め
に
複
数
の
施
策

を
と
っ
た
。
生
活
必

需
品
な
ど
の
人
道
援
助

物
資
を
運
ぶ
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
南
に
派
遣
し

た
。

10
万
世
帯
の

た
め
の
送
金
シ
ス
テ
ム

の
確
立
を
し
た
。
技

術
、
資
金
援
助
パ
ー

ト
ナ
ー

の
協
力
を
得
て

、
国
際
社
会
に
急
い

で
声
掛
け
を
行
っ
た

お
陰
で

10
0万

人
以
上
が
食
料
や
医
療

に
ア
ク
セ
ス
で
き
た

。
生
徒
の
栄
養
教
育

の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

、
ま
た
、
学
校
を
辞
め

る
生
徒
が
増
え
な
い

よ
う
に
全
国

に
学
校
給
食
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し

た
。
数
ヶ
月
前
に
子

ど
も
の
栄
養
不
良
対
策

と
し
て
、
栄
養
液
を

60
万
ト
ン
、

60
0万

回
分
生
産
し
て

い
る
。
人
口
調
整
は

我
が
国
の
行
動
戦
略

の
中
心
に
あ
り
、
家

族
計
画
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
導
入

す
る
。
残
念
な
が
ら

不
安
定
な
地
域
で
は

、
母
親
が
非
常
に
若
く

、
16

歳
か
ら

20
歳
で
あ
り
、
既
に
幼
い

子
ど
も
が
何
人
も
い

る
。
家
族
計
画
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
な
け
れ
ば

我
々
の
努
力
も
無
駄

に
終
わ

る
。
南
部
の
灌

漑
の
た
め
の
水
の
供

給
の
た
め
の
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
建
設
も
今
後
の

主
要
な
計
画
で
あ
る

。
こ
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
計
画
は
地
域
の
農

業
、
牧
畜
の
復
活
に

役
立
ち
、
雇
用
を
生

み
出
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の

強
靭
性
を
高
め

る
。
環
境
の
保
護
、

世
界
の
資
源
の
管
理

は
食
料
の
安
定
性
、
不

安
定
の
解
決
の
た
め

に
は
必
要
不
可
欠
。

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ

ー
の
皆
様
に
呼
び
か

け
る
。
森
を
守
ろ
う

。
海
岸
地
域
を
保
全
し

、
薪

や
木
炭
の
代
わ

り
に
再
生
可
能
燃
料

や
バ
イ
オ
燃
料
を
利

用
し
よ
う
。
食
料
安
全

保
障
は
世
界
的
緊
急

課
題
で
あ
る
。
皆
で

取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
食
料
安
全
保
障

が
優
先
課
題
に
な
る

よ
う
に
し
よ
う
。
こ
の

ハ
イ

レ
ベ
ル
サ
ミ
ッ

ト
の
後
、
議
論
よ
り

も
よ
り
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ナ
ル
な
行
動
戦
略
が

立
て
ら
れ
、
実
践
が

で
き
る
よ
う
に
し
よ

う
。
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我
が
国
は
子
ど

も
た
ち
の
慢
性
栄
養

不
良
の
問
題
に
取
り

組
み
、
有
望
な
結
果
を

残
し
て
き
た
。
基
本

的
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
、

20
10

年
の

23
.2

%
か
ら

20
20

年
に
は

12
.1

%
ま
で
改

善
し
た
。
科
学
的
根

拠
に
基
づ

い
た

pu
bl

ic
 v

al
ue

 c
ha

in
 a

pp
ro

ac
hの

活
用
、
結
果
重
視
の
予
算

編
成
、
健
康
・
教
育

・
環
境
管
理
の
改
善

や
政
府
間
の
関
係
性

の
改
善
に
狙
い
を
定

め
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

の
仕
組
み
の
活
用
、

市
民
中
心
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
っ

た
結
果
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
コ
ン
テ
キ

ス
ト
に
お
い
て
、
決
断

の
際
に
情
報
を
活
用

す
る
と
こ
は
非
常
に

重
要
。
我
が
国
で
は

妊
婦
や
乳
児
を
個
別

に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

行
っ
て
き
た
。
そ
の
目

的
は

妊
婦
や
乳
幼
児

が
受
診
す
べ
き
サ
ー

ビ
ス
を
受
診
で
き
て

い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る

た
め
。
例
え
ば
ワ
ク

チ
ン
接
種
や
貧
血
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
な
ど
重
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
て
い
な

い
場
合
、
ア
ラ
ー
ト
が

発
せ

ら
れ
る
。
ペ
ル

ー
は
新
生
児
、
乳
幼

児
の

2つ
の
栄
養
不
良
を

予
防
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る

（
慢
性
的
な
栄
養
不

良
、
貧
血
、
体
重
超
過

、
肥
満
の
問
題
を
改

善
す
る
こ
と
）
。
ペ

ル
ー
で
生
ま
れ
た
全

て
の

赤
ち
ゃ
ん
の
個

別
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を

継
続
す
る
こ
と
は
、

就
学
前
年
齢
か
ら
思
春

期
に
か
け
て
の
栄
養

状
態
を
向
上
さ
せ
る

基
盤
と
な
る
。
こ
の

取
り
組
み
に
は
優
先

的
な
取
り
組
み
の
管

轄
機
関
や
部
門
が
参
加

し
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
デ
ー
タ
を
共
有
し

、
業
態
間
、
組
織
間

の
情
報
交
換
を
推
し
進

め
る
仕
組
み
づ
く
り

に
努
め
て
い
る
。
こ

の
お
陰
で
、
国
レ
ベ

ル
、
地
域
レ
ベ
ル
で

決
断
を
適
切
に
判
断

す
る
こ
と
を
推
進
し
て

い

る
。
こ
の
よ
う

に
し
て
我
が
国
の
全

て
の
子
ど
も
た
ち
や

妊
婦
が
サ
ー
ビ
ス
に
確

実
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

3
ザ

ン
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ア
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国
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栄
養
サ
ミ
ッ
ト

を
開
催
し
た
日
本
政

府
を
称
賛
い
た
す
。

サ
ン
ビ
ア
は
全

て
の
人
に
と
っ
て
基

本
的
な
ニ
ー
ズ
で
あ

る
良
質
な
栄
養
の
重
要

性
を
強
調
す
る
こ
の

歴
史
的
な
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
こ
と
を

光
栄
に
思
っ
て
い
る

。
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト

は
特
に
ザ
ン
ビ
ア
を
は

じ
め

と
す
る
栄
養
や

食
料
安
全
保
障
の
問

題
に
直
面
し
て
い
る

国
々
に
と
っ
て
好
機
に

開
催
さ
れ
て
い
る
。

栄
養
不
足
に
対
処
す

る
た
め
に
栄
養
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
投
資
を

拡
大
す
る
こ
と
は
人

間
開
発
と
繁
栄
を
向
上

さ
せ

る
た
め
の
前
提

条
件
で
あ
る
た
め
、

我
々
全
員
が
コ
ミ
ッ

ト
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
。
ザ
ン
ビ
ア

は
20

30
年
ま
で
に

以
下
の
政
策
措
置
を

取
る
こ
と
を
コ
ミ
ッ

ト
す
る
。

1)
20

20
年
第
３
号
の

食
料
栄
養
法
を
実
施

す
る
。
こ
の
法
律
は

政
策
の
方
向
性
と
制

度
的
な
枠
組
み
を
規
定

し
て
い
る
が
、
あ
ら

ゆ
る
レ
ベ
ル
の
食
料

、
栄
養
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
維
持
す
る
た
め
の

法
的
抗
力
を
与
え
て

く

れ
る
。
さ
ら
に

国
全
体
で
栄
養
価
の

高
い
食
品
の
入
手
、

消
費
を
促
進
す
る
た
め

の
規
制
や
物
理
的
な

措
置
を
規
定
し
て
い

る
。
有
能
な
人
材
を

確
保
す
る
こ
と
が
重

要
。

2)
W

H
O
が
達
成
す
べ
き
世

界
目
標
に
沿
っ
て
、

栄
養
不
足
を
解
消
す

る
と
と
も
に
、
過
体

重
、
非
感
染
症
疾
患

に
対
応
し
て
い
く
。

3)
20

30
年
ま
で
に
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ヘ
ル
ス

に
加
え
、
栄
養
に
配

慮
し
た
、
介
入
策
の

実
施
を
全
土
で
加
速
し

て
い
く
。

今
回
の
成
長
の

た
め
の
栄
養
サ
ミ
ッ

ト
は
、
ザ
ン
ビ
ア
や

そ
の
他
の
国
々
や
国
連

の
S

D
G

sに
沿
っ
て
、
万
人
の

た
め
の
栄
養
の
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み

を
加
速
す
る
た
め
の

機
会
と
な
っ
て
い
る

。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト

は
、
ザ
ン
ビ
ア

が
あ
ら
ゆ
る
形
態
の

栄
養
不
良
、
特
に
子

ど
も
た
ち
の
栄
養
不
良

を
徐
々
に
減
ら
し
、

な
く
し
て
い
く
た
め

に
、
尽
力
を
し
、
決

意
を
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
与
え
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
を
す
る
こ

と
で
ザ
ン
ビ
ア
の
努

力
は
よ
り
良
い
持
続

可
能
な
世
界
を
支
え
る

効
果
的
な
栄
養
介
入

に
さ
ら
に
貢
献
す
る

。
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重
要
な
サ
ミ
ッ

ト
を
開
催
し
て
く
れ

た
日
本
政
府
に
感
謝

を
申
し
上
げ
る
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト

は
極
め
て
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
。
カ
ン

ボ
ジ
ア
は
平
和
と
安
定

、
人
的
資
源
の
開
発

、
経
済
成
長
の
た
め

に
20

30
年
ま
で
に

あ
ら
ゆ
る
栄
養
不
足

を
な
く
す
こ
と
に
コ

ミ
ッ
ト
し
て
い
る
。

ま
た
、
健

康
的
な
食
生
活

へ
の
公
平
な
ア
ク
セ

ス
、
女
性
や
若
者
、

社
会
的
弱
者
や
少
数
民

族
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
、
生
態
系
の
保
護

と
よ
り
高
い
回
復
力

と
よ
り
包
摂
的
な
フ

ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
を
通
じ
て
フ

ー
ド

シ
ス
テ
ム
を
変

革
す
る
と
い
う
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
に
決
意

を
持
っ
て
い
る
。
最

初
の

10
00

日
間
の

栄
養
不
足
に
対
処
す

る
た
め
に
予
防
、
母

乳
育
児
の
促
進
、
補

完
食
の
改
善
、
子
ど

も
の
発
育

不
全
と
発
育
阻

害
の
予
防
と
治
療
、

学
校
給
食
の
継
続
的

な
提
供
に
焦
点
を
当
て

る
詳
細
な
計
画
を
も

つ
強
力
な
国
家
政
策

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
。
教
育
セ
ク

タ
ー
や
農
業
部
門
か

ら
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

に
も

支
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
マ
ル
チ
セ

ク
タ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府

が
栄
養
不
良
を
解
消

し
、
次
世
代
が
潜
在

能
力
を
最
大
限
発
揮

で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
な
っ
て
い
る
。

20
22

年
に

は
A

S
E

A
N
の
議
長
国
と
し
て

よ
り
良
い
栄
養
の
成
果

を
実
現
す
る
た
め
に

地
域
の
模
範
を
示
し

続
け
、
課
題
に
取
り

組
む
た
め
に
国
際
社

会
の
支
援
を
求
め
て

参
る
。
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岸
田
総
理
大
臣

に
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
の

開
催
に
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。

こ
の
ハ
イ
レ
ベ

ル
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、

飢
餓
を
な
く
し
、
食

料
安
全
保
障
の
改
善
、

栄
養
状
態
の
改
善
、

持
続
可
能
な
農
業
の

発
展
に
貢
献
す
る
。

ベ
ナ
ン
は

S
D

G
sの

特
に
目
標

2に
コ
ミ
ッ
ト
し

て
お
り
、
重
要
な
改

革

を
行
な
っ
た
。

ま
ず
は
地
域
の
整
備

の
強
化
を
進
め
て
い

る
。
さ
ら
に
国
家
食
料

栄
養
評
議
会
を
大
統

領
直
属
の
組
織
と
し

て
、
最
も
高
い
レ
ベ

ル
に
位
置
付
け
た
。

栄
養
に
関
係
す
る
複

数
の
セ
ク
タ
ー
を
横
断

す
る

役
割
を
担
っ
て

い
る
。
加
え
て
多
く

の
技
術
的
改
革
も
行

な
っ
て
い
る
。
国
家
食

料
栄
養
発
展
戦
略
プ

ラ
ン
、
農
業
分
野
発

展
戦
略
プ
ラ
ン
の
中

で
様
々
な
仕
組
み
が

導
入
さ
れ
た
。
ま
た

、
重
要
な
施
策
と
し
て

学
校

給
食
の
強
化
が

あ
る
。
今
で
は
学
校

の
50

%
の
給
食
資
金

が
国
か
ら
出
て
お
り
、

1年
後
に
は

10
0%

と
な
る
。
持
続
的
生

産
の
た
め
の
施
策
も

取
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
努
力
に
も
か
か
わ

ら
ず
、

S
D

G
sの

目
標

2の
達

成
に
は
遠
く
、

ベ
ナ
ン
は
穀
物
の
国

内
ニ
ー
ズ
の

18
0%

を
カ

バ
ー
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
毎
年

食
料
不
安
定
は
国
民

の
9%

以
上
に
も
及

ぶ
。
慢
性
栄
養
不
良

は
国
民
の

30
%
に
の

ぼ
る
。
極
端
な
気
候
変

動
の

災
害
が
繰
り
返

し
起
き
て
い
る
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

た
め
に
前
向
き
な
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
が
減
速
し

、
今
ま
で
以
上
に
加

速
し
て
目
標
達
成
に

向
か
う
必
要
が
あ
る

。
新
た
な
決
定
的
な

行
動
が
な
け
れ
ば
、
状

況
の

悪
化
は
避
け
ら

れ
な
い
。
さ
ら
な
る

国
際
協
力
と
民
間
セ

ク
タ
ー
の
投
資
を
呼
び

か
け
、
途
上
国
の
遅

れ
を
取
り
戻
す
よ
う

呼
び
か
け
る
。

S
D

G
s2

の
目
標
を
し
、
北
側
諸

国
と
の
格
差
拡
大
を

避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
。

20
21

年
の
栄
養
、
成
長
に
関

す
る
東
京
サ
ミ
ッ
ト

の
成
果
文
章
を
支
持

す
る
。
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1)
ブ

ル
キ

ナ
フ

ァ
ソ

は
資
金

提
供

の
意

味
で
、

国
の

予
算

の
栄

養
関
連

の
支

出
を

20
24

年
ま
で

に
1.

11
%
か

ら
少

な
く
と

も
3%

に
す

る
。

2)
U

ni
ve

rs
al

 H
ea

lt
h 

C
ov

er
ag

eに
関
し

て
は

20
24

年
ま

で
に

慢
性

的
栄

養
不
良

を
25

.4
%
か
ら

20
%
、
急

性
の
栄

養
不

良
を

8.
1%

か
ら

5%
に

減
ら

す
。
さ

ら
に

20
24

年
ま

で
に
母

乳
育

児
を

55
.8

%
か

ら
69

%
へ
と

増
や

す
。

よ
り

良
い

意
思

決
定
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め
に

、
デ

ー
タ

管
理
の

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ
ィ

と
コ

ー
デ

ィ
ネ
ー

シ
ョ

ン
を

改
善

す
る
。

3)
フ

ー
ド

シ
ス

テ
ム

に
関
し

て
は

20
24

年
ま
で

に
6ヶ

月
か

ら
23

ヶ
月

の
子

ど
も

の
D

ie
ta

ry
 D

iv
er

si
ty

 S
co

re
を

24
.6

%
か

ら
27

.5
%
、

女
性
の

ス
コ

ア
を

15
.2

%
か

ら
26

%
へ
と

増
や

す
。

4)
強

靱
化

に
つ

い
て

は
栄
養

不
安

定
が

大
き
い

地
域

の
強

靭
性

を
高
め

、
栄

養
失

調
の
子

供
の

治
療

を
8割

に
ま
で

あ
げ

る
。

緊
急
対

応
が

必
要

な
24

ヶ
月

以
下

の
子

ど
も

の
5割

が
適
正

な
食

事
促

進
プ
ロ

グ
ラ

ム
の

対

象
に

な
る

よ
う

に
目

標
を

達
成
し

て
い

く
。

7
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ボ
ワ
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H
.E

. M
r.

A
bd

ou
ra

hm
an

e
C

is
sé

S
ec

re
ta

ry
 G

en
er

al
 o

f
th

e 
P

re
si

de
nc

y

日
本

政
府

に
よ

る
こ

の
重

要
な
サ

ミ
ッ

ト
の

開
催

を
感
謝

申
し

上
げ

る
。

20
30

年
ま
で

に
あ

ら
ゆ
る

形
の

栄
養

不
良

を
な
く

す
約

束
を

し
、

コ
ー
ト

ジ
ボ

ワ
ー

ル
は

20
25

年
ま
で

に
6つ

の
行
動

を
行

う
。

1)
栄

養
に

関
す

る
マ

ル
チ
セ

ク
タ

ー
の

国
家
プ

ラ
ン

の
予

算
の

15
%
を

国
が

支
出

す
る
と

い
う

国
の

貢
献

を
維
持

し
、

デ
ー

タ
管

理
の
強

化
を

し
て

い
く
。

2)
革

新
的

資
金

調
達

メ
カ
ニ

ズ
ム

に
つ

い
て
民

間
セ

ク
タ

ー
を

巻
き
込

ん
で

行
な

っ
て
い

く
。

3)
世

界
保

健
総

会
の

目
標
を

達
成

し
、

急
性
栄

養
不

良
を

5%
、
慢

性
栄
養

不
良

を
18

%
、
完

全
母

乳
育

児
を

72
%

 に
少
な

く
と
も

達
成

す
る

。

4)
U

ni
ve

rs
al

 H
ea

lt
h 

C
ov

er
ag

eの
枠
組

み
の

中
で

、
栄

養
サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
保
健

機
関

を
少

な
く
と

も
8割

実
現

す
る

。

5)
栄

養
と

食
料

に
お

け
る
レ

ジ
リ

ア
ン

ス
に
つ

い
て

緊
急

時
対

応
プ
ラ

ン
を

作
成

す
る
。

6)
大

統
領

の
も

と
、

現
在
の

ア
フ

リ
カ

の
ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム

を
続

け
る
。
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H
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nf
en

g
P

ho
um

m
al

ay
si

t
h

M
in

is
te

r 
of

 H
ea

lt
h

我
が

国
は

伝
統

的
な

栄
養

戦
略
と

行
動

計
画

を
20

21
-2

02
5年

第
9次

5ヵ
年

計
画
の

国
家

社
会

経
済

開
発
計

画
に

明
記

を
し
て

、
食

料
不

安
、

栄
養
失

調
、

貧
困

か
ら

解
放
さ

れ
た

健
康

な
国
民

の
豊

か
な

国
に

な
る
た

め
の

計
画

を
実

施
し

て
い

る
。

我
々

が
大

き
な

進
歩

を
遂

げ
た
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
栄
養

不
良

が
社

会
経
済

開
発

の
課

題
で

あ
り
続

け
て

い
る

こ
と
を

指
摘

す
る

。

1)
20

26
年

に
は

開
発

途
上
国

の
カ

テ
ゴ

リ
ー
か

ら
脱

却
が

推
奨

さ
れ
る

中
、

栄
養

へ
の

投
資
は

重
要

な
役

割
を
果

た
し

て
い

る
。

2)
ラ

オ
ス

の
恵

ま
れ

な
い
少

数
民

族
が

栄
養
価

の
高

い
食

品
に

ア
ク
セ

ス
で

き
、

適
切
に

利
用

で
き

、
栄

養
と
健

康
を

維
持

す
る

質
の
高

い
サ

ー
ビ

ス
や
サ

ポ
ー

ト
を

受
け

る
こ
と

が
で

き
る

環
境
を

整
え

る
こ

と
が

重

要
。

3)
最

も
必

要
と

さ
れ

る
栄
養

に
特

化
し

た
優
先

的
な

介
入

に
焦

点
を
当

て
る

必
要

性
が
あ

る
。

母
乳

育
児

を
支
援

す
る

た
め

の
社

会
行
動

的
変

容
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
支
持

す
る

必
要

性
。

マ
ル

チ
セ

ク
タ

ー
の

ア
プ

ロ
ー
チ

を
用

い
て

複
数

の
ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー
や

地
方

自
治

体
に

権
限
を

与
え

、
栄

養
の
規

模
を

拡
大

す
る

こ
と
が

誰
も

取
り

残
さ

な
い
ラ

オ
ス

の
栄

養
目
標

の
達

成
に

貢
献

す
る
と

確
信

し

て
い

る
。
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el
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N
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l C
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il
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r 

th
e 

S
ec

ur
it

y 
an

d
N

ut
ri

ti
on

 (S
E

T
S

A
N

)

日
本

の
岸

田
総

理
、

林
外

務
大
臣

、
ご

列
席

の
皆

様
、
東

京
栄

養
サ

ミ
ッ
ト

で
発

言
の

機
会

を
い
た

だ
き

光
栄

に
思
う

。
モ

ザ
ン

ビ
ー

ク
は
大

き
く

前
進

し
た

。
ア
フ

リ
カ

で
は

数
少
な

い
国

家
予

算
の

10
%
を

農
業

に

割
り

当
て

て
い

る
国

の
一

つ
（

M
ap

ut
o 

an
d 

M
al

ab
o 

D
ec

la
ra

ti
on

 o
n 

A
gr

ic
ul

tu
re
に
よ

る
数
字

）
。

こ
の

よ
う

な
進
歩

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

20
30

ア
ジ
ェ

ン
ダ

の
持
続

可
能

な
開

発
目
標

、
特

に
飢

餓
を

ゼ
ロ
に

す
る

と
い

う
目

標
達

成
2に

は
課

題
が

残
っ
て

い
る

。
過

去
10

年
間

、
5歳

未
満

の
子

ど
も
の

慢
性

栄
養

不
良

の
割
合

は
約

43
%
で

推
移

し
て

い
る

。
20

20
年
に

は
38

%
ま

で
減

少
し
た

が
、

栄
養

を
開

発
ア
ジ

ェ
ン

ダ
の

優
先

事
項

と
し

て
い

ら
れ

る
よ
う

、
国

が
強

い
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン

ト
を

も
っ
て

取
り

組
む

こ
と

が
重
要

。
こ

の
状

況
を
背

景
に

、
モ

ザ
ン

ビ
ー
ク

共
和

国
政

府
は

、
５
歳

未
満

の
慢

性
栄
養

不
良

を
減

ら
す

こ
と
、

健
康

と

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

を
促

進
す
る

法
的

枠
組

み
を

強
化
す

る
こ

と
、

食
料
の

入
手

可
能

性
を

高
め
る

た
め

に
、

毎
年
国

家
予

算
の

少
な

く
と
も

10
%
を
農

業
部

門
に
支

出
す

る
こ

と
を
約

束
す

る
。
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ネ
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H
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B
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w
an

i
P
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d
K

ha
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ng

S
ta

te
 M

in
is

te
r,

M
in
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tr

y 
of

 H
ea

lt
h 

an
d

P
op

ul
at

io
n

東
京

栄
養

サ
ミ

ッ
ト

に
ネ

パ
ー
ル

政
府

を
歓

迎
し

て
く
だ

さ
っ

た
日

本
政
府

に
心

か
ら

感
謝

を
申
し

上
げ

る
。

ネ
パ

ー
ル

は
S

ca
li

ng
 U

p 
N

ut
ri

ti
on

(S
U

N
)の

発
足

以
来
、

加
盟

国
と

し
て
積

極
的

な
役

割
を

果
た
し

て
き

た
。

20
19

年
11

月
に

は
、

S
U

N
 G

lo
ba

l G
at

he
ri

ng
を

開
催

し
、

重
要

な
K

at
hm

an
du

 D
ec

la
ra

ti
on

を
発

表
し

た
。

ま
た

、
日

本
政
府

を
は

じ
め

と
す

る
各
国

、
各

機
関

が
栄
養

不
良

の
解

消
に

貢
献
し

て
い

る
こ

と
を
高

く
評

価
し

た
い

。
女
性

、
乳

幼
児

、
児

童
、
青

少
年

の
栄

養
不
良

は
ネ

パ
ー

ル
を

始
め
世

界
の

多

く
の

国
の

発
展

に
悪

影
響

を
及
ぼ

し
て

い
る

。
現

在
ネ
パ

ー
ル

で
は

マ
ル
チ

セ
ク

タ
ー

の
栄

養
計
画

を
通

じ
て

栄
養
に

特
化

し
た

及
び

栄
養
に

配
慮

し
た

プ
ロ

グ
ラ
ム

、
環

境
管

理
プ
ロ

グ
ラ

ム
が

実
施

さ
れ
て

い
る

。

今
回

の
会

議
が

S
D

G
sの

達
成
、

特
に

栄
養

不
良
の

解
消

に
大

き
く

貢
献
す

る
こ

と
を

期
待

し
て
い

る
。

国
や

国
際
レ

ベ
ル

で
の

マ
ル

チ
セ
ク

タ
ー

の
調

整
と
協

力
と

通
じ

て
、

我
々
は

栄
養

へ
の

投
資

を
増
や

す
こ

と
を

約
束

す
る

。
こ

の
素

晴
ら

し
い
会

議
に

ネ
パ

ー
ル

政
府
が

栄
養

不
良

を
減
ら

す
こ

と
で

、
健

康
な
人

的
資

本
の

開
発
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ
と

を
発

表
し

た
い

。
ま
た

、
こ

の
キ

ャ
ン
ペ

ー
ン

を
成

功
さ

せ
る
た

め
に

、

こ
の

機
会

を
活

用
し

て
、

国
際
社

会
、

ド
ナ

ー
国

、
機
関

、
そ

の
他

開
発
パ

ー
ト

ナ
ー

、
国

連
に
対

し
て

、
ネ

パ
ー
ル

政
府

へ
の

追
加

の
財
政

的
、

技
術

的
、

そ
の
他

の
支

援
の

提
供
を

呼
び

か
け

た
い

。
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m

M
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m

a

M
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 S
ta

te
,

P
ri

m
e 

M
in

is
te

r's
 o

ff
ic

e
(P

ol
ic

y,
 P

ar
li

am
en

ta
ry

A
ff

ai
rs

, L
ab

or
, Y

ou
th

,
E

m
pl

oy
m

en
t 

an
d

P
er

so
ns

 w
it

h
D

is
ab

il
it

y)

タ
ン

ザ
ニ

ア
で

は
人

材
へ

の
投
資

が
持

続
可

能
な

経
済
発

展
の

基
本

的
な
原

動
力

に
な

る
と

考
え
て

い
る

。
こ

の
考
え

に
基

づ
き

、
私

た
ち
は

先
日

シ
ス

テ
ム

ズ
ア
プ

ロ
ー

チ
を

取
り
入

れ
た

分
野

横
断

的
、
多

分
野

的

な
第

二
次

五
カ

年
計

画
の

栄
養
計

画
を

開
始

し
た

。
本
日

は
国

と
し

て
パ
ー

ト
ナ

ー
と

協
力

し
、
国

内
で

非
常

に
重
要

だ
と

思
わ

れ
る

以
下
の

分
野

を
実

現
す

る
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を
発

表
で

き
る

こ
と

を
非
常

に
嬉

し

く
思

っ
て

い
る

。

1)
国

家
資

源
利
用

活
用

戦
略

に
関

連
し
て

、
栄

養
介

入
の

た
め
の

資
金

調
達

メ
カ
ニ

ズ
ム

の
実

施
を

支
援
す

る
。

2)
子

ど
も

た
ち
や

一
般

の
人

々
の

発
育
阻

害
、

低
出

産
体

重
、
貧

血
、

過
体

重
や
肥

満
な

ど
の

課
題

減
少
の

た
め

、
フ

ー
ド
シ

ス
テ

ム
を

強
化

す
る
こ

と
に

コ
ミ

ッ
ト

す
る
。

我
々

の
努

力
は

質
の

高
い

食
事
を

確
保

し
、

タ
ン

ザ
ニ
ア

の
全

て
の

人
が
潜

在
能

力
を

最
大

限
開
発

す
る

平
等

な
機
会

を
得

ら
れ

る
よ

う
に
す

る
こ

と
に

向
け

ら
れ
て

い
る

。
効

果
的
な

実
施

と
完

全
に

信
頼
で

き
る

デ
ー

タ
の

存
在

を
確

立
す

る
た
め

に
全

て
の

介
入

の
進
捗

状
況

を
追

求
す
る

こ
と

が
優

先
さ

れ
る
。

こ
れ

は
十

分
に
機

能
す

る
管

理
が

で
き
る

情
報

シ
ス

テ
ム

を
導
入

す
る

こ
と

で
実
現

す
る

。
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東
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栄
養

サ
ミ

ッ
ト

に
参

加
で
き

る
こ

と
を

嬉
し

く
思
う

。
こ

の
サ

ミ
ッ
ト

は
共

通
の

目
標

に
向
け

て
栄

養
関

連
政
策

の
優

先
順

位
を

調
整
す

る
た

め
の

ま
た

と
な
い

機
会

。
栄

養
は
重

要
な

人
権

で
あ

り
、
我

々
の

開

発
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

の
中

核
。
サ

ミ
ッ

ト
の

戦
略

的
重
点

分
野

は
我

々
の
開

発
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク
、

第
三

次
国

家
開
発

計
画

、
我

が
党

の
マ
ニ

フ
ェ

ス
ト

、
さ

ら
に
は

国
連

の
持

続
可
能

な
開

発
目

標
の

中
に
あ

る
こ

と

は
注

目
に

値
す

る
。

栄
養

不
良
、

飢
餓

や
飢

饉
は

自
然
の

も
の

で
は

な
く
、

人
間

の
故

意
や

不
作
為

に
よ

っ
て

作
ら
れ

た
も

の
。

多
様

で
栄
養

価
の

高
い

食
品

へ
の
ア

ク
セ

ス
を

拡
大
し

、
消

費
者

の
選

択
を
改

善
す

る

た
め

に
、

フ
ー

ド
シ

ス
テ

ム
、
健

康
、

水
、

衛
生

を
は
じ

め
と

す
る

持
続
可

能
で

安
全

な
シ

ス
テ
ム

を
強

化
、

構
築
す

る
。

65



S
2 

T
ab

le
. 1

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
1(

3)
 

 

N
o.

国
氏

名
所

属
ス

ピ
ー

チ
内
容

1
3

オ
ー
ス

ト
ラ
リ

ア

連
邦

en
a

to
r 

th
e 

H
on

.
Z

ed
 S

es
el

ja

M
in

is
te

r 
fo

r
In

te
rn

a
ti

on
a

l
D

ev
el

op
m

en
t 

a
n

d
 t

h
e

P
a

ci
fi

c

重
要
な

サ
ミ
ッ

ト
を
開

催
し
て

く
だ
さ

っ
た
日

本
に
感

謝
を
申

し
上
げ

る
。

今
は
特

に
太
平

洋
の
隣

国
に
と

っ
て
大

き
な
挑

戦
の
時

期
。
新

型
コ
ロ

ナ
は
私

た
ち

全
員

に
大
き

な
混
乱

を
も
た

ら
し
た

。
健
康

や
経
済

へ
の
影

響
は
甚

大
。
我

々
の
地

域
で
は

あ
ま
り

に
も
多

く
の

家
庭

が
食
料

不
足

に
陥
っ

て
い
る

。
栄
養

不
足
は

子
ど
も

た
ち
の

身
体
的

精
神
的

発
達
を

妨
げ
る

恐
れ

が
あ

る
。
栄

養
不
良

を
防
ぐ

に
は
、

栄
養
価

の
高
い

食
品
へ

の
ア
ク

セ
ス
、

清
潔
な

水
、
衛

生
、
持

続
可
能

な
農

業
と

漁
業
、

女
性

や
女
の

子
の
エ

ン
パ
ワ

メ
ン
ト

が
重
要

。
パ
プ

ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア

で
は
オ

ー
ス
ト

ラ
リ

ア
が

世
界
銀

行
と
協

力
し
て

、
社
会

的
保
護

を
子
ど

も
た
ち

の
栄
養

状
態
改

善
に
繋

げ
て
い

る
。
イ

ン
ド
ネ

シ
ア

で
は

若
い
女

性
を

対
象
に

微
量
栄

養
素
の

サ
プ
リ

メ
ン
ト

を
支
援

し
て
い

る
。
具

体
的
に

は
緊
急

時
の

食
料

支
援
と

栄
養
改

善
を
目

的
と
し

た
世
界

食
料
計

画
へ
の

資
金
提

供
を
行

な
っ
て

い
る
。

栄
養
に

特
化
し

、
栄
養

に
配
慮

し
た
開

発
へ
の

年
間

1
億

ド
ル
以

上
の
支

出
に
つ

い
て

、
今

後
毎
年

報
告
す

る
こ
と

を
約
束

す
る
。

今
後
も

近
隣
諸

国
へ
の

経
済
支

援
を
行

い
、
人

々
が
栄

養
の
高

い
食

品
を

購
入
で

き
る

よ
う
、

支
援
を

行
う
。

ま
た
、

地
元
で

の
食
料

生
産
を

強
化
し

、
緊
急

時
の
食

料
支

援
を

行
い
、

女
性
や

少
女
の

エ
ン
パ

ワ
メ
ン

ト
を
支

援
す
る

。
オ
ー

ス
ト
ラ

リ
ア
は

そ
れ
ぞ

れ
の
パ

ー
ト
ナ

ー
と

協
力

し
て
、

今
日

生
ま
れ

た
子
ど

も
た
ち

が
飢
え

る
こ
と

な
く
、

そ
の
可

能
性
を

最
大
限

に
発
揮

で
き

る
よ

う
努
力

し
て
い

く
。

1
4

ブ
ラ
ジ

ル
連
邦

共

和
国

H
.E

. D
r.

 M
a

rc
el

o
Q

u
ei

ro
ga

M
in

is
te

r 
of

 H
ea

lt
h

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

を
日
本

政
府
が

主
催
さ

れ
る
こ

と
を
お

祝
い
申

し
上
げ

る
。

2
0

1
6
年
、

夏
季
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク
、

パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ

ク
大
会

の
開
催

国
で
あ

る
ブ

ラ
ジ

ル
は
前

回
の
サ

ミ
ッ
ト

を
開
催

し
た
こ

と
を
名

誉
に
思

っ
て
い

る
。
過

去
4

0
年

間
で
子

ど
も
た

ち
や
若

者
の
間

で
肥

満
が

蔓
延
し

て

お
り
、

ブ
ラ
ジ

ル
の
み

な
ら
ず

世
界
中

で
公
衆

衛
生
上

の
問
題

に
な
っ

て
い
る

。
昨

年
ブ

ラ
ジ
ル

で
は

P
ri

m
a

ry
 H

ea
lt

h
 C

a
re

 P
ro

gr
a

m
を

受
け
て

い
る

5
〜

9
歳
ま

で
の
子

ど
も
た

ち
の

1
/3
が

過
体

重
で

あ
る
こ

と
が

判
明
し

た
。
こ

の
よ
う

な
状
況

を
踏
ま

え
て
、

ブ
ラ
ジ

ル
保
健

省
は
適

切
で
健

康
的

な
栄

養
摂
取

の
た
め

の
行
動

を
実
施

、
促
進

す
る
と

と
も
に

、
学
校

に
お
け

る
肥
満

防
止
対

策
や
よ

り
健
康

的
な

栄
養

環
境
を

構
築

す
る
た

め
の
様

々
な
活

動
に
取

り
組
ん

で
い
る

。
今
回

の
サ
ミ

ッ
ト
で

は
2

0
2

1
年

8
月
に

発
足
し

た
子
ど

も
の
肥

満
予
防

と
ケ
ア

の
た
め

の
国
家

戦
略
を

通
じ
て

、
子
ど

も
と
青

年
の
肥

満
を

2
%
削
減

す
る
と

い
う
こ

と

を
ブ
ラ

ジ
ル
の

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
を
発

表
す
る

。
こ
の

戦
略
で

は
、
運

動
を
促

進
す

る
環

境
づ
く

り
、
学

校
で
の

健
康
促

進
キ
ャ

ン
ペ
ー

ン
の
推

進
、
健

康
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
キ
ャ

ン
ペ
ー

ン
の

開
催

な
ど
が

盛
り

込
ま
れ

て
い
る

。
統
一

さ
れ
た

保
健
シ

ス
テ
ム

の
全
体

的
な
構

造
を
使

っ
て
特

に
プ

ラ
イ

マ
リ
ー

ヘ
ル
ス

ケ
ア
に

注
意
を

払
い
な

が
ら
、

小
児
肥

満
の
ヘ

ル
ス
ケ

ア
を
強

化
し
て

い
く
。

1
5

カ
ナ
ダ

T
h

e 
H

on
. H

a
rj

it
S

in
gh

 S
a

jj
a

n

M
in

is
te

r 
of

In
te

rn
a

ti
on

a
l

D
ev

el
op

m
en

t 
a

n
d

M
in

is
te

r 
re

sp
on

si
b

le
fo

r 
th

e 
P

a
ci

fi
c

E
co

n
om

ic
D

ev
el

op
m

en
t 

A
ge

n
cy

東
京
栄

養
サ
ミ

ッ
ト
を

主
催
し

て
く
だ

さ
っ
た

日
本
政

府
に
感

謝
申
し

上
げ
る

。

1
年

前
、

カ
ナ
ダ

は
バ
ン

グ
ラ
デ

シ
ュ
政

府
と
協

働
で

N
u

tr
it

io
n

 f
or

 G
ro

w
th

 Y
ea

r 
of

 A
ct

io
n
の

イ
ベ

ン
ト
を

開
催
し

た
。
パ

ー
ト
ナ

ー
と
協

力
し
て

、
最
も

危
険
な

状
態
に

あ
る
人

々
に
寄

り
添

い
続

け
な
け

れ
ば

い
け
な

い
こ
と

は
明
ら

か
で
あ

る
。
最

も
弱
い

立
場
に

あ
る
の

は
パ
ン

デ
ミ
ッ

ク
以

前
に

食
料
不

安
を
抱

え
て
い

た
人
々

、
特
に

女
性
や

子
ど
も

た
ち
で

あ
り
、

現
在
は

急
性
の

飢
餓
状

態
に
追

い
込

ま
れ

て
い
る

。
紛

争
下
に

あ
る
人

々
を
含

む
人
道

的
危
機

の
状
況

に
あ
る

人
々
は

、
食
料

不
足
、

食
料

多
様

性
の
欠

如
、
栄

養
不
良

を
治
療

で
き
る

医
療
サ

ー
ビ
ス

へ
の
ア

ク
セ
ス

が
制
限

さ
れ
て

い
る
た

め
、
栄

養
不

良
の

リ
ス
ク

が
高

く
な
っ

て
い
る

。
栄
養

分
野
の

リ
ー
ダ

ー
で
あ

る
カ
ナ

ダ
は
、

新
型
コ

ロ
ナ
で

失
わ

れ
た

栄
養
面

で
の
成

果
を
取

り
戻
す

た
め
、

パ
ー
ト

ナ
ー
と

協
力
し

て
取
り

組
ん
で

い
る
。

カ
ナ
ダ

の
フ
ェ

ミ
ニ

ス
ト

国
際
援

助
政

策
に
基

づ
き
、

世
界
で

最
も
貧

し
く
、

特
に
女

性
や
女

の
子
が

栄
養
価

の
高
い

食
品

や
サ

ー
ビ
ス

を
利
用

で
き
る

よ
う
に

す
る
こ

と
で
、

彼
ら
の

栄
養
状

態
を
改

善
す
る

こ
と
を

約
束
す

る
。
女

性
と

女
の

子
の
重

要
性

は
過
小

評
価
し

て
は
い

け
な
い

。
多
く

の
国
で

は
女
性

が
農
作

物
を
植

え
、
畑

を
耕

し
、

作
物
を

収
穫
し

、
食
事

を
作
っ

て
い
る

が
、
多

く
の
場

合
、
女

性
は
最

後
に
食

べ
、
最

も
少
な

い
食
事

を
し

て
い

る
。

2
0

2
5
年

及
び

2
0

3
0
年

ま
で

に
世
界

の
栄
養

目
標
を

達
成
す

る
た
め

に
は
、

ジ
ェ
ン

ダ
ー

変
革

ア
プ
ロ

ー
チ
を

と
る
必

要
が
あ

る
。
行

動
年
の

発
足
時

に
カ
ナ

ダ
が
誓

っ
た

5
億

2
0

0
0
万

ド
ル
の

う
ち
、

1
億

9
5

0
0
万

ド
ル

を
パ
ー

ト
ナ
ー

と
協
働

で
1

1
の

栄
養

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
拠
出

す
る
こ

と
を
発

表
す
る

。
栄

養
を

他
の
重

要
な
サ

ー
ビ
ス

と
と
も

に
提
供

す
る
取

り
組
み

に
投
資

す
る
こ

と
を
約

束
す
る

。
こ
の

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

に
沿
っ

て
、
グ

ロ
ー
バ

ル
・
フ

ァ
イ
ナ

ン
シ
ン

グ
・
フ

ァ
シ
リ

テ
ィ
に

追
加
資

金
を
提

供
す
る

。
他

の
ド

ナ
ー
も

最
も
必

要
と
し

て
い
る

人
々
に

長
期
的

な
栄
養

保
健
サ

ー
ビ
ス

を
提
供

す
る
た

め
の
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン

ト
を

表
明
し

て
く

れ
る
よ

う
お
願

い
し
た

い
。

1
6

デ
ン
マ

ー
ク
王

国
H

.  E
. M

r.
R

a
sm

u
s 

P
re

h
n

M
in

is
te

r 
fo

r 
F

oo
d

,
A

gr
ic

u
lt

u
re

 a
n

d
F

is
h

er
ie

s

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

の
開
催

に
際
し

、
日
本

政
府
の

素
晴
ら

し
い
取

り
組
み

に
感
謝

を
申

し
上

げ
る
。

2
0
億

人
の
人

々
が
安

全
で
栄

養
の
あ

る
十
分

な
食
料

を
定
期

的
に
入

手
で
き

な
い

世
界

に
生
き

て
い
る

。
全
て

の
人
に

持
続
可

能
で
健

康
的
な

食
料
を

確
保
す

る
た
め

の
行
動

が
緊
急

に
求
め

ら
れ

て
い

る
。
具

体
的
な

行
動
を

起
こ
さ

な
け
れ

ば
、
気

候
と
生

物
多
様

性
の
危

機
は
世

界
の
多

く
の
人

々
の

生
活

を
破
壊

す
る
。

デ
ン
マ

ー
ク
は

C
li

m
a

te
 S

m
a

rt
 A

gr
ic

u
lt

u
re
、

持
続

可
能
な

フ
ー
ド

シ
ス
テ

ム
を
政

治
的

に
優

先
し
て

行

な
っ
て

い
る
。

フ
ー
ド

シ
ス
テ

ム
の
変

革
に
関

連
し
て

、
デ
ン

マ
ー
ク

が
最
優

先
す

る
の

は
食
生

活
の
変

化
。
新

し
い
公

式
食
生

活
ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
で
は

、
よ
り

健
康
的

な
食
べ

方
と
気

候
変
動

の
軽

減
を

テ
ー
マ

に
し

て
い
る

。
デ
ン

マ
ー
ク

人
が
健

康
と
気

候
両
方

に
関
し

て
、
食

生
活
を

改
善
し

て
い

く
こ

と
を
期

待
し
て

い
る
。

2
0

2
2
年

5
月
に

デ
ン
マ

ー
ク
で

開
催
さ

れ
る
世

界
食
料

サ
ミ
ッ

ト
は
健

康
的
で

持
続

可
能

な
食
生

活
が

重
点
分

野
の
一

つ
に
な

っ
て
い

る
。
フ

ー
ド
シ

ス
テ
ム

を
変
革

す
る
た

め
に
政

府
、

地
域

の
パ
ー

ト
ナ
ー

、
企
業

、
農
家

、
投
資

家
、
科

学
者
グ

ル
ー
プ

が
協
力

す
る
必

要
が
あ

る
。
デ

ン
マ
ー

ク
は

我
々

の
ベ
ス

ト
プ

ラ
ク
テ

ィ
ス
を

世
界
と

共
有
す

る
こ
と

を
約
束

す
る
。

全
て
の

人
々
に

安
全
で

栄
養

価
の

高
く
、

持
続
可

能
な
食

料
を
確

保
す
る

た
め
に

は
、
フ

ー
ド
シ

ス
テ
ム

で
解
決

す
る
必

要
が
あ

る
が
、

皆
で

共
に

考
え
て

い
く

し
か
な

い
。

1
7

E
U

H
.E

. M
s.

 J
u

tt
a

U
rp

il
a

in
en

E
u

ro
p

ea
n

C
om

m
is

si
on

er
 f

or
In

te
rn

a
ti

on
a

l
P

a
rt

n
er

sh
ip

s

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

を
開
催

し
て
く

だ
さ
っ

た
日
本

政
府
に

感
謝
を

申
し
上

げ
る
。

驚
異
的

な
進
歩

が
あ
っ

た
に
も

か
か
わ

ら
ず
、

2
0

3
0
年
ま

で
に

S
D

G
sの

目
標

2
を

達
成
す

る
に
は

至
っ
て

い
な
い

。
つ
ま

り
、

2
0

3
0
年

ま
で
に

飢
餓
を

根
絶
す

る
こ
と

は
で
き

な
い
。

新
型
コ

ロ
ナ

の
影

響
は
栄

養
危

機
を
さ

ら
に
悪

化
さ
せ

て
い
る

。
よ
り

公
平
で

回
復
力

が
あ
り

、
持
続

可
能
な

食
料

、
保

健
シ
ス

テ
ム
の

必
要
性

は
か
つ

て
な
い

ほ
ど
高

ま
っ
て

い
る
。

E
U
は
行

動
を
起

こ
し
て

い
る
。

2
0

1
4
年

か
ら

2
0

2
0
年

の
間
に

栄
養
関

連
の
活

動
に

4
3
億
ユ

ー
ロ
以

上
投
入

し
た
。

2
0

1
3
年

に
約

束
し
た

額
よ
り

も
8
億

ユ
ー

ロ
多
い

金
額
で

あ
り
、

結
果
も

出
て
き

て
い
る

。
E

U
の
投

資
は
発

育
阻
害

の
減
少

に
貢
献

し
て
い

る
。

今
後

も
意
欲

的
に

取
り
組

ん
で
い

く
必
要

が
あ
り

、
強
化

し
な
け

れ
ば
な

ら
な
い

。
2

0
2

4
年

ま
で

に
少

な
く
と

も
2

5
億

ユ
ー
ロ

の
誓
約

を
発
表

で
き
る

こ
と
を

嬉
し
く

思
っ
て

い
る
。

持
続
可

能
で
回

復
力
の

あ
る
フ

ー
ド

シ
ス

テ
ム
や

人

道
危
機

の
支
援

を
含
め

、
よ
り

総
合
的

に
取
り

組
ん
で

い
く
。

良
好
な

栄
養
状

態
を

確
保

し
、
全

て
の
人

に
健
康

な
未
来

を
も
た

ら
す
た

め
に
、

協
力
し

て
い
こ

う
。

1
8

フ
ィ
ン

ラ
ン
ド

共

和
国

H
.E

. M
r.

 V
il

le
S

k
in

n
a

ri

M
in

is
te

r 
fo

r
D

ev
el

op
m

en
t

C
oo

p
er

a
ti

on
 a

n
d

F
or

ei
gn

 T
ra

d
e

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

で
挨
拶

で
き
る

こ
と
を

嬉
し
く

思
う
。

栄
養
不

良
の
三

重
苦
に

立
ち
向

か
う
た

め
の
基

礎
は
子

ど
も
か

ら
若
者

の
時
期

に
築

か
れ

る
。
フ

ィ
ン
ラ

ン
ド
で

は
栄
養

価
の
高

い
学
校

給
食
が

大
き
な

役
割
を

果
た
し

て
い
る

。
そ
の

た
め
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
で
は

7
0
年

に
渡
っ

て
無
料

の
学
校

給
食
が

提
供
さ

れ
て
い

る
。
今

度
も

W
F

P
の

学
校

給
食

活
動

の
推
進

役
と
し

て
活
動

で
き
る

こ
と
を

光
栄
に

思
う
。

栄
養
ア

ク
シ
ョ

ン
プ
ラ

ン
の
実

施
を
支

援
で
き

る
こ

と
を

嬉
し
く

思
う
。

1
9

ア
イ
ル

ラ
ン
ド

H
.E

. M
r.

 M
a

rt
in

H
ey

d
on

T
.D

., 
M

in
is

te
r 

of
 S

ta
te

fo
r 

R
es

ea
rc

h
 a

n
d

D
ev

el
op

m
en

t,
 F

a
rm

S
a

fe
ty

 a
n

d
 N

ew
M

a
rk

et
 D

ev
el

op
m

en
t

飢
餓
、

肥
満
、

微
量
栄

養
素
の

不
足
に

よ
る
栄

養
不
良

な
ど
、

世
界
人

口
の
約

半
数

が
何

ら
か
形

で
栄
養

不
良
に

陥
っ
て

い
る
。

こ
の
栄

養
不
良

の
三
重

苦
に
対

し
て
、

全
て
の

国
で
対

応
策
を

見
出

し
、

一
致
団

結
し

た
行
動

が
求
め

ら
れ
て

い
る
。

食
料
栄

養
に
焦

点
を
当

て
た
今

年
、
ア

イ
ル
ラ

ン
ド

は
そ

の
発
言

力
を
活

か
し
て

飢
餓
に

光
を
当

て
て
き

た
。
本

日
我
々

の
誓
い

を
発
表

す
る
。

1
)ア

イ
ル

ラ
ン

ド
は
今

後
も
飢

餓
と
急

性
栄
養

不
良
に

焦
点
を

当
て
、

特
に
生

後
６

ヶ
月

の
消
耗

症
へ
の

取
り
組

み
を
続

け
る
。

2
)農

業
、

環
境

、
健
康

、
生
活

、
栄
養

の
関
連

性
を
明

ら
か
に

し
、
全

て
の
人

に
手

頃
な

価
格
で

栄
養
価

の
高
い

食
品
へ

の
ア
ク

セ
ス
を

提
供
で

き
る
よ

う
な
持

続
可
能

な
フ
ー

ド
シ
ス

テ
ム
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を
推

進
す

る
。

3
)今

後
5
年

間
で
栄

養
関
連

プ
ロ
グ

ラ
ム
に

合
計

8
億

ユ
ー
ロ

、
年
間

1
億

6
0

0
0
万

ユ
ー
ロ

拠
出
す

る
こ
と

を
約
束

す
る
。

こ
れ
ら

の
誓
約

に
基
づ

き
、
ア

イ
ル
ラ

ン
ド
は

世
界
的

な
栄
養

改
善
の

た
め
、

皆
さ

ん
と

協
力
す

る
こ
と

を
約
束

す
る
。
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T
ab

le
. 1

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
1(

4)
N

o.
国

氏
名

所
属

ス
ピ
ー
チ

内
容

2
0

オ
ラ

ン
ダ
王

国
H

.E
. M

r.
 T

om
 d

e
B

ru
ij

n

M
in

is
te

r 
fo

r 
F

or
ei

gn
T

ra
d

e 
a

n
d

D
ev

el
op

m
en

t
C

oo
p

er
a

ti
on

栄
養
価

の
高
い

食
料
へ

の
年
間

を
通
じ

て
の

ア
ク
セ

ス
は
、

貧
困
、

気
候
変

動
、
紛

争
、
新

型
コ
ロ

ナ
な
ど

に
よ
っ

て
深
刻

に
妨
げ

ら
れ
て

い
る
。

持
続
可

能
な
開

発
目

標
に
従

っ
て
、

飢
餓
と

栄
養
不

良
を
撲

滅
し
、

回
復
力

を
促
進

す
る
た

め
の
努

力
を
強

化
す

る
必
要

が
あ
る

。
こ
の

目
的
の

た
め
に

オ
ラ
ン

ダ
は

2
0

3
0
年
ま

で
に

4
億
ユ

ー
ロ
の

拠
出
を

約
束
す

る
。
こ

の
貢

献
は

2
0

3
0
年
ま

で
に

3
2

0
0
万
人

の
栄
養

不
良
の

女
性
や

子

ど
も
た

ち
が
健

康
的
な

食
事
を

一
年
中

入
手

で
き
る

よ
う
に

す
る
こ

と
を
目

的
と
し

て
い
る

。
食
環

境
を
改

善
し
、

全
て
の

人
に
手

頃
な
価

格
で
栄

養
の
あ

る
食
品

を
十

分
に
提

供
す
る

こ
と
を

意
味
す

る
。
特

に
様
々

な
国
で

栄
養
価

の
高
い

食
品
を

入
手
す

る
た

め
の
知

識
や
リ

ソ
ー
ス

が
限
ら

れ
て
い

る
こ
と

が
多
い

弱
者
に

と
っ
て

は
な
お

さ
ら
で

あ
る
。

政
府
、

企
業
、

市
民
社

会
と

協
力
し

て
市
場

ベ
ー
ス

の
解
決

策
や
栄

養
政
策

の
実
施

状
況
の

改
善
に

取
り
組

ん
で
い

く
。

パ
ー
ト

ナ
ー
シ

ッ
プ
と

し
て
、

組
織
と

し
て
、

ユ
ニ
セ

フ
な
ど

の
組
織

と
パ
ー

ト
ナ
ー

を
組
む

こ
と
に

よ
っ
て

、
栄
養

改
善

運
動
や

国
連
食

料
シ
ス

テ
ム
サ

ミ
ッ
ト

の
成
果

を
踏
ま

え
た
各

国
の
政

策
と
の

連
携
が

促
進

さ
れ
、

全
て
の

人
が
よ

り
良
い

栄
養
状

況
を
享

受
で
き

る
よ
う

に
な
る

と
確
信

し
て
い

る
。
持

続
可
能

な
開
発

目
標
を

全
て

達
成
す

る
た
め

に
は
、

政
府
、

N
G

O
、

企
業
、

機
関
な

ど
が
相

乗
効
果

を
発
揮

し
、
責

任
を

持
っ
て

行
動
す

る
こ
と

が
重
要

。

2
1

ニ
ュ

ー
ジ
ー

ラ
ン

ド

H
on

. A
u

p
it

o
W

il
li

a
m

 S
io

M
in

is
te

r 
fo

r 
P

a
ci

fi
c

P
eo

p
le

s,
 A

ss
oc

ia
te

M
in

is
te

r 
of

 F
or

ei
gn

A
ff

a
ir

s 
a

n
d

 A
ss

oc
ia

te
M

in
is

te
r 

of
 H

ea
lt

h

本
日
栄

養
サ
ミ

ッ
ト
に

参
加
で

き
る
こ

と
を

嬉
し
く

思
う
。

世
界
中

で
新
型

コ
ロ
ナ

に
よ
り

、
食
料

サ
プ

ラ
イ
チ

ェ
ー
ン

の
脆
弱

性
が
明

ら
か
に

な
っ
た

。
そ
の

結
果
食

糧
価
格

が
急
激

に
上
昇

し
、
最

も
弱
い

立
場
に

あ
る
人

々
の

食
料
安

全
保
障

と
栄
養

に
悪
影

響
を
及

ぼ
し
て

い
る
。

気
候
変

動
は
発

展
途
上

国
の
多

く
の

人
に
食

料
を
供

給
す
る

役
割
を

担
っ
て

い
る
小

規
模
農

家
や
漁

業
者
に

生
産
上

の
大
き

な
課
題

を
生
ん

で
い
る

。
子
ど

も
た

ち
の
栄

養
不
良

は
太
平

洋
地
域

を
含
め

、
根
強

い
問
題

と
な
っ

て
い
る

。
太
平

洋
地
域

で
は

、
食
料

の
入
手

可
能
や

嗜
好
の

変
化
に

よ
り
、

砂
糖
や

塩
分
の

多
い
輸

入
品
の

消
費
に

シ
フ
ト

し
て
お

り
、
そ

の
結
果

、
糖

尿
病
や

心
臓
病

な
ど
非

感
染
症

疾
患
が

蔓
延
し

て
い
る

。
栄
養

不
良
と

肥
満
と

い
う
二

重
の

負
担
に

対
処
し

、
太
平

洋
地
域

の
人
々

が
安
価

で
栄
養

価
の
高

い
食
品

を
十
分

に
手
に

入
れ
ら

れ
る
よ

う
に
す

る
た
め

、
地

域
の
家

族
を
支

援
す
る

こ
と
を

約
束
す

る
。
農

家
や
漁

師
が
気

候
変
動

の
影
響

に
適
応

し
、

回
復
力

を
高
め

、
持
続

可
能
な

活
動
を

促
進
す

る
支
援

活
動
を

強
化
す

る
。
食

料
生
産

を
低
下

さ
せ
る

可
能
性

の
あ
る

害
虫

や
病
気

の
蔓
延

に
対
処

す
る
た

め
、
太

平
洋
地

域
の
生

命
の
強

化
を
し

て
い
る

。
栄
養

価
の

高
い
果

物
や
野

菜
の
地

産
地
消

を
推
進

す
る
こ

と
で
、

子
ど
も

た
ち
に

バ
ラ
ン

ス
の
と

れ
た
健

康
的
な

食
生
活

を
提
供

し
、

大
人
の

非
感
染

症
疾
患

問
題
に

取
り
組

む
。
ア

プ
ロ
ー

チ
の
中

心
は
パ

ー
ト
ナ

ー
シ
ッ

プ
と

レ
ジ
リ

デ
ン
ス

の
構
築

に
重
点

を
お
き

、
パ
ー

ト
ナ
ー

の
ニ
ー

ズ
と
優

先
事
項

に
対
応

す
る
こ

と
。
全

て
の
人

が
安
全

で
安

心
し
て

食
べ
ら

れ
る
健

康
的
な

食
品
を

手
に
入

れ
る
こ

と
と
い

う
我
々

の
目
標

は
共
通

し
て

い
る
。

2
2

ア
メ

リ
カ
合

衆
国

H
.E

. M
s.

S
a

m
a

n
th

a
P

ow
er

A
d

m
in

is
tr

a
to

r 
of

U
S

A
ID

岸
田
総

理
を
は

じ
め
と

す
る
日

本
政
府

の
皆

様
に
は

重
要
な

サ
ミ
ッ

ト
を
開

催
し
て

い
た
だ

き
、
健

康
増
進

と
栄
養

改
善
を

実
現
す

る
世
界

の
構
築

、
と
い

う
緊
急

の
使

命
に
取

り
組
む

た
め
に

世
界
を

一
つ
に

ま
と
め

て
く
だ

さ
っ
た

こ
と
に

感
謝
を

申
し
上

げ
る

。

新
型
コ

ロ
ナ
が

世
界
中

で
人
々

に
健
康

で
栄

養
価
の

高
い
食

品
を
届

け
る
サ

プ
ラ
イ

チ
ェ
ー

ン
を
困

難
に
陥

れ
て
い

る
。
経

済
が
打

撃
を
受

け
、
人

々
は
自

分
の
ケ

ア
に

費
や
す

お
金
を

失
っ
た

。
効
果

的
な
健

康
メ
ッ

セ
ー
ジ

の
伝
達

や
人
道

支
援
を

行
う
た

め
に

必
要
な

人
と
人

と
の
ふ

れ
あ
い

の
多
く

が
妨
げ

ら
れ
て

い
る
。

ア
メ
リ

カ
が
長

年
に
わ

た
っ
て

投
資
し

て
き
た

栄
養
プ

ロ
グ

ラ
ム
へ

の
支
援

を
基
盤

に
、

1
億
人
以

上
の
子

ど

も
た
ち

が
栄
養

不
良
に

よ
る
深

刻
、
か

つ
持

続
的
影

響
か
ら

逃
れ
ら

れ
る
よ

う
支
援

し
て
き

た
。
新

型
コ
ロ

ナ
の
時

代
に
合

わ
せ
て

栄
養
プ

ロ
グ
ラ

ム
を
適

応
さ
せ

て
き

た
。
マ

ダ
ガ
ス

カ
ル
で

は
保
健

ワ
ー
カ

ー
と
協

力
し
て

、
移
動

診
療
所

を
立
ち

上
げ
、

遠
隔

地
の
人

々
に
子

ど
も
た

ち
の
健

康
を
保

つ
た
め

の
最
善

の
方
法

に
つ
い

て
情
報

提
供
を

し
た
。

ネ
パ
ー

ル
で
は

パ
ー
ト

ナ
ー

や
新
生

児
を
サ

ポ
ー
ト

す
る
た

め
に
父

親
の
た

め
の
母

乳
育
児

デ
ジ
タ

ル
相
談

会
を
実

施
し

た
。
ザ

ン
ビ
ア

で
は
、

地
元
の

食
品
加

工
業
者

と
協
力

し
て
、

栄
養
価

の
高
い

食
品
を

生
産
す

る
た
め

に
ど
の

よ
う
な

原
材

料
が
手

に
入
る

か
、
適

し
た
ビ

ジ
ネ
ス

の
調
整

を
支
援

し
た
。

ア
メ
リ

カ
が
こ

の
よ
う

な
活

動
を
継

続
し
、

さ
ら
に

多
く
行

っ
て
い

く
こ
と

を
発
表

す
る
。

今
後

3
年
間

で
最
大

1
1

0
億
ド
ル

を
投
資

し
、
現

地
で
設

計
、
始

動
さ
れ

る
プ
ロ

グ
ラ
ム

を
通
じ

て
、

世
界
の

栄
養
不

良
に
立

ち
向
か

う
。
こ

の
う
ち

、
3

0
億

ド
ル
は

予
想
さ

れ
る

緊
急
人

道
的
ニ

ー
ズ
に

向
け
ら

れ
る
。

こ
う
し

た
投
資

は
先
日

発
表
し

た
世
界

栄
養
調

整
計
画

の
第
二

波
に
基

づ
く
も

の
。

世
界
で

こ
れ
ら

の
問
題

を
解
決

す
る
た

め
に
は

、
国
内

で
も
栄

養
不

良
に
対

処
し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。
バ

イ
デ
ン

政
権
は

、
全
て

の
ア
メ

リ
カ
人

が
栄
養

価
の
高

い
多
様

な
食
事

を
手
に

入
れ

ら
れ
る

よ
う
に

す
る
た

め
の
政

策
や
投

資
を
通

じ
て
飢

餓
を
な

く
し
、

健
康
状

態
を
改

善
す

る
た
め

の
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
を

新
た
に

し
た
。

栄
養
プ

ロ
グ
ラ

ム
に
投

資
し
、

効
果
が

証
明
さ

れ
て
い

る
取
り

組
み
を

適
用

し
、
敏

速
に
対

応
す
る

こ
と
で

、
新
型

コ
ロ
ナ

の
時
代

に
あ
っ

て
も
子

ど
も
の

栄
養
不

良
を

防
ぐ
こ

と
が
で

き
、
人

々
に
と

っ
て
よ

り
健
康

的
な
世

界
を
築

く
こ
と

が
で
き

る
。

2
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英
国

M
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 W
en

d
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or
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n
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n
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ec

re
ta

ry
 o

f 
S

ta
te

(M
in

is
te

r 
fo

r 
E

u
ro

p
e

a
n

d
 A

m
er

ic
a

s)

岸
田
総

理
大
臣

、
日
本

政
府
の

皆
様
、

こ
の

サ
ミ
ッ

ト
を
開

催
し
て

く
だ
さ

り
感
謝

を
申
し

上
げ
る

。

2
0

3
0
年

ま
で
に

母
親
、

新
生
児

、
子
ど

も
た
ち

の
予
防

可
能
な

死
を
な

く
す
こ

と
に

コ
ミ
ッ

ト
し
て

い
る
。

栄
養
が

大
き
な

役
割
を

果
た
す

。
栄
養

不
足
、

栄
養
不

良
は

3
つ

の
頭
を

持
つ
モ

ン
ス
タ

ー
で
あ

る
。
子

ど

も
の
死

の
約
半

分
、
妊

婦
の
死

の
1

/5
が
関

わ
っ
て

い
る
。

ま
た
、

何
百
万

人
も
の

女
性
や

少
女

が
貧
血

に
苦
し

み
、

2
2
億
も
の

人
が
過

体
重
で

肥
満
関

連
の
病

気
と
な

っ
て
い

る
。
パ

ン
デ
ミ

ッ
ク
と

気
候
変

動
が
事

態

を
悪
化

さ
せ
て

い
る
。

だ
か
ら

こ
そ
今

回
の

サ
ミ
ッ

ト
は
あ

ら
ゆ
る

形
態
の

栄
養
不

足
を
回

復
さ
せ

る
た
め

の
世
界

的
努
力

を
更
新

さ
せ
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。
全

て
の

人
が
健

康
的
な

食
生
活

を
享
受

で
き
る

よ
う
協

力
す
る

。
2

0
1

5
年
以
降

、
5

5
0

0
万
人

以
上
の

女
性
、

少
女
、

子
ど
も

が
よ
り

良
い
栄

養
を
摂

取
で
き

る
よ
う

支
援
し

て
き
た

。
2

0
3

0
年
ま

で
に
女

性
、
少

女
、
子

ど
も

の
栄
養

状
況
を

改
善
す

る
こ
と

に
コ
ミ

ッ
ト
し

て
い
る

。
O

E
C

D
-D

A
C

 p
ol

ic
y 

m
a

rk
er

 o
n

 n
u

tr
it

io
n
を
英
国

の
援
助

ポ
ー
ト

フ
ォ
リ

オ
に
採

用
す
る

こ
と
で

責
任
を

果
た
し

て
い
く

。
2

0
3

0
年
ま

で
に
あ

ら
ゆ
る

形
態
の

栄
養
不

良
を
な

く
す

と
い
う

の
は
大

き
な

課
題
だ

が
、
我

々
の
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン
ト

と
協

力
と
共

に
達
成

で
き
る

だ
ろ
う

。

2
4

ド
イ

ツ
連
邦

共
和

国

M
s.

 B
ea

te
K

a
sc

h

S
ta

te
 S

ec
re

ta
ry

 o
f 

th
e

F
ed

er
a

l 
M

in
is

tr
y 

of
F

oo
d

 a
n

d
 A

gr
ic

u
lt

u
re

1
0

0
億
人
に

近
い

人
々
に

食
料
安

全
保
障

を
提
供

す
る
と

い
う
グ

ロ
ー
バ

ル
な
課

題
。
世

界
中
の

一
人
一

人
が
適

切
な
食

料
を
手

に
入
れ

る
こ

と
が
で

き
、
そ

れ
に
よ

っ
て
人

権
を
保

障
す
る

と
い
う

目
標
に

は
遠
く

及
ん

で
い
な

い
。

2
0

2
0
年
に

は
世
界

人
口
の

約
1

0
%
が
栄
養

不
足
に

陥
っ
て

い
る
。

つ
ま

り
世
界

で
飢
え

に
苦
し

む
人
の

数
は

8
億
人

以
上
で

あ
り
、

当
然
新

型
コ

ロ
ナ
の

影
響
も

寄
与
し

て
い
る

。
こ
の

瞬
間
、

3
7
カ
国

で
2

億
人
の

子
ど
も

た
ち
が

パ
ン
デ

ミ
ッ
ク

に
よ

る
学
校

閉
鎖
の

影
響
を

受
け
て

い
る
。

そ
の
結

果
、
こ

れ
ら
の

子
ど
も

た
ち
の

多
く
は

1
日

一
回
の

食
事
す

ら
も
で

き
な
く

な
っ
て

い
る
。

戦
争
、

紛
争
、

気
候
変

動
も
飢

餓

の
大
き

な
原
因

と
な
っ

て
い
る

。
収
穫

が
失

わ
れ
、

人
々
に

食
料
が

行
き
渡

ら
な
く

な
る
か

ら
で
あ

る
。
こ

の
よ
う

に
、
飢

餓
を
ゼ

ロ
に
と

い
う
目

標
が
非

常
に
大

き
な

課
題
で

あ
る
こ

と
が
わ

か
る
。

国
連
食

料
シ
ス

テ
ム
サ

ミ
ッ
ト

で
は
食

料
安
全

保
障
と

持
続

可
能
な

フ
ー
ド

シ
ス
テ

ム
の
確

保
が
最

優
先
事

項
と
さ

れ
た
。

飢
餓
や

あ
ら
ゆ

る
栄
養

不
良
を

減
ら
す

た
め
に

は
、
各

国
の

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
と
国

際
的
な

協
力
が

組
み
合

わ
せ
て

こ
そ
可

能
に
な

る
。
そ

の
た
め

、
今

年
の
サ

ミ
ッ
ト

は
非
常

に
重
要

な
意
味

を
持
っ

て
い
る

。
ド
イ

ツ
で
は

様
々
な

レ
ベ
ル

で
持
続

可
能
な

フ
ー
ド

シ
ス
テ

ム
と

健
康
的

な
食
生

活
を
推

進
し
て

い
る
。

連
邦
政

府
は
、

第
１
回

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

か
ら
財

務
的

な
義
務

を
遵
守

し
て
き

て
い
る

。
2

0
1

3
年
か
ら

は
貧
困

国
の
食

料
と
栄

養
の
状

況
を
改

善
す
る

た
め
に

追
加
で

2
億
ユ
ー

ロ
提
供

し
て
い

る
。
数

年
前
か

ら
”O

n
e 

W
or

ld
 N

o
H

u
n

ge
r”
イ
ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ
に

対
し
て

、
栄
養

改
善
の

た
め
に

年
間
約

5
億

ユ
ー
ロ

の
資
金

提
供

を
行
な

っ
て
い

る
。
ま

た
、
連

邦
政
府

は
2

0
2

5
年
ま

で
に

4
5

0
万

人
の
人

が
よ
り

バ
ラ
ン

ス
の
取

れ
た
栄

養
的
な

食
生
活

を
送
れ

る
よ
う

に
し
た

い
と
考

え
て
い

る
。

こ
の
目

的
の
た

め
に
、

ペ
ナ
ン

、
エ
チ

オ
ピ
ア

、
イ
ン

ド
、
カ

ン
ボ
ジ

ア
な
ど

で
重
要

な
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
を
実

施
し
て

い
る

。
国
際

的
に
は

国
連
食

料
農
業

機
関
、

世
界
食

料
安
全

保
障
委

員
会
、

世
銀
、

sc
a

li
n

g 
u

p
 n

u
tr

it
io

n
 n

et
w

or
k
、
な
ど

へ
の
貢

献
を
続

け
て
い

る
。
ま

た
、
ナ

シ
ョ
ナ

ル
パ
ス

ウ
ェ
イ

の
第
次

一
草
案

を
発
表

し
て
い

る
。

ホ
ス
ト

国
で
あ

る
日
本

に
さ
ら

に
こ
の

プ
ロ

セ
ス
を

進
め
て

い
た
だ

け
る
こ

と
に
感

謝
を
申

し
上
げ

る
。

2
5

日
本

鈴
木
　

貴
子

外
務

副
大
臣

各
国
か

ら
の
大

変
力
強

い
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト

を
い
た

だ
け
た

こ
と
に

感
謝
を

申
し
上

げ
る
。

多
く
の

国
か
ら

低
栄
養

と
過
栄

養
の
栄

養
不

良
の
二

重
負
荷

や
新
型

コ
ロ
ナ

、
気
候

変
動
、

紛
争
な

ど
に
よ

り
、
栄

養
問
題

が
一
層

深
刻
な

状
況
に

さ
ら
さ

れ
て
い

る
と

い
う
現

状
に
つ

い
て
、

切
実
な

声
が
共

有
さ
れ

た
。
世

界
が
直

面
す
る

栄
養
課

題
が
改

め
て

明
ら
か

に
な
っ

た
。
ブ

ル
キ
ナ

フ
ァ
ソ

、
コ
ー

ト
ジ
ボ

ワ
ー
ル

、
モ
ザ

ン
ビ
ー

ク
、
ベ

ナ
ン
等

か
ら
は

自
国
の

栄
養
問

題
を

改
善
す

る
た
め

の
政
策

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
、
具

体
的
な

数
値
目

標
と
と

も
に
発

表
さ
れ

た
。

ま
た
、

栄
養
課

題
を
解

決
す
る

た
め
に

E
U
、

豪
州
、

カ
ナ
ダ

、
オ
ラ

ン
ダ

、
ア
イ

ル
ラ
ン

ド
、
米

国
、
ド

イ
ツ
等

か
ら
の

ド
ナ
ー

国
か
ら

は
具
体

的
な
資

金
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン

ト
の
発

表
も
あ

っ
た
。

こ
の
よ

う
な
具

体
的

な
政
策

的
、
資

金
的
な

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
に
よ

り
、
各

国
政
府

が
一
致

団
結
し

て
、
栄

養
改
善

に
向
け

て
取
り

組
む
姿

勢
が

示
さ
れ

た
こ
と

を
歓
迎

す
る
。

栄
養
は

健
康
と

福
祉
の

基
礎
で

あ
り
、

一
人

一
人
の

可
能
性

の
み
な

ら
ず
、

社
会
を

支
え
る

基
盤
で

も
あ
る

。
複
雑

な
要
因

を
も
つ

栄
養
課

題
に
対

し
て
保

健
、
農

業
、

教
育
な

ど
マ
ル

チ
セ
ク

タ
ー
の

支
援
を

通
じ
、

対
応
し

、
人
に

投
資
し

て
い
く

必
要
が

あ
る

こ
と
を

改
め
て

皆
で
確

認
で
き

た
。
世

界
の
栄

養
不
良

改
善
へ

の
取
り

組
み
に

は
政
府

の
み
な

ら
ず
、

国
際
機

関
、
本

日
ご

参
加
の

企
業
、

市
民
社

会
を
は

じ
め
と

す
る
関

係
者
一

人
一
人

の
力
が

必
要
。

こ
の
よ

う
な

観
点
か

ら
も
多

様
な
ス

テ
ー
ク

ホ
ル
ダ

ー
の
皆

様
に
よ

る
第

2
セ
ッ
シ

ョ
ン

で
の
発

表
に
期

待
を
し

て
い
る

。

67



S
3 

T
ab

le
. 1

⽇
⽬

ア
ス

リ
ー

ト
、

若
者

に
よ

る
メ

ッ
セ

ー
ジ

N
o.

氏
名

ス
ピ
ー

チ
内

容

1

Yo
ut

h
M

s.
 M

an
at

a 
A

le
ks

an
dr

 (K
yr

gy
zs

ta
n)

M
s.

 J
an

e 
N

ap
ai

s 
La

nk
is

a 
(K

en
ya

) 
M

r. 
M

ik
e 

K
hu

ng
a 

(M
al

aw
i)

M
s.

 F
lo

re
nc

e 
Si

bo
m

an
a 

(R
w

an
da

)
M

s.
 H

an
it

ra
 R

ar
is

on
 (M

ad
ag

as
ca

r)
M

r. 
N

ir
oj

 S
ud

ar
sh

an
 (S

ri
 L

an
ka

)
M

r. 
W

eb
st

er
 M

ak
om

be
 (Z

im
ba

bw
e)

M
s.

 M
ar

ya
m

 A
hm

ed
 (N

ig
er

ia
)

M
s.

 A
na

ya
t S

id
hu

 (C
an
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我
々

は
20

30
年

ま
で
に

あ
ら
ゆ

る
形

態
の
栄

養
不
良

を
な
く

す
と
い

う
使

命
を
持

っ
た
世

界
中
の

若
者
の

リ
ー

ダ
ー
の

集
ま
り

で
あ
る

。
現
在

の
世

界

の
栄

養
状
況

で
は
こ

の
目
標

達
成
は

で
き

な
い
。

世
界
の

5歳
未

満
の
子

ど
も
の

う
ち

1億
49

00
万
人

が
栄
養

不
良
で

45
40

万
人

が
消

耗
症
。

こ
の
よ

う

な
栄

養
不
足

は
子
ど

も
た
ち

の
生
活

に
大

き
な
影

響
を
与

え
、
学

校
で
の

学
習

や
成
長

の
可
能

性
を
制

約
し
、

貧
困

の
連
鎖

に
陥
ら

せ
て
い

る
。
我

々

は
若

者
と
し

て
、
危

機
的
な

状
況
下

で
は

子
ど
も

や
若
者

が
最
も

大
き
な

影
響

を
受
け

る
こ
と

を
知
っ

て
い
る

。
新

型
コ
ロ

ナ
は
世

界
の
最

貧
相
の

家

庭
に

壊
滅
的

な
打
撃

を
与
え

、
20

20
年

末
ま

で
に

1億
42

00
万

世
帯

が
貧
困

に
陥
り

、
栄

養
価
の

高
い
食

品
を
食

卓
に
並

べ
る

こ
と
が

さ
ら
に

困
難
。

気
候

変
動
が

続
き
、

極
端
な

貧
富
の

差
が

拡
大
す

る
中
、

家
庭
の

栄
養
危

機
は

さ
ら
に

深
刻
化

す
る
こ

と
が
予

測
さ

れ
る
。

こ
の

3年
間
、

我
々
は

Sc
al

in
g 

U
p 

N
ut

ri
ti

on
 C

iv
il 

So
ci

et
y 

N
et

w
or

kと
協

力
し

て
、
あ

ら
ゆ
る

形
態
の

栄
養
不

良
を

な
く
す

た
め
に

政
府
が

強
力
な

介
入

を
行
う

よ
う

声
を

あ
げ
て

訴
え
て

き
た
。

今
年
の

サ
ミ

ッ
ト
で

は
、
次

の
よ
う

な
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

を
し
て

、
栄
養

に
関
す

る
ア

ド
ボ
カ

シ
ー
を

次
の
レ

ベ
ル
に

引

き
上

げ
る
こ

と
を
誇

り
に
思

う
。

1)
地
域

及
び
国

レ
ベ
ル

で
変
革

的
な
栄

養
政

策
を
推

進
す
る

た
め
に

、
そ
れ

ぞ
れ

の
国
で

若
者
を

動
員
す

る
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
を

設
立
す

る
。

2)
意
思

決
定
者

が
自
分

た
ち
の

行
っ
た

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
に

若
者
か

ら
説
明

が
受

け
ら
れ

る
よ
う

に
カ
ウ

ン
タ
ビ

リ
テ

ィ
ー
フ

レ
ー
ム

ワ
ー
ク

や
そ

の

他
の

ア
カ
ウ

ン
タ
ビ

リ
テ
ィ

ー
メ
カ

ニ
ズ

ム
に
取

り
組
む

。

3)
国
や

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

に
お
い

て
最
も

周
縁

化
さ
れ

た
子
ど

も
や
若

者
た
ち

に
積

極
的
に

関
わ
り

、
彼
ら

の
声
が

意
思

決
定
者

に
届
く

よ
う
な

場
を

作

る
。

4)
栄
養

に
関
す

る
マ
ル

チ
ス
テ

ー
ク
ホ

ル
ダ

ー
パ
ー

ト
ナ
ー

シ
ッ
プ

の
中
で

リ
ー

ダ
ー
シ

ッ
プ
を

発
揮
す

る
機
会

を
求

め
続
け

、
そ
の

機
会
が

存
在

し

な
い

場
合
に

は
機
会

を
開
く

よ
う
ス

テ
ー

ク
ホ
ル

ダ
ー
に

働
き
か

け
る
。

今
こ

の
重
要

な
サ
ミ

ッ
ト
に

お
い
て

、
世

界
の
リ

ー
ダ
ー

が
こ
の

課
題
に

立
ち

向
か
い

、
子
ど

も
や
若

者
が
置

か
れ

た
窮
状

を
覆
し

、
20

30
年

ま
で

に

SG
D

2を
確

実
に

達
成
す

る
た
め

の
実

質
的
な

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
を
行

う
こ

と
を
期

待
し
て

い
る
。

2
A

th
le

te
M

r. 
Pa

u 
G

as
ol

, U
N

IC
E

F 
G

oo
d 

W
ill

 A
m

ba
ss

ad
or

, G
lo

ba
l N

ut
ri

ti
on

 
C

ha
m

pi
on

, r
et

ir
ed

 N
B

A
 p

la
ye

r

乳
幼

児
の
時

期
の
良

好
な
栄

養
は
健

康
的

な
生
活

を
送
る

上
で
基

礎
と
な

る
。

し
か
し

現
在
世

界
で
は

2億
人

以
上
の

子
ど

も
た
ち

が
栄
養

不
良
に

陥
っ

て
お

り
、
そ

の
う
ち

50
00

万
近

く
の

子
供
た

ち
は
栄

養
不
良

の
中
で

も
最

も
深
刻

な
形
態

で
あ
る

消
耗
症

に
苦

し
ん
で

い
る
。

消
耗
症

の
子
ど

も
た

ち

は
栄

養
状
態

の
良
い

子
ど
も

に
比
べ

て
死

亡
リ
ス

ク
は

11
倍
高

ま
る
。

一
方
で

3億
40

00
万
人

以
上

の
子
ど

も
や
若

者
が
過

体
重
や

肥
満

に
苦
し

ん
で

い
る

。
予
防

可
能
な

栄
養
不

良
の
た

め
に

幼
い
子

ど
も
た

ち
が
命

を
落
と

し
、

可
能
性

が
奪
わ

れ
て
い

る
こ
と

に
憤

り
を
感

じ
、
心

を
痛
め

て
い
る

。

多
く

の
個
人

や
組
織

の
お
陰

で
あ
ら

ゆ
る

形
態
の

栄
養
不

良
を
な

く
す
こ

と
は

可
能
で

あ
る
。

し
か
し

、
実
現

す
る

た
め
に

は
本
日

の
栄
養

サ
ミ
ッ

ト

に
参

加
し
て

い
る
人

々
に
か

か
っ
て

い
る

。
U

N
IC

E
Fと

と
も

に
世

界
の
リ

ー
ダ
ー

た
ち

に
栄
養

へ
の
野

心
的
か

つ
大
胆

な
投

資
を
約

束
す
る

よ
う
求

め
て

い
る
。
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1
ビ
ル

&
メ

リ
ン

ダ
・

ゲ

イ
ツ

財
団

M
r. 

B
ill

 G
at

es
C

o-
ch

ai
rp

er
so

n

サ
ミ
ッ

ト
を

開
催

す
る

に
あ

た
り
、

素
晴

ら
し

い
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
発
揮

し
て

く
だ

さ
っ

た
日

本
政

府
に
感

謝
を

申
し

上
げ

る
。

世
界
金

融
フ

ァ
シ

リ
テ

ィ
に

50
00

万
ド
ル

寄
付

し
て

く
だ

さ
っ
た

こ
と

に
も

感
謝

し
て

い
る

。
栄

養
に
関

し
て

大
胆

な
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を

発
表
し

て
く

だ
さ

っ
た

皆
様

に
も
感

謝
を

申
し

上
げ

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
以
前

か
ら

世
界

の
栄

養
不

足
は

深
刻
な

状
況

に
あ

っ
た

。
何

百
万

人

も
の
人

が
飢

え
て

い
る

。
栄

養
状
況

の
改

善
は

そ
れ

自
体

が
重

要
。

包
括
的

か
つ

持
続

的
な

世
界

の
回

復
に
欠

か
せ

な
い

要
素

で
あ

る
。

生

ま
れ
て

10
00

日
の

栄
養

状
況
が

よ
け

れ
ば

身
長

が
伸

び
、

脳
の
発

達
も

よ
く

な
り

、
そ

の
結

果
よ

り
多
く

の
学

校
教

育
を

受
け

る
こ

と
が

で

き
、
国

の
経

済
を

活
性

化
す

る
こ
と

が
で

き
る

。
人

口
全

体
で

み
れ

ば
健
康

状
態

と
生

産
性

が
大

き
く

改
善
し

、
地

域
社

会
や

国
の

全
体

の

繁
栄
に

繋
が

る
こ

と
を

意
味

し
て
い

る
。

そ
の

た
め

メ
リ

ン
ダ

は
先

日
、
財

団
史

上
最

大
規

模
の

9億
22

00
万

ド
ル

の
栄

養
支

援
を

発
表

し

た
。
大

規
模

な
栄

養
強

化
、

栄
養
価

の
高

い
食

料
シ

ス
テ

ム
と

農
業

プ
ロ
グ

ラ
ム

、
母

子
の

栄
養

、
研

究
と
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

へ
の

支
援

が

含
ま
れ

て
い

る
。

し
か

し
、

我
々
は

さ
ら

に
多

く
の

こ
と

を
約

束
す

る
。

U
N

IC
E

Fの
栄
養

基
金
は

政
府

が
栄

養
不

良
に

対
処

す
る

た
め
に

必
要
な

ツ
ー

ル
、

例
え

ば
す

ぐ
使
え

る
治

療
薬

な
ど

を
購

入
す

る
場

合
、
同

額
で

の
資

金
を

提
供

す
る

も
の
。

1年
以

内
に

予
想

以
上
の

結
果

が
出
た

。
我

々
は

こ
の

危
機

に
10

00
万
ド

ル
を

拠
出

し
て

、
他
の

主
要

な
栄

養
製

品
を

含
む

よ
う

に
拡
大

す
る

こ
と

を
望

ん
で

い
る

。
栄

養

の
た
め

に
1ド

ル
を
使

う
と

地
域

経
済

に
16

ド
ル
利

益
が

も
た

ら
さ

れ
る

。
し
か

し
、

海
外

援
助

総
額

の
う

ち
、

栄
養
分

野
が

占
め

る
割

合

は
1%

に
も
満

た
な
い

の
が

現
状

。
今

日
か

ら
変

え
て

い
こ
う

。
そ

う
す

れ
ば

目
覚

ま
し

い
進

歩
が
期

待
で

き
る

。

2
国
際

連
合

世
界
食

糧
計

画
（

W
FP

）
M

r. 
D

av
id

 B
ea

sl
ey

E
xe

cu
ti

ve
 D

ir
ec

to
r

日
本
政

府
の

皆
様

、
東

京
栄

養
サ
ミ

ッ
ト

を
開

催
し

て
く

だ
さ

り
感

謝
を
申

し
上

げ
る

。

栄
養
不

良
は

幼
い

子
ど

も
た

ち
を
死

に
い

た
ら

し
め

る
世

界
最

大
の

原
因
の

一
つ

。
こ

の
世

界
的

悲
劇

は
紛
争

、
気

候
変

動
、

新
型

コ
ロ

ナ

の
巡
り

合
わ

せ
で

助
長

し
て

い
る
。

食
料

不
安

は
新

型
コ

ロ
ナ

以
前

の
1億

35
00

万
人

か
ら

現
在

で
は

2億
83

00
万
人

の
2倍

以
上

に
増

え
、

そ
の
う

ち
45

00
万

人
が

飢
餓
の

状
態

に
あ

る
。

世
界

食
料

計
画
は

こ
の

危
機

に
対

応
す

る
た

め
の

世
界
的

な
取

り
組

み
を

主
導

し
て

い
る

。

今
年
は

80
カ

国
以

上
で

1億
40

00
万

人
以

上
の

人
々

に
食

料
と

栄
養

の
援
助

を
届

け
た

い
と

考
え

て
い

る
。

し
か
し

、
さ

ら
に

効
率

的
に

行

う
必
要

が
あ

る
。

そ
こ

で
W

FP
は
支

援
の

量
を

増
や

す
だ

け
で
は

な
く

、
栄

養
面

で
の

質
を

高
め

る
こ
と

を
約

束
す

る
。

20
25

年
ま
で

に

W
FP

は
支
援

対
象

の
少

な
く
と

も
80

%
が

十
分

な
食

料
を

得
ら
れ

る
だ

け
で

な
く

、
生

存
と

繁
栄

に
必
要

な
栄

養
素

を
適

切
に

組
み

合
わ

せ

ら
れ
る

よ
う

に
す

る
。

W
FP

は
栄
養

面
で

の
活

動
を

拡
大

し
、
毎

年
25

00
万

人
の

弱
い
立

場
に

あ
る

女
性

や
子

ど
も

た
ち
に

支
援

を
行

う
。

ま
た
、

紛
争

や
気

候
変

動
の

影
響
を

受
け

て
い

る
地

域
を

中
心

に
食

料
シ
ス

テ
ム

の
強

化
を

支
援

す
る

政
府
の

数
を

2倍
に

増
や

す
。
栄

養
強

化
さ
れ

た
穀

物
の

配
布

量
を

増
や
し

、
40

カ
国

以
上

の
政

府
と

協
力
し

て
そ

れ
ぞ

れ
の

国
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
で
配

布
さ

れ
る

食
品

の
栄

養
強

化

を
図
る

。
栄

養
不

良
と

い
う

深
刻
な

問
題

に
皆

さ
ん

と
一

緒
に

立
ち

向
か
っ

て
い

き
た

い
。

3
国
際

農
業

開
発
基

金

（
IF

A
D
）

M
r. 

G
ilb

er
t F

. 
H

ou
ng

bo
Pr

es
id

en
t

今
回
の

グ
ロ

ー
バ

ル
サ

ミ
ッ

ト
を
開

催
し

て
く

だ
さ

っ
た

日
本

政
府

に
感
謝

を
申

し
上

げ
る

。

気
候
変

動
と

パ
ン

デ
ミ

ッ
ク

の
こ
の

時
に

、
世

界
の

あ
ら

ゆ
る

形
態

の
栄
養

不
良

に
取

り
組

む
方

法
を

変
革
す

る
た

め
に

協
力

す
る

こ
と

は
、
今

ま
で

以
上

に
重

要
に

な
っ
て

い
る

。
SD

G
sの

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

の
達

成
ま

で
に
あ

と
9年

も
な
く

、
失

敗
は

許
さ

れ
な

い
。

低
栄
養

と
過
栄

養
、

微
量

栄
養

素
欠

乏
に
対

処
す

る
た

め
、

”l
as

t m
ile

”介
入

を
実

施
す

る
た

め
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

を
強

化
し

た
。

我
々

は
人

類

と
地
球

を
養

う
、

多
様

で
安

全
で
栄

養
価

の
高

い
食

品
と

健
康

的
な

食
事
の

入
手

可
能

性
、

購
入

可
能

性
、
消

費
量

を
高

め
る

こ
と

が
で

き

る
よ
り

良
い

生
産

シ
ス

テ
ム

を
通
じ

て
、

栄
養

を
改

善
す

る
こ

と
に

全
力
で

取
り

組
ん

で
い

る
。

小
規

模
生
産

者
を

中
心

と
し

た
栄

養
に

配

慮
し
た

農
業

と
農

村
開

発
へ

の
投
資

に
フ

ー
ド

シ
ス

テ
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
を
採

用
す

る
こ

と
で

、
世

界
の

食
料
安

全
保

障
と

栄
養

を
具

体
的

か

つ
継
続

的
に

改
善

で
き

る
と

信
じ
て

い
る

。
何

十
年

も
の

間
、

日
本

は
IF

A
D
の
主

要
な

パ
ー
ト

ナ
ー

で
あ

る
。

 最
近

日
本
事

務
所

を
開

設

し
た
こ

と
で

、
世

界
の

食
料

安
全
保

障
と

栄
養

を
改

善
す

る
た

め
に

、
日
本

で
の

共
同

の
取

り
組

み
が

強
化
さ

れ
る

。

69



S
4 

T
ab

le
. 1

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
2(

2)
 

 

N
o.

団
体

・
企
業

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ

内
容

4
東

南
ア

ジ
ア

諸
国

連
合

（
A

S
E

A
N
）

H
.E

. L
im

 J
oc

k 
H

oi
S

ec
re

ta
ry

-G
en

er
al

栄
養

不
良

と
い

う
二

重
の

負
担

に
対
応

す
る

た
め

の
取
り

組
み

を
皆

様
に
ご

紹
介

で
き

る
こ
と

を
嬉

し
く

思
う
。

A
S

E
A

N
は

S
D

G
sの

目
標

2、
飢

餓
を

終
わ

ら
せ

、
食
糧

安
全

保
障

を
達
成

し
、

健
康

と
幸
福

を
達

成
す

る
と
い

う
目

標
達

成
を
支

援
す

る

た
め

に
、

栄
養

に
関

す
る

マ
ル

チ
ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー
の

協
力

を
継

続
し
て

き
た

。
20

17
年

11
月

に
開

催
さ

れ
た

第
31

回
A

S
E

A
N
首

脳
会

議
で

は
、

A
S

E
A

N
首
脳

が
あ

ら
ゆ

る
形
態

の
栄

養
不

良
の
解

消
に

関
す

る
宣
言

を
採

択
し

て
い
る

。
こ

れ
は

地
域
に

お
け

る
栄

養
不
良

に

対
応

す
る

た
め

の
最

高
レ

ベ
ル

の
政
治

的
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
。

こ
の

宣
言
で

は
A

S
E

A
N
の

保
健
、

農
業

、
社

会
福
祉

、
教

育
分

野
の
関

係

者
が

20
18

年
か

ら
20

30
年

に
か

け
て

栄
養
に

関
す

る
エ

ビ
デ
ン

ス
に

基
づ

く
マ
ル

チ
セ

ク
タ

ー
の
ア

ク
シ

ョ
ン

の
実
施

に
向

け
た

取
り
組

み

を
強

化
す

る
こ

と
を

約
束

し
て

い
る
。

こ
れ

は
国

の
政
策

や
介

入
を

支
援
す

る
と

と
も

に
、
サ

ー
ビ

ス
提

供
、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、
評

価
の

た

め
の

最
低

基
準

を
設

定
す

る
も

の
。
さ

ら
に

20
21

年
10

月
第

38
回

A
S

E
A

N
首

脳
会
議

に
お

い
て

は
、
よ

り
健

康
的

な
食
品

、
飲

料
の

改
良

と
生

産
に

関
す

る
A

S
E

A
N
首

脳
宣

言
が
採

択
さ

れ
た

。
こ
の

宣
言

は
A

S
E

A
N
に
お

け
る

不
健

康
な
食

事
パ

タ
ー

ン
に
対

応
す

る
た

め
の
作

業
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
通

じ
て

N
C

D
sリ

ス
ク

を
高

め
て

い
る
地

域
の

経
済

発
展
と

都
市

化
の

影
響
を

受
け

た
栄

養
パ
タ

ー
ン

の
変

化
に
対

応
す

る
も

の
。

セ
ク

タ
ー

を
越

え
た

協
力
体

制
が

強
化

さ
れ
、

be
st

 p
ra

ct
ic

e戦
略

が
実

施
さ

れ
る
こ

と
に

な
っ

て
い
く

。
長

年
に

わ
た
っ

て

A
S

E
A

N
は

栄
養

に
特
化

し
た

介
入

や
栄
養

に
配

慮
し

た
介
入

の
た

め
の

政
策
の

一
貫

性
を

向
上
さ

せ
る

た
め

に
健
康

的
な

食
品

へ
の
ア

ク

セ
ス

を
増

や
す

た
め

の
努

力
を

し
て
き

た
。

ま
た

、
地
域

に
お

け
る

食
料
と

栄
養

の
安

全
性
を

確
保

す
る

た
め
に

も
努

力
し

て
き
た

。
こ

の

機
会

に
栄

養
に

関
す

る
提

言
を

強
化
し

、
A

S
E

A
N
に

お
け
る

あ
ら

ゆ
る

形
態
の

栄
養

不
良

を
な
く

す
た

め
に

こ
れ
ら

の
公

約
を

再
確
認

す

る
。

5
ア

フ
リ

カ
開

発
銀

行
D

r.
 A

ki
nw

um
i 

A
de

si
na

P
re

si
de

nt

日
本

政
府

が
栄

養
に

関
す

る
世

界
的
な

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ

を
発

揮
し

、
サ
ミ

ッ
ト

を
開

催
し
て

く
だ

さ
っ

た
こ
と

に
敬

意
を

表
す
。

今
日

ア
フ

リ
カ

は
世

界
の

5歳
未

満
の

発
育
阻

害
の

41
%
を

占
め

て
い

る
。

栄
養
不

良
や

発
育

阻
害
に

対
処

す
る

世
界
的

な
取

り
組

み
は
ま

ず

ア
フ

リ
カ

で
成

功
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

ア
フ

リ
カ
開

発
銀

行
で

は
、

20
25

年
ま
で

に
ア

フ
リ

カ
の
発

育
阻

害
の

子
ど
も

た
ち

を
40

%
削

減
す

る
目

標
を

掲
げ

て
い

る
。

そ
の
た

め
に

農
業

、
保
健

、
社

会
的

保
護
、

教
育

、
水

、
衛
生

、
保

健
へ

の
投
資

を
行

う
。

20
21

年
か

ら

20
25

年
に
か

け
て

栄
養

ス
マ
ー

ト
投

資
を

毎
年

10
%
以

上
増

や
し
、

投
資

総
額

13
.5
億

ド
ル

に
す

る
こ
と

を
約

束
す

る
。
ま

た
、

ア
フ

リ
カ

の
食

料
安

全
保

障
と

栄
養

に
関

す
る
資

金
フ

ァ
シ

リ
テ
ィ

を
通

じ
て

、
10

億
ド

ル
を

調
達
し

、
40

00
万

人
の

農
家

に
気
候

変
動

に
強

く
、
栄

養
価

を
向

上
さ

せ
る

技
術

を
提

供
し
た

い
と

考
え

て
い
る

。
こ

れ
ら

に
よ
り

、
1億

ト
ン

の
食

料
を
生

産
し

、
2億

人
の

人
々

に
食

料
を

供
給

し
、

ア
フ

リ
カ

の
飢

餓
を

80
%
削

減
す

る
こ

と
が

で
き
る

。
こ

の
フ

ァ
シ
リ

テ
ィ

へ
の

皆
様
の

力
強

い
ご

支
援
を

お
願

い
し

た
。

6
ア

ジ
ア

開
発

銀
行

M
r.

 B
am

ba
ng

 
S

us
an

to
no

V
ic

e 
P

re
si

de
nt

今
回

栄
養

サ
ミ

ッ
ト

の
コ

ン
パ

ク
ト
に

賛
同

で
き

る
こ
と

を
嬉

し
く

思
う
。

こ
の

サ
ミ

ッ
ト

で
議

論
し

て
い

る
よ
う

に
、

食
料

と
栄
養

の
安

全
保

障
へ
の

リ
ス

ク
増

大
が
懸

念
さ

れ
て

い
る
。

さ
ら

に
新

型
コ
ロ

ナ
の

パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
は

、
近

年
の

飢
餓

と
栄
養

不
良

へ
の

取
り
組

み
の

成
果

を
逆
転

さ
せ

て
し

ま
っ
て

い
る

。
ア

ジ
ア
太

平
洋

地
域

で
は
世

界
平

均

に
比

べ
て

栄
養

不
良

の
発

生
率

が
さ
ら

に
高

く
、

地
域
内

の
全

て
の

国
が
少

な
く

と
も

1つ
以

上
の
栄

養
不

良
に

苦
し
ん

で
い

る
。

19
億

人

が
健

康
的

な
食

生
活

が
で

き
ず

、
31

50
万

人
の
子

ど
も

た
ち

が
発
育

阻
害

。
A

D
B
の

C
or

po
ra

te
 S

tr
at

eg
y 

20
30

で
は

7つ
の

優
先

事
項

を

定
め

て
い

る
。

そ
の

う
ち

の
一

つ
は
残

る
貧

困
へ

の
対
処

と
、

不
平

等
の
解

消
に

焦
点

を
当
て

て
い

る
。

も
う
一

つ
は

農
村

開
発
と

食
料

安

全
保

障
の

推
進

。
こ

れ
ら

の
優

先
事
項

を
達

成
す

る
た
め

に
我

々
は

以
下
の

よ
う

な
課

題
に
対

応
す

る
た

め
の
部

門
横

断
的

な
統
合

ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

を
開

発
し

て
い

る
。
経

済
シ

ョ
ッ

ク
に
よ

り
貧

困
世

帯
が
栄

養
不

良
に

陥
ら
な

い
よ

う
に

す
る
こ

と
、

子
ど

も
の
栄

養
不

良

を
減

ら
す

こ
と

、
手

頃
な

価
格

の
食
事

の
多

様
性

を
促
進

す
る

こ
と

。
A

D
B
は

栄
養

安
全

保
障

に
関

す
る
マ

ル
チ

セ
ク

タ
ー
ワ

ー
キ

ン
グ

グ

ル
ー

プ
を

設
立

し
、

こ
れ

に
対

す
る

A
D

B
の

投
資
を

拡
大

す
る

た
め
の

戦
略

的
フ

レ
ー
ム

ワ
ー

ク
を

作
成
し

、
国

際
的

な
be

st
 p

ra
ct

ic
eを

特
定

、
採

用
し

、
栄

養
ス

マ
ー

ト
農
業

、
栄

養
改

善
、
ジ

ャ
ン

ダ
ー

に
配
慮

し
た

現
地

生
産
の

拡
大

を
推

進
す
る

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ
ロ

グ
ラ

ム

を
実

施
し

て
い

る
。

栄
養

に
関

す
る
共

同
投

資
を

促
進
す

る
た

め
の

パ
ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
を
構

築
し

て
い

く
。
我

々
は

膨
大

な
課
題

に
直

面

し
て

い
る

。
簡

単
な

こ
と

で
は

な
い
が

、
A

 D
B
は

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

、
そ

し
て
世

界
か

ら
栄

養
不
良

を
な

く
す

た
め
に

協
力

し
て

い
き
た

い
と

考
え

て
い

る
。

70



S
4 

T
ab

le
. 1

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
2(

3)
N

o.
団

体
・
企
業

氏
名

役
職

ス
ピ
ー
チ
内
容

7
S

ca
li

n
g 

U
p

 
N

u
tr

it
io

n
 (

S
U

N
)

M
s.

 G
er

d
a

 V
er

b
u

rg

U
n

it
ed

 N
a

ti
on

s 
A

ss
is

ta
n

t 
S

ec
re

ta
ry

 G
en

er
a

l,
 a

n
d

 
C

oo
rd

in
a

to
r 

of
 t

h
e 

S
U

N
 

M
ov

em
en

t

日
本
政
府
に
お
い
て
は

栄
養
サ
ミ
ッ
ト
を

開
催
し
て
い
た
だ

き
感
謝
を
申
し
上

げ
る
。
各
国
の
皆
様

、
素
晴
ら
し
い
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に

感

謝
を
申
し
上
げ
る
。

S
U

N
に
参

加
さ
れ
て
い
る
様

々
な
国
々
が
参
加
さ

れ
た
。
皆
様
の
行

動
が
今
ま
で
に
必

要
に
な
っ
て
い
る

。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

っ
て
子
ど
も

た
ち
、
女
性
、
少
女
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

対
し
て
修
復
不
可

能
な
ほ
ど
の
影
響

が
出
て
い
る
。
約
半

分
の

S
U

N
の
国
が
過
体
重

、
肥
満
、
微

量
栄
養
素
の
不
足
と
い

っ
た
栄
養
不
良
の

三
重
苦
で
苦
し
ん

で
い
る
。
人
間
の

生
活
、
生
命
、
繁
栄

の
た
め
の
新
た
な

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を

し
て
い
た
だ
い
た
。
こ

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
に
よ
っ
て
縦
割

り
を
打
破
し
、
国

レ
ベ
ル
で
栄
養
の
た

め
の
行
動
を
進
化

さ
せ
、
国
際
レ
ベ

ル

で
も
運
動
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
で
き

る
。
マ
ル
チ
セ
ク

タ
ー
、
マ
ル
チ
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

協
力
が
か
つ
て
な

い
ほ
ど
必
要
。
特

に

民
間
セ
ク
タ
ー
、
国
連

、
ド
ナ
ー
、
投
資

家
、
学
術
会
、
そ

の
他
の
人
々
が
栄

養
の
た
め
の
行
動
し

て
い
る
。
栄
養
の

た
め
の
成
果
を
出

そ

う
と
運
動
を
加
速
化
し

よ
う
と
し
て
い
る

。
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
な

ど
が
必
要
。
そ
の
た

め
に
は
各
国
は
世

界
的
な
資
金
を
必

要

と
し
て
い
る
。
各
国
の

戦
略
を
実
施
し
、

様
々
な
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
計
画
を

実
施
し
て
い
く
た
め

に
は
シ
ス
テ
ム
の

変
革
も
含
め
必
要

。

G
7
、

G
2

0
、

C
O

P
2

6
な
ど
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
た
が
、
今
後
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
健
康
な
将

来
を
地
球
の
た
め

に
残
す
に

は
、
協
力
が
必
要
。
良

い
栄
養
は
女
性
、

少
女
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
社
会
の
繁

栄
の
た
め
に
必
要
。

安
定
し
た
発
展
、

気
候
に
対
処
す
る

た

め
に
は
、
栄
養
に
投
資

す
る
必
要
が
あ
る

。

8
U

N
 N

u
tr

it
io

n
山
本
　
尚

子
W

H
O
事
務
局
長

補
（

U
N

N
議

長
）

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
確

認
で
き
る
こ
と
を

嬉
し
く
思
う
。

良
好
な
栄
養
状
態
は
生

活
と
幸
福
の
基
盤

と
な
る
が
、
受
け

入
れ
難
い
ほ
ど
の

栄
養
不
良
が
続
い
て

い
る
。
我
々
は
人

々
が
安
全
で
栄
養

価

の
高
い
食
品
を
入
手
で

き
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
持
続

可
能
な
方
法
で
最

良
の
栄
養
の
介
入
策

を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
に

、

国
連
全
体
で
調
整
を
し

て
い
る
チ
ー
ム
で

あ
る
。
我
々
は
国

連
の
専
門
知
識
を

結
集
し
、
各
国
を
支

援
し
、
マ
ル
チ
セ

ク
タ
ー
ア
プ
ロ
ー

チ

で
栄
養
に
関
す
る
縦
割

り
を
克
服
し
て
調

和
を
図
っ
て
い
る

。
各
国
政
府
が
国

連
機
構
と
よ
り
一
貫

し
て
オ
ー
プ
ン
に

関
わ
り
、
コ
ミ
ュ

ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い

る
。
我
々
は

S
U

N
運
動
の

目
的
を
推
進
し
、

国
レ
ベ
ル
で
の

S
U

N
プ

ロ
セ
ス
を
し
て
い

る
。
人
々

の
生
活
に
よ
り
大
き
な

影
響
を
与
え
、
世

界
の
栄
養
目
標
と

S
D

G
sの

目
標

を
達
成
す
る
た
め

に
、
成
長
の
た
め

の
栄
養
サ
ミ
ッ
ト

で
行
わ
れ

た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を

各
国
が
実
施
す
る

た
め
の
支
援
を
続

け
る
。
成
長
の
た

め
の
栄
養
サ
ミ
ッ
ト

は
あ
ら
ゆ
る
形
態

の
栄
養
不
良
に
対

し
、
誰
も
取
り
残
さ
な

い
た
め
に
、
世
界

中
の
全
て
の
人
々

を
団
団
結
さ
せ
る

大
き
な
機
会
で
あ
り

、
我
々
は
常
に
そ

の
一
部
で
あ
り
続

け

る
。

9
持
続
可

能
な
開
発
の
た

め
の
世

界
経
済
人
会
議

（
W

B
C

S
D
）

M
s.

 D
ia

n
e 

H
ol

d
or

f
E

xe
cu

ti
ve

 V
ic

e 
P

re
si

d
en

t

こ
の
重
要
な
栄
養
サ
ミ

ッ
ト
に
ビ
ジ
ネ
ス

界
を
代
表
し
て
参

加
で
き
る
こ
と
を

嬉
し
く
思
う
。

2
年
前
、
オ
ラ
ン

ダ
政
府
と
日
本
政

府
は
、
バ
ー
グ
で

開
催
さ
れ
た
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
会
議

を
支
援
し
、
企
業

に
よ
る
共
同
の
取

り
組
み
を

開
始
し
た
。

F
oo

d
 I

n
d

u
st

ry
 A

si
a

 (
F

IA
)、

T
h

e 
C

on
su

m
er

 G
oo

d
s 

F
or

u
m

 (
C

G
F

)、
th

e 
In

te
rn

a
ti

on
a

l 
F

oo
d

 a
n

d
 B

ev
er

a
ge

 
A

ll
ia

n
ce

 (
IF

B
A

)、
th

e 
S

U
N

 B
u

si
n

es
s 

N
et

w
or

k
 (

S
B

N
)、

N
u

tr
it

io
n

 J
a

p
a

n
 P

u
b

li
c 

P
ri

va
te

 P
la

tf
or

m
 (

N
J

P
P

P
) 
、

th
e 

W
or

ld
 B

u
si

n
es

s 
C

ou
n

ci
l 

fo
r 

S
u

st
a

in
a

b
le

 D
ev

el
op

m
en

t 
(W

B
C

S
D

)が
結
集
し
、

N
4

G
 B

u
si

n
es

s 
C

on
st

it
u

en
cy

 G
ro

u
p

 
(B

C
G

)を
立
ち
上
げ

た
。
そ
の
目
標
は
、

大
小
の
企
業
が
あ

ら
ゆ
る
形
態
の
栄

養
不
良
へ
の
取
り

組
み
を
支
援
で
き
る

方
法
を
特
定
す
る

こ

と
。
我
々
は

5
つ

の
分
野
で
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
を
作
成

し
た
。

1
)W

B
C

S
D
と

IF
B

A
が
開
発
し

た
R

es
p

on
si

b
le

 B
u

si
n

es
s 

P
le

d
ge

 f
or

 B
et

te
r 

N
u

tr
it

io
n

 (
R

B
P

)で
あ

る
。

R
B

P
は

B
u

si
n

es
s

C
on

st
it

u
en

cy
 G

ro
u

p
の

支
援
を
得
て
、

N
4

G
サ

ミ
ッ
ト
の
た
め
の

民
間
部
門
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
支
援

の
枠
組
み
と
な
っ
て

い
る
。

2
)T

h
e 

A
cc

es
s 

to
 N

u
tr

it
io

n
 I

n
it

ia
ti

ve
が
主
導

す
る
新
し
い
投
資

家
連
合
が
食
品
飲

料
会
社
の
機
関
投
資

家
に
対
し
、
栄
養

ガ
バ
ナ
ン

ス
戦
略
と
情
報
開
示
に

関
す
る
基
準
を
設

定
し
て
い
る
。

3
)I

F
B

A
に

加
入
す
る
食
品
飲
料

企
業
が

R
es

p
on

si
b

le
 B

u
si

n
es

s 
P

le
d

ge
の

一
環
と
し
て
塩
分
削

減
と
責
任
の
あ
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の

約
束
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

4
)T

h
e 

C
on

su
m

er
 G

oo
d

s 
F

or
u

m
と

G
lo

b
a

l 
A

ll
ia

n
ce

 f
or

 I
m

p
ro

ve
d

 N
u

tr
it

io
n
が
共
同
で
進
め

る
th

e 
W

or
k

fo
rc

e 
N

u
tr

it
io

n
 

A
ll

ia
n

ce
で
雇
用
者

に
よ
る
従
業
員
の
栄

養
改
善
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
導
入
拡
大
を

支
援
し
て
い
る
。

5
)S

U
N

 B
u

si
n

es
s 

N
et

w
or

k
は
、
栄
養

に
お
け
る
中
小
企

業
の
役
割
に
つ
い

て
の
認
識
を
高
め
、

中
小
企
業
が
栄
養

価
の
高
い
食
品
を

提

供
す
る
能
力
を
強
化
す

る
こ
と
を
支
援
す

る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

支
え
る
の
は
栄
養

不
良
の
解
消
に
向

け
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
や
業
務
内
容
を

改
善
し
よ
う
と
す

る
企
業
の
行
動
。

栄

養
不
良
を
解
消
し
、
全

て
の
人
々
が
自
ら

の
可
能
性
を
最
大

限
に
発
揮
で
き
る

よ
う
に
す
る
に
は
意

欲
的
な
行
動
が
必

要
。
我
々
は
今
後

も

本
サ
ミ
ッ
ト
に
集
っ
た

政
府
や
市
民
社
会

と
協
力
し
て
協
働

の
力
を
加
速
さ
せ

た
い
。
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容

10
A

cc
es

s 
to

 N
ut

ri
ti

on
 

In
it

ia
ti

ve
（

A
T

N
I）

西
岡

　
明

彦

A
cc

es
s 

to
 N

ut
ri

ti
on

 
In

it
ia

ti
ve

（
A

T
N

I）
の

賛
同

投
資

機
関

で
あ
る

り
そ
な

ア

セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
株

式
会

社
代

表
取

締
役
社

長

本
年

、
食

品
飲
料

会
社
の

栄
養

へ
の
取

り
組

み
を
促

す
賛

同
機
関

と
し
て

A
T

N
Iに

参
画
し
た

。
当

社
は
約

35
兆

円
の
運

用
資
産

を
有

す
る

日
本

を
代

表
す
る

長
期
投

資
家

の
一
社

で
あ

る
。
責

任
投

資
に
力

を
入
れ

て
お

り
、
世

界
を

取
り
巻

く
様

々
な
社

会
課
題

に
向

き
合
い

、
そ

の
解

決
に

向
け
て

投
資
先

企
業

と
と
も

に
歩

ん
で
き

た
。

A
cc

es
s 

to
 N

ut
ri

ti
on

 I
ni

ti
at

iv
eを

支
援
し
、

賛
同
し

て
い

る
50

社
を
超

え
る

運
用

資
産

総
額

12
.4
兆
ド

ル
を

有
す
る

署
名

投
資
機

関
に

代
わ
り

、
東
京

栄
養

サ
ミ
ッ

ト
投

資
家
宣

言
を

発
表
す

る
。
我

々
投

資
家
は

乱
れ

た
食

生
活

や
低
栄

養
が
個

人
、

社
会
、

経
済

に
多
大

な
コ

ス
ト
を

も
た
ら

し
、

ポ
ー
ト

フ
ォ

リ
オ
の

資
産

価
値
に

も
影
響

を
及

ぼ
す
と

考
え

て
い

る
。

ま
た
、

ア
セ
ッ

ト
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

の
責
任

と
し

て
こ
の

重
要
課

題
に

取
り
組

ん
で

い
く
こ

と
が

必
要
。

我
々
投

資
家

は
本
日

投
資

家
宣

言
を

通
し
て

、
栄
養

、
食

、
健
康

に
関

す
る
投

資
家

か
ら
の

要
望
の

フ
レ

ー
ム
ワ

ー
ク

に
基
づ

き
、

栄
養
課

題
を
運

用
プ

ロ
セ
ス

に
組

み
込

む
こ

と
、
署

名
投
資

機
関

一
同
が

グ
ロ

ー
バ
ル

イ
ン

デ
ッ
ク

ス
に
含

ま
れ

る
上
場

企
業

と
対
話

を
行

う
こ
と

を
約
束

す
る

。
企
業

の
皆

様
に

は
商

品
の
健

康
度
合

い
を

定
義
、

測
定

し
つ
つ

、
よ

り
健
康

的
な
食

品
の

提
供
を

お
願

い
し
た

い
。

政
策
立

案
者
の

方
々

に
は
、

よ
り

健
康

的
な

パ
ッ
ケ

ー
ジ
食

品
が

提
供
さ

れ
る

よ
う
、

財
政

政
策
や

法
規
制

を
活

用
し
な

が
ら

世
界
規

模
の

行
動
変

容
の
推

進
を

お
願
い

し
た

い
。

11
味

の
素

株
式
会

社
西
井

　
孝

明
代
表

執
行

役
社
長

味
の

素
は

、
食
と

健
康
の

課
題

を
解
決

す
る

た
め
に

は
栄

養
が
そ

の
中
心

に
あ

る
と
信

じ
て

い
る
。

20
30

年
ま
で

に
世

界
10

億
人
の

健
康
寿

命
の

延
伸

を
目
指

し
て

4つ
の
栄

養
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン
ト

を
発

表
す
る

。

1)
旨

味
に
よ

る
美

味
し
い

減
塩

を
楽
し

く
実
践

し
て

い
く
活

動

2)
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ

ン
を
通

じ
て

健
康
に

役
立
つ

製
品

ポ
ー
ト

フ
ォ

リ
オ
を

強
化

3)
栄

養
改
善

に
役

立
つ
情

報
や

食
事
メ

ニ
ュ
ー

の
提

供

4)
世

界
中
の

味
の

素
グ
ル

ー
プ

の
従
業

員
が
栄

養
の

重
要
性

を
理

解
し
、

健
康

寿
命
延

伸
に

向
け
て

情
熱
を

持
っ

て
取
り

組
む

の
に
必

要
な

職
場

の
栄

養
改
善

と
リ
テ

ラ
シ

ー
の
向

上

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

根
底
に

あ
る

考
え
方

は
妥

協
な
き

栄
養

。
こ
の

概
念
は

日
本

栄
養
士

会
が

提
唱
す

る
Ja

pa
n 

N
ut

ri
ti

on
と
符

合
す

る
。
例

え
ば

旨
味

を
構
成

す
る
ア

ミ
ノ

酸
は
美

味
し

さ
を
妥

協
す

る
こ
と

な
く
減

塩
に

貢
献
す

る
。

ア
ミ
ノ

酸
の

力
を
活

用
し
て

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン

を
起

こ
し

、
日
本

が
大
切

に
し

て
き
た

美
味

し
さ
と

地
域

の
食
文

化
へ
の

尊
敬

を
妥
協

せ
ず

、
減
塩

や
た

ん
ぱ
く

質
摂
取

を
推

進
し
、

健
康

的
で

栄
養

バ
ラ
ン

ス
の
あ

る
食

事
を
世

界
中

の
人
々

が
楽

し
め
る

よ
う
尽

力
す

る
。
誰

一
人

取
り
残

さ
な

い
食
へ

の
ア
ク

セ
ス

を
実
現

す
る

に
は

、
環

境
負
荷

を
前
提

と
し

て
い
る

現
在

の
フ
ー

ド
シ

ス
テ
ム

の
再
構

築
が

必
要
。

味
の

素
グ
ル

ー
プ

は
ea

t 
w

el
l l

iv
e 

w
el

lの
旗

の
も

と
、

世
界

中
の
あ

ら
ゆ
る

地
域

、
世
代

の
人

々
が
健

康
な

食
生
活

を
送
れ

る
社

会
づ
く

り
を

日
本
か

ら
世

界
に
向

け
て
リ

ー
ド

す
る
こ

と
を

約
束

す
る

。

12
G

oo
gl

e 
L

L
C

M
r.

 M
ic

hi
el

 B
ak

ke
r

V
P

, G
lo

ba
l W

or
kf

or
ce

 
P

ro
gr

am
s

日
本

政
府

に
、
栄

養
不
良

を
な

く
す
た

め
の

行
動
促

進
、

世
界
中

の
誰
も

が
可

能
性
を

最
大

限
発
揮

で
き

る
よ
う

支
援
し

て
い

た
だ
い

て
い

る
こ

と
に

感
謝
を

申
し
上

げ
る

。

G
oo

gl
eに

と
っ
て

食
が
い

か
に

重
要
か

目
の

当
た
り

に
し
た

。
食

は
生
産

性
や

パ
フ
ォ

ー
マ

ン
ス
に

影
響
す

る
。

以
下
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
を

発
表

す
る

。

1)
W

or
kf

or
ce

 n
ut

ri
ti

on
al

 a
ll

ia
nc

e。
W

or
kf

or
ce

 n
ut

ri
ti

on
al

 a
ll

ia
nc

eの
署
名

メ
ン
バ

ー
と

し
て
、

彼
ら

の
ト
レ

ー
ニ

ン
グ
や

教
育

を
支

援
し

て
い
る

。

2)
C

ul
in

ar
y 

In
st

it
ut

e 
of

 A
m

er
ic

aを
は
じ

め
に

と
し
て

、
グ

ロ
ー
バ

ル
パ
ー

ト
ナ

ー
と
協

力
し

て
バ
ラ

ン
ス

の
取
れ

た
プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
カ
リ

キ
ュ
ラ

ム
を

導
入
し

、
go

og
le
や

そ
の
他

の
企

業
の
シ

ェ
フ
が

栄
養

価
の
高

い
バ

ラ
ン
ス

の
取

れ
た
食

材
を
使

っ
た

料
理

を
得

意
と

す
る
よ

う
訓
練

す
る

こ
と
目

指
す

。

3)
食

材
の
多

様
化

。
レ
シ

ピ
や

メ
ニ
ュ

ー
に
使

用
さ

れ
る
農

業
生

物
多
様

性
の

割
合
を

増
や

す
。

4)
フ

ー
ド
リ

テ
ラ

シ
ー
。

料
理

教
室
、

ch
ef

 t
al

ks
 、

fa
rm

-t
o-

ta
bl

e 
pr

og
ra

m
m

es
等
の

継
続
的

な
教

育
を
通

じ
て
多

様
な

食
品
と

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た
食

生
活
を

推
進

す
る
。

職
場

で
提

供
す
る

飲
み
物

や
食

事
が
職

場
で

の
体
験

、
企

業
文
化

、
従
業

員
の

健
康
に

大
き

な
影
響

を
与

え
る
こ

と
が
わ

か
っ

た
。
他

の
ビ

ジ
ネ

ス
リ

ー
ダ
ー

の
方
に

も
職

場
で
健

康
的

で
バ
ラ

ン
ス

の
取
れ

た
食
事

を
実

現
す
る

我
々

の
ミ
ッ

シ
ョ

ン
に
参

加
し
て

い
た

だ
き
た

い
。
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役
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ス
ピ
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内
容

我
々
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
は

各
国

の
計
画

に
沿

っ
た

も
の

で
あ

り
、

複
数

の
地

域
や

国
に

ま
た

が
る

様
々

な
専

門
的

な
知

見
が

反
映

さ
れ

た
も

の
。

・
In

ge
r 

A
sh

in
g 

(S
a

ve
 t

h
e 

C
h

il
d

re
n

 I
n

re
rn

a
ti

on
a

l)
1
億

人
以

上
の

子
供

た
ち

に
栄

養
不

良
の

予
防

や
治

療
を

行
う

こ
と

を
約

束
し

、
そ

の
た
め

に
5
億
ド

ル
を

投
資

す
る

。

・
C

h
a

n
th

a
la

n
gs

y 
S

is
ou

va
n

h
(R

u
ra

l 
D

ev
el

op
m

en
t 

A
ge

n
cy

, S
U

N
 C

iv
il

 S
oc

ie
ty

 L
a

os
 M

a
n

a
ge

m
en

t 
C

om
m

it
te

e)
成
長

の
た

め

の
栄
養

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
一

環
と

し
て
、

栄
養

、
母

乳
代

替
食

、
社

会
行

動
変

容
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
屋

外
排

泄
撲

滅
地

域
、

ジ
ェ

ン

ダ
ー
病

棟
な

ど
の

分
野

に
お

い
て

ラ
オ
ス

政
府

と
協

力
す

る
こ

と
を

約
束

す
る

。

・
S

a
sk

ia
 O

se
n

d
a

rp
(M

ic
ro

n
u

tr
ie

n
t 

F
or

u
m

) 
H

ea
lt

h
y 

M
ot

h
er

s 
H

ea
lt

h
y 

B
a

b
ie

s 
C

on
so

rt
iu

m
お

よ
び

T
h

e 
S

ta
n

d
in

g 
T

og
et

h
er

 
fo

r 
N

u
tr

it
io

n
 C

on
so

rt
iu

m
と

と
も

に
3
つ
の

新
し

い
ア

ラ
イ

ア
ン

ス
を

設
立

、
主

催
し

、
デ

ー
タ

と
エ

ビ
デ

ン
ス

を
基

に
微

量
栄

養
素

の
栄

養
不
良

を
根

絶
す

る
た

め
の

グ
ロ

ー
バ
ル

ア
ジ

ェ
ン

ダ
を

確
実

に
推

進
す

る
。

・
P

u
a

la
 E

sc
ob

a
r 

G
u

ti
er

re
z(

F
u

n
d

a
ci

on
 E

xi
to

)母
子

の
栄

養
管

理
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
年
間

投
資

を
通

じ
て

2
0

3
0
年
ま

で
に

コ
ロ

ン
ビ

ア
の

発
育
阻

害
の

削
減

に
貢

献
す

る
こ

と
を
約

束
す

る
。

・
J

u
a

n
 P

a
b

lo
 G

u
zm

a
n

(S
U

N
 C

iv
il

 S
oc

ie
ty

 A
ll

ia
n

ce
 E

cu
a

d
or

)2
0

2
5
年
ま

で
に

幼
児

栄
養

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
エ

ク
ア

ド
ル

で
幼

児
の

慢
性
栄

養
不

良
の

改
善

と
提

言
に

貢
献
す

る
こ

と
を

コ
ミ

ッ
ト

す
る

。
様

々
な

業
界

の
力

を
合

わ
せ

、
1

5
0

0
万

ド
ル

の
資

金
調

達
を

可
能

に
す

る
た
め

に
関

係
各

所
に

働
き

か
け

る
。

・
N

a
zn

ee
n

 R
a

h
m

a
n

(S
U

N
 A

ll
ia

n
ce

 C
iv

il
 S

oc
ie

ty
 B

a
n

gl
a

d
es

h
)我

々
は
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

で
栄

養
に

関
す

る
マ

ル
チ

セ
ク

タ
ー

の
ア

プ
ロ
ー

チ
を

促
進

し
、

地
方

レ
ベ

ル
の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

お
け

る
栄

養
ガ

バ
ナ

ン
ス

を
強

化
し

、
栄

養
改

善
の

た
め

の
説

明
責

任
を

果
た

せ
る
よ

う
活

動
す

る
。

・
J

u
d

it
h

 K
a

b
or

e(
S

U
N

 A
ll

ia
n

ce
 C

iv
il

 S
oc

ie
ty

 W
es

t 
a

n
d

 C
en

tr
a

l 
A

fr
ic

a
)相

互
の
説

明
責

任
を

促
進

し
、

栄
養

の
た

め
の

適
切

な
政

策
と
資

金
調

達
の

た
め

に
地

域
機

関
に
提

言
し

、
市

民
が

声
を

上
げ

て
栄

養
促

進
の

た
め

に
協

力
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
域

レ
ベ

ル
で

の
市
民

社
会

の
能

力
を

強
化

す
る

。

・
J

oe
l 

S
p

ic
er

(N
u

tr
it

io
n

 I
n

te
rn

a
ti

on
a

l)
2

0
3

0
年
ま

で
に

4
4

0
万

人
の

子
ど

も
の

発
育
阻

害
と

6
0

0
0
万
人

の
貧

血
を

防
ぎ

、
現

在
か

ら

2
0

3
0
年
ま

で
の

間
に

毎
年

1
億

5
0

0
0
万
人

の
子

ど
も

に
2
回
分

の
ビ

タ
ミ

ン
栄

養
を

投
与

す
る

。

・
J

ea
n

-M
ic

h
el

 G
ra

n
d

(A
ct

io
n

 A
ga

in
st

 H
u

n
ge

r 
U

K
)2

0
2

5
年

ま
で

に
3

0
0
万

人
の

重
度

の
栄

養
不

良
の

子
ど

も
た

ち
を

治
療

す
る

こ
と

を
約
束

す
る

。
さ

ら
に

5
0

0
0
万

人
の

人
々

に
栄

養
不

良
を

防
ぐ

た
め

の
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
配

慮
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

・
E

m
il

it
a

 M
O

n
vi

ll
e 

O
ro

(I
n

te
rn

a
ti

on
a

l 
in

st
it

u
te

 o
f 

R
u

ra
l 

R
ec

on
st

ru
ct

io
n

)フ
ィ
リ

ピ
ン

に
お

い
て

気
候

変
動

に
強

く
、

栄
養

に
配

慮
し
た

農
業

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

提
供

を
通
じ

て
、

新
鮮

で
栄

養
価

の
高

い
安

全
な

食
品

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
改

善
す

る
こ

と
を

約
束

す
る

。

・
S

U
N

 C
iv

il
 S

oc
ie

ty
 N

et
w

or
k
我

々
は

ア
ジ

ア
の

市
民

社
会

組
織

や
連

合
組

織
が

代
替
食

品
の

販
売

宣
伝

に
関

す
る

国
際

規
範

の
完

全
な

遵

守
を
監

視
し

、
訴

え
る

活
動

能
力

の
強
化

に
コ

メ
ッ

ト
す

る
。

ま
た

、
A

S
E

A
N
、
ア

ジ
ア
開

発
銀

行
の

よ
う

な
地

域
機

関
に

対
し

、
開

発

ポ
ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
中

で
、

栄
養

と
食
料

安
全

保
障

を
優

先
す

る
よ

う
働

き
か

け
る

。

・
D

a
n

 I
rv

in
e(

H
ea

lt
h

 a
n

d
 N

u
tr

it
io

n
,W

or
ld

 V
is

io
n

 I
n

te
rn

a
ti

on
a

l)
変

化
を

も
た

ら
す

ジ
ェ

ン
ダ

ー
ア

ク
シ

ョ
ン

に
焦

点
を

当
て

る
こ

と
を
含

め
、

栄
養

不
良

を
な

く
す

た
め
に

協
力

し
よ

う
。

・
D

r 
S

h
a

b
in

a
 R

a
za

 (
N

u
tr

it
io

n
 I

n
te

rn
a

ti
on

a
l 

C
on

ve
n

er
 S

U
N

C
S

A
 P

a
k

is
ta

n
)2

0
2

5
年

ま
で

に
運

営
面

で
も

機
能

面
で

も
サ

ブ
ナ

シ
ョ
ナ

ル
レ

ベ
ル

ま
で

文
献

化
す

る
こ
と

を
誓

う
。

2
0

3
0
年
ま

で
に

パ
キ

ス
タ

ン
に

お
い

て
食

料
と

栄
養

の
安

全
保

障
を

基
本

的
な

憲
法

上
の

権
利
と

す
る

よ
う

、
提

唱
す

る
こ

と
を
約

束
す

る
。

・
D

r 
N

a
d

ra
 F

ra
n

k
li

n
(F

H
I 

S
ol

u
ti

on
s)

3
3

0
0
万

ド
ル

の
資

金
的

誓
約

と
貧

血
、

母
乳

育
児

、
低

出
生

体
重

、
発

育
阻

害
、

消
耗

症
に

関
す

る
W

H
A
の

目
標

に
向

け
た

進
捗

を
改

善
す

る
た

め
、

ア
メ

リ
カ

と
世

界
の

チ
ェ

ー
ン
に

働
き

か
け

る
。

・
J

u
a

n
 E

ch
a

n
ov

e(
C

A
R

E
) 

S
h

e 
F

ee
d

s 
th

e 
W

or
ld
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

を
通

じ
て

、
栄

養
安

全
保

障
を

実
現

す
る

た
め

に
努

力
し

て
い

る
。

こ
の
フ

レ
ー

ム
ワ

ー
ク

で
は

ジ
ェ

ン
ダ
ー

平
等

と
女

性
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
を

確
保

す
る

こ
と

に
コ

ミ
ッ

ト
し

て
お

り
、

女
性

が
壊

れ
た

食
料

シ
ス
テ

ム
を

修
復

す
る

原
動

力
と

な
れ
る

よ
う

活
動

を
し

て
い

る
。

・
R

u
d

o 
K

a
yo

m
b

o(
F

oo
d

 f
or

 t
h

e 
H

u
n

ge
r)
子
ど

も
の

栄
養

状
態

を
改

善
す

る
た

め
の

最
も

効
果

的
な

方
法

を
実

施
、

追
跡

、
調

査
す

る
取

り
組
み

を
拡

大
し

て
い

く
。

来
年

に
は
出

生
前

ケ
ア

と
ビ

タ
ミ

ン
A
の

サ
プ

リ
メ

ン
ト

の
提
供

を
2
倍

に
す

る
予

定
。

・
R

or
y 

M
oy

la
n

d
(S

U
N

 C
iv

il
 S

oc
ie

ty
 N

et
w

or
k

 S
ec

re
ta

ri
a

t)
2

0
2

5
年
ま

で
の

5
つ

の
約

束
を

発
表

す
る

。
ま

ず
市

民
社

会
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の
メ

ン
バ

ー
を

動
員

し
、

6
1
カ
国

の
う

ち
少

な
く

と
も

半
数

の
国

で
、

国
家

栄
養

行
動

計
画

の
策

定
、

実
施

、
予

算
化

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

評
価
を

支
援

す
る

こ
と

を
約

束
す

る
。
第

2
に
市

民
社

会
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

メ
ン

バ
ー
に

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

追
跡

モ
ニ

タ
ー

し
、

ス
テ

ー
ク

ホ

ル
ダ
ー

に
そ

の
責

任
を

負
わ

せ
る

た
め
の

手
段

と
ツ

ー
ル

を
提

供
す

る
。

第
3
に

市
民
社

会
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

メ
ン

バ
ー

に
ジ

ェ
ン

ダ
ー

不
平

等

に
根
ざ

し
た

行
動

や
社

会
基

盤
を

変
え
る

た
め

に
地

域
や

国
レ

ベ
ル

で
ジ

ェ
ン

ダ
ー

変
革

の
た

め
の

介
入

を
推

進
す

る
ツ

ー
ル

や
技

術
的

専
門

知
識
を

提
供

す
る

。
第

4
は

6
1
カ

国
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

メ
ン

バ
ー

や
外

部
の

専
門

家
が

生
み
出

し
た

学
習

を
継

続
す

る
。

A
d

ov
oc

a
cy

 A
d

vi
so

r 
a

t 
N

u
tr

it
io

n
 I

n
te

rn
a

ti
on

a
l 

a
n

d
 C

h
a

ir
 o

f 
th

e 
S

U
N

 
C

iv
il

 S
oc

ie
ty

 N
et

w
or

k

1
3

市
民
社

会
グ

ル
ー

プ
M

r.
 I

rs
h

a
d

 D
a

n
is

h

73



S
4 

T
ab

le
. 1

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
2(

6)
 

 

N
o.

団
体
・

企
業

氏
名

役
職

ス
ピ
ー

チ
内
容

・
S

ar
ah

 S
(A

ct
io

n 
fo

r 
D

ev
el

op
m

en
t)
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ

ン
の

貧
困
削

減
に

向
け
て

積
極

的
に
役

割
を
果

た
し

て
い
る

。
具

体
的
に

は
ス
ト

リ
ー
ト

で
働

く
子
ど

も
た

ち
に
食

料
と

栄
養
を

届
け
る

こ
と

で
安
定

し
た

教
育
シ

ス
テ

ム
に
向

け
た
取

り
組

み
を
通

じ
て

識
字
能

力
を

身
に
付

け
さ
せ

る
。

・
S

U
N

 C
iv

il
 S

oc
ie

ty
 A

ll
ia

nc
e 

V
ie

tn
am

 ベ
ト
ナ

ム
政
府

を
支

援
し
て

母
乳

育
児
を

促
進
し

、
発

育
阻
害

を
減

ら
し
、

肥
満
や

過
体

重
を

減
ら
す

。

・
E

dg
ar

 O
ko

th
 O

ny
an

go
(S

U
N

 C
iv

il
 S

oc
ie

ty
 A

ll
ia

nc
e 

K
en

ya
) す

べ
て
の

栄
養
サ

ー
ビ
ス

の
調

整
を
合

理
化

お
よ
び

位
置

付
け
る

た

め
に
栄

養
に

関
す
る

議
会

の
党
員

集
会

を
強
化

す
る
、

栄
養

介
入
の

た
め

の
新
し

い
革

新
的
な

方
法
の

促
進

、
A

S
A

L
地

域
の

急
性
栄

養
不
良

の
管
理

の
合

理
化
、

国
の

栄
養
ア

ジ
ェ

ン
ダ
を

位
置
付

け
る

た
め
に

25
0の

栄
養
チ

ャ
ン
ピ

オ
ン
の

能
力

育
成
、

U
H

C
ア
ジ

ェ
ン
ダ

に
栄

養
を

含
め
る

た
め

の
U

H
C
準
備

評
価

の
普
及

、
20

カ
国
で
の

地
域

保
健
戦

略
の

展
開
を

支
援
す

る
こ

と
を
コ

ミ
ッ

ト
す
る

。

・
A

na
 J

os
ef

a 
B

la
nc

o 
N

oy
ol

a(
C

A
L

M
A

 y
 C

oo
rd

in
ad

or
a 

A
li

an
za

 N
ut

rE
S

) 2
03

0年
に
向

け
た

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
は

我
々
の

優
先

順

位
に
沿

っ
て

脆
弱
な

層
の

人
々
の

慢
性

的
な
栄

養
不
良

の
軽

減
に
貢

献
す

る
こ
と

。

・
S

hi
ge

m
un

e 
Y

uk
io

(A
ji

no
m

ot
o 

F
ou

nd
at

io
n)
食

と
栄
養

の
改
善

に
焦

点
を
当

て
て

い
る
。

ア
ジ

ア
、
ア

フ
リ
カ

、
ラ

テ
ン
ア

メ
リ

カ
、

日
本
の

被
災

地
に
お

け
る

4つ
の
独

立
し
た

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に

対
し
て

、
プ

ロ
グ
ラ

ム
ベ
ー

ス
で

支
援
し

て
い

る
。

・
G

ul
m

ir
a 

K
oz

ho
be

rg
en

ov
a(

S
U

N
 C

iv
il

 S
oc

ie
ty

 A
ll

ia
nc

e 
K

yr
gy

zt
an

) 2
03

0年
ま

で
に
会

員
全

体
が
栄

養
不
良

問
題

に
一
致

団
結

し

て
取
り

組
む

こ
と
が

で
き

る
よ
う

働
き

か
け
る

。
・

M
at

he
w

s 
M

hu
ru

(S
U

N
 C

iv
il

 S
oc

ie
ty

 A
ll

ia
nc

e 
E

as
t 

an
d 

S
ou

th
er

n 
A

fr
ic

a)
東
部

、
南

部
16

カ
国
全
て

に
お

い
て
栄

養
に

関
す
る

予
算
、

政
策

提
言
、

支
出

を
フ
ォ

ロ
ー

す
る
活

動
を
推

進
す

る
。

・
C

hr
is

ti
ne

 M
uy

am
a(

G
ra

ca
 M

ac
he

l T
ru

st
)あ

ら
ゆ
る

形
態
の

栄
養

不
良
を

解
消
す

る
た

め
の
市

民
社

会
の
意

欲
的

な
取
り

組
み
と

努
力

に
敬
意

を
表

す
。

20
30

年
ま
で

に
あ

ら
ゆ
る

形
態
の

栄
養

不
良
を

解
消

す
る
た

め
、
全

て
の

国
の
行

動
計

画
に
栄

養
が

食
料
シ

ス
テ
ム

変
革

の

重
要
な

推
進

力
と
し

て
い

続
け
ら

れ
る

よ
う
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン

ト
メ
ー

カ
ー

と
リ
ー

ダ
ー

に
呼
び

か
け
る

。
栄

養
サ
ミ

ッ
ト

と
今
後

開
催

さ
れ
る

世
界
サ

ミ
ッ

ト
は
包

括
的

か
つ
代

表
的

な
も
の

で
あ
り

、
草

の
根
の

組
織

、
特
に

若
者

、
女
性

、
先
住

民
族

グ
ル
ー

プ
、

民
間
セ

ク
タ

ー
な

ど
、
全

て
の

人
の
健

康
へ

の
権
利

と
あ

ら
ゆ
る

形
態
の

栄
養

不
良
を

な
く

す
た
め

の
安

価
で
持

続
可
能

な
食

生
活
に

取
り

組
む
組

織
の

代
表
者

に
有
意

義
な

場
を
提

供
し

て
い
る

。
全

て
の
母

親
の
母

乳
育

児
の
権

利
を

支
援
す

る
た

め
、
乳

幼
児
栄

養
食

品
産
業

は
母

乳
代
替

食
品

の
販
売

に
関
す

る
国

際
規
範

の
完

全
な
る

遵
守

を
公
に

し
な
く

て
は

な
ら
な

い
。

ま
た
企

業
は

不
健
康

な
食
品

の
表

示
、
販

売
促

進
、
マ

ー
ケ

テ
ィ
ン

グ
の
規

制
措

置
を
支

持
し

、
遵
守

し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。

サ
ミ
ッ

ト
で

は
全
て

の
セ

ク
タ
ー

と
ア
ク

タ
ー

が
一
同

に
介

し
て
栄

養
改

善
の
た

め
の
シ

ス
テ

ム
を
変

革
す

べ
く
食

料
シ

ス
テ
ム

が
世
界

の
栄

養
目
標

に
ど

の
よ
う

に
取

り
組
む

こ
と
が

で
き

る
か
に

つ
い

て
具
体

的
な

提
言
を

行
う
。

ま
た

、
気
候

変
動

を
緩
和

す
る

た
め
に

は
食
料

シ
ス

テ
ム
に

お
い

て
重
要

な
役

割
を
果

た
す
生

物
多

様
性
の

位
置

付
け
を

高
め

る
こ
と

が
必
要

。
重

要
な
の

は
我

々
を
含

め
た

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
メ

ー
カ
ー

が
約

束
し
た

こ
と

に
責
任

を
持
つ

こ
と

。
栄
養

に
関

す
る
説

明
責

任
の
枠

組
み
を

通
じ

て
、
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
を

一
貫
し

て
公
に

共
有

し
、
追

跡
し

、
統
合

し
、

セ
ク
タ

ー
を
越

え
て

持
続
可

能
な

行
動
に

役
立

て
て
推

進
し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。

日
本
政

府
に

サ
ミ
ッ

ト
開

催
を
感

謝
申

し
上
げ

る
。

14
国
際
栄

養
科

学
連
合

(I
U

N
S

)
M

s.
 C

hr
is

ti
na

 
M

uy
am

a
N

ut
ri

ti
on

 p
ro

gr
am

 O
ff

ic
er

, 
G

ra
ca

 M
ac

he
l T

ru
st

学
術
会

の
メ

ン
バ
ー

が
政

策
立
案

者
と

協
力
し

、
効
果

的
な

政
策
を

支
持

、
支
援

す
る

よ
う
、

行
動
へ

の
呼

び
か
け

を
行

う
。

20
30

年
の

S
D

G
sを

達
成

す
る
た

め
に
は

、
意

図
的
に

協
力

し
合
う

新
し

い
時
代

を
開
拓

し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
こ

と
を
提

案
す

る
。
政

治
的

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
と

い
う

素
晴
ら

し
い

前
進
を

適
切

な
ソ
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン

、
す
な

わ
ち

エ
ビ
デ

ン
ス

に
基
づ

き
、
イ

ン
パ

ク
ト
が

あ
り

、
費
用

対
効

果
が
高

く
、
拡

張
性

の
あ
る

ソ
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン

を
深
く

理
解
し

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。
あ

ら
ゆ

る
形
態

の
栄
養

不
良

を
解
消

す
る

た
め
に

我
々

は
今
世

界
的
な

舞
台

で
共
に

戦
っ

て
い
る

が
、

学
術
会

と
政
策

立
案

者
は
文

脈
に

則
し
た

エ
ビ

デ
ン
ス

に
基
づ

く
政

策
を
特

定
、

開
発
し

、
明

日
の
栄

養
リ
ー

ダ
ー

を
生
み

出
す

た
め
の

能
力

を
構
築

す
る
た

め
に

、
引
き

続
き

協
力
し

て
い

か
け
れ

ば
な
ら

な
い

。
学
術

会
と

政
策
立

案
者

が
協
力

す
れ
ば

世
界

的
な
栄

養
目

標
の
達

成
を

困
難
に

し
て
き

た
問

題
に
対

応
す

る
新
し

い
方

法
を
可

能
に
す

る
こ

と
が
で

き
る

。

13
市
民

社
会
グ

ル
ー

プ
M

r.
 I

rs
ha

d 
D

an
is

h

A
do

vo
ca

cy
 A

dv
is

or
 a

t 
N

ut
ri

ti
on

 I
nt

er
na

ti
on

al
 

an
d 

C
ha

ir
 o

f t
he

 S
U

N
 

C
iv

il
 S

oc
ie

ty
 N

et
w

or
k
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⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
2(

7)

No
.

団
体
・

企
業

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ
内

容

15
日

本
栄

養
士

会
中

村
　
丁

次
会

長

誰
一
人

取
り

残
す
こ

と
な

く
、

全
て

の
人

々
が

健
康
の

疾
病

の
予

防
、

治
療

、
さ

ら
に
機

能
回

復
の

サ
ー

ビ
ス
を

享
受

で
き

る
社

会
の

創
造

に

栄
養
改

善
は

不
可
欠

。
栄

養
は

SD
Gs

全
体

を
底

辺
か

ら
支

え
る

役
割

を
担
っ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
栄

養
改
善

の
実

践
的

リ
ー

ダ
ー

が
管

理
栄

養
士
、

栄
養

士
。
日

本
人

は
近

代
化

が
進

み
、

栄
養
学

が
導

入
さ

れ
る

以
前

は
、

多
く
の

栄
養

欠
乏

症
に

悩
ま
さ

れ
た

。
第

二
次

世
界

大
戦

時

に
お
け

る
飢

餓
状
態

の
中

で
、

日
本

の
栄

養
士

は
誕
生

し
た

。
栄

養
士

は
行

政
機

関
、
福

祉
施

設
、

学
校

、
病
院

等
で

栄
養

指
導

を
行

い
、

全

て
の
国

民
が

普
段
の

生
活

の
中

で
健

康
的

な
食

事
と
栄

養
教

育
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
社
会

の
創

造
に

貢
献

し
て
き

た
。

日
本

栄
養

士
会

は
政

府

と
連
携

し
、

管
理
栄

養
士

と
栄

養
士

の
育

成
と

質
の
向

上
を

図
り

、
国

民
の

栄
養

改
善
に

貢
献

し
て

き
た

。
こ
の

経
験

を
活

か
し

て
、

国
際

的

な
栄
養

改
善

に
貢
献

す
べ

く
、

東
京

栄
養

サ
ミ

ッ
ト

20
21

に
お

い
て

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
発

表
す

る
。

20
30

年
を

目
標
に

ア
ジ

ア
を

中
心

と
し

た
国
に

管
理

栄
養
士

、
栄

養
士

の
教

育
養

成
、

さ
ら
に

栄
養

士
制

度
の

創
設

や
持

続
可
能

な
栄

養
改

善
の

基
盤
を

構
築

す
る

こ
と

を
支

援
す

る
。
既

に
栄

養
制
度

が
存

続
す

る
国

に
は

、
研

修
、
留

学
等

に
よ

る
人

材
の

ス
キ

ル
ア
ッ

プ
を

支
援

し
、

世
界
の

栄
養

不
良

の
撲

滅
に

貢
献

す

る
。

16
日

本
鈴

木
　
貴

子
外

務
副

大
臣

第
２
セ

ッ
シ

ョ
ン
を

通
じ

て
、

民
間

企
業

、
市

民
社
会

、
学

術
会

、
国

際
機

関
を

は
じ
め

、
多

様
な

ス
テ

ー
ク
ホ

ル
ダ

ー
の

皆
様

か
ら

栄
養

改

善
の
た

め
に

そ
れ
ぞ

れ
の

状
況

に
則

し
た

意
欲

的
な
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
発

表
し

て
い
た

だ
い

た
。

20
30

年
ま

で
に

あ
ら

ゆ
る

形
態
の

栄
養

不

良
を
終

わ
ら

せ
る
、

と
い

う
SD

Gs
の

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

大
変

心
強
い

。
た

だ
一

点
、

指
摘

を
し

て
お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

う

い
っ
た

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト

を
具

体
的

な
行

動
に

繋
げ
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
そ
れ

が
我

々
の

目
的

、
目
標

で
あ

る
と

い
う

こ
と

。
今

回

の
サ
ミ

ッ
ト

で
は
、

今
後

世
界

的
に

取
り

組
む

べ
き
方

向
性

と
し

て
5つ

の
テ

ー
マ

を
提

起
さ

せ
て

い
た

だ
い
た

。
明

日
は

こ
の

健
康

、
食

、
強

靭
性
、

説
明

責
任
、

財
源

に
つ

い
て

議
論

を
深

め
、
具

体
的

な
行

動
を

示
し

て
ま

い
る
。

ま
た

、
本

サ
ミ

ッ
ト
の

特
徴

で
あ

る
、

幅
広

い
関

係

者
を
交

え
た

議
論
が

行
わ

れ
る

。
民

間
企

業
や

市
民
社

会
の

関
係

者
の

皆
様

に
ご

参
加
い

た
だ

き
、

そ
れ

ぞ
れ
の

立
場

か
ら

栄
養

課
題

に
ど

の

よ
う
に

取
り

組
ん
で

い
く

か
。

活
発

か
つ

有
意

義
な
議

論
が

行
わ

れ
る

こ
と

を
期

待
す
る

。
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セ
ッ

シ
ョ

ン
 

 
   N

o.
国

氏
名

所
属

ス
ピ
ー

チ
内
容

1
日

本
林
　

芳
正

外
務

大
臣

本
日
の
ハ

イ
レ

ベ
ル
セ

ッ
シ
ョ

ン
を
通

じ
て

、
各
国

政
府
、

国
際
機

関
、

民
間
企

業
、
民

間
財

団
、

市
民
社
会

、
学

術
会
の

皆
様
か

ら
世
界

の
栄

養
状
況

の
改
善

に
向
け

た
野

心
的
な

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
発
表
い

た
だ

い
た
。

ご
参
加

に
心
か

ら
感

謝
を
申

し
上
げ

る
。
本

日
発

表
い
た

だ
い
た

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト
も

含
め

、
過
去

2回
の
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン

ト
を
上

回
る
額

の
資

金
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
が

行
わ

れ

た
。
本
日

は
先

進
国
か

途
上
国

か
を
問

わ
ず

、
政
府

、
企
業

、
民
間

財
団

、
市
民

社
会
と

垣
根

を
越

え
て
国
際

社
会

が
一
致

団
結
し

て
栄
養

問
題

に
取
り

組
む
強

い
姿
勢

を
示

す
こ
と

が
で
き

た
。

た

だ
、
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

の
表
明

は
あ
く

ま
で

第
一
歩

。
実
際

に
栄
養

不
良

を
改
善

し
、
世

界
が

抱
え

る
課
題
を

解
決

す
る
た

め
に
は

、
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

を
表
明

し
た
そ

れ
ぞ

れ
が
自

ら
の
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
を
着

実
に

実
行
し

て
い
く

必
要
が

あ
る

。
日
本

政
府
は

岸
田
総

理
が

表
明
し

た
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を
着
実

に
実

施
し
て

い
く
と

と
も
に

、
栄

養
改
善

に
向
け

て
国
際

社
会

の
取
り

組
み
を

リ
ー

ド
し

続
け
る
。

明
日

は
関
係

国
政
府

や
専
門

家
に

よ
る
テ

ー
マ
別

の
パ
ネ

ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ

ン
が

行
わ

れ
、
栄
養

改
善

の
た
め

、
世
界

の
叡
智

を
結

集
す
る

1日
と
な

る
。

今
日
と

明
日
の

成
果
が

次
回

フ
ラ

ン
ス
に
お

け
る

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

に
つ
な

が
る

こ
と
を

期
待
す

る
。

2
フ

ラ
ン
ス

H
.E

. M
r.

 J
ea

n-
Y

ve
s 

L
e 

D
ri

an
M

in
is

te
r 

fo
r 

E
ur

op
e 

an
d 

F
or

ei
gn

 A
ff

ai
rs

栄
養
不
良

は
グ

ロ
ー
バ

ル
な
課

題
だ
が

、
特

に
経
済

的
混
乱

を
抱
え

、
気

候
変
動

の
影
響

を
全

面
的

に
受
け
、

新
型

コ
ロ
ナ

の
影
響

を
受
け

て
い

る
最
も

脆
弱
な

国
に
と

っ
て

は
脅
威

。
世
界

を
見

る
と

5
歳

以
下
の

2割
の

子
ど
も

が
発
育

阻
害
に

悩
ん

で
い
る

。
国
際

社
会

は
反
応

し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

と
も
に
低

栄
養

の
被
害

を
最
も

受
け
て

い
る

パ
ー
ト

ナ
ー
の

国
に
寄

り
添

い
、

20
30

年
飢
餓

ゼ
ロ
の

目
標
達
成

に
向

け
て
立

ち
上
が

ら
な
く

て
は

な
ら
な

い
。
日

本
の
サ

ミ
ッ

ト
開
催

に
敬
意

を
表

す
。

フ
ラ
ン
ス

も
決

然
と
し

た
努
力

で
臨
む

。
2年

前
、
食

の
安
全

保
障

、
栄
養

、
持
続

的
農
業

の
た

め
に

国
際
戦
略

を
立

て
た
。

我
々
の

優
先
課

題
は

新
生
児

や
妊
娠

の
女
性

、
授

乳
中
の

女
性
に

重
要

な
生

後
10

00
日
間

に
寄
り

添
う
こ

と
。

現
場
で

本
領
を

発
揮
で

き
る

人
た
ち

と
と
も

に
行

動
し
、

持
続
可

能
な
食
料

シ
ス

テ
ム
を

構
築
し

、
健
康

的
な

食
習
慣

を
推
進

す
る
。

例
え

ば
U

ni
t 

L
if

eイ
ニ

シ
ア

テ
ィ
ブ
の

よ
う

な
革
新

的
資
金

調
達
も

含
め

あ
ら
ゆ

る
手
段

を
動
員

す
る

。
フ
ラ

ン
ス
を

代
表

し
て

コ
ミ
ッ
ト

す
る

。
20

24
年
ま

で
、

フ
ラ
ン

ス
の
ム

ス
コ
カ

・
フ

ァ
ン
ド

の
25

%
を
栄

養
に
あ

て
る
。

予
定
さ
れ

て
い

る
食
料

援
助
資

金
の
半

分
は

栄
養
不

良
対
策

に
あ
て

る
。

20
22

年
に

は
資
金

は
増
加

さ
れ
、
お

よ
そ

60
00

万
ユ
ー

ロ
に

な
る
。

8つ
の
優

先
国

へ
の

F
re

nc
h 

D
ev

el
op

m
en

t 
A

ge
nc

yの
栄

養
資
金

の
割

合
を

15
%
ま
で

引
き
上

げ
る

。
W

F
P
が
主

導
す

る
学
校

給
食
連

合
を

サ
ポ
ー

ト
す

る
。
フ
ラ

ン
ス

は
次
の

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

を
20

24
年

に
開
催

す
る

こ
と
を

誇
り
に

思
う

。
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⽇
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開
会

セ
ッ

シ
ョ

ン

N
o.

国
氏

名
役
職

ス
ピ
ー
チ
内
容

1
日
本

金
子
　
原
二

郎
農
林
水

産
大
臣

新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
り
混
乱
な

状
況
の
中
、
サ
ミ
ッ
ト

の
開
催
に
向
け
て
準
備

さ
れ
て
き
た
事
務
局
の
皆

様
、
参
加
各
国
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
心
か
ら
敬
意

を
表
す
る

。
S

D
G

sや
国

際
栄
養
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
は
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
健
康
的
な
食
生

活
を
推
進
す
る
こ
と
が
不

可
欠
と
考
え
て
お
り
、

我
々
は

4
つ
の
こ
と

を
重
視
し
て
栄
養
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

1)
食
料
シ
ス
テ
ム
の

変
革
に
は
全
て
の
地
域

に
適
応
可
能
な
万
能
な

解
決
策
は
な
い
こ
と
を
認

識
す
る
こ
と
。
各
地
域

が
そ
の
置
か
れ
た
自
然

や
そ
の
他
の
条

件
の
も
と

で
最
適
な
解
決
策
を
見
つ

け
る
こ
と
は
何
よ
り
重

要
。

2)
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
食
関
連
産
業
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す

る
こ
と
。

3)
栄
養
改
善
に
役
立

つ
研
究
や
食
育
活
動
の

推
進
等
を
通
じ
、
個
人

の
行
動
変
容
を
促
す
こ
と

。

4)
途
上
国
、
深
刻
国

の
栄
養
改
善
に
対
し
て

は
現
地
の
食
文
化
を
活

か
し
た
健
康
的
な
食
生
活

の
実
現
に
向
け
、
現
地

の
政
府
や
企
業
と
連
携

し
た
支
援
を
行

う
こ
と
。

こ
れ
ら
の

点
に
つ
い
て
日
本
政
府
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
お

い
て
も
表
明
し
て
い
る

。

こ
の
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
を
具
体
的
な

行
動
に
繋
げ
る
た
め
、

農
林
水
産
省
は
サ
イ
ド

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
栄

養
不
良
の
課
題
解
決
に

向
け
た
日
本
政
府
や
食
産

業
の
取
り

組
み
を
報
告
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
貢
献
策
に

つ
い
て
国
内
外
の
多
様

な
関
係
者
と
議
論
し
た
。

こ
の
議
論
を
踏
ま
え
て

、
日
本
の
食
関
係
者
と
と

も
に
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
取
り
ま

と
め
た
。
農
林
水
産
省

は
日
本
の
食
関
係
者
と

取
り
組
み
を
推
進
し
、
そ

の
状
況
を
次
回
の
栄
養

サ
ミ
ッ
ト
の
際
に
共
有
す

る
予
定
。

本
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
と
し

て
、
健
康
的
で
持
続
可

能
な
食
料
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て
、
各
国
政

府
や
国
際
機
関
、
民
間

企
業
と
国
際
的
な
取
り
組

み
が
推
進

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

。

2
日
本

後
藤
　
茂
之

厚
生
労

働
大
臣

栄
養
サ
ミ

ッ
ト
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
世

界
的
な
拡
大
に
よ
り
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
で
の

開
催
と
な
っ
た
が
、
昨
日

の
レ
ベ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン

に
続
き
、
東
京
の
会
場
か

ら
世
界
の

皆
様
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋

が
っ
た
形
で
テ
ー
マ
別

で
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催

で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
。

本
日
の
開

催
ま
で
、
各
国
政
府
、
国

際
機
関
、
産
業
界
、
市

民
社
会
、
学
術
会
等
、

世
界
の
様
々
な
関
係
者
の

皆
様
か
ら
多
大
な
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感

謝
を
申
し

上
げ
る
。
国
際
的
な
栄
養

改
善
の
推
進
に
必
要
な

説
明
責
任
、
財
政
と
い

っ
た
横
断
的
な
テ
ー
マ
の

他
、
柱
と
な
る
健
康
、

食
、
強
靭
性
等
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て

議
論
を
行
う
。
先
駆
的
、

模
範
的
取
り
組
み
を
さ

れ
て
い
る
世
界
の
リ
ー

ダ
ー
の
方
々
か
ら
国
際
的

な
栄
養
改
善
に
有
用
な

情
報
提
供
や
ご
提
言
な
ど

を
い
た
だ

く
。
栄
養
は
持
続
可
能
な

開
発
目
標

S
D

G
sの

達
成
に
必
要
不
可

欠
な
要
素
。
し
か
し
、

世
界
の
ど
の
国
や
地
域
に

も
低
栄
養
や
過
栄
養
等

何
ら
か
ら

の
栄
養
課

題
が
あ
る
。
栄
養
課
題
が

S
D

G
sの

達
成

に
大
き
く
立
ち
は
だ
か

っ
て
い
る
。

S
D

G
sの

期
限
ま
で

9年
と
な

っ
た
今
、
一
層
栄
養
改

善
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る

。
さ
ら
に
栄
養
は
幅
広
い

領
域
に
関
連
す
る
。
様

々
な
関
係
者
が
一
致
団

結
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り

日
本
国
内

に
お
い
て
非
正
規
雇
用
の

一
人
親
世
帯
等
の
生
活

困
窮
者
を
直
撃
し
、
そ

の
中
で
子
ど
も
の
栄
養
問

題
が
大
き
な
課
題
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ー

ド
バ
ン
ク

の
活
動
等
多
く
の
人
々
が

互
い
に
支
え
合
う
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
大
変
有
難
い
こ
と
と

考
え
て
い
る
。
長
野
県

は
20

14
年
か
ら

A
C

E
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
い
う
、
健
康
づ
く
り

県
民
運
動
を
展
開
し
て

い
る
。

A
は

A
ct

io
n（

身
体
を

動
か
す
）
、

C
は

C
he

ck
（
健
康
診
断
を
受
け
る
）

、
E
は

E
at

（
健

康
的
に
食

べ
る
）
。
脳
卒
中
等
の
生

活
習
慣
病
の
予
防
を
図

り
つ
つ
、
世
界
で
一
番

、
健
康
長
寿
の
エ
ー
ス
を

目
指
す
取
り
組
み
。
市

町
村
、
企
業
、
栄
養
士

会
、
調
理

師
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

様
々
な
関
係
者
が
参
加

し
て
い
る
。
様
々
な
関

係
者
と
連
携
し
て
、
エ
ー

ス
と
し
て
国
際
的
な
栄

養
改
善
を
一
層
推
進
し
て

い
く
必
要

が
あ
る
。
本
日
ご
参
加
さ

れ
て
い
る
世
界
中
の
皆

様
、
我
々
に
は
栄
養
改

善
を
獲
得
化
す
る
責
務
が

あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
に
よ
り
栄
養
不

良
の
人
々

の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
今
こ
そ
一
致
団
結

し
て
栄
養
改
善
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た

、
新
型
コ
ロ
ナ
を
終
息

さ
せ
る
た
め
に
は
、
世
界

の
あ
ら
ゆ

る
国
、
地
域
に
お
い
て
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
へ

の
公
平
な
ア
ク
セ
ス
が

確
保
さ
れ
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
お
り
、

2国
間
の
直
接
供
与
や

C
O

V
A

X
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

を
通
じ
た
ワ
ク
チ
ン
支
援

な
ど
国
際
協
力
の
枠
組

み
に
積
極
的
に
参
加
し

て
い
る
。
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S
7 

T
ab

le
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⽇
⽬

キ
ッ

ク
オ

フ
セ

ッ
シ

ョ
ン

（「
栄

養
に

関
す

る
取

組
と

効
果

の
た

め
の

説
明

責
任

と
財

源
」）

 

 

N
o.

団
体
・

企
業

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ
内

容

1
世
銀

グ
ル
ー

プ
D

r.
 M

ee
ra

 S
h

ek
a

r

C
o-

C
h

a
ir

 o
f 

N
4

G
 

F
in

a
n

ci
n

g 
T

h
em

a
ti

c 
W

or
k

in
g 

G
ro

u
p

, 
G

lo
b

a
l 

L
ea

d
 f

or
 

N
u

tr
it

io
n

, W
or

ld
 

B
a

n
k

今
回

参
加

で
き

て
嬉
し

く
思

う
。
ま

ず
は

最
初
に

フ
ァ

イ
ナ
ン

ス
、

次
に
ア

カ
ウ

ン
タ
ビ

リ
テ

ィ
の
話

を
す

る
。
世

界
の

栄
養
目

標
を

達
成
す

る
た

め
に
必

要
な

資
金
の

見
積

も
り

は
2

0
1

7
年

の
見

積
も
り

よ
り

も
高
く

な
っ

て
い
る

。
2

0
1

7
年

時
点

で
は

7
0
億

米
ド
ル

が
必

要
と
見

積
も

っ
て
い

た
が

、
新
型

コ
ロ

ナ
や
食

料
危

機
に
よ

り
貧

困
層

に
経

済
的

影
響
が

及
ん

で
お
り

、
現

在
は
年

間
1

0
8
億

米
ド
ル

が
必

要
と
見

積
も

ら
れ
て

い
る

。
加
え

て
、

S
D

G
s2

の
全
タ

ー
ゲ

ッ
ト
で

見
積

も
る
と

総
額

は
年
間

で
3

9
0
億

か
ら

5
0

0
億
米

ド
ル
に

な
る

と
推
定

さ
れ

て
い
る

。
残

念
な
こ

と
に

我
々
は

一
貫

し
て
過

去
1

0
年

間
資

金
調

達
目
標

を
達

成
で
き

て
い

な
い
。

国
内

の
資
金

源
、

海
外

の
開

発
援
助

の
資

金
源
等

を
募

っ
て
も

目
標

を
達
成

で
き

て
い
な

い
。

資
金
ギ

ャ
ッ

プ
も
非

常
に

大
き
く

、
さ

ら
に
今

後
数

年
間
ギ

ャ
ッ

プ
が
大

き
く

な
る
と

予
想

さ
れ

る
。

O
D

A
、

国
内

両
方
の

資
金
源

が
制

約
を
受

け
て

い
る
た

め
。

ま
た
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
と

し
て
国

内
及

び
O

D
A
の
資

金
の
割

り
当

て
の
競

争
が

あ
る
。

そ

の
た

め
、

他
の

選
択
肢

も
追

求
し
て

い
か

な
け
れ

ば
な

ら
な
い

。
国

内
の
財

務
を

守
る
た

め
に

多
く
の

国
が

予
算
を

組
ん

で
い
て

、
O

D
A
も
さ

ら
に
力

を
入

れ
よ
う

と

し
て

い
る

。
グ

ロ
ー
バ

ル
フ

ァ
ン
ナ

ン
シ

ン
グ
フ

ァ
シ

リ
テ
ィ

、
栄

養
の
た

め
の

革
新
フ

ァ
シ

リ
テ
ィ

も
力

を
入
れ

て
い

る
。
そ

れ
ら

全
て
拡

大
す

べ
き
で

あ
り

、
民
間

部
門

も
さ

ら
に

力
を
入

れ
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
。

子
ど

も
の
命

が
関

わ
っ
て

お
り

、
各
国

の
経

済
も
関

わ
っ

て
い
る

た
め

で
あ
る

。
多

く
の
資

金
源

が
必
要

と
言

わ
れ
て

い
る

が
、

社
会

が
栄
養

に
投

資
を
す

る
こ

と
で

2
0

3
0
年

ま
で

に
年

間
5

.7
兆

ド
ル

、
社

会
に
経

済
的

便
益
が

あ
る

。
大
き

な
投

資
を
動

員
す

る
機
会

が
あ

り
、
革

新
的

な

考
え

方
を

す
る

必
要
が

あ
る

。
事
例

と
し

て
7

0
0

0
億

ド
ル
の

農
業

補
助
金

が
世

界
で
出

さ
れ

て
い
る

。
よ

り
進
歩

的
な

ア
プ
ロ

ー
チ

に
振
り

向
け

る
こ
と

が
可

能
。

U
H

C
戦
略

を
強

化
し
て

、
そ

の
リ
ソ

ー
ス

の
中
か

ら
質

の
高
い

栄
養

素
を
提

供
す

る
た
め

の
資

金
を
持

続
的

に
調
達

す
る

こ
と
が

で
き

る
。
不

健
康

な
食
品

へ
の

課
税

等
の

政
策

も
あ

り
、
二

重
の

効
果
が

あ
る

。
栄
養

面
で

の
成
果

を
向

上
さ
せ

る
と

と
も
に

国
内

資
源
や

財
政

ス
ペ
ー

ス
を

増
や
す

効
果

も
得
ら

れ
る

。
民
間

部
門

は
よ
り

健
康

的
な

フ
ー

ド
シ
ス

テ
ム

、
食
品

へ
の

投
資
、

社
会

や
ガ
バ

ナ
ン

ス
、
環

境
の

ア
プ
ロ

ー
チ

に
も
投

資
を

す
べ
き

。
こ

れ
に
よ

っ
て

気
候
の

イ
ン

パ
ク
ト

も
緩

和
す
る

こ
と

が
で

き
、

栄
養
に

貢
献

す
る
こ

と
が

で
き
る

。
C

S
R
ア

プ
ロ
ー

チ
を

さ
ら
に

越
え

て
い
な

く
て

は
な
ら

な
い

。
例
え

ば
日

本
の
生

命
保

険
会
社

の
日

本
生
命

と
安

田
生

命
は

世
界

銀
行
の

栄
養

債
券
を

購
入

す
る
等

、
革

新
的
な

取
り

組
み
を

行
っ

て
い
る

。

2
世
界

栄
養
報

告

（
G

N
R
）

D
r.

 R
en

a
ta

 M
ic

h
a

C
o-

C
h

a
ir

 o
f 

N
4

G
 

A
cc

ou
n

ta
b

il
it

y 
T

h
em

a
ti

c 
W

or
k

in
g 

G
ro

u
p

/C
h

a
ir

 o
f 

G
lo

b
a

l 
N

u
tr

it
io

n
 R

ep
or

t 
In

d
ep

en
d

en
t 

E
xp

er
t 

G
ro

u
p

栄
養

の
た

め
の

よ
り
多

く
の

資
金
が

必
要

と
い
う

の
は

非
常
に

明
確

で
栄
養

不
良

に
対
処

し
て

い
か
な

く
て

は
な
ら

な
い

。
し
か

し
、

世
界
的

に
栄

養
不
良

の
率

は
高

ま
っ

て
お

り
、

新
型
コ

ロ
ナ

に
よ
っ

て
さ

ら
に
悪

化
し

て
い
る

。
栄

養
不
良

の
危

機
に
対

処
す

る
た
め

に
資

金
の
増

加
は

勿
論
重

要
だ

が
そ
れ

だ
け

で
な
く

、
ど

の
よ
う

に
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が
適

切
な

行
動
を

取
っ

て
い
る

か
を

確
認
で

き
、

全
て
の

ス
テ

ー
ク
ホ

ル
ダ

ー
の
説

明
責

任
を
い

か
に

確
保
し

て
い

く
の
か

。
ア

カ
ウ
ン

タ
ビ

リ
テ
ィ

の
強

化
は

イ
ン

パ
ク
ト

を
生

む
た
め

に
必

要
。
ア

カ
ウ

ン
タ
ビ

リ
テ

ィ
の
欠

如
が

世
界
栄

養
目

標
を
達

成
し

て
い
な

い
理

由
の
一

つ
。

ア
カ
ウ

ン
タ

ビ
リ
テ

ィ
を

強
化

は
、

よ
り

行
動

に
繋
が

り
、

イ
ン
パ

ク
ト

に
繋
が

り
、

全
て
の

行
動

を
追
跡

す
る

こ
と
で

あ
る

。
ア
カ

ウ
ン

タ
ビ
リ

テ
ィ

に
関
す

る
テ

ー
マ
別

ワ
ー

キ
ン
グ

グ
ル

ー
プ
は

日
本

政
府

に
よ

っ
て
招

集
さ

れ
た
も

の
だ

が
、

G
lo

b
a

l 
N

u
tr

it
io

n
 R

ep
or

tは
N

u
tr

it
io

n
 A

cc
ou

n
ta

b
il

it
y 

F
ra

m
ew

or
k
を

開
発
し

た
。

こ
れ
は

栄
養

行
動
の

た
め

の
世

界
初

の
独

立
し
た

ア
カ

ウ
ン
タ

ビ
リ

テ
ィ
の

枠
組

み
。
さ

ら
に

日
本
政

府
は

S
M

A
R

T
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
メ

ー
キ
ン

グ
は

必
要
と

し
た

。
こ
れ

に
よ

っ
て
持

続
的

な

影
響

、
イ

ン
パ

ク
ト
が

望
め

る
。
量

だ
け

で
は
成

功
と

言
え
な

い
。

N
u

tr
it

io
n

 A
cc

ou
n

ta
b

il
it

y 
F

ra
m

ew
or

k
は

日
本

政
府
、

S
U

N
 m

ov
em

en
t、

世
界

保
健

機

関
、

U
N

IC
E

F
、

U
S

A
ID

、
そ

の
他

に
よ
っ

て
賛

同
を
得

て
い

る
。
そ

し
て

東
京
栄

養
サ

ミ
ッ
ト

で
も

こ
れ
が

提
唱

さ
れ
て

い
る

。
よ
り

良
い

デ
ー
タ

、
よ

り
大
き

な

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ
ィ

、
体

系
的
な

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
に

よ
っ
て

必
要

な
進
捗

状
況

を
特
定

し
、

政
策
を

形
成

す
る
こ

と
が

で
き
る

。
不

健
康
な

食
生

活
か
ら

栄
養

不
良
に

至
る

こ
の

よ
う

な
枠
組

み
の

基
で
ア

カ
ウ

ン
タ
ビ

リ
テ

ィ
が
求

め
ら

れ
て
い

る
。

ま
ず
開

発
の

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
か

ら
さ

ら
に
イ

ン
パ

ク
ト
を

見
て

、
更
な

る
行

動
を
取

る
と

い
う

流
れ

に
な
る

。
栄

養
の
た

め
の

行
動
の

年
と

な
っ
て

い
る

。
か
つ

て
な

い
ほ
ど

の
規

模
で
動

員
が

行
わ
れ

て
い

る
。
こ

れ
に

よ
っ
て

永
続

的
な
イ

ン
パ

ク
ト
を

望
む

こ
と

が
で

き
る
。

S
M

A
R

T
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
か

ら
広

告
の
作

成
、

世
界
栄

養
報

告
に
至

る
ま

で
ア
カ

ウ
ン

タ
ビ
リ

テ
ィ

の
フ
レ

ー
ム

ワ
ー
ク

が
循

環
す
る

こ
と

が

で
き

る
。

例
え

ば
立
法

な
ど

、
こ
の

ア
カ

ウ
ン
タ

ビ
リ

テ
ィ
の

サ
イ

ク
ル
の

中
で

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
を

な
し

て
い
る

。
し

か
し
努

力
は

そ
こ
で

辞
め

て
は
い

け
な

く
、
そ

こ
で

我
々

の
仕

事
が
終

わ
る

わ
け
で

は
な

い
。
ア

カ
ウ

ン
タ
ビ

リ
テ

ィ
が
実

際
に

成
功
に

至
る

に
は
例

え
ば

進
捗
報

告
等

を
き
ち

ん
と

出
す
必

要
が

あ
る
。

全
て

の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
、
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
メ

ー
カ
ー

が
全

て
の
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
を

実
行
に

移
す

こ
と
が

重
要

。
全
て

の
ア

ク
タ
ー

が
こ

の
サ
ミ

ッ
ト

の
前
に

様
々

な
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
示
し

て
く

だ
さ
っ

た
。

世
界
目

標
を

達
成
す

る
た

め
に
は

重
要

。
資
金

的
な

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
に

は
新

し
い
ソ

リ
ュ

ー
シ
ョ

ン
や

協
働
を

含
め

る
が
、

こ
れ

を
も

っ
て

資
金
ギ

ャ
ッ

プ
を
埋

め
て

い
か
な

く
て

は
い
け

な
い

。
従
来

の
資

金
源
と

同
時

に
革
新

的
な

資
金
源

、
民

間
資
金

源
が

合
わ
さ

っ
て

達
成
が

可
能

と
な

る
。

さ
ら

に
デ

ー
タ
が

必
要

。
ア
カ

ウ
ン

タ
ビ
リ

テ
ィ

の
た
め

に
更

な
る
協

働
が

必
要
。

3
ル
ワ

ン
ダ
共

和

国

H
on

. P
ro

f.
 J

ea
n

n
et

te
 

B
a

yi
se

n
ge

M
in

is
te

r 
of

 G
en

d
er

 
a

n
d

 F
a

m
il

y 
P

ro
m

ot
io

n

日
本

政
府

に
栄

養
サ
ミ

ッ
ト

を
開
催

し
て

く
だ
さ

っ
た

こ
と
を

感
謝

申
し
上

げ
る

。

持
続

可
能

な
開

発
、
経

済
成

長
の
た

め
に

栄
養
は

基
礎

と
な
る

。
国

内
で
見

出
す

こ
と
の

で
き

る
解
決

策
に

加
え
て

、
2

0
1

7
年

か
ら

2
0

2
1
年
に

か
け
て

、
栄

養
に
関

す

る
例

え
ば

国
家

予
算
も

約
2
倍

に
増

え
た
。

つ
い

最
近
栄

養
に

関
し
て

責
任

を
持
つ

予
算

編
成
と

い
う

省
令
が

出
さ

れ
た
。

そ
れ

を
も
っ

て
ア

カ
ウ
ン

タ
ビ

リ
テ
ィ

を
確

保
し

、
資

金
を

ト
ラ
ッ

キ
ン

グ
し
、

業
績

を
モ
ニ

タ
リ

ン
グ
す

る
と

い
う
こ

と
が

課
せ
ら

れ
て

い
る
。

こ
う

し
た
ビ

ジ
ョ

ン
を
達

成
す

る
た
め

に
ル

ワ
ン
ダ

は
技

術
を

持
っ

た
が

人
材

が
必
要

。
そ

の
た
め

に
3
つ

の
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン

ト
を
出

し
た

。

1
)5
歳

未
満

の
子
ど

も
た

ち
の
発

育
阻

害
を

2
0

2
0
年

の
 3

3
.1

%
か
ら

2
0

3
0
年

に
は

1
0

%
に

減
ら
す

。

2
)貧

血
に
つ

い
て
、

2
0

2
0
年

か
ら

2
0

3
0
年

ま
で

に
、
生

後
9
か

月
未

満
の

こ
ど
も

は
3

6
.6

%
か

ら
2

0
%
、
思

春
期
の

子
ど

も
は

1
4

.7
%
か

ら
1

0
%
、
妊

産
婦

は
2

4
.5

%
か

ら
1

5
%
に

減
ら

す
。

3
)国

内
の
資

源
配
分

を
編

成
し
て

、
栄

養
に
つ

い
て

2
0

1
0
年
の

4
1

0
0
万
米

ド
ル
か

ら
2

0
3

0
年

に
は

6
7

0
0
万
米

ド
ル

に
増
や

す
。

全
て

の
ル

ワ
ン

ダ
人
、

特
に

子
ど
も

た
ち

の
福
利

を
向

上
さ
せ

る
。

全
て
の

ス
テ

ー
ク
ホ

ル
ダ

ー
が
栄

養
改

善
の
た

め
に

努
力
を

す
る

こ
と
に

よ
っ

て
達
成

可
能

に
な
る

と
信

じ
て

い
る

。
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N

o.
国
・

企
業
名

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ
内

容

1
エ
ク

ア
ド
ル

共
和
国

H
. E

. M
r.

 E
rw

in
 

R
on

qu
il

lo

M
in

is
te

r,
 T

ec
hn

ic
al

 S
ec

re
ta

ri
at

 
“E

cu
ad

or
 G

ro
w

s 
w

it
ho

ut
 C

hi
ld

 
M

al
nu

tr
it

io
n”

脆
弱
な
状
況

に
あ
る

人
々
の
権

利
に
ま

つ
わ
る

重
要
な
課

題
に
関

し
て
、

意
識
を
高

め
対
応

す
る
機

会
を
と
も

に
共
有

す
る
こ

と
を
喜
ば

し
く

思
う
。
政
府

は
慢
性

的
栄
養
不

良
の
リ

ス
ク
に

さ
ら
さ
れ

て
い
る

子
ど
も

た
ち
の
機

会
を
向

上
さ
せ

る
こ
と
に

コ
ミ
ッ

ト
し
て

い
る
。

1)
4年

間
で

慢
性
的
栄

養
不
良

の
子
ど

も
の
割
合

を
27

%
か
ら

21
%
に
減
ら

す
。

2)
社
会

保
障
サ

ー
ビ
ス
を

改
善
し

、
妊
婦

と
2歳

未
満
の

子
ど
も

を
保
護
す

る
。

3)
金
融

メ
カ
ニ

ズ
ム
を
開

発
し
、

子
ど
も

の
慢
性
的

栄
養
不

良
の
予

防
と
低
減

の
た
め

の
戦
略

を
長
期
的

に
持
続

可
能
な

も
の
に
す

る
。

こ
れ
ら
の
目

標
は
子

ど
も
の
慢

性
的
栄

養
不
良

の
予
防
と

低
減
の

た
め
の

計
画
を
支

え
る
部

門
横
断

的
戦
略

”P
la

n 
pa

ra
 la

 P
re

ve
nc

ió
n 

y 
R

ed
uc

ci
ón

 d
e 

la
 D

es
nu

tr
ic

ió
n 

C
ró

ni
ca

 I
nf

an
ti

l”
の

指
針
で
あ

り
、
エ

ク
ア
ド
ル

政
府
が

主
な
社

会
政
策
の

一
つ
と

し
て
推

進
し
て
い

る
。
エ
ク
ア

ド
ル
の

主
な
目
標

は
持
続

可
能
な

社
会
政
策

を
実
施

し
、
慢

性
的
栄
養

不
良
の

心
配
な

く
、
子
ど

も
た
ち

一
人
一

人
が
未
来

の
可

能
性
に
満
ち

た
、
質

の
高
い
生

活
を
送

る
権
利

を
確
保
す

る
こ
と

。
子
ど

も
た
ち
の

生
活
を

充
実
さ

せ
る
こ
と

が
開
発

へ
の
近

道
だ
と
認

識
し

て
い
る
。
こ

の
目
的

を
達
成
す

る
た
め

に
は
、

国
際
協
力

機
関
、

市
民
社

会
団
体
、

民
間
セ

ク
タ
ー

、
学
術
会

、
政
府

機
関
等

様
々
な
セ

ク

タ
ー
が
協
力

し
て
い

く
こ
と
が

必
要
。

我
が
国

に
お
け
る

子
ど
も

の
慢
性

的
栄
養
不

良
の
予

防
と
低

減
の
た
め

に
は
、

参
加
す

る
皆
の
貢

献
と

コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
が

目
標
達
成

の
如
何

を
決
定

す
る
。

2
エ
チ

オ
ピ
ア

連
邦
民

主
共

和
国

H
.E

. D
r.

 L
ia

 T
ad

es
se

M
in

is
te

r 
of

 H
ea

lt
h

20
30

年
ま
で
に
あ

ら
ゆ
る

形
態
の

栄
養
不
良

を
解
消

す
る
た

め
、

F
N

S
 im

pl
em

en
ta

ti
on

 w
it

h 
S

eq
ot

a 
D

ec
la

ra
ti

on
 E

xp
an

si
on

 S
ca

le
 

up
を
加

速
化
す

る
。
我

々
の
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
は

ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ヘ

ル
ス
カ

バ
レ
ッ
ジ

、
エ
チ

オ
ピ
ア

の
食
料
シ

ス
テ
ム

の
変
革
、

強
靭
性

構

築
な
ど
国
家

的
な
優

先
事
項
に

加
え
、

20
21

年
N

4G
 G

A
IN

の
国
に
定
め

ら
れ
て

い
る
横

断
的
な
資

金
調
達

と
ア
カ
ウ

ン
タ
ビ

リ
テ
ィ

に
も
合

致
し
て
い
る

。
我
々

の
目
標
は

5歳
未
満
の

発
育
阻
害

と
消
耗

症
の
削

減
、
妊
娠

年
齢
層

の
貧
血

の
削
減
、

低
出
生

体
重
率

の
削
減
等

、
世
界

の

栄
養
目
標
と

一
致
し

て
い
る
。

セ
ク
タ

ー
と
地

域
の
定
期

的
な
パ

フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は

、
セ
コ

タ
宣
言

イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

フ
ェ
ー

ズ
、
エ
チ

オ
ピ

ア
の
統
一
栄

養
情
報

シ
ス
テ
ム

の
ス
コ

ア
カ
ー

ド
を
使
用

し
て
追

跡
さ
れ

る
。
政
府

、
ド
ナ

ー
、
国

連
機
関
、

慈
善
団

体
、
市

民
社
会
組

織
に

よ
る
貢
献
を

モ
ニ
タ

ー
す
る
た

め
に
リ

ソ
ー
ス

の
追
跡
と

パ
ー
ト

ナ
ー
シ

ッ
プ
の
管

理
を
行

い
、
効

果
的
な
実

施
を
確

保
す
る

。
最
近
発

表
し

た
戦
略
計
画

で
は
、

こ
れ
ま
で

連
邦
政

府
か
ら

セ
コ
タ
宣

言
拡
張

フ
ェ
ー

ズ
1年

目
の
実

施
の
た

め
に

50
0万

ド
ル

※
、
ア
フ

リ
カ
開

発
銀
行

か

ら
20

21
年
か
ら

20
24

年
の

4年
間
で

48
00

万
ド
ル
を

獲
得
し

て
お
り

、
地
域
の

各
国
政

府
が
同

額
の
資
金

を
割
り

当
て
る

こ
と
を
期

待
し
て

い

る
。
過
去
数

年
間
の

成
果
を
持

続
さ
せ

る
た
め

、
20

21
年

8月
エ
チ

オ
ピ
ア
連

邦
共
和

国
大
統

領
の
下
、

閣
僚
や

各
地
域

大
統
領
が

食
料
栄

養

10
年
戦

略
と
セ

コ
タ
宣

言
を
効
果

的
に
実

施
す
る

こ
と
を
約

束
す
る

署
名
を

行
な
っ
た

。
こ
れ

に
よ
り

10
年
開
発

計
画
に
進

め
、

2歳
未
満

の
発

育
阻
害
を
な

く
し
、

5歳
未

満
の
発

育
阻
害

を
30

%
か

ら
13

％
に

抑
え
る
目

標
を
達

成
す
る

。

栄
養
サ
ミ
ッ

ト
を
主

催
し
た
日

本
政
府

に
感
謝

を
申
し
上

げ
る
。

食
料
栄

養
戦
略
と

セ
コ
タ

宣
言
の

拡
大
を
成

功
さ
せ

る
た
め

、
全
て
の

ス

テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の

皆
様
に
技

術
的
財

政
的
コ

ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
維

持
し
て

い
た
だ
く

よ
う
お

願
い
す

る
。

※
通
訳
で
は

10
50

万
ド
ル

と
な
っ

て
い
た

3
マ
レ

ー
シ
ア

H
.E

. M
r.

 K
ha

ir
y 

Ja
m

al
ud

di
n

M
in

is
te

r 
of

 H
ea

lt
h

本
サ
ミ
ッ
ト

に
際
し

、
日
本
政

府
に
感

謝
を
申

し
上
げ
る

。
世
界

の
国
々

同
様
、
マ

レ
ー
シ

ア
も
栄

養
の
偏
り

に
よ
っ

て
、
栄

養
不
良
と

栄
養

過
多
が
共
存

す
る
と

い
う
二
つ

の
負
荷

に
直
面

し
て
い
る

。
経
済

的
目
標

を
実
施
す

る
た
め

に
は
、

よ
り
健
康

的
な
生

活
環
境

の
た
め
の

公
衆

衛
生
政
策
を

通
じ
た

栄
養
の
偏

り
の
も

た
ら
す

リ
ス
ク
要

因
の
対

処
は
多

く
の
国
で

の
今
も

な
お
大

き
な
課
題

。
栄
養

政
策
及

び
セ
ク
タ

ー
関

連
に
よ
る
行

動
計
画

を
策
定
す

る
必
要

が
あ
り

、
解
決
策

を
模
索

し
て
い

か
な
け
れ

ば
な
ら

な
い
。

新
し
い
国

家
栄
養

政
策

2.
0を

発
表
し
た

の

は
喜
ば
し
い

こ
と
。

こ
の
栄
養

政
策
は

、
栄
養

状
態
を
向

上
さ
せ

、
食
生

活
に
由
来

す
る
非

感
染
性

疾
患
を
予

防
し
、

食
品
と

栄
養
の
安

全
保

障
を
強
化
す

る
点
を

強
調
し
て

い
る
。

20
16

年
か
ら

20
25

年
に
わ
た

る
栄
養

の
た
め

の
国
家
行

動
計
画

に
反
映

す
る
こ
と

で
具
体

的
な
行

動
に

つ
な
が
る
。

こ
の
サ

ミ
ッ
ト
の

目
的
に

即
し
て

マ
レ
ー
シ

ア
は
子

ど
も
た

ち
の
栄
養

に
関
す

る
二
重

の
負
荷
を

低
減
し

、
S

D
G

s目
標

2の
飢
餓

撲
滅
、
子
ど

も
た
ち

の
栄
養
改

善
を
実

施
す
る

。
児
童
の

た
め
の

施
設
や

幼
稚
園
に

お
い
て

よ
り
健

康
的
な
調

理
環
境

を
調
整

す
る
ガ
イ

ド
ラ

イ
ン
の
作
成

も
含
ま

れ
て
い
る

。
幼
い

う
ち
か

ら
の
健
康

的
な
食

生
活
を

教
え
る
こ

と
に
よ

り
、
結

果
的
に
子

ど
も
た

ち
の
成

長
に
し
た

が
っ

て
、
栄
養
の

偏
り
を

解
消
し
よ

う
と
す

る
も
の

。
本
日
は

こ
の
よ

う
な
機

会
を
い
た

だ
き
感

謝
を
申

し
上
げ
る

。
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         N

o.
国

・
企

業
名

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ

内
容

4
モ

ー
リ
タ

ニ
ア

・
イ

ス
ラ

ム
共

和
国

H
.E

. M
r. 

O
us

m
an

e 
M

am
ou

do
u 

K
an

e
M

in
is

te
r o

f E
co

no
m

y 
an

d 
Pr

om
ot

io
n 

of
 P

ro
du

ct
iv

e 
Se

ct
or

s

栄
養

は
健

康
と

人
間

開
発

の
非
常

に
重

要
な

基
礎

で
あ

り
、

基
本

的
人

権
で

あ
り

、
平

和
、

安
全

保
障

の
も

と
で

も
あ

る
。

戦
略

的
重

要
性

を

踏
ま

え
、

人
材

へ
の

投
資

は
よ
り

有
効

に
な

る
よ

う
に

栄
養

開
発

に
関

し
て

改
革

を
行

な
っ

て
い

る
。

食
料

シ
ス

テ
ム

の
促

進
、

特
に

脆
弱

な

国
民

が
健

康
で

栄
養

価
の

高
い
十

分
な

量
の

食
料

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

よ
う

食
料

シ
ス

テ
ム

を
促

進
し

て
い

る
。

あ
ら

ゆ
る

形
態

の
栄

養
不

良

改
善

の
た

め
、

マ
ル

チ
ア

ク
タ
ー

、
マ

ル
チ

セ
ク

タ
ー

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
と

っ
て

い
る

。
政

治
、

戦
略

、
行

動
計

画
、

国
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

栄

養
を

組
み

込
み

、
十

分
な

リ
ソ
ー

ス
を

投
入

す
る

。
世

界
は

栄
養

に
関

し
て

、
変

化
を

も
た

ら
す

コ
ミ

ッ
ト

し
た

リ
ー

ダ
ー

を
必

要
と

し
て

い

る
。

東
京

栄
養

サ
ミ

ッ
ト

の
成
果

は
重

要
な

目
標

の
達

成
、

世
界

の
栄

養
状

況
に

変
化

を
も

た
ら

す
新

た
な

ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム

を
生

む
こ

と
に

な

る
。

こ
の

サ
ミ

ッ
ト

の
成

果
を
実

現
さ

せ
る

た
め

の
リ

ソ
ー

ス
の

導
入

を
強

く
ア

ド
ボ

カ
シ

ー
し

て
参

る
。

モ
ー

リ
タ

ニ
ア

と
日

本
の

素
晴

ら

し
い

友
情

関
係

を
強

調
し

、
ま
た

、
2国

間
、

多
国

間
の

パ
ー

ト
ナ

ー
の

皆
様

、
SU

N
の

皆
様

に
感

謝
を

申
し

上
げ

る
。
我

々
に

寄
り

添
い

、
目

標
達

成
に

力
を

く
だ

さ
っ

て
い
る

。

5
U

ni
le

ve
r

M
s.

 C
ar
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&
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R
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re
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m

en
t

世
界

19
0カ

国
で

25
億

人
の

人
々

が
毎

日
ユ

ニ
リ

ー
バ

製
品
を

使
用

し
て

お
り

、
我

々
に

は
ス

ケ
ー

ル
と

リ
ー

チ
が

あ
る
。

我
々

の
目

標
は

持
続

可
能

な
生

活
を

当
た

り
前

の
も
の

に
す

る
こ

と
。

そ
の

た
め

に
は

ビ
ジ

ネ
ス

の
や

り
方

に
サ

ス
テ

イ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

を
組

み
込

む
必

要
が

あ
る

。

ユ
ニ

リ
ー

バ
の

成
長

の
た

め
の
栄

養
に

関
す

る
取

り
組

み
を

紹
介

す
る

。
製

品
開

発
と

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

分
野

で
は

20
25

年
ま

で
に

植
物

由

来
の

肉
乳

製
品

代
替

品
の

分
野
で

10
億

ユ
ー

ロ
の

売
り

上
げ

事
業

を
構

築
す
る

こ
と

を
約

束
す

る
。

20
25

年
ま

で
に

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

栄
養

を
提

供
す

る
製

品
の

数
を

2倍
に
増

や
す

。
塩

分
、

糖
分

、
カ

ロ
リ

ー
の

削
減

に
向

け
た

取
り
組

み
を

継
続

す
る

。
20

22
年

ま
で

に
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
70

%
が

W
H

O
に

準
拠

し
た

栄
養

に
満

た
す

よ
う

に
す

る
。

健
康

的
な

食
生

活
を

推
進
す

る
た

め
に

、
最

大
の

ブ
ラ

ン
ド

で
あ

る
ク

ノ
ー

ル
は

20
25

年
ま

で
に

70
億

食
分

の
人

と
地

球
に

優
し

い
製

品
を
提

供
す

る
。

オ
ン

ラ
イ

ン
ケ

ー
タ

リ
ン

グ
を

導
入

し
て

い
る

70
の

製
造

拠
点

で

W
or

kf
or

ce
 N

ut
ri

ti
on

 A
lli

an
ce
ス

コ
ア

カ
ー

ド
に

取
り

組
み

、
20

26
年
ま

で
に

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

を
導

入
す

る
。

企
業

は
明

ら
か

に
栄

養

に
関

し
て

重
要

な
役

割
を

担
っ
て

い
る

が
、

単
独

で
解

決
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
こ

の
複

雑
な

栄
養

の
分

野
で

は
協

働
が

重
要

。
自

ら
の

役

割
を

果
た

し
、

誰
も

が
美

味
し
く

、
手

頃
な

価
格

で
、

栄
養

価
の

高
い

食
品

を
手

に
入

れ
る

こ
と

が
で

き
る

世
界

の
実

現
に

向
け

て
努

力
し

て

い
く

。

80
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⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
1（

栄
養

と
UH

C）
(1

)
N

o.
国

・
団

体
・

企
業

名
氏

名
役

職
ス

ピ
ー

チ
内

容

1
W

H
O

武
見

敬
三

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ヘ
ル

ス
カ

バ
レ

ッ
ジ

（
U

H
C
）

親
善

大
使

（
参

議
院

議
員

）

日
本

と
し

て
栄

養
サ

ミ
ッ

ト
を

開
催

で
き

て
嬉

し
く

思
う

。
こ

れ
ま

で
関

係
国

、
関
係

機
関

、
市

民
社

会
、

ア
カ

デ
ミ

ア
等

世
界

の
関

係
者

の

方
々

に
ご

協
力

い
た

だ
い

た
こ

と
を

心
か

ら
感

謝
申

し
上

げ
る

。
20

19
年

の
終

わ
り

か
ら

世
界

は
新

型
コ
ロ

ナ
の

猛
威

に
さ

ら
さ

れ
、

世
界

中

の
多

く
の

人
々

が
命

を
失

っ
た

。
ま

た
、

一
命

は
取

り
留

め
た

も
の

の
、

後
遺

症
に
苦

し
む

方
々

も
多

い
。

こ
う

し
た

健
康

危
機

は
、

新
型

コ

ロ
ナ

が
直

接
な

原
因

に
な

っ
て

い
る

も
の

ば
か

り
で

は
な

い
。

医
療

崩
壊

が
生

じ
、
そ

れ
に

よ
っ

て
必

要
な

医
療

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
ら

れ
ず

、

結
果

的
に

命
を

落
と

し
た

、
疾

病
が

重
症

化
し

た
と

い
う

例
は

相
当

数
に

及
ぶ

。
新
型

コ
ロ

ナ
は

ま
さ

に
人

々
の

命
、

生
活

、
尊

厳
、

人
間

の

安
全

保
障

に
お

い
て

い
か

に
健

康
が

重
要

で
あ

り
、

誰
一

人
取

り
残

さ
な

い
保

健
医
療

シ
ス

テ
ム

が
重

要
で

あ
る

か
を

浮
き

彫
り

に
し

た
。

こ

れ
こ

そ
U

H
C
の

重
要

性
に

他
な

ら
な

い
。

こ
れ

ま
で

の
グ

ロ
ー

バ
ル

ヘ
ル

ス
の

歩
み

の
中

で
、

我
々

は
疾

患
別

の
取
り

組
み

の
み

で
は

限
界

が

あ
る

こ
と

を
学

ん
で

き
た

。
そ

の
中

で
栄

養
は

生
き

る
基

盤
で

あ
り

、
健

康
の

基
盤
で

も
あ

る
。

そ
し

て
感

染
症

対
策

も
含

め
、

全
て

の
保

健

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
土

台
に

な
る

も
の

と
し

て
非

常
に

重
要

。
栄

養
を

U
H

C
に

統
合

す
る

こ
と

の
意

義
は

ま
さ

に
こ

の
点

に
あ

る
。

日
本

は
古

く

か
ら

医
食

同
源

と
い

う
言

葉
が

あ
り

、
医

療
と

栄
養

は
密

接
に

関
連

す
る

も
の

と
し
て

、
人

々
の

意
識

に
根

付
い

て
き

た
。

こ
う

し
た

考
え

方

を
世

界
の

皆
様

に
知

っ
て

い
た

だ
く

こ
と

は
大

変
意

義
が

あ
り

、
今

回
の

栄
養

サ
ミ
ッ

ト
は

そ
の

好
機

か
と

考
え

て
い

る
。

今
日

で
は

気
候

変

動
な

ど
の

環
境

要
因

も
人

々
の

健
康

に
大

き
く

影
響

す
る

こ
と

を
踏

ま
え

る
こ

と
も
不

可
欠

。
ま

さ
に

プ
ラ

ネ
タ

リ
ー

ヘ
ル

ス
と

い
う

概
念

で
、

サ
ス

テ
イ

ナ
ブ

ル
な

社
会

を
作

っ
て

い
く

こ
と

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

新
た
な

時
代

の
人

間
の

安
全

保
障

の
あ

り
方

や
い

か
に

地
球

規

模
の

課
題

を
対

処
す

る
か

に
つ

い
て

助
言

を
行

う
役

割
に

あ
る

。
こ

う
し

た
立

場
か
ら

も
本

日
の

セ
ッ

シ
ョ

ン
を

通
じ

て
、

栄
養

の
U

H
C
へ

の

統
合

に
関

す
る

国
際

的
基

金
が

一
層

高
ま

る
、

S
D

G
sの

達
成
に

向
け

た
取

り
組

み
が

世
界

中
で

加
速

化
し

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
て

い
る

。

2
W
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O

D
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D
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m

en
t

良
質

な
栄

養
は

、
基

本
的

な
ニ

ー
ズ

で
あ

り
人

権
、

そ
し

て
健

康
と

幸
福

の
基

本
。

U
H

C
を

実
現

さ
せ

る
た

め
に

は
、

誰
も

が
質

の
高

い
栄

養

を
得

ら
れ

る
よ

う
に

し
な

く
て

は
な

ら
な

い
が

、
残

念
な

が
ら

現
在

は
そ

う
な

っ
て
い

な
い

。
費

用
対

効
果

の
高

い
栄

養
介

入
が

栄
養

を
必

要

と
す

る
す

べ
て

の
人

に
提

供
さ

れ
て

い
な

い
。

医
療

シ
ス

テ
ム

の
弱

点
と

い
う

問
題
を

超
え

る
。

保
健

医
療

に
よ

る
栄

養
介

入
の

適
応

範
囲

は
、

従
来

の
保

健
医

療
に

よ
る

栄
養

以
外

の
サ

ー
ビ

ス
の

適
応

範
囲

よ
り

も
遥

か
に
遅

れ
て

い
る

。
例

え
ば

下
痢

を
し

た
子

ど
も

の
半

数
が

命

を
救

う
こ

と
の

で
き

る
経

口
補

水
を

受
け

て
い

る
の

に
対

し
て

、
亜

鉛
の

補
給

を
受
け

て
い

る
子

ど
も

た
ち

は
6人

に
1人

以
下

。
妊

婦
の

2/
3が

妊
婦

健
診

を
受

け
て

い
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

鉄
や

葉
酸

の
補

給
を

受
け

て
い

る
の
は

半
数

に
過

ぎ
な

い
。

U
H

C
で
栄

養
を

主
流

に
す

る
た

め

に
は

、
医

療
シ

ス
テ

ム
の

6つ
の

構
成

要
素

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

と
ガ

バ
ナ

ン
ス

、
保

健
医

療
人

材
、

保
健

医
療

財
政

、
必

須
医

薬
品

へ
の

ア
ク

セ
ス

、
保

健
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

、
保

健
医

療
情

報
シ

ス
テ

ム
の

全
体

で
の

取
り
組

み
が

必
要

。
そ

れ
ぞ

れ
国

の
保

健
シ

ス
テ

ム
は

異
な

る

が
、

6つ
の

柱
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

行
動

を
起

こ
す

こ
と

が
必

要
。

栄
養

は
国

の
保

健
計

画
に

完
全

に
統

合
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

16
7

カ
国

の
栄

養
計

画
を

分
析

を
し

た
が

、
保

健
分

野
の

明
確

な
目

標
を

述
べ

て
い

る
の
は

94
カ

国
の

み
だ

っ
た

。
多

く
の

場
合

、
こ

れ
ら

の
計

画

は
公

衆
衛

生
上

の
優

先
事

項
の

一
部

に
対

応
で

き
て

い
な

い
。

低
所

得
国

で
は

、
貧
血

、
低

出
生

体
重

児
、

発
育

阻
害

が
み

ら
れ

る
。

高
所

得

国
で

は
母

乳
育

児
が

軽
視

さ
れ

が
ち

で
あ

る
。

良
い

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
に

は
十
分

な
数

の
栄

養
専

門
家

が
必

要
。

平
均

す
る

と
世

界
で

訓

練
を

受
け

た
栄

養
専

門
家

は
人

口
10

万
人

あ
た

り
2.

3人
し

か
い

な
い

。
少

な
く

と
も

10
万

人
あ

た
り

10
人

以
上

は
必

要
。

こ
れ

は
世

界
中

で

問
題

と
な

っ
て

お
り

、
W

H
O
の

基
準

を
満

た
し

て
い

る
の

は
23

カ
国

の
み

。
栄

養
士

へ
の

投
資

を
増

や
し

た
国

は
栄

養
指

標
の

改
善

に
成

功
し

て
い

る
。

既
に

投
資

の
研

究
は

あ
っ

た
が

、
直

接
的

な
栄

養
介

入
へ

の
投

資
を

増
や
す

必
要

が
あ

る
。

デ
ー

タ
の

あ
る

48
カ

国
で

は
、

政
府

の

平
均

支
出

は
一

人
当

た
り

わ
ず

か
1.

87
ド

ル
。

全
て

の
疾

病
カ

テ
ゴ

リ
ー

の
中

で
最
も

低
い

。
ド

ナ
ー

か
ら

の
投

資
も

わ
ず

か
一

人
当

た
り

1.
11

ド
ル

。
忘

れ
て

は
い

け
な

い
の

は
、

1ド
ル

の
投

資
に

対
し

て
16

ド
ル

の
リ

タ
ー

ン
が

あ
る

と
い

う
こ

と
。

非
常

に
高

い
投

資
効

果
で

あ

る
。

投
資

額
を

増
や

す
第

一
歩

は
コ

ス
ト

を
か

け
て

栄
養

計
画

を
立

て
る

こ
と

。
そ
れ

を
持

っ
て

い
る

国
は

半
分

に
も

満
た

な
い

。
ま

た
、

デ
ー

タ
と

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
シ

ス
テ

ム
が

必
要

。
低

所
得

国
で

は
、

適
切

な
栄
養

情
報

が
不

足
し

て
い

る
。

例
え

ば
妊

娠
中

の
鉄

や
葉

酸

の
補

給
に

関
し

て
の

デ
ー

タ
を

定
期

的
に

取
集

し
て

い
る

国
は

18
カ

国
し

か
な

い
。

成
長

の
た

め
の

栄
養

サ
ミ

ッ
ト
は

、
栄

養
を

U
H

C
の

柱
と

し
て

強
化

す
る

ま
た

と
な

い
機

会
。

必
要

不
可

欠
な

栄
養

に
関

す
る

活
動

を
保

健
分
野

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

確
実

に
組

み
込

む
た

め
の

政

治
的

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
と

そ
れ

ら
を

提
供

で
き

る
保

健
医

療
従

事
者

を
必

要
と

し
て
い

る
。

栄
養

サ
ー

ビ
ス

に
資

金
を

提
供

す
る

た
め

の
リ

ソ
ー

ス
と

コ
ス

ト
の

か
か

っ
て

い
る

栄
養

計
画

に
明

確
な

を
必

要
と

し
て

い
る

。
栄
養

製
品

へ
の

継
続

的
な

ア
ク

セ
ス

、
こ

れ
ら

の
サ

ー
ビ

ス

の
計

画
と

追
跡

を
可

能
と

す
る

情
報

シ
ス

テ
ム

が
必

要
。

本
日

の
セ

ッ
シ

ョ
ン

で
は
こ

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
よ

う
と

し
て

い
る

パ
ー

ト
ナ

ー
に

焦

点
を

当
て

て
い

る
。

皆
様

の
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
楽

し
み

に
し

て
い

る
。
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ス
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内
容

3
キ

ル
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ス
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国

D
r.

 N
u

ri
d

a
 

E
rk

in
b

ek
ov

n
a

H
ea

d
 o

f 
D

ep
a

rt
m

en
t 

on
 M

ed
ic

a
l 

C
a

re
 O

rg
a

n
iz

a
ti

on
 a

n
d

 P
ol

ic
y,

 
M

in
is

tr
y 

of
 H

ea
lt

h

発
表
す

る
機

会
を

く
だ

さ
り

感
謝

を
申

し
上

げ
る

。
2

0
3

0
年
ま

で
に

U
H

C
の

導
入

の
条

約
に

加
盟

し
、

U
H

C
導

入
を

目
指
し

て
力

を
尽

く
し

て
い
る

。
キ

ル
ギ

ス
で

は
栄

養
不

良
に

お
い

て
微

量
栄

養
素

の
不

足
、

肥
満

の
問

題
が
み

ら
れ

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
は

経
済

に
深

刻
な

影
響

を
与

え
、
特

に
女

性
と

子
ど

も
の

栄
養

に
大

き
な

影
響

を
与

え
た

。
キ

ル
ギ

ス
政

府
の

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

は
、

農
業

省
、

保
健

省
、

S
U

N
に

参
加

し

て
い
る

加
盟

国
と

協
力

し
て

栄
養

状
態

の
改

善
を

目
指

し
て

い
る

。
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
は

、
妊

婦
の

鉄
欠

乏
貧

血
を

2
0

3
0
年

ま
で

に
3

0
%
か

ら

2
0

%
に

減
ら

す
こ

と
を

目
指

す
。

全
て

の
妊

婦
が

鉄
剤

と
葉

酸
を

医
療

現
場

で
受

け
取
れ

る
べ

く
尽

力
し

て
い

る
。

栄
養

状
態

の
改

善
に

向
け

て
2

0
5

0
年

ま
で

に
策

定
し

た
政
策

、
法

律
の

実
施

を
目

指
し
て

い
る

。
そ

の
法

律
の

中
で

は
安

全
な

食
料

、
栄

養
状

態
の

改
善

が
規

定
さ

れ
て

い
る
。

食
料

の
安

全
保

障
、

栄
養

状
態

の
改

善
の

戦
略

も
立

て
て

い
る

。
母

乳
代

用
製
品

の
品

質
、

栄
養

改
善

に
向

け
て

の
国

家
戦

略
の

実

施
、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

策
定

、
抗

生
物

質
の

利
用

に
つ

い
て

の
法

整
備

も
進

め
て

い
る
。

第
一

次
医

療
の

シ
ス

テ
ム

改
善

も
進

め
て

お
り

、
保

健
省
は

栄
養

を
第

一
次

医
療

の
段

階
の

医
療

サ
ー

ビ
ス

に
導

入
す

る
こ

と
を

目
指

し
て
い

る
。

第
一

次
医

療
の

現
場

に
お

い
て

栄
養

補
給

を
行

う
こ
と

だ
が

、
ル

ー
テ

ィ
ン

と
な

っ
て

い
る

医
療

サ
ー

ビ
ス

に
栄

養
指

導
を

含
む

こ
と
。

さ
ら

に
給

食
を

提
供

す
る

学
校

を
増

や
す

こ
と

を
目

指
す
。

2
0

3
0
年

ま
で

に
給

食
の
適

正
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

含
ま
れ

て
い

る
学

校
を

現
在

の
6

0
%
か

ら
9

0
%
に

増
や

す
目

標
を

立
て

て
い

る
。

国
の

予
算
か

ら
栄

養
改

善
に

使
う

資
金

の
流

れ
の

透
明

化
を

保
証

す
る

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を
立

て
て

い
る

。
ド

ナ
ー

諸
国

に
こ

の
栄

養
に

使
う

投
資

を
増
や

す
よ

う
呼

び
か

け
る

。

4
ガ

ー
ナ

共
和

国
M

rs
. M

a
ry

 M
p

er
eh

D
ir

ec
to

r 
D

ev
el

op
m

en
t 

P
ol

ic
y 

a
n

d
 

P
la

n
n

in
g 

D
iv

is
io

n
 a

n
d

 S
U

N
 

T
ec

h
n

ic
a

l 
F

oc
a

l 
P

oi
n

t

2
0

5
0
年

ま
で

に
栄

養
を

U
H

C
の

一
部
に

し
て

い
く

と
い

う
目

標
。

1
)母

乳
育

児
に

関
し

て
、

新
生

児
は

5
2

%
か

ら
8

0
%

 、
６

ヶ
月

未
満
の

乳
児

を
4

3
%
か

ら
6

2
%
に
増

や
す

。

2
)5
歳

未
満

の
子
ど

も
た

ち
の

発
育

阻
害

を
2

1
%
か

ら
1

4
%
、

子
ど

も
の
消

耗
症

を
5

%
未

満
に

す
る

、
1

8
歳

以
上

の
女

性
の

過
体

重
を

4
1

%
か

ら
1

7
%
、

肥
満

を
1

6
%

 か
ら

7
%
に

、
5
歳

未
満

の
貧

血
を

1
2

%
か

ら
8

%
、

出
産

年
齢

の
女

性
の

貧
血

を
2

1
%
か

ら
1

4
%
に

減
ら

し
て

い
く
。

3
)ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

関
わ

り
を

最
大

化
し

て
、

最
低

で
も

1
8
ヶ

月
の

母
乳

期
間

を
設

け
る
こ

と
。

持
続
可

能
な

健
康

な
食

生
活

を
2

0
2

3
年

ま
で

に
実

現
し

て
い
く

。
そ

の
中

で
食

品
と

飲
料

品
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

力
を

活
用

し
て

い
く

。
栄

養
素
の

バ
ラ

ン
ス

シ
ス

テ
ム

を
実

現
し

て
い

く
た

め
の

食
品

を
基

本
と

し
た

政
策

を
実
施

し
て

い
く

。
2

0
2

5
年

ま
で

に
灌

漑
や

農
業

政
策

を
通

じ
て
特

に
野

菜
の

生
産

を
増

や
し

、
2

0
2

0
年

レ
ベ

ル
か

ら
2

5
%
増

や
す

。
早

期
警

鐘
シ
ス

テ
ム

を
導

入
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
素

早
く

タ
イ

ム

リ
ー
に

問
題

に
つ

い
て

警
鐘

し
て

い
く

。
2

0
2

0
年

に
比

べ
て
災

害
対

応
能

力
を

強
化

し
て

い
く

。
最

も
脆

弱
な

家
庭

に
手

を
差

し
伸

べ
て

い

く
。
栄

養
金

融
の

強
化

も
図

る
。

そ
の

中
で

投
資

計
画

、
栄

養
を

取
り

入
れ

た
政

策
を
立

案
し

て
い

く
。

リ
ソ

ー
ス

も
栄

養
強

化
の

た
め

に
配

分
し
て

い
く

。
国

家
予

算
も

1
3

.5
%
栄

養
関

連
で

増
や

す
。

今
後

5
年

で
5

5
0
万

ド
ル

を
今

後
栄

養
に

関
す

る
商

品
の

購
入

の
た

め
に

分
配

し
て

い
く
。

食
料

シ
ス

テ
ム

、
栄

養
の

ガ
バ

ナ
ン

ス
を

強
化

す
る

た
め

に
我

々
の

予
算

計
画
に

栄
養

と
い

う
視

点
を

取
り

込
ん

で
い

く
。

セ
ク

タ
ー

連
携
に

よ
っ

て
我

々
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

す
べ

て
の

レ
ベ

ル
で

実
施

す
る

。

5
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
共

和

国

M
s.

 D
a

n
n

e 
Y

a
k

el
in

e 
C

h
á

ve
z

M
in

is
te

r 
of

 G
ov

er
n

m
en

t 
G

en
er

a
l 

C
oo

rd
in

a
ti

on
 i

n
 t

h
e 

S
oc

ia
l 

C
a

b
in

et

ホ
ン
ジ

ュ
ラ

ス
は

あ
ら

ゆ
る

形
態

の
栄

養
不

良
を

根
絶

す
る

べ
く

努
力

を
し

て
き

た
が
、

5
歳

未
満

児
や

出
産

年
齢

の
女

性
の

慢
性

的
栄
養

不

足
、
過

体
重

、
肥

満
、

貧
血

の
割

合
は

ま
だ

高
い

。
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
政

府
は

食
料

と
栄
養

の
不

安
定

に
対

処
し

よ
う

と
2

0
3

0
年

ま
で

の
食

料
及

び
栄
養

の
国

家
戦

略
を

立
て

、
全

ホ
ン

ジ
ュ

ラ
ス

人
が

適
切

な
食

物
と

栄
養

に
ア

ク
セ
ス

で
き

る
よ

う
に

新
た

な
行

動
の

枠
組

み
を

打
ち

出
し

た
。
持

続
可

能
な

食
料

シ
ス

テ
ム

に
沿

っ
て

生
産

さ
れ

た
食

物
と

危
機

・
気

候
変

動
に
レ

ジ
リ

エ
ン

ト
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
構

築
を

促
進

す

る
。
我

が
国

の
政

策
に

は
栄

養
を

摂
取

す
る

た
め

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
が

含
ま

れ
て
い

る
。

そ
の

目
標

は
2

0
3

0
年

ま
で

に
国

民
の

生
涯

を
通

じ
た
ニ

ー
ズ

に
対

処
す

る
こ

と
に

よ
り

あ
ら

ゆ
る

形
態

の
栄

養
不

良
を

な
く

す
こ

と
。
特

に
慢

性
的

栄
養

不
足

、
発

育
阻

害
、

5
歳

未
満
児

の
体

重
不
足

や
過

体
重

、
出

産
年

齢
の

女
性

の
過

体
重

や
肥

満
、

女
性

や
子

ど
も

の
貧

血
、
食

事
に

関
連

す
る

非
一

過
性

疾
患

の
負

荷
の

軽
減

を
視

野
に
入

れ
て

い
る

。
我

が
国

の
こ

の
よ

う
な

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
は

国
連

の
栄

養
に

関
す
る

1
0
年

間
行

動
、

W
H

O
の

非
一
過

性
疾

患
の

予
防

と
抑

制
の
た

め
の

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
実

行
及

び
S

D
G

sの
2
で

あ
る

飢
餓

を
ゼ

ロ
に

す
る

目
標

に
沿

っ
て

引
き

受
け

た
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

と
合

致

し
て
い

る
。

こ
の

度
の

栄
養

サ
ミ

ッ
ト

の
枠

組
み

で
ホ

ン
ジ

ュ
ラ

ス
は

あ
ら

ゆ
る

形
態
の

栄
養

不
良

を
撲

滅
す

る
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
再

確
認

し
、
そ

の
た

め
に

健
康

分
野

で
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

優
先

し
つ

つ
、

国
連

シ
ス

テ
ム
の

諸
機

関
、

学
会

、
民

間
、

政
府

等
様

々
な

プ
レ

イ

ヤ
ー
と

話
し

合
う

プ
ロ

セ
ス

を
実

行
す

る
。

・
第
１

の
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

：
栄

養
の

た
め

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

実
行

の
加

速
。

5
歳

未
満

児
の

発
育
阻

害
の

削
減

、
栄

養
が

欠
乏
し

て
い

る
国
民

の
中

で
も

母
親

へ
の

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

タ
ン

パ
ク

質
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

供
給
、

母
親

へ
の

微
量

栄
養

素
の

補
充

、
5
歳

未
満

児
へ

の
ビ

タ
ミ
ン

A
の

補
充

、
母

乳
の

奨
励

、
亜
鉛

の
予

防
的

補
充

、
難

局
時

の
食

料
供

給
、

急
性

栄
養

欠
乏

に
備

え
た

サ
プ

リ
メ
ン

ト
等

。
栄

養
情

報
シ

ス
テ
ム

の
構

築
、

早
期

警
告

を
見

据
え

た
栄

養
監

視
シ

ス
テ

ム
の

構
築

、
さ

ら
に

母
乳
代

替
ミ

ル
ク

の
取

引
に

関
す

る
国

際
法

と
合

致
さ

せ
る

た
め
、

現
行

の
母

乳
法

を
改

正
す

る
法

案
の

承
認

を
目

指
し

て
い

る
。

・
第

2
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

：
5
歳

未
満

児
の

過
体

重
を

削
減

し
、

女
性

の
過

体
重

と
肥

満
を

抑
制
す

る
。

加
工

食
品

、
超

加
工

食
品

を
規

制
す

る
法
律

の
立

案
と

承
認

を
目

指
し

、
学

校
に

着
目

し
た

食
物

栄
養

教
育

戦
略

を
立

て
実
行

す
る

。
国

民
が

栄
養

を
入

手
で

き
る

こ
と

を
保

証
す

る
た
め

の
義

務
だ

が
、

平
和

時
に

我
々

の
伝

統
と

文
化

を
保

つ
こ

と
も

義
務

で
あ

る
。
誰

一
人

取
り

残
さ

な
い

す
べ

て
の

人
の

考
慮

を
し

て
全

員
の
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

に
よ

っ
て

の
み

目
標

が
達

成
で

き
る

。
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養

と
UH

C）
(3

)
N

o.
国
・

団
体
・
企
業

名
氏
名

役
職

ス
ピ
ー
チ
内

容

6
南
ス
ー
ダ

ン
共
和
国

D
r.

 V
ic

to
ri

a
 A

n
ib

 M
a

ju
r

U
n

d
er

se
cr

et
a

ry
, t

h
e 

M
in

is
tr

y 
of

H
ea

lt
h

1
0
人
の
う

ち
3
人

の
子
ど
も
が

慢
性
的
な
栄

養
不
良
に
な

っ
て
お
り
、

発
育
阻
害
が

起
き
て
い
る

。
経
済
的
影

響
も
大
き
く

出
て
い
る
。

低
体
重

の
問

題
も
あ
る
。

問
題
と
し
て

は
食
料
不
安

全
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
っ

て
大
き
な
影

響
が
出
て

全
体
的
な
危

機
が
起
き
て

い
る
。
こ
れ

に
よ
っ

て
我

々
は
栄
養
問

題
に
つ
い
て

も
様
々
な
パ

ー
ト
ナ
ー
の

支
援
を
得
て

、
こ
の
よ
う

な
緊
急
事

態
で
の
対
応

を
応
用
し
て

い
る
。

S
U

N
 

m
ov

em
en

tに
は

2
0

1
8
年
か
ら
参
加

し
て
い
る
。

政
策
や
戦

略
を
行
な
い

、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
レ
ベ
ル

か
ら
医
療
施

設
に
至
る
ま

で
計
画
を
立

て

て
い

る
。
我
々
の

コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
は

S
D

G
sの

2
0

3
0
年

目
標
を
達
成

す
る
こ
と
、

2
0

0
5
年
の
決
議
を

実
施
し
て
い

く
こ
と
で
、

主
要
な
優
先

領
域

を
定
め
て
い

る
。

1
つ
は

5
歳
未

満
の
子
ど
も

の
発
育
阻

害
を

2
0

2
0
年
の

1
6

.2
%
か
ら

2
0

3
0
に
は

5
%
に
減
ら
す

こ
と
。

5
歳

以
上
の
発
育

阻

害
を

2
0

2
0
年

の
1

5
.1

%
か
ら

2
0

3
0
年
の

1
0

%
に
す
る
こ

と
。
こ
れ
を

達
成
す
る
た

め
に
食
料
栄

養
政
策
を
実

施
し
て
い
く

。
ア
カ
ウ
ン

タ
ビ
リ

テ
ィ

を
重
視
し
栄

養
予
算
を
全

体
の

2
%
か
ら

1
0

%
へ
と
増
や

し
て
い
く
。

協
力
関
係
、

社
会
的
保
護

、
栄
養
介
入

も
必
要
。
南

ス
ー
ダ
ン
で

は

ま
ず

は
効
率
を
向

上
さ
せ
る
こ

と
に
注
力
し

て
い
る
。
我

々
政
府
は
、

こ
う
し
た
コ

ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
立
て

、
全
て
の
関

係
省
庁
が

2
国
間
パ
ー

ト
ナ

ー
、
多
国
間

パ
ー
ト
ナ
ー

と
と
も
に
栄

養
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
を

さ
ら
に
規
模

を
拡
大
し

て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る

。

7
モ
ン
ゴ
ル

国
D

r.
 B

ol
or

m
a

a
 N

or
ov

S
en

io
r 

R
es

ea
rc

h
er

, N
u

tr
it

io
n

 
D

ep
a

rt
m

en
t,

 N
a

ti
on

a
l 

C
en

tr
e 

fo
r 

P
u

b
li

c 
H

ea
lt

h

こ
の

よ
う
な
機
会

を
い
た
だ
き

感
謝
を
申
し

上
げ
る
。

2
0

3
0
年

ま
で
に
モ
ン

ゴ
ル
の
健
康

省
は
貧
血
の

減
少
、

5
歳
未
満
児
の

発
育
阻
害
を

2
0

%
に
減
ら
す
こ

と
、
肥
満
児

を
増
や
さ
な

い
こ
と
に
コ

ミ
ッ
ト
す
る

。
こ
れ
は
、

健
康
的
な

食
事
を
促
進

し
、
不
健
康

な
食
べ
物
や

飲
み
物

の
販

売
を
制
限
す

る
こ
と
に
よ

り
、
基
本
的

な
栄
養
サ
ー

ビ
ス
を
一
次

医
療
パ
ッ
ケ

ー
ジ
に
完

全
に
統
合
す

る
こ
と
に
よ

り
達
成
さ
れ

る
。
こ

の
中

で
食
品
、
農

業
、
教
育
と

い
う
各
省
庁

が
連
携
し
て

消
費
者
の
保

護
を
行
う
。

制
度
化
し

た
検
査
も
行

う
。
国
際
的

な
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ

プ
も

得
た
い
と
考

え
て
い
る
。

S
D

G
sの

ゴ
ー
ル

に
関
し
て
は

モ
ン
ゴ
ル
と

し
て
も

U
H

C
に
コ
ミ
ッ
ト

す
る
こ
と
で

達
成
し
て
い

き
た
い
。
モ

ン
ゴ

ル
は

5
歳
未
満
の
子

ど
も
の
貧
血

を
2

7
%
か
ら

2
1

%
、
発
育

阻
害
を

9
%
か
ら

7
%
に

減
ら
す
こ
と

、
妊
婦
に
対

し
て

T
en

 S
te

p
s 

to
 

S
u

cc
es

sf
u

l 
B

re
a

st
fe

ed
in

gを
実
施

す
る
こ
と
を

コ
ミ
ッ
ト
す

る
※
。
こ
う

い
っ
た
栄
養

に
関
す
る
ゴ

ー
ル
は
こ
れ

か
ら
話
す
重

要
な
ア
ク

シ
ョ

ン
が
鍵
で
あ

る
。
若
い
子

ど
も
た
ち
、

授
乳
中
の
女

性
、
若
い
女

性
を
対
象
に

し
っ
か
り

と
し
た
政
策

を
行
う
。
モ

ン
ゴ
ル
で
は

毎
年
多

く
の

資
金
を
投
入

し
て
全
体
の

ヘ
ル
ス
ケ
ア

活
動
、
モ
ン

ゴ
ル
の

2
1
の
省

、
ウ
ラ
ン
バ

ー
ト
ル
の
市

を
通
じ
て
栄

養
管
理
、
改

善
の
た
め
の

活

動
を

し
て
い
る
。

栄
養
相
談
シ

ス
テ
ム
を
モ

ン
ゴ
ル
の
ヘ

ル
ス
ケ
ア
パ

ッ
ケ
ー
ジ
の

一
環
に
組

み
込
ん
で
い

る
。
母
乳
を

成
功
さ
せ
る

た
め
の

プ
ロ

グ
ラ
ム
を
ヘ

ル
ス
ケ
ア
に

取
り
込
む
こ

と
。
ヘ
ル
ス

ケ
ア
ワ
ー
カ

ー
は
栄
養
に

関
す
る
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

を
受
け
る
こ

と
が
求
め
ら

れ
て
い

る
。

昨
年
子
ど
も

た
ち
の
成
長

の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
を
含

め
て
こ
の
栄

養
改
善
を

進
め
て
い
る

。

日
本

政
府
と

N
4

G
の
事

務
局
に
感
謝

を
申
し
上
げ

る
。

※
英

語
に
よ
る
通

訳
で
は
「
栄

養
不
良
の
子

ど
も
た
ち
の

割
合
を
2
7
%
か
ら
2
1
%
に
減

ら
し
て
い

き
た
い
。
」

と
な
っ
て
い

た

8
ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
連
邦

共
和
国

H
.E

. D
r.

 E
. O

sa
gi

e 
E

h
a

n
ir

e
M

in
is

te
r 

of
 H

ea
lt

h

ナ
イ

ジ
ェ
リ
ア
は

5
歳
未

満
の
子
ど
も

の
発
育
阻
害

率
が
世
界
で

2
番
目
に

高
い
。
急
性

発
育
栄
養
不

良
も
非
常
に

高
い
状
況
で

あ
り
、
妊
娠

可

能
な

年
齢
の
女
性

た
ち
も
急
性

栄
養
不
良
に

苦
し
ん
で
い

る
。
子
ど
も

が
生
ま
れ
て

か
ら

1
0

0
0
日
と
い

う
重
要
な
時

期
で
の
栄
養

の
確
保
が
将

来
に

と
っ
て
非
常

に
重
要
。
経

済
の
成
長
に

と
っ
て
も
重

要
に
な
る
。

我
々
の
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン

ト
は

2
0

2
0
年

1
1
月
に
策
定

し
た
。

1
)子

ど
も

の
発
育
阻
害

を
現
在
の

3
7

%
か
ら

2
0

3
0
年
ま

で
に

2
5

%
に

減
ら
す
。

2
)2

0
2

2
年
ま
で
に

M
ed

iu
m

- 
T

er
m

 E
xp

en
d

it
u

re
 F

ra
m

ew
or

k
 (

M
T

E
F

-F
S

P
)に

栄
養
を

統
合
し
、
優

先
順
位
を
付

け
る
。

3
)食

料
と

栄
養
に
関
す

る
国
家
多
部

門
行
動
計
画

の
た
め
の
定

期
的
な
年
次

優
先
行
動
を

策
定
し
、

2
0

2
5
年

ま
で
に
実
施

を
確
保
す
る

。

4
)2
億

3
2

0
0
万
ド
ル
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ

を
通
じ
て
、

世
界
銀
行
が

ア
シ
ス
ト
す

る
多
部
門
の

A
cc

el
er

a
ti

n
g 

N
u

tr
it

io
n

 R
es

u
lt

s
(A

N
R

IN
) 
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
に
取
り

組
ん
で
い
る

。
2

0
2

3
年
ま
で
に
、

妊
娠
中
お
よ

び
授
乳
中
の

女
性
、
思
春

期
の
少
女
、

お
よ
び

5
歳

未
満

の
子
供
の
た

め
の
質
が
高

く
費
用
効
果

の
高
い
栄
養

サ
ー
ビ
ス
の

利
用
を
増
や

す
。

5
)ナ

イ
ジ

ェ
リ
ア
は
、

連
邦
保
健
省

に
栄
養
の
た

め
の
予
算
ラ

イ
ン
を
作
成

し
た
。

 2
0

1
7
年
以

来
、
重
度
の

急
性
栄
養
失

調
の
治
療
の

た
め
に

す
ぐ

に
使
え
る
治

療
用
食
品

R
ea

d
y-

to
-U

se
 T

h
er

a
p

eu
ti

c 
F

oo
d
（

R
U

T
F
）
の
調
達
に

合
計

5
0

0
万

米
ド
ル
を
約

束
し
、
こ
の

コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト

を
2

0
2

3
年
ま
で
維

持
す
る
。

9
F

H
I 

S
ol

u
ti

on
s

D
r.

 N
a

d
ra

 F
ra

n
k

li
n

M
a

n
a

gi
n

g 
D

ir
ec

to
r

我
々

の
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
は

3
3

0
0
万

ド
ル
の
資
金

的
な
約
束
、

政
策
変
革
の

た
め
の
活
動

を
し
て
世
界

レ
ベ
ル
で
、

国
レ
ベ
ル
で

も
貧
血
、
母

乳
育

児
、
発
育
阻

害
、
消
耗
症

を
改
善
す
る

目
標
を
達
成

す
る
こ
と
。

1
0

0
0

D
a

ys
や

A
li

ve
 &

 T
h

ri
ve

 a
n

d
 I

n
ta

k
e等

、
こ
う
し
た
努

力
は
エ

ビ
デ

ン
ス
ベ
ー
ス

の
規
模
拡
大

が
可
能
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
に
な
る
。

こ
う
し
た
努

力
は
保
健

シ
ス
テ
ム
の

6
つ
の
柱

に
沿
っ
て
い

る
。
具
体
的

に
は

バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
ブ
ル

キ
ナ
フ
ァ
ソ

、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
コ
ー
ド

ジ
ボ
ワ
ー
ル

ワ
ー
ル
、

エ
チ
オ
ピ
ア

、
イ
ン
ド
、

イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、

ジ
ョ

ー
ダ
ン
、
ケ

ニ
ア
、
ヨ
ル

ダ
ン
、
ラ
オ

ス
、
マ
ダ
ガ

ス
カ
ル
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
、

ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
、
ニ
ジ

ェ
ー
ル
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド

、
フ
ィ

リ
ピ

ン
、
ベ
ト
ナ

ム
、
ザ
ン
ビ

ア
、
ア
メ
リ

カ
等
で
全
て

の
子
ど
も
と

女
性
が
良
質

な
栄
養
に

ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
、

こ
れ
は
生
存

の
た
め

だ
け

で
な
く
繁
栄

す
る
た
め
に

活
動
し
て
い

る
。
ブ
ル
キ

ナ
フ
ァ
ソ
で

は
、
保
健
省

と
家
族
栄

養
省
と
協
力

し
て
新
生
児

の
早
期
に
お

け
る
栄

養
確

保
を
支
援
し

て
い
る
。
重

要
な
の
は
、

h
ea

lt
h

 w
or

k
fo

rc
eが

母
乳
育

児
と
新
生
児

の
栄
養
を
サ

ポ
ー
ト
す
る

た
め
に
不
可

欠
な
知
識
と

ス

キ
ル

を
持
つ
こ
と

。
2

6
0
人
の

ヘ
ル
ス
ワ
ー

カ
ー
が
妊
産

婦
ケ
ア
、
新

生
児
ケ
ア
に

当
た
っ
て
い

る
。
エ
ビ
デ

ン
ス
ベ
ー
ス

の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ

か
ら

教
訓
を
引
き

出
し
、
各
国

政
府
、
地
元

の
市
民
社
会

の
リ
ー
ダ
ー

と
協
力
し
な

が
ら
栄
養

の
行
動
と
サ

ー
ビ
ス
が
手

頃
な
価
格
で

全
て
の

シ
ス

テ
ム
の
中
で

手
に
入
る
も

の
に
す
る
た

め
の
活
動
を

し
て
い
る
。
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T
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⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
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栄
養

と
UH

C）
(4

)
N

o.
国
・

団
体

・
企

業
名

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ

内
容

D
r.

 N
a

d
ra

 F
ra

n
k

li
n
：

日
本

政
府
の

皆
様

に
感

謝
を

申
し

上
げ
る

。
全

て
の

生
命

が
平

等
の

価
値
が

あ
る

こ
と

を
信

じ
る

の
で
あ

れ
ば

、
栄

養
を

世
界

、
国

、
地

域
の

ト
ッ

プ
プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ
と

す
る

べ
き
。

そ
の

た
め

こ
の

サ
ミ

ッ
ト

は
非
常

に
重

要
で

あ
る

。
こ

の
理
念

を
実

践
し

て
い

く
た

め
に

は
、

栄
養

を
直

接
保
健

シ
ス

テ
ム

に
全

て
の

ス
テ
ッ

プ
で

盛
り

込
む

必
要

が
あ

る
。
全

て
の

シ
ス

テ
ム

の
基

盤
は
人

々
の

免
疫

シ
ス

テ
ム

の
強

化
に

か
か

っ
て

い
る
た

め
。

健
康

は
最

初
か

ら
守
れ

る
も

の
で

は
な

い
。

ま
ず

疾
病
を

治
し

、
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
を
防

ぐ
こ

と
。

そ
う

す
る

こ
と

で
よ

り
良

い
健

康
を
生

み
出

す
。

そ
の

た
め

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

す
る

と
い

う
選

択
を
し

た
の

で
あ

れ
ば

今
後

実
践
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

我
々

の
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン

ト
は

、
2

0
3

0
年
ま

で
に

少
な

く
と

も
4

4
0
万
件

の
発

育
不

良
を
防

ぎ
、

少
な

く
と

も
6

0
0

0
件
人

の

貧
血

を
防

ぎ
、

年
間

少
な

く
と

も
1
億

5
0

0
0
万

の
子

ど
も
た

ち
が

２
回

ビ
タ

ミ
ン

A
の
投

与
を

受
け

る
よ

う
に

し
、
ビ

タ
ミ

ン
A
カ
プ

セ
ル
の

世

界
的

な
供

給
を

提
供

お
よ

び
調

整
す
る

。
栄

養
サ

ミ
ッ

ト
の

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
実

践
し

て
い

く
た
め

に
は

各
国

の
パ

ー
ト

ナ
ー
の

存
在

が
重

要
。

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
に

対
し

て
し
っ

か
り

と
資

金
を

当
て

る
こ
と

が
重

要
。

世
界

銀
行

、
ア

ジ
ア
開

発
銀

行
等

様
々

な
開

発
銀
行

や
ド

ナ
ー

は
全

面
的

に
栄

養
ス

マ
ー

ト
ポ

ー
ト
フ

ォ
リ

オ
を

持
つ

べ
き

。
人
類

の
発

展
の

た
め

に
栄

養
の

改
善
は

必
要

。
我

々
は

誰
も

取
り
残

さ
な

い
よ

り
良

い
世

界
を

目
指

す
た

め
に

ま
ず
は

栄
養

改
善

か
ら

始
め

た
い
。

M
od

er
a

to
r：

F
H

Iソ
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン

で
は

新
し

い
フ

ォ
ー
カ

ス
を

来
年

か
ら

始
め

る
。

女
性
の

た
め

の
栄

養
、

フ
ォ

ー
カ
ス

は
妊

産
婦

の
栄

養

と
ど

の
よ

う
に

異
な

る
の

か
。

D
r.

 N
a

d
ra

 F
ra

n
k

li
n
：

異
な

る
視
点

を
女

性
に

関
し

て
は

持
た
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

つ
ま

り
女
性

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

全
体
を

な
く

て
は

な
ら

な
い

と
考

え
て

い
る

。
そ

れ
に
は

エ
ビ

デ
ン

ス
が

あ
る

。
妊
娠

し
て

い
な

い
と

き
、

授
乳

し
て
い

な
い

と
き

の
女

性
も

含
め
て

考
え

て
い

か
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

栄
養

や
医
療

へ
の

ア
ク

セ
ス

は
根

本
的
な

人
権

で
あ

る
。

少
女

や
女

性
は
少

年
や

男
性

よ
り

も
栄

養
不
良

に
苦

し
む

率
が

2
倍
高

く
、

社
会

的
文
化

的
理

由
が

あ
る

。
女

性
た

ち
は
こ

の
権

利
を

主
張

す
る

こ
と
が

必
要

。
自

分
た

ち
の

た
め

だ
け
で

は
な

く
、

家
族

や
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

よ
り

良
い

福
利
の

た
め

に
重

要
。

成
長

の
た
め

の
栄

養
サ

ミ
ッ

ト
で

は
女

性
を
全

体
と

し
て

み
る

こ
と

が
必
要

。

M
od

er
a

to
r：

栄
養
に

対
し

て
機

会
を
と

ら
え

損
な

っ
て

は
な

ら
な
い

と
言

っ
た

が
、

そ
れ

は
ど

の
よ
う

な
意

味
か

。
ま

た
U

H
C
に
つ

い
て
お

伝
え

願
う

。
M

r.
 J

oe
l 

S
p

ic
er
：
我

々
の
活

動
は

ま
ず

資
金

の
準

備
で
し

っ
か

り
と

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

す
る
方

々
を

定
め

る
こ

と
。

こ
の
栄

養
不

良
か

ら
の

シ

フ
ト

を
遂

げ
て

い
く

た
め

に
は

、
意
味

の
あ

る
形

で
、

栄
養

を
切
り

口
に

し
て

生
活

の
改

善
を

し
て
い

く
。

例
え

ば
ワ

ク
チ

ン
の
摂

取
の

機
会

が
あ

れ
ば

、
そ

の
機

会
を

使
っ

て
子
ど

も
た

ち
に

ビ
タ

ミ
ン

A
を
配

布
す

る
こ

と
、

栄
養

不
良
の

子
ど

も
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン
グ

を
組

み
合

わ
せ

て

い
る

。
食

品
を

配
る

場
合

に
は

、
栄
養

を
強

化
し

た
食

品
を

配
る
。

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
も

行
い

、
ど
の

程
度

重
度

な
栄

養
不

良
が
発

生
し

て
い

る
家

庭
と

同
時

に
調

査
す

る
。

教
育
も

同
様

。
教

育
に

投
資

を
す
る

と
い

う
こ

と
、

子
ど

も
た

ち
の
将

来
に

投
資

を
す

る
こ

と
は
同

様
。

こ
の

栄
養

不
良

に
関

し
て

は
改

善
は

し
っ
か

り
と

遂
げ

る
こ

と
が

で
き
る

し
、

栄
養

改
善

の
暁

に
は

U
H

C
に
移

行
し

て
い

く
た

め
の

道
筋

を
つ
け

て

い
く

こ
と

が
重

要
。

1
1

S
ta

n
d

in
g 

T
og

et
h

er
 

fo
r 

N
u

tr
it

io
n

（
S

T
fN

）

D
r.

 S
a

sk
ia

 O
se

n
d

a
rp

E
xe

cu
ti

ve
 D

ir
ec

to
r 

of
 

M
ic

ro
n

u
tr

ie
n

t 
F

or
u

m
 a

n
d

 S
T

4
N

 
co

-c
on

ve
n

or

コ
ロ

ナ
禍

は
非

常
に

ひ
ど

い
状

況
で
あ

り
、

栄
養

に
お

い
て

ダ
ブ
ル

の
影

響
が

起
き

て
い

る
。

栄
養
サ

ー
ビ

ス
が

コ
ロ

ナ
の

影
響
を

受
け

て
い

て
、

食
品

シ
ス

テ
ム

に
お

い
て

栄
養
の

あ
る

食
品

が
届

け
ら

れ
な
い

状
況

に
な

っ
て

い
る

。
S

T
4

N
と

し
て

は
世

界
の

栄
養
と

食
品

の
エ

キ
ス

パ
ー

ト
が

集
ま

っ
て

微
量

栄
養

素
等
の

提
供

を
栄

養
不

良
の

子
ど
も

た
ち

へ
届

け
る

活
動

を
し

て
い
る

。
2

0
2

1
年
以

降
、

1
3

6
0
万
人

の
消

耗
症

の
子

ど
も

た
ち

、
発

育
阻

害
の

子
ど
も

た
ち

、
4

8
0
万

人
の
妊

婦
の

貧
血

が
増

加
し

て
お

り
、
毎

日
2

5
0
人

以
上

の
子
ど

も
た

ち
が

栄
養

不
良

で

命
を

落
と

し
て

い
る

。
追

加
の

4
4

0
億

ド
ル

と
い

う
経

済
的
損

失
が

人
命

の
損

失
に

よ
っ

て
生
ん

で
い

る
。

こ
の

栄
養

不
良
の

デ
ー

タ
を

み
る

と

そ
の

背
景

に
あ

る
の

は
食

品
の

安
全
保

障
が

満
た

さ
れ

な
い

と
い
う

こ
と

。
U

N
IC

E
F
は

全
体

の
3

0
%
が

2
0

2
0
年

に
比

べ
る
と

栄
養

サ
ー

ビ
ス

が
損

な
わ

れ
て

い
る

と
報

告
し

て
い
る

。
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
の

間
、
デ

ル
タ

株
が

今
年

発
生

し
、

栄
養
、

食
品

サ
ー

ビ
ス

に
影

響
が
出

た
。

今
後

最
も

脆
弱

な
女

性
や

子
ど

も
た

ち
、
出

産
後

の
ケ

ア
、

ワ
ク

チ
ン
の

ケ
ア

を
通

じ
て

サ
ポ

ー
ト

し
て
い

き
た

い
。

カ
ナ

ダ
政

府
の
支

援
を

受
け

て
S

T
4

N
と
し

て
微

量
栄

養
素
の

提
供

に
関

し
て

政
策

に
沿
っ

た
活

動
を

通
じ

て
女

性
の

栄
養
強

化
を

行
っ

て
い

く
。

我
々
が

提
供

す
る

微
量

栄

養
素

フ
ォ

ー
ラ

ム
は

共
同

の
ア

ク
シ
ョ

ン
と

し
て

5
4
カ
国

の
組

織
を
代

表
す

る
参

画
を

得
て

い
る
。

1
2

In
te

rn
a

ti
on

a
l 

F
ed

er
a

ti
on

 o
f 

M
ed

ic
a

l 
S

tu
d

en
ts

’ 
A

ss
oc

ia
ti

on
s

M
r.

 M
oh

a
m

ed
 E

is
sa

L
ia

is
on

 O
ff

ic
er

 f
or

 P
u

b
li

c 
H

ea
lt

h
 

Is
su

es

1
3

0
万
人

の
医

学
生

が
国

際
医
学

生
協

会
連

盟
に

参
加

し
て
い

る
。

多
く

の
国

々
に

よ
っ

て
栄
養

が
重

要
で

あ
る

と
述

べ
ら
れ

た
。

計
画

だ
け

で

な
く

、
行

動
が

必
要

で
あ

り
、

指
標
を

評
価

す
る

こ
と

が
必

要
だ
と

。
U

H
C
を
達

成
す

る
た

め
に

は
こ
う

し
た

こ
と

が
必

要
。

栄
養

に
関
す

る

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
に

お
い

て
は
全

て
の

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー
が

協
働

し
、

将
来

の
医

療
従

事
者
が

必
要

な
知

識
、

ス
キ

ル
、
能

力
を

身
に

つ
け

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
必
要

。
そ

の
た

め
に

は
立

法
や
規

制
が

必
要

。
試

験
メ

カ
ニ

ズ
ム
、

予
算

編
成

、
そ

れ
に

よ
っ
て

医
療

従
事

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

ら
れ

る
よ

う
に
す

る
こ

と
が

必
要

。
特

に
医
療

が
ひ

っ
迫

し
て

い
る

状
況

の
ニ
ー

ズ
に

応
え

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

良
質

な
栄

養
を

全
て

の
人

が
ア

ク
セ

ス
で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
必
要

。
あ

ら
ゆ

る
形

態
の

栄
養

不
良
に

取
り

組
む

た
め

に
は

、
医
療

が
必

要
。

そ
れ

に
よ

っ
て

人
々

の
全

体
的

な
健
康

を
増

進
さ

せ
る

こ
と

が
重
要

。
こ

う
し

た
研

究
を

さ
ら

に
支
援

し
て

、
エ

ビ
デ

ン
ス

を
生
み

出
す

こ
と

も
必

要
。

ロ
ー

カ
ル

、
国

内
、

国
際
で

医
療

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し
て

い
く

こ
と

が
必

要
だ

が
、

U
H

C
を
将

来
の

世
代

で
達

成
す

る
た

め
に
は

、

栄
養

を
主

要
な

要
因

で
あ

る
と

認
識
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
栄

養
が

全
て

の
人

の
人

権
で
あ

り
、

決
し

て
贅

沢
品

で
は
な

い
こ

と
を

認
識

す
る

必
要

が
あ

る
。

1
0

N
u

tr
it

io
n

 
In

te
rn

a
ti

on
a

l
M

r.
 J

oe
l 

S
p

ic
er

P
re

si
d

en
t 

a
n

d
 C

E
O

84



S
10

 T
ab

le
. 2

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
1コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

紹
介

(1
)

N
o.

国
・
団
体

・
企
業

名
氏

名
役
職

ス
ピ
ー
チ
内

容

1
ガ
ン
ビ

ア
共
和

国
D

r.
 A

m
at

 B
ah

E
xe

cu
ti

ve
 D

ir
ec

to
r 

of
 N

at
io

na
l 

N
ut

ri
ti

on
 A

ge
nc

y 
on

 N
ut

ri
ti

on

ガ
ン
ビ
ア

は
イ
ン

パ
ク
ト
に

つ
い
て

3つ
の
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン

ト
、
政
策

、
プ
ロ

グ
ラ
ム
立

案
、
資
金

に
関
し
て

そ
れ
ぞ

れ
の

1つ
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
、
合
計

6つ
の
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
を

掲
げ
て
い

る
。
イ
ン

パ
ク
ト
に

関
し
て

は
以
下
の

通
り
。

1)
5歳

未
満
の
子
ど

も
の
発
育

阻
害
の

割
合
を

20
20

年
17

.5
%
か
ら

20
30

年
に

は
10

%
に

減
ら
す
。

2)
母
乳
育
児

を
20

20
年

54
%

 か
ら

20
30

年
に
は

70
%
に
増
や

す
。

3)
生
殖
可
能

な
女
性

に
お
け
る

貧
血
を

20
20

年
44

.3
%
か

ら
20

30
に
は

30
%
に
減

ら
す
。

政
策
に
関

し
て
は

栄
養
を
主

流
と
す
る

セ
ク
タ
ー

政
策
の

数
を

20
21

年
の

5か
ら

20
30

年
に

は
10

に
増
や
す
。

プ
ロ
グ
ラ

ム
立
案

に
関
し
て

は
微

量
栄
養
素

欠
乏
管

理
を
拡
大

す
る
。
資

金
に
関
し

て
は
栄

養
の
国
家

予
算
を

20
21

年
の

5億
ド
ル
か
ら

20
30

年
に

は
8億

ド
ル
に
増
や

す
。

2
グ
ア
テ

マ
ラ
共

和
国

M
r.

 C
es

ar
 V

in
ic

io
 

A
rr

ea
ga

 M
or

al
es

D
ep

ut
y 

M
in

is
te

r 
of

 F
oo

d 
S

ec
ur

it
y 

an
d 

N
ut

ri
ti

on

我
が
政
府

は
こ
の

サ
ミ
ッ
ト

で
、

S
D

G
sを

達
成
す
る
た

め
に
す
べ

て
の
政

府
の
努
力

を
明
確
に

す
る
貴
重

で
重
要

な
機
会
と

認
識
し
て

い
る
。
同

様
に
、
私

た
ち
は

こ
の
対
話

の
場
を
、

食
料
安
全

保
障
や

国
民
の
健

康
を
脅
か

す
栄
養
失

調
を
終
わ

ら
せ
る

行
動
と
戦

略
と
見
な

し
て
い
る

。
政
府

は
、
健
康

的
な
食

品
と
栄
養

を
保
証
す

る
た
め
の

い
く
つ

か
の
戦
略

を
立
て
て

、
推
進
し

て
い
る
。

我
々
の

戦
略
の
一

つ
は

G
re

at
 N

at
io

na
l 

C
ru

sa
de

 fo
r 

N
ut

ri
ti

on
。

こ
の
戦
略

は
、
食

料
生
産
を

優
先
す
る

こ
と
に
加

え
て
、
農

村
地
域

の
脆
弱
な

世
帯
が
健

康
な
家
庭

を
持
ち
、

食
料
農

業
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス

を
実
施
す

る
能
力
を

身
に
つ
け

、
よ
り

良
い
栄
養

状
態
を
得

ら
れ
る
よ

う
に
す
る

も
の
。

同
時
に
、

C
om

pr
eh

en
si

ve
 R

ur
al

 
D

ev
el

op
m

en
t 

P
ol

ic
y（

包
括
的
農
村

開
発
政

策
）
は
、

食
品
の
生

産
だ
け
で

な
く
、
余

剰
分
の

販
売
を
し

て
福
利
向

上
を
図
っ

て
い
る
。

こ
れ

は
、
威
厳

の
あ
る

生
活
を
送

る
こ
と
を

目
的
と
し

た
、
こ

れ
に
よ
り

首
尾
一
貫

し
た
、
達

成
可
能
な

、
特
に

人
間
と
し

て
尊
厳
の

あ
る
生
活

が
で
き

る
。
こ
れ

ら
全
て

は
明
確
な

目
的
が
あ

る
。
健
康

、
栄
養

、
地
域
組

織
の
発
展

を
適
切
に

促
進
し
、

国
の
食

料
と
栄
養

の
安
全
保

障
シ
ス
テ

ム
を
強

化
す
る
こ

と
。

3
レ
ソ
ト
王
国

H
on

. M
r.

 L
ik

op
o 

M
ah

as
e

M
in

is
te

r 
in

 t
he

 P
ri

m
e 

M
in

is
te

r’s
O

ff
ic

e

こ
の
重
要

な
サ
ミ

ッ
ト
に
お

い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
国

に
お
け

る
あ
ら
ゆ

る
形
態
の

栄
養
不
良

と
戦
う
た

め
の
コ

ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
に
つ

い
て
講
演

で
き
る

こ
と
を
光

栄
に
思

う
。
我
々

政
府
は
以

下
の
よ
う

な
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン

ト
を
し
て

い
る
。

U
H

C
に
お
い

て
、
地
域

社
会
の
栄

養
保
健

サ
ー
ビ
ス

の
強

化
に
重
点

的
に
取

り
組
ん
で

い
る
。
こ

れ
に
は
子

ど
も
の

生
後

10
00

日
の

サ
ー
ビ

ス
提
供
拡

大
、
生
後

1時
間

以
内
の
母

乳
育
児
の

推
進
、
少

な
く

と
も
生
後

6ヶ
月
の

包
括
的

な
母
乳
育

児
が
含
ま

れ
て
い
る

。
フ
ー
ド

シ
ス
テ

ム
の
変
革

に
つ
い
て

、
家
庭
の

食
料
安

全
保
障
、

食
生
活
の

多
様
性

の
強
化
に

注
力
し

て
い
る
。

こ
れ
に
は

気
候
変
動

に
配
慮

し
た
農
業

の
普
及
促

進
、
実
行

可
能
な
生

計
手
段

の
促
進
、

地
域
レ
ベ

ル
の
小
規

模
生
産

者
、
特
に

女
性
の

向
上
の
た

め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

が
含
ま

れ
る
。
シ

ョ
ッ
ク
か

ら
の
回
復

力
、
強
靭

性
を
高

め
る
た
め

に
、
脆
弱

な
状
況
に

あ
る
国

民
へ
の
シ

ョ
ッ
ク

の
影
響
を

軽
減
さ
せ

る
た
め
の

政
策
オ

プ
シ
ョ
ン

の
開
発
に

注
力
す
る

。
こ
れ
に

は
社
会

的
保
護
の

セ
ー
フ
テ

ィ
ネ
ッ
ト

に
栄
養

を
一
貫
し

て
組
み

込
む
こ
と

、
低
レ
ベ

ル
の
教
育

シ
ス
テ

ム
に
栄
養

に
配
慮
し

た
ラ
イ
フ

ス
キ
ル
を

し
っ
か

り
導
入
す

る
こ
と
が

含
ま
れ
る

。
成
長

の
た
め
の

栄
養
へ

の
取
り
組

み
を
全
面

的
に
支
持

す
る
。

我
々
が
生

き
て
い
る

間
に
飢
餓

と
栄
養
失

調
の
な

く
す
と
い

う
共
通
の

目
的
が
成

功
す
る

こ
と
を
祈

っ
て
い

る
。

4
マ
ラ
ウ

イ
共
和

国
H

on
. K

hu
m

bi
ze

 K
an

do
do

 
C

hi
po

nd
a

M
P

, M
in

is
te

r 
of

 H
ea

lt
h

20
26

年
ま
で

に
あ
ら
ゆ

る
形
態
の

栄
養
不

良
を

30
%
削
減
す
る

こ
と
を
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
す

る
。
こ
れ

を
達
成
す

る
た
め
に

政
府
は

以
下
の
こ

と

を
約
束
す

る
。
政

治
的
、
政

策
的
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン

ト
で
は

20
22

年
12

月
31

日
ま
で
に

S
U

N
3.

0、
20

63
ア
ジ
ェ
ン

ダ
等
の

国
家
的
、

世
界
的
な

ア

ジ
ェ
ン
ダ

に
合
わ

せ
て
マ
ル

チ
セ
ク
タ

ー
的
な
栄

養
政
策

と
中
核
的

戦
略
計
画

を
見
直
す

こ
と
を
約

束
す
る

。
ま
た
、

20
22

年
12

月
ま
で

に
栄
養

プ
ロ
グ
ラ

ム
や
関

連
す
る
コ

ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
の
実

施
状
況

を
追
跡
す

る
た
め
に

栄
養
モ
ニ

タ
リ
ン
グ

評
価
の

枠
組
み
を

見
直
す
こ

と
を
コ
ミ

ッ
ト
す

る
。
栄
養

が
我
が

国
の
国
家

政
策
の
開

発
ア
ジ
ェ

ン
ダ
に

お
け
る
重

要
な
優
先

分
野
と
し

て
引
き
続

き
位
置

付
け
て
い

く
こ
と
に

コ
ミ
ッ
ト

す
る
。

20
22

年
12

月
ま
で

に
食
料
栄

養
法
案

を
法
制
化

し
、
施
行

す
る
こ
と

に
コ
ミ
ッ

ト
す
る

。
我
々
の

財
務
に
関

す
る
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
は
以

下
の
通

り
で
あ
る

。
栄
養

に
関
す
る

予
算
枠
を

設
け
て
地

区
予
算

の
少
な
く

と
も

5%
を
栄

養
に
配

分
す
る
。

5%
の
地
区

栄
養
予
算

の
う
ち
少

な
く
と
も

10
%
を
栄

養
情
報

シ
ス
テ
ム

に
割
り
当

て
る
。
ま

た
、

20
23

年
ま
で
に
マ

ル
チ
セ

ク
タ
ー
の

栄
養
地
域

資
源
動
員

戦
略
を
策

定
す
る

こ
と
に
コ

ミ
ッ
ト
す

る
。
栄

養
投
資
の

た
め
の
官

民
パ
ー
ト

ナ
ー
シ

ッ
プ
を
強

化
す
る
こ

と
に
コ
ミ

ッ
ト
す
る

。
提
供

と
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
関

す
る
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
と
し

て
地
域

社
会
の
栄

nu
tr

it
io

n 
fr

on
t 

li
ne

 w
or

ke
rs
の
配
置

を
通
じ

て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ベ

ー
ス
の
栄

養
サ
ー

ビ
ス
を
提

供
す
る
た

め
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
レ
ベ

ル
の
体
制

を
強
化
す

る
こ
と
に

コ
ミ
ッ

ト
す
る
。

20
26

年
ま
で

に
投
資
さ

れ
た
医
療

に
沿
っ
た

質
の
高
い

栄
養
、

食
事
、
治

療

サ
ー
ビ
ス

を
提
供

す
る
た
め

に
、
医
療

シ
ス
テ
ム

の
能
力

を
強
化
す

る
こ
と
に

コ
ミ
ッ
ト

す
る
。
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S
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 T
ab

le
. 2

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
1コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

紹
介

(2
)

N
o.

国
・
団
体

・
企
業
名

氏
名

役
職

ス
ピ
ー
チ

内
容

5
セ
ネ

ガ
ル
共

和
国

M
r. 

Ab
do

u 
La

tif
 

Co
ul

ib
al

y

Se
cr

et
ar

y-
Ge

ne
ra

l o
f t

he
 

Go
ve

rn
m

en
t, 

Ge
ne

ra
l S

ec
re

ta
ria

t 
of

 th
e G

ov
er

nm
en

t

国
を

代
表
し
て

本
サ
ミ

ッ
ト
で

発
言
す

る
機
会
を

い
た
だ

き
光
栄

に
思
う
。

20
30

年
ま
で

に
発
育
阻

害
率
を

10
%
未

満
に
低

減
さ
せ
る

。
PS

M
N

の
省

庁
の
栄
養

部
門
行

動
計
画

の
全
額

を
年
間

40
0億

FC
FA

ま
で
確
保

し
、
そ
の

15
％
は

20
22

年
か
ら

20
30

年
ま
で
の

革
新
的

な
資
金
調

達
に

よ
る

も
の
と
な

る
。

CN
DH

を
定

着
さ
せ
、

す
べ
て

の
レ
ベ

ル
で
マ
ル

チ
セ
ク

タ
ー
お

よ
び
マ

ル
チ
ア
ク

タ
ー
の

ガ
バ
ナ

ン
ス
を
強

化
す
る

。
食

品
環

境
の
規
制

メ
カ
ニ

ズ
ム
を

強
化
す

る
（
認
証

、
生
産

、
加
工

、
販
売
、

マ
ー
ケ

テ
ィ
ン

グ
）
。

5歳
未
満

の
子
ど

も
に
対

す
る
栄
養

介
入
の

カ

バ
ー

率
を

90
％
、

思
春
期

に
対
す

る
カ
バ
ー

率
を

50
％

に
拡
大

す
る
。
ご

理
解
い

た
だ
い

た
よ
う
に

セ
ネ
ガ

ル
は
新

た
な
コ

ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を

打

ち
出

し
た
。
こ

れ
ら
に

コ
ミ
ッ

ト
す
る

こ
と
は
あ

る
意
味

国
の
目

標
達
成
に

必
要
な

こ
と
で

も
あ
る
。

な
ぜ
な

ら
ば
国

の
発
展

に
も
つ
な

が
る
た

め
。

人
の
成
長

が
経
済

成
長
に

繋
が
る

。
人
の
成

長
は
基

本
的
に

栄
養
に
依

存
し
て

い
る
。

だ
か
ら
こ

そ
セ
ネ

ガ
ル
の

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト

は
力
強

い

も
の

と
言
え
る

。
ま
た

、
我
が

国
の
経

済
社
会
開

発
進
行

計
画
と

完
全
に
一

致
し
て

い
る
。

6
シ
エ

ラ
レ
オ

ネ
共
和

国
Dr

. A
us

tin
 D

em
by

M
in

is
te

r o
f H

ea
lth

 a
nd

 
Sa

ni
ta

tio
n

こ
の

よ
う
な
機

会
を
い

た
だ
き

感
謝
を

申
し
上
げ

る
。
あ

ら
ゆ
る

形
態
の
栄

養
不
良

と
戦
う

た
め
の
政

府
の
強

い
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
を
共

有
で
き

る

こ
と

を
光
栄
に

思
う
。

過
去
数

年
間
に

あ
た
り
、

政
府
と

開
発
パ

ー
ト
ナ
ー

た
ち
は

質
の
高

い
エ
ビ
デ

ン
ス
に

基
づ
い

て
国
内

の
栄
養
不

良
の
主

な

原
因

を
特
定
し

て
き
た

。
こ
れ

を
受
け

て
、
国
内

の
様
々

な
形
態

の
栄
養
不

良
に
対

処
す
る

た
め
に
多

く
の
投

資
が
行

わ
れ
た

。
し
か
し

、
特
に

5
歳
未

満
の
子
ど

も
の
栄

養
不
良

が
一
貫

し
て
減
少

す
る
と

い
う
成

果
が
得
ら

れ
た
一

方
で
、

い
く
つ
か

の
セ
ク

タ
ー
に

ま
た
が

っ
て
発
育

阻
害
が

続

い
て

い
る
。
こ

れ
は
公

衆
衛
生

上
の
非

常
に
大
き

な
問
題

で
あ
る

。
栄
養
不

良
の
問

題
に
対

処
す
る
た

め
、

SU
N
国

家
食
料

栄
養
安
全

保
障
委

員

会
を

通
じ
て
、

栄
養
不

良
と
の

戦
い
を

支
援
す
る

た
め

10
の

優
先
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
を

特
定
し

た
。
そ
の

う
ち

3つ
は

以
下
の
通

り
。

1)
20

25
年

12
月

ま
で
に

5歳
未

満
の
発

育
不
良
の

子
ど
も

た
ち
の

割
合
を

20
19

年
の

29
.5

%
か

ら
25

%
に
減
少
さ

せ
る
。

2)
20

25
年

12
月

ま
で
に
生

後
６
ヶ

月
未
満

の
乳
児

の
完
全
母

乳
育
児

率
を

20
19

年
の

54
%
か
ら

70
%
に
引
き

上
げ
る

。

3)
20

22
年

12
月

※
ま
で
に

財
務
省

に
よ
る

M
oH

S下
で

の
食
品

栄
養
局

に
栄
養
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
た

め
の
特
定

の
予
算

枠
が
設

け
ら
れ
る

。

※
An

ne
x: 

Co
m

m
itm

en
ts

 の
資

料
で
は

20
25

年
ま
で

と
記
載
さ

れ
て
い

る
が
ス

ピ
ー
チ
で

は
20

22
年
と

さ
れ
て

い
た
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S
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 T
ab

le
. 2

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
2（

健
康
的
な
食
の
た
め
の
食
料
シ
ス
テ
ム
の
変
革
）

(1
)

N
o.

国
・

団
体

・
企

業
名

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ

内
容

1
国

連
食
料

シ
ス

テ
ム

サ
ミ

ッ
ト

第
4
ト

ラ
ッ

ク

M
s.

 C
h

ri
st

in
e 

C
a

m
p

ea
u

G
lo

b
a

l 
A

d
vo

ca
cy

 D
ir

ec
to

r,
 F

oo
d

 
S

ys
te

m
s,

 C
A

R
E

 ; 
a

n
d

 C
h

a
ir

 o
f 

A
ct

io
n

 T
ra

ck
 4

: A
d

va
n

ce
 

E
q

u
it

a
b

le
 L

iv
el

ih
oo

d
s

本
日
は

お
集

ま
り

い
た

だ
き

感
謝

を
申

し
上

げ
る

。
C

A
R

E
は

国
連
食

料
シ

ス
テ

ム
サ

ミ
ッ

ト
で

ア
ク

シ
ョ

ン
ト

ラ
ッ

ク
4
の

議
長

を
務

め
た

。

フ
ー
ド

シ
ス

テ
ム

の
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
繋

げ
る

た
め

に
多

く
の

方
々

と
協

力
し

て
き

た
。

2
0

2
1
年

9
月

に
国
連

事
務

総
長

が
主

催
し

た
国

連
食

料

シ
ス
テ

ム
サ

ミ
ッ

ト
は

1
8
ヶ
月

に
わ

た
る

プ
ロ

セ
ス

の
集

大
成

だ
っ

た
。

フ
ー

ド
シ

ス
テ

ム
が

栄
養

価
の

高
い

食
生

活
を

送
る

た
め

の
新

し
い

方

法
を
デ

ザ
イ

ン
す

る
た

め
の

1
8
ヶ

月
の

プ
ロ
セ

ス
の

集
大

成
。

公
平

で
弾

力
性

が
あ

り
、

環
境

的
に

持
続

可
能

な
方

法
で

栄
養

価
の

高
い

食
生

活

を
実
現

す
る

た
め

に
新

し
い

方
法

を
デ

ザ
イ

ン
す

る
た

め
の

1
年
半

の
プ

ロ
セ

ス
。

一
つ

の
政

策
だ

け
で

は
な

く
、

食
料

シ
ス

テ
ム

に
関

し
て

様
々

な
ト
レ

ー
ド

オ
フ

や
効

果
の

最
大

化
に

つ
い

て
お

話
を

し
た

。
例

え
ば

米
国

に
お

け
る

栄
養

サ
ミ

ッ
ト

に
関

し
て

は
働

く
方

々
の

栄
養

に
つ

い
て

大
き

く
取

り
上

げ
た

。
健

康
な

食
生

活
は

社
会

の
大

き
な

成
長

を
生

む
も

の
。

2
0

2
1
年
の

国
連

の
食

品
シ

ス
テ

ム
に

関
し

て
は

、
そ

の
成

果
が

C
O

O
P

2
6
で

も
活

か
さ

れ
た

。
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
に

よ
っ

て
生

じ
た

変
化

を
今

後
食

品
シ

ス
テ

ム
に

い
か

に
反

映
し

て
い

く
か

が
重

要
。

我
々

は
4
つ

の
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

す
る

。
2

0
3

0
年

ま
で

に
1

5
0

0
万

人
が

健
康
的

な
食

事
に

ア
ク

セ
ス

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
5
歳

未
満

の
3

0
0
万

人
の

子
ど

も

た
ち
を

発
育

阻
害

か
ら

救
う

。
女

性
が

自
身

の
栄

養
ニ

ー
ズ

を
満

た
す

た
め

の
サ

ポ
ー

ト
を

し
て

い
く

。
生

産
性

を
上

げ
る

こ
と

で
収

入
を

増
や

し

て
い
く

。
食

生
活

と
栄

養
の

パ
ッ

ケ
ー

ジ
を

通
じ

て
女

性
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
に

繋
げ

て
い

く
。

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

通
じ

て
我

々
の

特
色

を
活

か
し

て
、

特
に

若
い

人
々

、
こ

の
歴

史
の

次
の

章
を

書
い

て
も

ら
う

た
め

に
も

サ
ポ

ー
ト

を
し

て
い

き
た

い
。

2

ラ
テ

ン
ア

メ
リ

カ
・

カ
リ

ブ
地

域
先

住
民

族
開

発
基

金

F
IL

A
C

D
r.

 M
yr

n
a

 C
u

n
n

in
gh

a
m

P
re

si
d

en
t

D
r.

 M
yr

n
a

 C
u

n
n

in
gh

a
m
：
特

に
先

住
民

の
女

性
の

声
を

届
け

る
機

会
を

い
た

だ
き

感
謝

を
申

し
上

げ
る

。

4
億

7
0

0
0
万

人
以

上
の

人
々

が
世

界
の

9
0
カ

国
以

上
の

国
々

に
住

ん
で

い
る

。
そ

し
て

勿
論

ジ
ェ

ン
ダ

ー
格

差
、

リ
ソ

ー
ス

へ
の

ア
ク

セ
ス

格
差

が

非
常
に

広
が

っ
て

い
る

。
女

性
も

男
性

も
直

接
に

労
働

、
責

任
を

平
等

に
分

配
し

、
分

担
す

べ
き

で
あ

る
。

特
に

先
住

民
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

で
は

女

性
に
は

重
要

な
役

割
が

あ
る

。
近

年
F

IL
A

C
を
通

じ
て

先
住

民
の

女
性

の
様

々
な

組
織

と
食

品
に

関
す

る
取

り
組

ん
で

き
た

。
多

様
で

ロ
ー

カ
ル

な
レ
ベ

ル
で

の
知

識
が

今
消

滅
し

つ
つ

あ
る

が
、

そ
れ

を
回

復
し

、
ネ

イ
テ

ィ
ブ

な
先

住
民

の
多

様
な

知
識

を
復

活
さ

せ
る

重
要

な
役

割
を

女
性

が

果
た
し

て
い

る
。

例
え

ば
女

性
た

ち
は

連
携

す
る

こ
と

で
バ

ニ
ラ

の
加

工
に

関
し

て
多

様
性

を
回

復
さ

せ
よ

う
と

し
て

い
る

。
そ

れ
に

よ
っ

て
生

物

多
様
性

の
回

復
に

貢
献

が
み

ら
れ

て
い

る
。

母
や

祖
母

を
通

じ
て

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
代

々
受

け
継

が
れ

て
い

く
。

ペ
ル

ー
に

お
い

て
は

4
0
の
果

物

や
豆
類

、
そ

の
他

穀
物

等
の

作
物

に
お

け
る

女
性

の
知

見
が

大
き

な
会

議
で

取
り

上
げ

ら
れ

た
。

祖
母

た
ち

が
自

分
達

の
知

識
を

共
有

す
る

こ
と

で

再
び
自

分
た

ち
の

価
値

が
重

要
で

あ
る

、
大

事
な

存
在

で
あ

る
と

再
認

識
す

る
こ

と
が

で
き

る
機

会
と

な
っ

た
。

こ
の

よ
う

に
先

住
民

の
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ
に

は
女

性
の

知
識

が
あ

り
、

非
常

に
重

要
。

先
住

民
の

女
性

は
パ

ワ
ー

を
持

っ
て

い
る

。
土

地
、

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

や
そ

の
他

資
源

へ
の

ア
ク

セ

ス
が
あ

れ
ば

パ
ワ

ー
を

発
揮

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

M
od

er
a

to
r：

伝
統

と
サ

ス
テ
イ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
の

つ
な

が
り

を
見

る
こ

と
は

と
て

も
重

要
。

そ
し

て
ジ

ェ
ン

ダ
ー

と
い

う
観

点
が

非
常

に
重

要
だ

と

い
う
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
い

く
つ

か
重

要
な

変
化

が
こ

の
フ

ー
ド

シ
ス

テ
ム

の
中

で
生

ま
れ

て
い

る
。

値
段

が
安

く
、

栄
養

の
高

い
食

品
へ

の
シ

フ

ト
が
進

ん
で

い
る

と
い

う
こ

と
だ

が
、

女
性

は
各

国
そ

れ
ぞ

れ
半

分
ほ

ど
の

人
口

だ
が

、
そ

の
中

で
阻

害
さ

れ
て

い
る

こ
と

も
あ

る
の

か
。

D
r.

 M
yr

n
a

 C
u

n
n

in
gh

a
m
：
ま

ず
土

地
と

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
確

保
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
先

住
民

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

人
々

が

入
手
で

き
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

格
差

の
解

消
の

た
め

に
必

要
。

そ
う

す
れ

ば
先

住
民

の
人

た
ち

、
貧

困
層

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

と
っ

て
資

本
へ

の

ア
ク
セ

ス
、

連
帯

へ
の

ア
ク

セ
ス

、
そ

し
て

融
資

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
開

か
れ

る
。

我
々

は
現

実
を

理
解

し
て

い
る

。
方

向
転

換
を

し
な

く
て

は
な

ら

な
い
こ

と
も

理
解

し
て

い
る

。
ロ

ー
カ

ル
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
テ

ク
ニ

カ
ル

な
専

門
的

な
技

術
的

ア
ド

バ
イ

ス
が

助
言

と
し

て
届

け
ら

れ
る

べ
き

。

食
料
の

生
産

の
背

景
に

実
際

に
何

が
あ

る
か

と
い

う
こ

と
も

正
し

く
理

解
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

や
安

全
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
も

整
備

さ
れ

る
べ

き
。

さ
ら

に
土

地
の

保
全

、
食

料
食

品
シ

ス
テ

ム
の

多
様

性
、

こ
れ

ら
が

非
常

に
重

要
だ

が
、

多
様

性
は

ロ
ー

カ
ル

な
先

住

民
の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が

も
と

も
と

持
っ

て
い

る
も

の
。

ま
た

、
女

性
が

官
民

の
様

々
な

組
織

に
参

画
を

さ
ら

に
し

て
い

か
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

今

回
の
栄

養
サ

ミ
ッ

ト
の

準
備

に
お

い
て

も
み

ら
れ

た
。

世
界

食
料

サ
ミ

ッ
ト

の
と

き
も

そ
う

で
あ

っ
た

が
、

様
々

な
世

代
の

先
住

民
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
の

女
性

た
ち

が
準

備
に

参
画

し
た

。
こ

の
よ

う
に

連
携

を
確

立
す

る
こ

と
が

栄
養

の
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
は

不
可

欠
。

先
住

民
の

ガ
バ

ナ
ン

ス
シ

ス
テ

ム
、

彼
ら

の
知

識
が

栄
養

不
良

の
解

決
の

た
め

に
不

可
欠

と
言

え
る

。

3
ニ
ジ
ェ
ー

ル
D

r.
 M

a
h

a
m

a
d

ou
 

A
b

ou
b

a
ca

r 
M

D

N
u

tr
it

io
n

 U
n

it
 C

oo
rd

in
a

to
r,

 
F

oo
d

sy
st

em
 D

ia
lo

gu
e 

N
a

ti
on

a
l 

C
on

ve
n

or
 A

ss
is

ta
n

t

全
て
の

パ
ー

ト
ナ

ー
の

方
、

日
本

政
府

、
こ

う
い

っ
た

機
会

を
い

た
だ

い
た

団
体

の
方

々
、

国
の

食
料

シ
ス

テ
ム

を
改

良
さ

せ
る

た
め

に
支

援
し

て

い
た
だ

い
て

い
る

皆
様

に
感

謝
を

申
し

上
げ

る
。

サ
ヘ

ル
地

方
に

直
面

し
て

い
る

冬
の

様
々

な
フ

ァ
ク

タ
ー

に
よ

る
厳

し
さ

が
あ

る
。

ニ
ジ

ェ
ー

ル

は
そ
の

よ
う

な
状

況
に

お
い

て
も

安
定

を
保

っ
て

い
る

。
比

較
的

暖
冬

に
な

っ
て

い
る

と
い

う
こ

と
、

開
発

パ
ー

ト
ナ

ー
か

ら
支

援
を

い
た

だ
い

て

い
る
こ

と
も

あ
る

。
ご

存
じ

の
通

り
政

治
の

意
思

と
し

て
、

ニ
ジ

ェ
ー

ル
で

は
2

0
3

5
年

ま
で

に
食

料
シ

ス
テ

ム
を

確
立

さ
せ

自
給

で
き

る
よ

う
な

状
況
に

し
て

い
き

た
い

。
民

主
主

義
の

政
権

の
変

化
が

あ
り

、
特

に
生

産
が

改
善

さ
れ

、
栄

養
状

態
も

改
善

さ
れ

て
、

非
常

に
勇

気
を

も
ら

え
る

よ

う
な
成

果
と

な
っ

た
。

我
々

は
ど

の
よ

う
に

し
て

今
後

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
を

上
げ

て
い

く
か

を
考

え
る

き
っ

か
け

に
な

っ
て

い
る

。
成

果
は

出
て

い

る
も
の

の
、

課
題

を
ど

の
よ

う
に

改
革

し
て

い
く

か
、

常
に

状
況

は
変

わ
っ

て
い

る
。

そ
れ

に
我

々
の

行
動

を
ど

の
よ

う
に

合
わ

せ
て

い
く

か
。

サ

ヘ
ル
地

域
で

は
各

国
の

状
況

が
異

な
り

、
そ

れ
ぞ

れ
の

特
性

が
あ

る
。

国
連

の
方

で
協

議
会

を
開

き
、

行
動

を
さ

ら
に

加
速

化
さ

せ
る

と
い

う
こ

と

を
検
討

し
て

い
る

。
我

々
が

識
別

し
た

の
が

、
ま

ず
は

食
品

の
バ

リ
ュ

ー
チ

ェ
ー

ン
を

改
善

、
そ

し
て

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

ガ
バ

ナ
ン

ス
の

改
善

す
る

と

い
う
こ

と
。

と
い

う
の

も
特

に
関

連
す

る
セ

ク
タ

ー
の

資
金

を
集

め
る

の
に

こ
れ

ま
で

苦
労

し
た

と
い

う
経

緯
が

あ
る

。
ニ

ジ
ェ

ー
ル

政
府

と
し

て

は
、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
強

化
し

て
い

く
。

研
究

も
強

化
し

て
い

く
。

そ
れ

は
持

続
可

能
な

食
料

シ
ス

テ
ム

の
た

め
。

可
能

な
ら

ば
目

標
に

対
す

る

課
題
を

共
有

し
て

ほ
し

い
。

目
的

と
し

て
は

緊
急

な
も

の
を

開
発

課
題

に
と

い
う

こ
と

だ
が

、
サ

ヘ
ル

地
方

に
は

特
殊

な
事

情
が

あ
り

、
そ

の
状

況

に
合
わ

せ
て

変
え

て
い

く
。
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S
11

 T
ab

le
. 2

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
2（

健
康
的
な
食
の
た
め
の
食
料
シ
ス
テ
ム
の
変
革
）

(2
)

N
o.

国
・
団
体
・

企
業
名

氏
名

役
職

ス
ピ
ー

チ
内
容

4
国

際
農
村
復

興
研
究

所
M

s.
 E

m
il

y 
M

on
vi

ll
e 

O
ro

C
ou

n
tr

y 
D

ir
ec

to
r,

 P
h

il
ip

p
in

es
; 

A
ct

in
g 

D
ir

ec
to

r,
 A

si
a

国
際

農
村
復
興

研
究
所
は
フ

ィ
リ
ピ
ン

の
S

U
N
市
民
社
会
連

合
の
メ
ン

バ
ー
。

6
0
年
間

以
上
に
わ
た

っ
て
様
々

な
政
府
機

関
や
パ
ー

ト
ナ
ー
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と

連
携
し
て
ア

ク
シ
ョ
ン

リ
サ
ー
チ

や
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ

構
築
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
開
発
プ
ロ

グ
ラ
ム
な

ど
を
通
じ

て
農
村

の
貧

困
に
対
処

す
る
た
め
の

革
新
的
か

つ
実
用
的

な
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を

開
発
し
て

き
た
。

II
R

R
の
よ
う

な
C

S
O
は
健
康

的
な
食
生

活
と
持
続
可

能
な

フ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
を
推

進
す
る
た

め
に
能
力

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
力
を

高
め
る
こ

と
を
支
援

し
、
強
力

的
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な

る
こ
と
が

で
き

る
。

新
型
コ
ロ

ナ
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
は

危
機
の
際

に
最
も
重

要
な
の
は
食

料
、
健
康

、
栄
養
で

あ
る
こ
と

を
思
い
出
さ

せ
て
く
れ

た
。
食
料

と
栄
養

は
基

本
的
人
権

で
あ
る
。
残

念
な
が
ら

現
在
の
食

料
シ
ス
テ

ム
に
お
い
て

は
こ
れ
ら

の
基
本
的

権
利
が
必

ず
し
も
満
た

さ
れ
て
い

る
と
は
言

え
な

い
。

食
料
へ
の

ア
ク
セ
ス
、

特
に
品
質

の
高
い
安

全
な
食
料

へ
の
ア
ク
セ

ス
は
依
然

と
し
て
大

き
な
課
題

。
野
菜
や
果

物
の
価
格

が
高
騰
し

て
貧
し

い
家

庭
は
買
え

な
く
な
っ
て

い
る
。
化

学
農
薬
や

除
草
剤
の

過
剰
な
使
用

は
既
に
栄

養
不
良
に

陥
っ
て
い

る
子
ど
も
た

ち
を
さ
ら

に
危
険
に

さ
ら
し

て
い

る
。
こ
れ

ら
の
状
況
を

変
え
な
く

て
は
な
ら

な
い
。
栄

養
の

1
0
年
の
残
り

の
期
間
、

II
R

R
国
際

農
村
復
興

研
究
所
は

気
候
変
動

に
強
く
、
栄

養
に

配
慮
し
た

農
業
を
提
唱

、
大
規
模

に
提
供
す

る
こ
と
を

コ
ミ
ッ
ト
す

る
。
新
鮮

で
栄
養
価

が
高
く
安

全
な
食
品
へ

の
ア
ク
セ

ス
を
確
保

し
、
健

康
的

な
食
生
活

の
た
め
に
栄

養
価
の
高

い
果
物
や

野
菜
の
消

費
を
増
加
さ

せ
る
。
学

校
給
食
を

サ
ポ
ー
ト

し
、
家
庭
菜

園
を
促
進

す
る
た
め

に
学
校

や
児

童
を
福
祉

施
設
に
お
け

る
b

io
in

te
n

si
ve
な
菜

園
を
強
化

す
る
。
新

型
コ
ロ
ナ

の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
後
へ

の
対
応
と

し
て
都
市

の
周
辺
や
都

市
部

に
お

け
る
食
品

や
市
場
の

C
om

m
u

n
it

y 
G

a
rd

en
を
実

証
し
、
エ
ビ

デ
ン
ス
を

確
立
す
る

。
栄
養
学

的
に
関
連
性

の
あ
る
先

住
民
の
野

菜
や
果
物

の
農

業
生
物
多

様
性
を
促
進

し
、
保
存

し
て
い
く

こ
と
で
全

て
の
人
に
多

様
で
健
康

的
な
食
生

活
に
繋
げ

て
い
く
。
食

品
の
安
全

性
や
特
に

野
菜
や

果
物

の
化
学
農

薬
や
除
草
剤

の
過
剰
、

無
制
限
の

使
用
に
関

す
る
に
も
注

意
を
払
っ

て
い
く
。

再
生
農
業

の
よ
う
な
気

候
に
配
慮

し
た
手
法

を
用
い

て
フ

ー
ド
シ
ス

テ
ム
に
お
け

る
カ
ー
ボ

ン
フ
ッ
ト

プ
リ
ン
ト

の
低
減
を
図

る
。
我
々

は
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ

る
政
府
機
関

、
地
方
自

治
体
、
民

間
企

業
、

ド
ナ
ー
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
そ
の

他
の
市
民

組
織
と
協

力
し
て
栄
養

価
の
高
い

食
品
へ
の

ア
ク
セ
ス

を
確
保
す
る

と
い
う
コ

ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を

栄
養

価
の
高
い

農
業
、
気
候

変
動
に
配

慮
し
た
農

業
を
通
じ

て
実
現
し
て

い
く
。

本
日

は
栄
養
サ

ミ
ッ
ト
で
挨

拶
で
き
る

こ
と
を
光

栄
に
思
う

。
U

N
IC

E
F
の
世
界
報
告

書
が
示
す

よ
う
に
我

々
は
子
ど

も
と
青
少
年

に
と
っ
て

世

界
的

な
食
料
危

機
に
あ
り
、

新
鮮
で
栄

養
価
の
高

い
食
品
の

消
費
が
減
少

し
、
不
健

康
な
食
品

や
飲
料
の

消
費
が
増
加

し
て
い
る

。
メ
キ
シ

コ
は
子

ど
も

か
ら
大
人

ま
で
過
体
重

と
肥
満
の

レ
ベ
ル
が

世
界
で
最

も
高
い
国
の

一
つ
。
肥

満
の
主
な

直
接
的
な

原
因
は
不
十

分
な
食
事

。
メ
キ
シ

コ
で
は

就
学

前
の
子
ど

も
た
ち
が
摂

取
す
る
カ

ロ
リ
ー
の

4
0

%
が
超

加
工
食
品
に

よ
る
も
の

。
メ
キ
シ

コ
は
超
加

工
食
品
の
販

売
量
が
世

界
第

2
位
で

あ

り
、

肥
満
の
根

本
的
な
原
因

が
不
健
康

な
食
品
や

飲
料
の
過

剰
摂
取
で
、

そ
れ
が
巷

に
溢
れ
て

お
り
、
買

い
や
す
く
な

っ
て
い
る

。
ま
た
、

母
乳
乳

児
の

利
点
が
認

め
ら
れ
て
い

る
に
も
か

か
わ
ら
ず

、
メ
キ
シ

コ
で
は
母
乳

代
用
品
の

販
売
に
関

す
る
国
際

規
範
に
常
に

違
反
し
て

い
る
。
市

販
の
粉

ミ
ル

ク
の
会
社

は
医
療
従
事

者
や
販
売

店
、
デ
ジ

タ
ル
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ

を
利
用
し

て
、
母
乳

よ
り
も
優

れ
て
い
る
か

の
よ
う
に

製
品
を
宣

伝
し
、

人
々

を
混
乱
さ

せ
、
子
ど
も

た
ち
が
人

生
の
最
良

の
ス
タ
ー

ト
を
さ
せ
る

母
乳
育
児

の
習
慣
を

阻
害
し
て

い
る
。
こ
の

た
め
、
メ

キ
シ
コ
で

は
あ
ら

ゆ
る

種
類
の
栄

養
不
良
の
レ

ベ
ル
を
低

減
、
歯
止

め
を
か
け

る
こ
と
を
目

的
と
し
た

健
康
的
で

公
正
か
つ

持
続
可
能
な

食
の
た
め

の
国
家
戦

略
を
策

定
し

て
い
る
。

主
に
健
康
、

教
育
、
社

会
的
保
護

と
い
っ
た

国
の
他
の
戦

略
的
シ
ス

テ
ム
と
連

携
し
な
が

ら
フ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
を

変
革
す
る

ア
プ

ロ
ー

チ
を
取
っ

て
い
る
。
こ

の
戦
略
に

は
4
つ
の
レ

ベ
ル
が
あ
る

。

1
)
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
学

校
、
医
療

シ
ス
テ
ム

に
お
け
る

行
動
変
容
の

た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

活
動
及
び
国

民
に
向
け

た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を

通
じ

て
適
切
な

栄
養
摂
取
を

促
進
す
る

こ
と
。

2
)
新
鮮
で

健
康
的
か
つ

持
続
可
能

な
食
品
を

地
元
で
生

産
す
る
こ
と

。

3
)
適
切
な

食
品
を
提
供

す
る
た
め

に
食
品
環

境
を
変
え

る
た
め
に
必

要
な
規
制

を
修
正
す

る
こ
と
。

4
)
他
の
シ

ス
テ
ム
と
連

携
し
た
フ

ー
ド
シ
ス

テ
ム
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
メ

カ
ニ
ズ
ム

を
強
化
す

る
こ
と
。

規
制

を
設
け
る

こ
と
は
国
民

の
健
康
的

な
食
生
活

を
促
進
す

る
た
め
の
国

の
責
任
。

特
に
重
要

な
の
は
健

康
的
で
公
正

で
持
続
可

能
な
食
を

実
現
さ

せ
る

た
め
に
食

生
活
を
変
革

す
る
戦
略

路
線
。
メ

キ
シ
コ
は

砂
糖
入
り
飲

料
へ
の
物

品
税
や
パ

ッ
ケ
ー
ジ

全
面
に
警
告

表
示
を
新

し
く
ラ
ベ

ル
で
付

け
る

等
、
公
衆

衛
生
上
の
措

置
を
い
ち

早
く
導
入

し
た
国
で

あ
る
。
こ
の

新
し
い
ラ

ベ
ル
表
示

制
度
は

2
0

2
0
年
に
国

内
で
採
用

さ
れ
、

P
A

H
O
や

U
N

IC
E

F
等
の
国

際
機
関
は

太
り
過
ぎ
や

肥
満
が
国

内
で
蔓
延

し
て
い
る

だ
け
で
な
く

、
肥
満
が

危
険
因
子

の
一
つ
で

あ
る
新
型
コ

ロ
ナ
パ
ン

デ

ミ
ッ

ク
の
状
況

下
で
国
民
、

特
に
子
ど

も
の
健
康

を
守
る
た

め
に
効
果
的

だ
と
言
わ

れ
て
い
る

。
残
念
な

が
ら
こ
の
政

策
は
食
品

メ
ー
カ
ー

か
ら
妨

害
を

受
け
て
い

る
。
新
し
い

戦
略
で
は

、
メ
キ
シ

コ
で
は
健

康
的
で
な
い

食
品
、
飲

料
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン

グ
、
特
に
販

売
店
に
お

け
る
様
々

な
マ
ー

ケ
テ

ィ
ン
グ
展

開
が
さ
れ
て

い
て
、
最

近
の
研
究

で
は
有
名

人
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ

ー
の
起
用

は
商
業
目

的
で
あ
る
こ

と
を
全
面

的
に
出
し

て
い
な

い
こ

と
が
多
い

が
、
子
ど
も

や
保
護
者

が
買
い
た

い
と
思
わ

せ
る
影
響
が

あ
る
と
い

う
こ
と
が

わ
か
っ
て

い
る
。
そ
こ

で
新
戦
略

で
規
制
し

よ
う
と

し
て

い
る
一
つ

の
重
要
な
環

境
は
、
学

校
。
メ
キ

シ
コ
か
ら

は
こ
の
栄
養

サ
ミ
ッ
ト

が
食
環
境

の
変
革
と

い
う
重
要
な

課
題
を
可

視
化
し
、

経
済
的

利
益

の
み
を
目

的
と
す
る
食

品
業
界
の

干
渉
を
認

識
し
て
、

利
害
関
係
に

対
処
し
、

職
業
的
利

益
よ
り
も

よ
り
重
要
な

子
ど
も
た

ち
の
利
益

を
優
先

す
る

機
会
に
な

る
こ
と
を
期

待
し
て
い

る
。

5
メ
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シ
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óp

ez
 R

id
a

u
ra

D
ir

ec
to

r 
G

en
er

a
l,

 N
a

ti
on

a
l 

C
en

te
r 

of
 P

ro
gr

a
m

s 
fo

r 
P

re
ve

n
ti

on
 a

n
d

 C
on

tr
ol

 o
f 

D
is

ea
se

s 
(C

E
N

A
P

R
E

C
E

)

88



S
11

 T
ab

le
. 2

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
2（

健
康
的
な
食
の
た
め
の
食
料
シ
ス
テ
ム
の
変
革
）

(3
)

N
o.

国
・

団
体
・

企
業

名
氏

名
役

職
ス

ピ
ー

チ
内

容

6
国

際
食

品
・

飲
料

ア

ラ
イ

ア
ン
ス

M
r.

 R
oc

co
 R

en
a

ld
i

S
ec

re
ta

ry
 G

en
er

a
l

日
本

政
府

に
対

し
て

ご
招

待
を

感
謝

申
し

上
げ
る

。
多

く
の

方
々

保
健

、
健

康
、
栄

養
の

部
門

の
人

々
が

民
間

部
門

と
エ

ン
ゲ

ー
ジ
す

る
こ

と
に

躊

躇
を

感
じ

て
い

る
と

認
識

し
て

い
る

。
勿

論
民
間

部
門

の
関

心
と

公
衆

衛
生

の
関
心

を
両

立
さ

せ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、
必

ず
し
も

両
者

が
い

つ

も
揃

っ
て

い
る

訳
で

は
な

い
。

我
々

は
よ

り
良
い

栄
養

の
ア

ウ
ト

カ
ム

の
た

め
に
貢

献
し

た
い

と
考

え
て

い
る

。
こ

の
2
年

間
サ
ミ

ッ
ト

の
準

備
に

お
い

て
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
グ

ル
ー

プ
、

G
A

IN
等

の
N

G
O
と
と

も
に

民
間

部
門

が
こ

の
サ

ミ
ッ
ト

に
コ

ミ
ッ

ト
す

る
よ

う
に

共
通
の

枠
組

み

を
整

え
た

。
そ

の
枠

組
み

に
お

い
て

2
つ

の
新

し
い

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
が

決
ま
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト

は
W

H
O
と

と
も
に

我
々

が
組

織
と

し
て

2
0

0
8
年

立
ち
上

げ
た

時
か

ら
考
え

て
い

た
も

の
。

1
)責

任
あ

る
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
子

供
の
た

め
に

行
う

と
い

う
方

針
を

確
立
す

る
。

こ
の

方
針

は
各

企
業

が
何

を
宣

伝
、

広
告
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
で

き
る

か
と

い
う

こ
と

に
関

す
る

も
の

。
2

0
2

2
年

1
月

1
日

か
ら

全
て
の

メ
デ

ィ
ア

、
媒

体
横

断
的

に
実
施

さ
れ

る
。

2
)こ

の
分

野
に

お
い

て
4

0
ほ

ど
の
食

品
カ

テ
ゴ

リ
ー
に

お
い

て
2

0
2

5
年

と
2

0
3

0
年
を

目
標

に
塩

分
の
最

大
の

含
有

量
の

上
限

を
設

定
し
よ

う
と

す

る
も

の
。

3
)こ

う
い

っ
た

目
標

は
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
を

実
行

計
画

の
中

に
盛

り
込

ん
で
い

る
。

さ
ら

に
ス

ピ
ー

ド
を

上
げ

て
進

め
て

い
か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

明
白

な
こ

と
で

あ
る

が
、

各
社

、
ど

の
企
業

グ
ル

ー
プ

も
平

等
な

た
た

き
台
の

上
で

競
争

を
で

き
る

よ
う

に
、

一
方

で
消

費
者
の

便
益

を
担

保

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

マ
ス
が

必
要

。
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

の
セ
ク

タ
ー

、
食

品
の

包
装

部
門

も
一

緒
に

連
携

し
て
い

く
必

要
が

あ

る
。

本
日

、
日

本
、

ブ
ラ

ジ
ル

、
ス

リ
ラ

ン
カ
、

英
国

等
の

代
表

が
サ

ミ
ッ

ト
に
お

い
て

塩
分

の
含

有
量

の
削

減
の

重
要

性
、

プ
ラ
イ

ベ
ー

ト
セ

ク

タ
ー

、
民

間
部

門
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

に
よ
っ

て
何

が
大

き
く

変
わ

り
う

る
か
を

話
し

て
い

た
だ

い
た

。
成

功
へ

の
鍵

は
5
つ
あ

る
。

1
番

目
は

政
府

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

。
共

通
の

目
標

の
も
と

に
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

で
関

係
者
を

全
て

一
同

に
連

携
さ

せ
る

。
2
番

目
は

明
確
な

目
標

を
確

立
す

る
こ

と
。

3
番

目
は

そ
れ

を
可

能
に

す
る

こ
と

。
4
つ
目

は
需

要
サ

イ
ド
の

措
置

も
必

要
で

あ
る

と
い

う
こ
と

。
堅

牢
な

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
の

仕
組

み
が

な
く

て
は

な
ら

な
い

。
こ

の
レ

シ
ピ
は

塩
分

の
削

減
に

限
っ

た
も

の
で
は

な
い

。
よ

り
良

い
栄

養
の

成
果

に
向

け
て

直
接
民

間
部

門
が

参

加
で

き
る

部
分

は
も

っ
と

た
く

さ
ん

あ
る

。
色
々

な
事

例
が

様
々

な
国

、
各

地
で
既

に
み

ら
れ

て
い

る
。

連
携

の
産

物
で

あ
る

。
勿
論

完
璧

な
も

の

で
は

な
い

が
、

レ
シ

ピ
と

い
う

も
の

は
試

行
錯
誤

と
通

じ
て

作
ら

れ
る

も
の

。

7
ケ

ニ
ア

M
s.

 J
a

n
e 

W
a

m
b

u
gu

D
ep

u
ty

 D
ir

ec
to

r 
of

 A
gr

ic
u

lt
u

re
 

a
n

d
 H

ea
d

 o
f 

A
gr

iN
u

tr
it

io
n

, 
M

in
is

tr
y 

of
 A

gr
ic

u
lt

u
re

, 
L

iv
el

is
to

ck
, F

is
h

er
ie

s 
a

n
d

 
C

oo
p

er
a

ti
ve

s

ケ
ニ

ア
は

国
民

の
健

康
と

豊
さ

を
促

進
さ

せ
る
た

め
に

炭
水

化
物

中
心

の
食

生
活
か

ら
離

れ
て

た
ん

ぱ
く

質
、

ビ
タ

ミ
ン

、
ミ

ネ
ラ
ル

を
含

む
多

様

な
食

生
活

へ
と

移
行

し
、

国
民

に
栄

養
を

与
え
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

行
動

の
ス
ピ

ー
ド

を
加

速
化

す
る

こ
と

に
コ

ミ
ッ

ト
し

た
。
我

々
の

行
動

の

プ
ラ

イ
オ

リ
テ

ィ
は

既
存

の
国

の
食

料
栄

養
政
策

戦
略

計
画

を
考

慮
し

た
上

で
国
の

成
長

の
た

め
の

栄
養

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

通
じ
て

さ
ら

に
明

確

に
し

て
い

く
。

フ
ー

ド
シ

ス
テ

ム
変

革
の

た
め
の

ケ
ニ

ア
の

成
長

の
た

め
の

栄
養
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

は
以

下
の

通
り

。
現

在
農

業
部
門

の
拡

大
政

策

を
取

っ
て

い
る

。
栄

養
に

配
慮

し
た

農
法

を
確
立

し
よ

う
と

し
て

い
る

。
こ

の
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
に

関
す

る
戦

略
の

一
つ

と
し

て
2

0
2

0
年

か
ら

2
0

2
5
年

の
ケ
ニ

ア
の

食
料

栄
養

実
施

戦
略

に
よ
っ

て
官

民
の

連
携

を
通

じ
て

栄
養
価

の
高

い
食

品
を

生
産

す
る

こ
と

を
促

進
す

る
。

2
0

1
8
年

か
ら

2
0

2
2
年

に
学
校

給
食

に
取

り
組

む
戦

略
を

行
っ
て

い
る

。
食

料
シ

ス
テ

ム
の

変
革
に

関
し

て
情

報
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
、

食
品

と
栄
養

指
標

を
全

国
、

地
域

レ
ベ

ル
で

確
立

す
る

こ
と

が
必

要
で
あ

る
こ

と
を

考
え

て
取

り
組

ん
で
い

る
。

農
業

省
を

中
心

に
統

計
デ

ー
タ

の
収

集
に
も

取
り

組
ん

で

い
る

。
情

報
デ

ー
タ

は
あ

る
も

の
の

、
政

策
策
定

に
十

分
に

活
か

せ
て

い
な

い
。
こ

れ
か

ら
政

策
の

意
思

決
定

に
、

よ
り

デ
ー

タ
を
反

映
し

て
い

く

こ
と

に
な

っ
て

い
る

。
栄

養
情

報
プ

ラ
ッ

ト
フ
ォ

ー
ム

を
通

じ
て

食
料

の
安

全
保
障

デ
ー

タ
に

関
し

て
も

最
大

限
の

活
用

を
推

進
し
て

い
く

。
農

業

栄
養

実
施

戦
略

に
お

い
て

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

ビ
ル
デ

ィ
ン

グ
の

構
築

も
実

施
さ

れ
て
い

る
。

栄
養

に
配

慮
し

た
農

業
ト

レ
ー

ナ
ー

マ
ニ
ュ

ア
ル

を
こ

の

文
脈

に
お

い
て

作
っ

て
い

る
。

そ
し

て
栄

養
を

5
つ

の
農

業
食

料
シ

ス
テ

ム
プ
ロ

グ
ラ

ム
に

統
合

し
よ

う
と

し
て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
機

会
を

い
た

だ
き

感
謝

を
申

し
上

げ
る

。

8
H

ea
lt

h
y 

C
a

ri
b

b
ea

n
 

C
oa

li
ti

on
M

r.
 P

ie
rr

e 
C

oo
k

e 
J

r.

O
n

e 
Y

ou
n

g 
W

or
ld

 A
m

b
a

ss
a

d
or

, 
L

ea
d

er
 o

f 
G

ov
er

n
m

en
t 

B
u

si
n

es
s;

 
B

a
rb

a
d

os
 N

a
ti

on
a

l 
Y

ou
th

 
P

a
rl

ia
m

en
t 

(B
N

Y
P

),
 T

ec
h

n
ic

a
l 

A
d

vi
so

r 
a

t 
H

ea
lt

h
y 

C
a

ri
b

b
ea

n
 

C
oa

li
ti

on
 (

H
C

C
)

日
本

政
府

の
皆

様
、

パ
ネ

ル
の

皆
様

に
感

謝
を
申

し
上

げ
る

。
最

も
最

新
の

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

は
子

ど
も

た
ち

、
若

年
層

の
栄
養

に
着

目
し

て

い
る

。
栄

養
は

基
本

的
な

人
権

で
あ

り
、

全
て
の

人
が

保
証

さ
れ

る
べ

き
権

利
で
あ

る
。

子
ど

も
た

ち
の

成
長

の
過

程
で

栄
養

は
必
要

不
可

欠
。

我
々

と
し

て
も

栄
養

価
の

高
い

食
品

を
子

ど
も
た

ち
や

若
年

層
に

届
け

た
い

と
思
う

。
ま

ず
は

学
校

や
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

通
じ

て
栄
養

価
の

高
い

食

事
を

届
け

る
。

販
売

、
購

入
の

段
階

で
消

費
者
が

知
識

を
発

揮
で

き
る

よ
う

サ
ポ
ー

ト
し

た
い

。
必

要
な

栄
養

素
に

関
し

て
は

非
課
税

で
あ

る
べ

き

と
考

え
て

い
る

。
市

民
の

方
々

に
関

し
て

は
な
る

べ
く

加
工

さ
れ

な
い

食
べ

物
を
健

康
的

な
形

で
摂

取
す

る
こ

と
の

重
要

性
を

訴
求
し

て
い

き
た

い
。

食
品

は
価

格
が

高
け

れ
ば

ア
ク

セ
ス

で
き
な

い
。

世
界

的
な

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

と
し

て
、

必
要

な
食

品
の

輸
入

に
関

し
て

例
え
ば

値
段

や
関

税

を
下

げ
る

と
い

っ
た

取
り

組
み

を
す

る
こ

と
が
必

要
。

２
つ

の
こ

と
が

重
要

。
ま
ず

は
資

金
面

で
の

サ
ポ

ー
ト

。
カ

リ
ブ

諸
国

の
よ
う

な
小

さ
な

発

展
途

上
国

に
関

し
て

必
要

な
食

料
や

物
資

を
整
え

て
い

く
た

め
に

資
金

が
必

要
。
フ

ー
ド

シ
ス

テ
ム

を
実

践
し

て
い

く
た

め
に

、
様
々

な
仕

組
み

が

必
要

。
イ

ン
ク

ル
ー

ジ
ョ

ン
を

進
め

て
い

く
中
で

、
発

達
段

階
に

あ
る

少
年

少
女
を

し
っ

か
り

捉
え

て
い

き
た

い
と

思
う

。
コ

ロ
ナ
禍

に
お

い
て

子

ど
も

た
ち

に
も

ワ
ク

チ
ン

を
打

っ
て

あ
げ

る
こ
と

が
唯

一
安

全
へ

の
道

で
も

あ
る
。

気
候

変
動

の
中

で
も

脆
弱

な
国

々
の

中
で

こ
の
フ

ー
ド

シ
ス

テ

ム
が

非
常

に
重

要
。
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(4
) 

 
      N

o.
国
・

団
体
・

企
業

名
氏

名
役

職
ス
ピ

ー
チ

内
容

9
パ
キ

ス
タ
ン

D
r. 

H
am

id
 J

al
il,

 
M

em
be

r F
oo

d 
Se

cu
ri

ty
C

lim
at

e 
C

ha
ng

e 
an

d 
N

ut
ri

ti
on

, 
Pl

an
ni

ng
 co

m
m

is
si

on

栄
養

サ
ミ

ッ
ト
を

開
催
し

て
く
だ

さ
っ

た
日
本

政
府
に

感
謝
を

申
し
上

げ
る

。
良
好

な
栄
養

状
態
と

気
候

変
動
は

首
相
の

優
先
課

題
と

な
っ
て

い

る
。

SD
G

sの
達
成

は
パ

キ
ス
タ

ン
の
プ

ラ
イ
オ

リ
テ

ィ
。
パ

キ
ス
タ

ン
が

20
30

 S
D

G
sア

ジ
ェ
ン
ダ

を
最

初
に
採

択
し
た

国
で
あ

り
、

20
13

年

に
グ

ロ
ー

バ
ル

SU
N

 m
ov

em
en

tに
参
加
し

た
こ
と

を
誇
り

に
思
っ

て
い

る
。
新

型
コ
ロ

ナ
が
世

界
的

危
機
を

も
た
ら

し
た
。

パ
キ
ス

タ
ン

は
既

に
高

い
貧

困
と
食

料
不
安

の
問
題

に
直

面
し
て

い
た
が

、
新
型

コ
ロ
ナ

に
よ

っ
て
更

に
悪
化

し
、

SD
G

s目
標
達
成

に
向

け
た
進

展
が
妨

げ
ら
れ

て

い
る

。
パ

キ
ス
タ

ン
が
多

部
門
に

渡
っ

て
行
っ

て
い
る

栄
養
に

関
す
る

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
を

話
し
た

い
と

思
う
。

パ
キ
ス

タ
ン
に

は
栄

養
不
良

に
対

処
す

る
た

め
の
栄

養
専
門

プ
ロ
グ

ラ
ム

を
含
む

32
の

複
数

部
門
プ

ロ
グ
ラ

ム
が
あ

る
。

こ
れ
ら

の
プ
ロ

グ
ラ
ム

を
合
わ

せ
る

と
今
後

5年
間
で

27
億

米
ド

ル
の

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
と
な

り
、

今
後
数

年
間
で

追
加
の

コ
ミ
ッ

ト
メ

ン
ト
を

行
な
っ

て
い
く

。
こ

れ
ら
の

取
り
組

み
に
よ

っ
て

パ
キ
ス

タ
ン

は
発

育
阻

害
を

9%
、
消

耗
症
を

4.
5%

、
妊
産
婦

と
青

少
年
の

貧
血
を

13
.5

%
削

減
す
る

こ
と
が

期
待
さ

れ
る

。
母
乳

育
児
が

10
%
増

加
、

20
30

年

ま
で

に
家

庭
の
食

料
安
全

保
障
が

7%
改
善
さ

れ
る
こ

と
に
な

っ
て
い

る
。

10
SU

N
 ビ

ジ
ネ

ス
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

M
s.

 F
ar

za
na

 J
 K

ha
n

R
eg

io
na

l S
U

N
 B

us
in

es
s 

N
et

w
or

k 
C

oo
rd

in
at

or
 &

 A
dv

is
or

今
回

参
加

で
き
て

非
常
に

嬉
し
く

思
う

。
SU

N
 ビ

ジ
ネ

ス
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
は

新
し
い

組
織
で

あ
っ
て

、
今

後
栄
養

を
民
間

か
ら
改

善
し

て
い
こ

う

と
い

う
も

の
。
マ

ー
ケ
テ

ィ
ン
グ

を
通

じ
て
栄

養
を
ス

ケ
ー
ル

ア
ッ
プ

し
て

い
く
取

り
組
み

を
し
て

い
る

。
現
在

4億
の
中

小
企
業

が
世

界
で
事

業

を
し

て
お

り
、
企

業
者
の

95
%
を

占
め

て
い
て

、
60

%
の
雇
用

を
生
ん

で
い

る
。
そ

の
中
で

女
性
は

64
%
で
あ
る

。
中
小

企
業
は

ど
の

国
に
も

み
ら

れ
る

事
業

形
態
で

あ
り
、

こ
う
い

っ
た

国
々
の

フ
ー
ド

シ
ス
テ

ム
、
特

に
低

所
得
の

市
民
に

関
し
て

中
小

企
業
の

キ
ャ
パ

シ
テ
ィ

が
栄

養
の
あ

る
食

品
を

届
け

る
上
で

非
常
に

重
要
。

最
も

大
き
な

２
つ
の

懸
念
と

し
て
は

、
キ

ャ
パ
シ

テ
ィ
、

ノ
ウ
ハ

ウ
を

い
か
に

増
や
し

て
資
金

調
達

を
い
か

に
し

て
い

く
か

。
そ
う

す
る
こ

と
に
よ

っ
て

我
々
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
通
じ

て
今

や
っ
て

い
る
こ

と
は
、

中
小

企
業
に

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

を
提

供
し
て

い

る
。

栄
養

が
整
っ

た
食
品

の
設
計

の
手

伝
い
を

し
て
い

る
。
例

え
ば
減

塩
、

低
脂
肪

、
食
品

の
安
全

に
関

し
て
、

制
度
上

ま
た
は

規
制

上
必
要

な
情

報
を

提
供

、
手
伝

っ
て
い

る
。
価

値
あ

る
形
で

食
品
の

衛
生
基

準
、
安

全
基

準
を
満

た
し
た

上
で
提

供
す

る
こ
と

に
つ
い

て
サ
ポ

ー
ト

し
て
い

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
に
よ

っ
て
世

界
的
、

地
域

の
フ
ー

ド
シ
ス

テ
ム
の

脆
弱
性

が
顕

に
な
っ

た
。
新

型
コ
ロ

ナ
に

よ
っ
て

中
小
企

業
も
事

業
縮

小
を
迫

ら
れ

た
ケ

ー
ス

が
あ
っ

た
。

17
の

国
々
、

31
6企

業
に

対
し
て

調
査
を

行
い

、
95

%
が
パ
ン

デ
ミ
ッ

ク
を
通

じ
て

悪
化
し

て
い
る

と
回
答

し
た

。
今
こ

そ

中
小

企
業

を
サ
ポ

ー
ト
し

て
、
全

て
の

国
々
が

力
を
発

揮
で
き

る
よ
う

に
し

て
い
く

こ
と
が

重
要
。

彼
ら

が
フ
ー

ド
シ
ス

テ
ム
の

サ
プ

ラ
イ
チ

ェ
ー

ン
の

中
で

非
常
に

重
要
な

役
割
を

果
た

し
て
い

る
た
め

。
官
民

と
も
中

小
企

業
に
イ

ン
セ
ン

テ
ィ
ブ

を
提

供
す
る

こ
と
に

よ
っ
て

栄
養

の
あ
る

食
品

を
消

費
者

に
届
け

て
も
ら

う
必
要

が
あ

る
。

11
C

on
ce

rn
 

W
or

ld
w

id
e

M
r. 

D
om

in
ic

 M
ac

So
rl

ey
C

E
O

M
s.

 M
au

re
en

 M
uk

et
ha

：
健

康
的

な
食
生

活
は
基

本
的
人

権
。
多

く
の

課
題
が

そ
れ
ぞ

れ
関
連

し
合

っ
て
お

り
、
貧

困
も
気

候
変
動

も
お

互
い

関
係

の
あ

る
大
き

な
課
題

。
更
に

栄
養

不
良
と

い
う
課

題
が
さ

ら
に
重

な
り

合
う
状

況
も
見

ら
れ
て

い
る

。
C

on
ce

rn
 W

or
ld

w
id

eは
よ
り
改

善
さ

れ
た

栄
養

の
課
題

だ
け
で

な
く
、

生
計

の
手
段

の
確
保

や
サ
ス

テ
イ
ナ

ビ
リ

テ
ィ
、

環
境
保

護
、
レ

ジ
リ

エ
ン
ス

と
い
っ

た
課
題

と
繋

げ
て
ど

の
よ

う
に

取
り

組
ん
で

お
ら
れ

る
の
か

。
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N
o.

国
・

団
体

・
企

業
名

氏
名

役
職

ス
ピ
ー

チ
内

容

M
r.

 D
om

in
ic

 M
ac

S
or

le
y：

貧
困
の

課
題

が
非

常
に

大
き

い
が
、

政
策

レ
ベ

ル
、

市
民

社
会
レ

ベ
ル

両
方

に
お

い
て

Ze
ro

 H
un

ge
rを

全
世

界
で

行
う

コ
ミ

ッ
ト

を
し

な
く

て
は

な
ら

な
い
。

我
々

は
何

年
も

取
り

組
ん
で

き
た

。
気

候
変

動
、

新
型

コ
ロ

ナ
は

全
て

飢
餓

の
レ

ベ
ル
と

も
繋

が
っ

て

い
る

。
昨

年
16

00
世

帯
に

関
す

る
調

査
を

行
い

、
新

型
コ

ロ
ナ
に

よ
っ

て
特

に
女

性
に

ど
の
よ

う
な

イ
ン

パ
ク

ト
が

あ
っ
た

か
を

調
査

し
た

。
多

く
の

女
性

が
失

業
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の
多

く
の

女
性

は
子

ど
も

た
ち
に

十
分

な
食

べ
物

を
食

べ
さ

せ
た

い
と

言
っ

て
い

る
。

こ
う
い

っ
た

深
刻

な

状
況

が
み

ら
れ

る
。

食
料

と
栄

養
に

関
す
る

大
き

な
危

機
に

直
面

し
て
い

る
。

我
々

は
い

く
つ

も
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
し

て
い

る
が
、

50
0万

人
の

20
カ
国

の
極

め
て

貧
困

な
人

々
に
対

し
て

栄
養

安
全

保
障

、
栄

養
改

善
を

す
る

と
い

う
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン

ト
を

し
た

。
こ

れ
は
栄

養
に

フ
ォ

ー
カ

ス

し
、

平
等

な
フ

ー
ド

シ
ス

テ
ム

を
確

立
す
る

こ
と

で
実

現
し

た
い

と
考
え

て
い

る
。

完
全

な
る

フ
ー

ド
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
に

お
い
て

貧
困

な
人

々

が
健

康
的

な
食

生
活

を
送

れ
る

よ
う

に
彼
ら

の
ア

ク
セ

ス
を

確
立

す
る
こ

と
が

不
可

欠
。

シ
ン

プ
ル

な
取

り
組

み
も

あ
り

得
る

。
例
え

ば
家

庭
菜

園

で
野

菜
を

作
る

こ
と

も
一

つ
で

あ
り

、
1年

を
通

じ
て

栄
養

の
あ

る
食

材
を

入
手

す
る

こ
と

に
繋

が
っ
て

い
く

。
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
グ
ル

ー
プ

リ
ー

ダ
ー

や
様

々
な

レ
ベ

ル
で

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ
プ

を
取

れ
る

こ
と

が
必

要
。
よ

り
バ

ラ
ン

ス
の

取
れ

た
栄

養
価

の
高

い
食

料
に

関
し

て
、
単

に
実

践
者

と

し
て

取
り

組
む

だ
け

で
な

く
、

ア
ド

ボ
カ
シ

ー
を

活
用

す
る

こ
と

が
で
き

る
。

ロ
ー

カ
ル

な
農

業
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
普

及
さ

せ
て

い
く
こ

と
、

栄
養

に

配
慮

し
た

農
業

を
推

進
す

る
こ

と
が

必
要
。

世
界

に
お

い
て

更
に

エ
ン
ゲ

イ
ジ

メ
ン

ト
を

進
め

て
い

か
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

政
策
レ

ベ
ル

で
何

か

で
き

る
か

と
い

う
こ

と
だ

が
、

デ
ー

タ
を
活

用
し

て
働

き
か

け
て

い
か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

大
き

な
ニ

ー
ズ

が
ど

こ
に

あ
る

か
を
正

し
く

特
定

し
、

そ
こ

に
正

し
く

フ
ォ

ー
カ

ス
し

て
取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

た
め
。

若
い

人
々

が
今

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

も
た

ら
し

て
動

員
力
に

な
っ

て
き

て

い
る

。
M

au
re

en
さ

ん
と
し

て
は

何
が

で
き

る
と

思
う
か

。

M
s.

 M
au

re
en

 M
uk

et
ha

：
A

ct
4F

oo
d 

A
ct

4C
ha

ng
eの

組
織
に

皆
さ

ん
も

一
緒

に
参

加
し
て

活
動

し
て

い
た

だ
き

た
い
。

変
化

の
た

め
の

ア
ク

シ
ョ

ン
を

進
め

て
い

る
。

例
え

ば
栄

養
価
が

高
く

安
全

な
食

料
へ

の
ア
ク

セ
ス

を
特

に
小

さ
な

子
ど

も
た

ち
、

学
童

か
ら

学
生

の
レ
ベ

ル
ま

で
届

け

た
い

と
考

え
て

い
る

。
民

間
部

門
の

代
表
の

方
が

責
任

の
あ

る
形

で
マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

聞
い

て
大

変
嬉

し
く
思

う
。

こ
れ

を

各
地

域
で

進
め

て
い

き
た

い
と

。
現

地
で
入

手
可

能
な

食
料

を
更

に
推
進

し
、

各
地

域
が

持
つ

ユ
ニ

ー
ク

な
文

化
を

認
識

し
、

そ
の
価

値
を

重
視

す

る
こ

と
で

現
地

の
人

々
に

役
立

て
る

こ
と
も

行
な

っ
て

い
る

。
成

長
の
た

め
の

栄
養

と
い

う
話

を
さ

れ
て

、
今

年
は

栄
養

の
た

め
の
行

動
の

年
だ

が
、

成
長

の
た

め
の

栄
養

は
今

年
何

が
達
成

で
き

る
と

お
考

え
か

。
更
に

そ
れ

を
超

え
て

ど
こ

ま
で

で
き

る
か

。

M
r.

 D
om

in
ic

 M
ac

S
or

le
y：

緊
急
性

、
行

動
性

、
フ

ォ
ー

カ
ス
、

3つ
の

言
葉

が
キ

ー
ワ

ー
ド

。
本

当
に

何
百

万
人

も
の
子

ど
も

た
ち

が
栄

養
不

良
で

亡
く

な
っ

て
い

る
厳

し
い

現
実

が
あ
る

。
そ

の
た

め
急

務
で

あ
り
、

行
動

が
必

要
。

あ
ま

り
に

も
沈

黙
が

多
く

、
十

分
に

カ
バ
ー

さ
れ

て
い

な

い
。

即
時

的
な

対
応

が
ま

ず
は

必
要

。
人
道

的
援

助
は

も
ち

ろ
ん

必
要
。

そ
の

ス
ケ

ー
ル

を
大

き
く

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

拡
張

す
る

必

要
が

あ
る

。
英

国
政

府
は

栄
養

不
良

に
関
し

て
資

金
提

供
行

っ
て

お
ら
ず

、
非

常
に

が
っ

か
り

す
る

こ
と

。
こ

う
い

っ
た

こ
と

を
変
え

て
い

か
な

け

れ
ば

な
ら

な
い

。
気

候
に

関
し

て
も

大
き
な

動
き

が
み

ら
れ

る
が

、
方
向

転
換

し
て

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

高
め

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
そ

の
た

め

に
は

若
い

人
々

を
味

方
に

つ
け

る
必

要
が
あ

る
。

飢
餓

は
他

の
問

題
と
も

深
く

繋
が

っ
て

い
て

、
政

治
的

に
根

深
い

問
題

が
あ

る
こ
と

を
理

解
し

て

取
り

組
む

た
め

。
こ

れ
は

食
料

に
対

す
る
ア

ク
セ

ス
は

希
望

で
は

な
く
権

利
で

あ
る

。
説

明
責

任
を

こ
こ

で
確

立
し

な
く

て
は

な
ら
な

い
。

M
au

re
en

さ
ん

の
世

代
に
訴

え
か

け
た

い
。

あ
な

た
た
ち

の
世

代
の

責
務

で
あ

る
。

M
s.

 M
au

re
en

 M
uk

et
ha

：
行

動
す

る
の
は

今
で

あ
る

。
行

動
は

ま
ず
は

若
者

か
ら

活
発

に
し

て
い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
よ
り

強
力

な
フ

ー

ド
シ

ス
テ

ム
を

若
者

が
作

っ
て

い
か

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
と

共
に

努
力

す
る

こ
と

で
今

か
ら

行
動

し
て

い
き

た
い
。

M
od

er
at

or
：

世
代
を

超
え

た
セ

ク
タ

ー
を

超
え
た

会
話

が
で

き
た

。

12
A

ct
4F

oo
d 

A
ct

4C
ha

ng
e（

A
4F

 
A

4C
）

M
s.

 M
au

re
en

 M
uk

et
ha

Y
ou

th
 n

ut
ri

ti
on

 a
dv

oc
at

e
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⽬
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ョ

ン
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ミ
ッ

ト
メ
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ト

紹
介

(1
)

N
o.

国
・
団

体
・

企
業
名

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ

内
容

1
ス
リ

ラ
ン
カ

H
.E

. D
r.

 L
. C

. 
S

om
at

hu
ng

a

A
dd

it
io

na
l S

ec
re

ta
ry

 (P
ub

li
c 

H
ea

lt
h 

S
er

vi
ce

), 
M

in
is

tr
y 

of
 

H
ea

lt
h

日
本

政
府
に

対
し

、
世
界

の
全
て

の
ス

テ
ー
ク

ホ
ル
ダ

ー
を

一
同
に

介
し
、

大
変

重
要
な

公
衆

衛
生
の

た
め
の

世
界

的
な

問
題

の
取
り

組
み

の
推
奨

を
図
る

素
晴

ら
し
い

機
会
を

設
け

て
く
だ

さ
っ
た

こ
と

を
感
謝

申
し

上
げ
る

。
ス
リ

ラ
ン

カ
が

成
長

の
た
め

の
栄

養
に
注

力
す
る

の
と

同
様
に

各
国
政

府
と

共
に
栄

養
改
善

に
取

り
組
む

こ
と

に
コ
ミ

ッ
ト
し

て
い

る
こ

と
を

お
伝
え

す
る

。
数
多

く
の
栄

養
に

関
す
る

マ
イ
ル

ス
ト

ー
ン
を

達
成
し

て
き

た
が
栄

養
の

課
題
は

概
ね
解

決
し

た
も

の
の

、
今
後

も
継

続
し
て

力
を
合

わ
せ

て
更
な

る
改
善

を
図

っ
て
い

く
。
成

長
の

た
め
の

栄
養

の
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト

を
通

じ
て

、
5歳

未
満

の
子

ど
も

た
ち
の

栄
養
不

良
と

発
育
阻

害
の
改

善
や

低
い
出

生
率
、

家
庭

で
の
食

の
安
全

保
障

に
取
り

組
ん

で
い
く

。
一

方
で
過

剰
栄
養

に
も

注
意
を

払
う
必

要
が

あ
る
。

過
剰
栄

養
は

明
ら
か

に
増

加
傾
向

に
あ
り

、
健

康
を

損
ね

て
い
る

。
世

界
が
栄

養
改
善

に
取

り
組
む

こ
と
で

、
S

D
G

sの
達
成

が
叶
う

。
人

類
の
発

展
に

お
い
て

世
界
的

、
歴

史
的

快
挙
と

な
る

。

2
ト
ー

ゴ
D

r.
 B

ou
ra

im
a 

M
ou

aw
iy

at
ou

H
ea

d 
of

 t
he

 N
ut

ri
ti

on
 D

iv
is

io
n,

 
M

in
is

tr
y 

of
 H

ea
lt

h,
 S

U
N

 F
oc

al
 

P
oi

nt

ト
ー

ゴ
の
栄

養
改

善
に
取

り
組
ん

で
い

る
様
々

な
ス
テ

ー
ク

ホ
ル
ダ

ー
と
協

議
を

し
た
後

、
そ

し
て
フ

ォ
ー
カ

ル
パ

ー
ソ

ン
と

し
て
、

東
京

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

で
の

ト
ー
ゴ

政
府
の

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
を

皆
様

と
共
有

で
き

る
こ
と

は
大
変

名
誉

な
こ

と
。

5歳
未
満

の
発
育

阻
害

の
割
合

を
減
ら

し
、

20
17

年
23

.8
%
を

20
30

年
に

は
17

.5
%
に
す

る
。

0-
6ヶ

月
の
乳

児
の

完
全

母
乳
育

児
を

20
19

年
の

60
.4

%
か

ら
20

30
年
に

は
80

%
に
す

る
。

20
30

年
ま

で
に
全

国
の

5歳
未
満

の
急
性

栄
養

不
良

と
判
明

し
た

子
ど
も

10
0%

の
栄

養
改

善
を

行
う
。

栄
養
マ

ル
チ

セ
ン
タ

ー
プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ
ー

ム
を
制

度
化

し
、

C
on

se
il

 N
at

io
na

l p
ou

r 
le

 R
en

fo
rc

em
en

t 
de

 la
 N

ut
ri

ti
on

 (C
N

R
N

)栄
養

強
化
評

議
会

と
名
づ

け
る
。

栄
養

に
関

す
る

主
要
な

効
果

的
な
行

動
を
医

療
シ

ス
テ
ム

を
通
し

て
増

や
し
、

最
も
顧

み
ら

れ
な
い

人
々

に
注
意

を
払
っ

て
参

る
。

20
30

年
ま
で

に
学
校

給
食
を

広
げ

て
い
く

。
学
校

給
食

が
あ
る

学
校
の

数
を

3倍
、
給

食
を
食

べ
る

こ
と
の

で
き
る

生
徒

の
数

を
3倍

に
し

、
30

万
人

に
す

る
。

3
コ
ロ
ン
ビ
ア

M
rs

. E
li

sa
 M

ar
ia

 
C

ad
en

a 
G

ao
na

D
ep

ut
y 

D
ir

ec
to

r 
of

 N
ut

ri
ti

on
al

 
H

ea
lt

h,
 F

oo
d 

an
d 

B
ev

er
ag

es

栄
養

サ
ミ
ッ

ト
に

参
加
で

き
て
光

栄
で

あ
る
。

こ
の
サ

ミ
ッ

ト
は
栄

養
不
良

の
問

題
を
低

減
す

る
た
め

に
国
際

社
会

が
手

を
取

り
合
っ

て
立

ち
向
か

う
た
め

の
戦

略
的
な

ス
ペ
ー

ス
。

S
D

G
sを

達
成

し
、

W
H

O
の

課
題

を
達
成

す
る
こ

と
が

で
き

る
。

身
体
的

精
神

的
社
会

的
発
育

を
妨

げ
て
い

る
の
は

栄
養

不
良
で

あ
る
こ

と
を

認
識
す

る
必

要
が
あ

る
。
コ

ロ
ン

ビ
ア

は
幼

児
の
栄

養
状

態
に
大

き
な
格

差
が

あ
り
、

2つ
の
栄

養
問
題

が
あ

る
。
慢

性
的
な

栄
養

不
良
、

貧
血
、

ビ
タ

ミ
ン
や

ミ
ネ

ラ
ル
欠

乏
症

が
あ
る

が
、
学

齢
期

の
子
ど

も
の
超

過
体

重
の
割

合
が
徐

々
に

か
な
り

増
え

て
い
る

。
コ
ロ

ン
ビ

ア
の

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト

と
し
て

授
乳
期

に
適

切
な
栄

養
を
補

助
、

サ
ポ
ー

ト
す
る

こ
と

を
継
続

し
て

い
く
。

こ
れ
ら

は
栄

養
格

差
を

改
善
す

る
た

め
の
基

本
的
な

戦
略

。
健
康

的
な
環

境
を

推
進
す

る
た
め

一
致

団
結
し

て
働

き
か
け

て
い
く

。
食

品
に

基
づ

い
て
、

指
針

を
通
し

て
健
康

的
な

食
品
を

推
進
し

て
い

く
。
健

康
的
な

運
動

を
生
活

に
取

り
入
れ

る
こ
と

を
推

奨
す

る
。

様
々
な

政
府

機
関
が

団
結
し

て
栄

養
を
推

進
し
て

い
る

戦
略
に

よ
っ
て

、
我

が
国
が

長
期

的
に
掲

げ
て
い

る
目

標
や

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト

を
継
続

的
に
取

り
組

ん
で
い

く
こ
と

が
で

き
る
。

4
カ
メ

ル
ー
ン

M
r.

 I
ho

ng
 I

II

C
oo

rd
in

at
or

 o
f t

he
 T

ec
hn

ic
al

 
S

ec
re

ta
ri

at
 o

f t
he

 I
nt

er
na

ti
on

al
 

C
om

m
it

te
e 

fo
r 

th
e 

F
ig

ht
 a

ga
in

st
 

M
al

nu
tr

it
io

n

カ
メ

ル
ー
ン

が
こ

れ
か
ら

数
年
の

間
で

国
民
の

た
め
に

行
う

取
り
組

み
を
紹

介
す

る
。
ま

ず
U

H
C
に

関
し

て
は
保

健
シ

ス
テ

ム
を
通

し
て

の
栄
養

介
入
の

ス
ケ

ー
ル
ア

ッ
プ
を

行
う

。
マ
ル

チ
セ
ク

タ
ー

の
栄
養

フ
レ

ー
ム
ワ

ー
ク
と

そ
の

運
用

実
施

計
画
を

20
30

年
の

国
家

開
発

戦
略
に

組
み
込

ん
で

い
く
。

食
料
の

国
家

シ
ス
テ

ム
を
実

施
し

、
発
育

阻
害

は
20

18
年
の

29
%
を

20
30

年
に

は
15

%
、

5歳
未

満
の

過
体

重
と

肥
満
は

20
18

年
の

11
%
を

20
30

年
に
は

5%
以

下
に

す
る

。
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シ
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(2
)

N
o.

国
・

団
体
・

企
業
名

氏
名

役
職

ス
ピ
ー

チ
内
容

5
国

際
連

合
パ
レ

ス
チ

ナ
難
民

救
済
事

業
機

関
（

U
N

R
W

A
）

D
r. 

Se
it

a 
A

ki
hi

ro
D

ir
ec

to
r o

f H
ea

lt
h

中
東

に
い

る
57

0万
人

の
パ

レ
ス
チ

ナ
難

民
に
と

っ
て
栄

養
と

成
長
は

非
常
に

重
要

な
課
題

。
新
型

コ
ロ

ナ
の
パ

ン
デ

ミ
ッ

ク
は

も
と

も
と
脆

弱
で

あ
っ
た

パ
レ
ス

チ
ナ

難
民
を

よ
り
脆

弱
に

し
た
。

彼
ら
の

持
続

的
な
成

長
の
た

め
に

は
栄
養

と
成

長
の

問
題

に
対
す

る
対

策
が
我

々
U

N
R

W
A
に
と

っ
て
も

非
常
に

重
要

。
そ
の

た
め
、

今
回

の
サ
ミ

ッ
ト
で

我
々

は

3つ
の
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
を
す

る
。

最
初
の

2つ
は

栄
養

の
U

H
C
の

統
合

の
分

野
。

1つ
目
は

糖
尿

病
対
策

。
糖
尿

病
、

生

活
習

慣
病

は
パ

レ
ス
チ

ナ
難

民
の
死

亡
原
因

の
第

一
位
。

栄
養
状

態
を

改
善
し

、
糖
尿

病
の

管
理
体

制
の
強

化
を

進
め

る
。

妊
婦

の
貧

血
、
微

量
栄

養
素
対

策
も
非

常
に

重
要
な

分
野
。

3つ
目

は
強

靭
性
の

促
進
。

脆
弱

な
パ
レ

ス
チ
ナ

難
民

の
食

料
安

全
保

障
を
確

保
す

る
た
め

に
U

N
R

W
A
は
食

料
支
援

、
キ
ャ

ッ
シ

ュ
支
援

を
進
め

る
。

ガ
ザ
を

含
め
全

て
の

活

動
地

域
で

進
め

て
い
る

。
し

か
し
、

栄
養
問

題
、

成
長
問

題
は
食

料
支

援
、
医

療
支
援

だ
け

で
は
決

し
て
改

善
し

な
い
。

そ
の

根
源

に
あ

る
の
は

人
権

の
問
題

で
あ
り

、
人

間
の
尊

厳
の
問

題
。

脆
弱
な

人
々
を

置
き

去
り
に

し
な
い

、
パ

レ
ス
チ

ナ
難

民
を

置
き

去
り
に

し
な

い
、
そ

う
い
っ

た
社

会
的
、

世
界
的

な
機

構
の
構

築
が
求

め
ら

れ
て
い

る
。
そ

う
い

っ
た
意

味
で

も
今

回
の

サ
ミ
ッ

ト
は

非
常
に

重
要
。

6
国

際
農

業
研
究

協
議

グ
ル
ー

プ

（
C

G
IA

R
）

D
r. 

K
un

dh
av

i K
ad

ir
es

an
M

an
ag

in
g 

D
ir

ec
to

r, 
G

lo
ba

l 
E

ng
ag

em
en

t a
nd

 In
no

va
ti

on
, 

C
G

IA
R

世
界

的
に

見
て

我
々
は

非
常

に
複
雑

な
食
料

シ
ス

テ
ム
を

構
築
し

て
き

た
。
し

か
し
全

て
の

人
に
栄

養
価
の

高
い

持
続
可

能
な

食
生

活
を

提
供
す

る
こ

と
は
で

き
て
い

な
い

。
単
に

生
産
量

を
増

や
す
と

い
う
戦

略
で

は
な
く

、
安
全

で
安

価
で
望

ま
し

い
持

続
可

能
で
健

康
的

で
栄
養

価
の
高

い
食

生
活
を

育
成
す

る
必

要
が
あ

る
。
エ

ビ
デ

ン
ス
は

明
白
。

栄
養

へ
の
投

資
は

1ド
ル
あ

た
り
地

域
経
済

に
16

ド
ル

を
も
た

ら
す
。

し
か

し
世
界

の
開
発

基
金

の
う
ち

、
栄
養

改
善

に
投
資

さ
れ
て

い
る

の
は

1%
に

も
満
た

な
い

。
C

G
IA

R
の

科
学
は

栄
養
改

善
が

も
た
ら

す
イ
ン

パ
ク

ト
を
示

し
て
い

る
。

現
在
ア

フ
リ

カ
と

南
ア

ジ
ア

の
68

0万
世

帯
に
ビ

タ
ミ

ン
A
を

生
物

学
的
に

栄
養
強

化
し

た
オ
レ

ン
ジ
色

で
肉

厚
な
さ

つ
ま

い
も
を

栽

培
し

、
食

し
て

い
て
お

り
、

子
ど
も

た
ち
の

予
防

可
能
な

失
明
に

対
し

て
非
常

に
有
効

な
手

段
と
な

っ
て
い

る
。

生
産
資

源
を

利
用

し
て

食
料
生

産
を

促
進
す

る
こ
と

で
微

量
栄
養

素
の
不

足
を

解
消
し

、
ア
フ

リ
カ

と
ア
ジ

ア
の
社

会
か

ら
阻
害

さ
れ

た
何

百
万

人
も
の

人
々

に
恩
恵

を
も
た

ら
し

て
い
る

。
C

G
IA

R
で

は
3つ

の
レ
ベ

ル
で

栄
養
安

全
保
障

を
向

上
さ
せ

る
こ

と
に

取
り

組
ん
で

い
る

。
高
い

シ
ス
テ

ム
レ

ベ
ル
で

は
食
料

シ
ス

テ
ム
の

成
果
、

政
策

研
究
、

技
術
的

制
度

的
革
新

を
通

じ
て

食
生

活
の
改

善
に

繋
が
る

リ
ソ
ー

ス
を

提
供
し

て
い
る

。
農

業
レ
ベ

ル
で
は

食
料

供
給
の

多
様
化

、
疾

病
や
食

料
安

全
の

管
理

の
た
め

の
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

を
加

速
さ
せ

る
。
マ

イ
ク

ロ
レ
ベ

ル
で
は

、
遺

伝
子
の

革
新
に

よ
り

多
様
で

健
康

的
な

食
品

へ
の
ア

ク
セ

ス
を
強

化
す
る

こ
と

に
取
り

組
ん
で

い
る

。
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(1
)

N
o.

国
・
団
体
・
企
業
名

氏
名

役
職

ス
ピ
ー
チ
内
容

発
言
の
機
会
を
い

た
だ
け
る
こ
と
を
感

謝
申
し
上
げ
る
。

サ
ミ
ッ
ト
は
我
々
が

今
ま
で
ど
の
よ
う
に

栄
養
不
良
に
取
り
組

ん
で
き
た
か
を

振
り
返
り
、
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
も
っ

と
良
く
な
る
か
を

問
う
重
要
な
機
会
。

今
日
我
々
は
各
国
代

表
団
、
そ
の
他
多
く

の
関
係
者
か
ら

栄
養
状
態
を
改
善

す
る
た
め
に
は
柔
軟

な
食
料
シ
ス
テ
ム

と
保
健
シ
ス
テ
ム
両

方
に
投
資
す
る
こ
と

が
重
要
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。
で
は

な
ぜ
今
回
の
サ
ミ

ッ
ト
で
は
脆
弱
な
国

や
紛
争
の
影
響
を

受
け
た
国
に
お
け
る

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る

の
か
。
そ
れ
は

簡
単
で
、
最
も
困

難
な
場
所
で
最
も
困

難
な
ケ
ー
ス
に
取

り
組
ま
な
け
れ
ば

20
25

年
の
世
界

保
健
総
会
の
目
標
も

栄
養
不
良
の
解
消
と

い
う
持
続
可
能
な

開
発
目
標
も
達
成
で

き
な
い
た
め
。
現

在
脆
弱
な
国
や
紛
争

の
起
き
て
い
る
国
の

半
数
で
は
発
育
阻
害

、
消
耗
症
、
思

春
期
の
少
女
や
女

性
の
貧
血
等
、
複
数

の
形
態
の
栄
養
不

良
が
緊
急
事
態
と
し

て
発
生
し
て
い
る
。

世
界
の
飢
餓
人
口
の

6割
は
自
然
災

害
や
人
的
災
害
に

よ
っ
て
栄
養
不
足
に

陥
る
リ
ス
ク
や
脆

弱
性
が
高
ま
っ
て
い

る
場
所
に
住
ん
で
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
っ
て
大
き
な

打
撃
が
加
わ
り
、

栄
養
不
良
の
負
担
が

さ
ら
に
悪
化
し
た

。
推
定
で
は

20
20

年
か
ら

20
22

年
に
か
け
て

消
耗
症
の

5歳
未
満
児
の

14
00

万
人
に
増
加
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
直
接
、

間
接
的
影
響
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
リ
ス

ク
が
な
か
っ
た

13
60

万
人
の
子
ど

も
た
ち
が
衰
弱
し
て

い
る
。
個
人
の
栄

養
状
態
を
改
善
し
て

い
く
と
い
う
課
題

は
ど
こ
で
も
あ
る
が

、
こ
れ
ら
の
子
ど
も

た
ち
は
気
候
変
動
や

人
為
的
な
災
害

等
に
よ
り
既
に
悲

惨
な
状
況
に
あ
る
脆

弱
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
。
ア
メ
リ

カ
国
際
開
発
省
を
含

む
人
道
支
援
関
係
者

は
従
来
緊
急
時

の
急
性
栄
養
不
良

に
対
す
る
救
命
措
置

に
力
を
注
い
で
き

た
。
し
か
し
、
危
機

が
長
期
化
し
て
い
る

、
脆
弱
な
環
境
に
ま

す
ま
す
集
中
す

る
よ
う
に
な
っ
た

貧
困
の
地
理
的
変
化

を
考
え
る
と
、
人

道
的
シ
ス
テ
ム
と
開

発
シ
ス
テ
ム
の
両
方

が
栄
養
不
良
に
取
り

組
む
そ
の
調
整

を
す
る
必
要
が
あ

る
。
栄
養
不
良
の
発

見
、
予
防
、
治
療

の
た
め
の
介
入
、
資

金
提
供
の
柔
軟
性
を

高
め
、
健
康
、
生
活

、
食
料
シ
ス
テ

ム
、
水
と
衛
生
等

の
分
野
を
横
断
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ

の
2年

間
皆
さ
ん
と
手
を

取
り
合
っ
て
脆
弱
で

危
機
的
環
境
下
で

の
栄
養
管
理

を
介
入
し
、
変
革

す
る
方
法
を
模
索
し

て
き
た
。
そ
の
結

果
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を

変
え
る
た
め
に
必
要

な
4つ

の
方
法
が
見
え

て
き
た
。

1)
第
一
に
栄
養
不
良

の
リ
ス
ク
が
最
も
高

い
人
々
を
成
長
と
発

達
の
重
要
な
時
期
に

対
処
す
る
こ
と
。
特

に
妊
娠
か
ら

2歳
ま
で
の

10
00

日
間
は
依
然
と
し

て
重
要
。
し
か
し
特

に
脆
弱
な
環
境
、

地
域
に
お
い
て
は
栄

養
不
良
の
リ
ス
ク
が

幼
い
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
な
く
、
就

学
前
、
学
齢
期
の

70
00

日
ま

で
に
及
ぶ
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
て
い
る
。

特
に
社
会
か
ら
阻
害

さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の

子
ど
も
に
リ
ス
ク
が

あ
る
。

2)
第
二
に
長

期
化
す
る
危
機
に

お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
資
金
調
達
に
は
柔

軟
で
長
期
的
ア
プ
ロ

ー
チ
を
採
用
す
る
必

要
が
あ
る
。
人
道

的
対
応
を
開
発
課

題
と
結
び
つ
け
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の

逆
も
然
り
。
歴
史
的

に
み
て
も
人
道
的
環

境
は
革
新
的
取
り
組

み
を
行
う
ユ

ニ
ー
ク
な
機
会
と

な
っ
て
き
た
。
子
ど

も
の
貧
困
対
策
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
多
く
は

紛
争
や
脆
弱
な
環
境

下
で
生
ま
れ
た
。
今

こ
そ
こ
れ
を
超

え
て
消
耗
症
の
早

期
発
見
と
治
療
を
人

道
開
発
環
境
に
お

け
る
必
須
の
行
動
と

し
て
主
流
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

3)
第
三
に
国

の
栄
養
情
報
シ
ス

テ
ム
へ
の
投
資
と
強

化
が
必
要
。
こ
れ
に

よ
り
正
確
で
タ
イ
ム

リ
ー
で
よ
り
適
切
な

栄
養
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
確
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

4)
第
四
に
世

界
、
地
域
、
地
元

の
関
係
者
の
調
整
と

責
任
分
担
を
改
善
す

る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
た
め
に
は
栄
養
不

良
の
予
防
と
治
療

の
た
め
の
複
数
年

に
わ
た
る
マ
ル
チ
セ

ク
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
地
域

の
組
織
に
権
限
を
与

え
、
資
金
を
提

供
す
る
こ
と
も
重

要
。

昨
日
パ
ワ
ー
長
官

が
発
表
し
た
よ
う
に

U
S

A
ID

の
成

長
の
た
め
の
栄
養
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に

は
、
こ
れ
ら

4つ
の
目
標

に
向
け
て
行
動

を
起
こ
す
準
備
が

で
き
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
人

道
支
援
局
は
栄
養
開

発
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
他
の
部
門
と
協

力
し
て
消
耗
症

の
予
防
と
治
療
に

対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ

を
強
化
し
て
い
く

。
B

H
A
は
子

ど
も
の
消
耗
症
に
関

す
る
世
界
行
動
計
画

の
目
標
に
投
資
を
結

び
つ
け
、
他
の
機

関
と
共
に
人
道
危
機

に
対
し
て
よ
り
戦

略
的
に
取
り
組
む
。

も
っ
と
脆
弱
な
状
況

で
も
回
復
力
を
高
め

ら
れ
る
よ
う
、

資
金
調
達
を
よ
り

柔
軟
に
す
る
方
法
を

検
討
し
て
お
り
、

緊
急
時
の
栄
養
情
報

基
準
強
化
の
た
め
の

支
援
を
期
待
し
て
い

る
。
脆
弱
な
状

況
下
で
の
栄
養
不

良
、
特
に
女
性
と
子

ど
も
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
過

去
3年

間
、

B
H

A
が
栄
養
に
特
化
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

10
億
ド
ル
投
資
し
た

こ
と
は
そ
れ
を
明
確

に
示
し
て
い
る
。

他
の
ド
ナ
ー
や
政
府

、
民
間
企
業
に
対
し

て
も
脆
弱
な
状
況
に

置
か
れ
た
家
族

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
栄
養
摂
取
で
き
る

よ
う
支
援
を
拡
大

す
る
こ
と
を
求
め
る

。

1
米
国
人
道
支
援
局

（
U

S
A

ID
）

M
s.

 S
ar

ah
 C

ha
rl

es
A

ss
is

ta
nt

 t
o 

th
e 

A
dm

in
is

tr
at

or
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N
o.

国
・

団
体

・
企

業
名

氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ

内
容

D
r.

 N
a

za
r 

B
a

su
h

a
ib
：

こ
の
よ

う
な

サ
ミ

ッ
ト

に
参

加
さ
せ

て
い

た
だ

き
、

感
謝

申
し

上
げ

る
。

レ
ジ

リ
エ

ン
ス
に

関
し

て
イ

エ
メ

ン
政
府

は
人

道
支

援
、

開
発

、
平

和
構

築
と

い
っ

た
部

門
の
枠

を
超

え
て

栄
養

状
況

の
改

善
に

取
り

組
み

、
投

資
の
増

加
を

図
る

こ
と

に

コ
ミ
ッ

ト
す

る
。

政
府

機
関

の
主

導
の

も
と

、
人

道
支

援
、
開

発
分

野
の

ア
ク

タ
ー

の
連

携
に

よ
っ

て
地

域
的

な
コ
ン

テ
キ

ス
ト

を
配

慮

し
つ
つ

、
国

家
的

栄
養

対
策

の
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
と

資
金

の
投
入

に
努

め
る

。
人

道
活

動
と

開
発

と
平

和
構

築
の

間
の
ギ

ャ
ッ

プ
を

埋
め

る

た
め
、

全
て

の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

連
携

と
監

督
の

メ
カ
ニ

ズ
ム

を
明

確
な

ア
カ

ウ
ン

タ
ビ

リ
テ

ィ
を

持
っ

て
確
立

す
る

。
到

達
困

難

な
地
域

を
よ

り
広

く
網

羅
し

て
い

く
こ

と
、

栄
養

サ
ー

ビ
ス
の

対
象

を
2
歳

以
上

の
子

ど
も

た
ち
、

妊
娠

以
前

の
女

性
た

ち
、

学
童

や
障

害
者
、

高
齢

者
に

拡
大

す
る

こ
と

に
努

め
る

。
最

後
に

政
府
、

ド
ナ

ー
、

国
連

機
関

、
国

際
機

関
、

N
G

O
に

よ
る

国
内

で
の

人
道

活
動

を
定
着

さ
せ

る
こ

と
に

努
め

る
。

生
後

1
0

0
0
日

の
段

階
が

極
め

て
重

要
な

こ
と

は
間

違
い

な
い

が
、

イ
エ

メ
ン

に
お
い

て
栄

養
改

善
の

対
象
を

学
童

に
広

げ
る

こ
と

が
現

在
の

人
道

危
機

に
お

け
る
困

難
な

生
活

状
況

の
中

で
必

要
と

さ
れ

て
い

る
。

子
ど
も

も
教

師
も

お
腹

を

空
か
せ

て
学

校
に

行
く

と
い

う
現

状
の

中
で

、
教

育
は

イ
エ
メ

ン
で

の
貧

困
の

連
鎖

を
断

ち
切

る
最

短
の

手
段

。
従
っ

て
、

学
校

で
の

栄

養
改
善

の
介

入
は

通
学

率
を

高
め

、
教

育
の

質
を

高
め

、
ひ
い

て
は

将
来

の
家

庭
の

生
活

手
段

も
改

善
さ

れ
る

こ
と
に

つ
な

が
る

。
ま

た

学
校
で

の
栄

養
対

策
を

少
女

も
対

象
に

す
る

こ
と

が
極

め
て
重

要
。

次
の

世
代

の
母

親
に

な
る

存
在

。
障

害
者

や
高
齢

者
に

つ
い

て
も

深

刻
な
状

況
が

あ
る

。
社

会
の

ど
の

階
層

も
飢

え
や

貧
困

の
中
に

取
り

残
し

て
は

な
ら

な
い

。
こ

の
人

々
の

苦
し

み
を
軽

減
す

る
と

と
も

に

家
族
の

負
担

も
和

ら
げ

る
た

め
に

栄
養

対
策

が
必

要
。

良
好
で

十
分

な
栄

養
は

全
て

の
人

の
権

利
で

あ
る

。

M
od

er
a

to
r：

質
問
と

し
て

、
非

伝
統

的
な

グ
ル

ー
プ

、
例

え
ば

学
童

、
障
害

者
、

高
齢

者
に

対
し

て
も

サ
ー

ビ
ス

を
始

め
る

と
お
っ

し
ゃ
っ

て
い

た
。

生
後

1
0

0
0
日
以

上
に

フ
ォ

ー
カ

ス
を

広
げ
る

の
は

な
ぜ

特
に

イ
エ

メ
ン

で
は

そ
の

重
要

性
が

高
い
の

か
。

D
r.

 N
a

za
r 

B
a

su
h

a
ib
：

イ
エ
メ

ン
に

お
い

て
戦

争
の

影
響
は

非
常

に
大

き
い

。
特

に
若

者
や

子
ど

も
た

ち
は

大
き
な

影
響

を
受

け
て

い
る
。

彼
ら

は
何

も
主

張
を

す
る

こ
と

が
で

き
ず

、
彼

ら
を
代

弁
し

て
く

れ
る

存
在

が
い

な
い

た
め

、
重

視
し

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。

M
od

er
a

to
r：

イ
エ
メ

ン
が

伝
統

的
な

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
を

超
え

て
取
り

組
ん

で
い

け
る

こ
と

を
期

待
し

て
い

る
。

他
の

政
府
や

ス

テ
ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

の
方

も
そ

う
さ

れ
る

か
と

思
う

。

M
s.

 Z
u

h
ra

 D
a

d
ga

r-
S

h
a

fi
q
：

こ
の

よ
う

な
機

会
を

い
た

だ
き

感
謝

申
し

上
げ
る

。
今

日
2
人

に
1
人

が
基

本
的

な
食

料
、
栄

養
を

一
日

一
回
し

か
得

ら
れ

る
こ

と
が

で
き

な
い

で
い

る
。

非
常

に
深
刻

な
食

料
不

安
全

に
見

舞
わ

れ
て

い
る

。
8
月

以
降

、
2

0
0
万

人
以

上
の

子

ど
も
た

ち
が

栄
養

不
良

に
な

っ
て

い
る

。
3

2
0
万

人
の

子
ど

も
た

ち
が

急
性

栄
養
不

良
。

我
々

が
行

動
を

取
ら

な
け

れ
ば

ま
も

な
く

こ
の

数
値
は

3
倍
に

な
る

。
ア

フ
ガ

ニ
ス

タ
ン
に

は
最

低
限

の
リ

ソ
ー

ス
し

か
な

い
の

に
も

か
か

わ
ら
ず

、
最

大
限

の
効

果
を

発
揮

す
る

こ
と

が
求
め

ら
れ

て
い

る
。

草
の

根
組

織
な

ど
が

教
育

、
リ

ハ
ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ビ

ス
等

を
し

て
い

る
。

我
々

は
ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
に

お

け
る
栄

養
不

良
と

戦
っ

て
い

く
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
し

た
い
。

手
に

入
る

資
源

は
限

ら
れ

て
い

る
。

学
齢

期
の

子
ど
も

た
ち

が
基

本
的

な

栄
養
ニ

ー
ズ

を
満

た
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
子

ど
も

た
ち
が

安
定

し
て

教
育

を
受

け
ら

れ
る

に
し

て
い

く
。

助
産
婦

、
家

庭
に

対
す

る

教
育
も

行
っ

て
い

る
。

母
乳

育
児

に
対

し
て

、
あ

る
い

は
小
さ

な
子

ど
も

た
ち

に
対

す
る

食
事

、
少

女
と

母
親

の
貧
血

の
問

題
に

も
取

り

組
ん
で

い
く

。
食

料
開

発
ス

キ
ー

ム
を

立
て

る
に

あ
た

っ
て
、

主
要

な
協

力
者

と
な

っ
て

い
る

。
貧

困
線

以
下

で
暮
ら

し
て

い
る

人
々

に

特
に
集

中
し

て
取

り
組

ん
で

い
く

。

M
od

er
a

to
r：

栄
養
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
を

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
で

確
立

し
よ

う
と
し

て
お

り
、

こ
の

地
域

の
食

料
安

全
保

障
の

ア
ク

タ
ー
と

協

働
さ
れ

て
い

る
と

の
こ

と
だ

が
、

こ
う

し
た

関
係

づ
く

り
の
中

で
一

番
の

課
題

は
何

か
。

そ
し

て
そ

の
克

服
は

ど
の
よ

う
に

さ
れ

て
い

る

の
か
。

M
s.

 Z
u

h
ra

 D
a

d
ga

r-
S

h
a

fi
q
：

今
も

多
く

の
課

題
が

あ
る

。
あ

る
経

済
で

の
エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
家

庭
や

子
ど

も
の

ウ
ェ

ル
ビ
ー

イ
ン

グ
に

非
常

に
重

要
。

し
か

し
、

過
去

3
ヶ

月
間

、
経

済
的

収
入

を
得

る
こ

と
が

で
き
な

い
と

い
う

状
況

に
な

っ
て

家
計

、
子

ど
も
の

栄
養

に
も

影
響

が
出

て
い

る
。

最
近

の
人

道
的

危
機
の

中
で

ア
フ

ガ
ニ

ス
タ

ン
で

は
様

々
な

機
関

、
制

度
の
能

力
も

削
が

れ
て

き

て
い
る

。
現

場
で

活
動

し
て

い
る

人
々

の
能

力
開

発
の

た
め
の

支
援

が
必

要
。

ま
た

、
1
億

2
0

0
0
万

ド
ル

の
資

金
が

栄
養

に
対

し
て

あ
る

が
、
そ

の
う

ち
ま

だ
6

0
%
し

か
届

い
て

い
な

い
。

継
続

す
る
危

機
が

あ
る

が
約

束
さ

れ
た

資
金

が
届

い
て

い
な

い
と
い

う
問

題
が

あ
る

。

そ
の
よ

う
な

ギ
ャ

ッ
プ

が
あ

る
た

め
に

我
々

は
少

な
く

と
も
生

存
の

た
め

の
基

本
的

な
食

料
を

人
々

に
届

け
る

と
い
う

こ
と

に
注

力
し

て

い
る
。

援
助

を
す

る
た

め
に

は
そ

の
他

の
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ
ト

と
の

間
で

調
整

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
ど

の
よ
う

に
こ

の
シ

ョ
ッ

ク

に
対
応

し
て

い
く

の
か

と
い

う
こ

と
だ

が
、

ド
ナ

ー
だ

け
で
な

く
政

府
に

と
っ

て
も

大
き

な
課

題
。

何
ら

か
の

形
で
交

渉
し

て
、

こ
の

政

府
が
何

ら
か

の
形

で
本

当
に

壊
滅

的
な

状
況

を
防

ぐ
こ

と
が
必

要
。

資
金

的
な

問
題

に
つ

い
て

は
全

国
レ

ベ
ル

の
人
道

的
対

応
の

活
動

を

行
っ
て

い
る

。

M
od

er
a

to
r：

ア
フ
ガ

ニ
ス

タ
ン

で
は

非
常

に
困

難
で

あ
る

。
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S
13

 T
ab

le
. 2

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
3（

脆
弱
化
の
栄
養
対
策
）

(3
)

N
o.

国
・
団
体

・
企

業
名

氏
名

役
職

ス
ピ
ー

チ
内

容

6
チ
ャ

ド
D

r. 
M

ah
am

at
 B

éc
hi

r

D
ir

ec
to

r o
f t

he
 N

ut
ri

ti
on

 a
nd

 
Fo

od
 T

ec
hn

ol
og

y 
D

ir
ec

to
ry

 a
t t

he
 

M
in

is
tr

y 
of

 H
ea

lt
h 

an
d 

SU
N

 
Fo

ca
l P

oi
nt

D
r. 

M
ah

am
at

 B
éc

hi
r：

日
本
政
府

に
栄

養
サ

ミ
ッ

ト
の

開
催
を

感
謝

申
し

上
げ

る
。

チ
ャ
ド

で
は

50
0万

人
の

子
ど

も
た

ち
が
慢

性

的
な

栄
養

不
良

、
18

0万
人
の

子
ど

も
が

急
性

栄
養

不
良
で

あ
り

、
こ

の
負

荷
に

応
え
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

最
初

の
6ヶ

月
の

完
全

母
乳

育
児

を
50

%
増
加

さ
せ

る
。

5歳
未
満

の
子
ど

も
た

ち
の

栄
養

不
良

を
40

%
減
少

さ
せ

る
。

妊
娠

可
能

な
女
性

の
貧

血
を

50
%

減
少

さ
せ

る
。

イ
ニ
シ

ア
チ

ブ
を

母
乳

育
児

に
あ
て

て
い

る
。

様
々

な
福

祉
の
政

策
を

取
っ

て
い

る
。

SM
A

R
T調

査
も
行

っ
て

い
る

。

34
%
の
国

の
予

算
を
貧

困
対

策
に

充
て

て
い

る
。
投

資
を

10
%
農
業

に
、

15
%
保

健
に

増
や

し
て

い
る

。

M
od

er
at

or
：
チ
ャ

ド
に

お
い

て
現

在
取

ら
れ
て

い
る

様
々

な
政

策
に

つ
い
て

お
話

し
い

た
だ

い
た

。
エ
ビ

デ
ン

ス
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、

評
価

、
サ

ー
ベ

イ
ラ
ン

ス
シ

ス
テ

ム
、

ス
マ

ー
ト
調

査
の

実
施

等
素

晴
ら

し
い
こ

と
を

お
話

し
い

た
だ

い
た
が

、
人

道
援

助
と

開
発

の
溝

を
埋

め
る

た
め

に
デ
ー

タ
は

ど
の

よ
う

な
役

割
を
果

た
す

と
思

う
か

。

D
r. 

M
ah

am
at

 B
éc

hi
r：

様
々
な
課

題
が

あ
る

。
栄

養
と

い
う
観

点
で

は
、

栄
養

不
良

を
改
善

す
る

た
め

に
は

医
療

シ
ス
テ

ム
か

ら
行

わ
れ

、
共

同
体

の
レ
ベ

ル
で

行
わ

れ
る

こ
と

。
ま
ず

生
後

10
00

日
を

観
察

し
て

改
善

し
、
ス

マ
ー

ト
を

活
用

す
る

こ
と

で
改
善

を
図

る

こ
と

が
で

き
る

。
こ
れ

に
よ

っ
て

将
来

の
計

画
を
立

て
て

い
く

。
そ

れ
ら

の
調
査

を
行

っ
て

、
結

果
か

ら
政
策

を
作

っ
て

い
く

。
現

在
農

業
省

と
も

協
力

を
し
て

、
最

も
脆

弱
な

家
庭

に
対
し

て
の

対
策

を
と

る
。

そ
れ
を

県
や

村
と

一
緒

に
み

て
い
く

。
そ

う
い

っ
た

調
査

を
し

な
け

れ
ば

ど
の

程
度
の

割
合

で
問

題
が

あ
る

の
か
把

握
で

き
な

い
。

調
査

を
行
う

こ
と

に
よ

っ
て

デ
ー

タ
を
得

て
、

政
策

立
案

に
役

立

つ
。

7
Th

e 
Po

w
er

 o
f

N
ut

ri
ti

on
M

s.
 A

nn
e 

W
al

sh
Se

ni
or

 N
ut

ri
ti

on
 S

pe
ci

al
is

t

M
s.

 A
nn

e 
W

al
sh

：
非
常

に
重

要
な

議
論

が
行

わ
れ
て

い
て

素
晴

ら
し

い
と

思
う
。

Th
e 

Po
w

er
 o

f N
ut

ri
ti

on
で

は
nu

tr
it

io
nの

ス

ケ
ー

ル
を

拡
大

し
よ
う

と
し

て
い

る
。

あ
ら

ゆ
る
状

況
で

言
え

る
が

、
特

に
脆
弱

な
状

況
に

お
い

て
重

要
。
予

防
と

治
療

を
直

接
タ

ー

ゲ
ッ

ト
に

し
て

少
な
く

と
も

2つ
取
り

上
げ

て
進

め
て
い

る
。

例
え

ば
発

育
阻

害
や
消

耗
症

、
貧

血
、

低
出

生
体

重
等
も

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
て

い
る

。
栄

養
に
対

す
る

資
金

調
達

に
つ

い
て
は

新
し

い
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
あ
っ

て
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
を

標
的
と

し
て

い
て

、
コ

ン
ゴ

民
主

共
和

国
で

行
っ

て
い
る

。
コ

ン
ゴ

民
主

共
和

国
の
ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
大

使
館

が
行
っ

て
い

る
が

、
マ

ル
チ

セ
ク
タ

、
マ

ル
チ

フ
ェ

ー
ズ

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

行
っ

て
い
る

。
生

計
、

健
康

、
栄

養
、
様

々
な

も
の

を
対

象
に

し
て
い

る
。

農
業

と
子

ど
も

の
発
達

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
し

て
い

る
。

加
え

て
新

し
い
資

金
の

流
れ

を
作

る
た

め
来
年

2つ
の
取

り
組

み
を

行
う

。
ま
ず

は
革

新
的

な
資

金
、

栄
養

ベ
ン
チ

ャ
ー

。
そ

の
他

は
U

N
IC

E
F、

国
連

等
、

様
々

な
イ

ス
ラ
ム

開
発

銀
行

等
と

も
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
し

て
い

る
。

Fi
rs

t 1
00

0 
D

ay
s 

M
ul

ti
-D

on
or

 
Tr

us
t F

un
dで

ブ
レ

ン
ド

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス
を

使
い

、
特

に
脆

弱
性

、
あ
る

い
は

紛
争

の
影

響
の

あ
る
地

域
に

焦
点

を
当

て
る

。

M
od

er
at

or
：
ブ
レ

ン
ド

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

と
い
う

言
葉

が
出

て
き

て
、

最
近
流

行
っ

て
い

る
。

主
要

な
ス
テ

ッ
プ

は
ど

の
よ

う
な

も
の

か
。

革
新

的
な

こ
の
資

金
ア

プ
ロ

ー
チ

を
考

え
て
い

る
政

府
が

ま
ず

取
る

べ
き
ス

テ
ッ

プ
は

ど
の

よ
う

な
も
の

か
。

M
s.

 A
nn

e 
W

al
sh

：
投
資

家
は

ま
ず

長
期

的
な

視
点
を

持
っ

て
欲

し
い

と
思

う
。

Po
w

er
 o

f n
ut

ri
ti

on
で

は
投

資
の

効
果

を
最
大

限
に

活
か

し
た

い
。

政
府
に

対
し

て
は

O
D

A
を
今

後
も

継
続

を
し

、
ス

ケ
ー
ル

ア
ッ

プ
を

し
て

欲
し

い
。
革

新
的

な
資

金
フ

ロ
ー

と
柔
軟

な

資
金

の
メ

カ
ニ

ズ
ム
に

オ
ー

プ
ン

な
も

の
に

し
て
欲

し
い

。
引

き
続

き
レ

ジ
リ
エ

ン
ス

を
構

築
し

て
い

き
、
長

期
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

必
要

。
国

内
で

の
資
源

も
必

要
。

現
在

、
将

来
の
予

算
編

成
の

中
で

栄
養

に
対
し

て
予

算
を

も
つ

こ
と

が
必
要

。
栄

養
は

社
会

経
済

発
達

に
も

影
響

し
、

様
々
な

シ
ョ

ッ
ク

に
対

す
る

強
靭
性

の
構

築
に

も
役

立
つ

。
イ
ノ

ベ
ー

テ
ィ

ブ
な

投
資

で
は
よ

り
良

質
な

栄
養

を
よ

り
持

続
可

能
な

形
で

目
指
す

。
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N
o.

国
・

団
体
・
企
業
名

氏
名

役
職

ス
ピ
ー
チ
内
容

8
フ
ィ
リ
ピ
ン

D
r.

 A
zu

ce
n

a
 M

. 
D

a
ya

n
gh

ir
a

n
g

A
ss

is
ta

n
t 

S
ec

re
ta

ry
 a

n
d

 
E

xe
cu

ti
ve

 D
ir

ec
to

r,
 N

a
ti

on
a

l 
N

u
tr

it
io

n
 C

ou
n

ci
l 

a
n

d
 S

U
N

 
F

oc
a

l 
P

oi
n

t

D
r.

 A
zu

ce
n

a
 M

. D
a

ya
n

gh
ir

a
n

g：
我
が
国
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
テ
ー
マ
に
関
し

て
紹
介
し
た
い
。
ま
ず

最
初
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
不
可

欠
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
現

在
の
緊
急
事
態
の
中
で
強

靭
の
も
の
に
す
る
。
こ

れ
は
栄
養
管
理
を
緊
急
時

や
災
害

時
に
お
い
て
も
政
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
で
強
化
す

る
こ
と
を
含
む
。

2
番
目
は
緊
急

時
の
準
備
と
対
応
の
た

め
の
早
期
警
報
シ
ス
テ
ム

の
構
築
強
化
行
う
こ
と
。

3
番
目
は

情
報
管
理
を
含
め
緊
急

時
に
お
け
る
栄
養
保
護
の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
化

の
た
め
の
国
及
び
地
域
の

保
健
レ
ベ
ル
の
構
築
を
す

る
。

4
番

目
は
訓
練
を
受
け
た
地

域
の
保
健
栄
養
担
当
者
を

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

動
員
し
、
健
康
栄
養
状
態

の
評
価
と
適
切
か
つ
不
可

欠
な
医
療
を
選
択
栄
養
精

神
保
健
支
援
、
心
理
的
社

会
的
支
援
の
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
い
、
衛
生
も

カ
バ
ー

す
る
。

5
番
目
は
避
難
所
に
母
乳
育

児
コ
ー
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
キ
ッ
チ
ン
を
設
置

し
、
生
後

6
ヶ
月
か
ら

2
歳
ま
で
の
幼
児
の

た
め
に

す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
る
補
完

食
を
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ー
ド

パ
ッ
ク
に
含
め
る
。

2
番
目
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
し
て

は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
ミ
ン
ダ

ナ
オ
州
バ
ン
サ
モ
ロ
自
治

区
の
子
ど
も
た
ち
の
衰
弱

、
発
育
阻
害
、
低
体
重
の

割
合
を
減
ら
す
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
我
々

が
計
画

し
て
い
る
ア
ク
シ
ョ
ン
は

次
の
通
り
。

1
)ス

キ
ル
、
人

員
、
資
金
を
定
め
た
バ
ン

サ
モ
ロ
栄
養
評
議
会
を

設
立
す
る
法
案
の
作
成
と

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

。

2
)技

術
支
援
、

資
源
動
員
、
技
術
更
新
、

デ
ー
タ
情
報
処
理
の
た

め
の
他
の
栄
養
関
係
者
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の

連
携
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
。

3
)フ

ィ
リ
ピ
ン

の
栄
養
行
動
計
画
を
自
治

区
の
た
め
に
策
定
し
、

実
施
を
支
援
強
化
す
る
よ

う
地
方
自
治
体
と
の
連
携

を
強
化
す
る
。

4
)妊

婦
と
生
後

6
ヶ
月
か
ら

2
3
ヶ
月
の
幼

児
を
対
象
と
し
た
栄
養
補

助
食
品
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

継
続
的
な
実
施
を
確
保
す

る
。

M
od

er
a

to
r：

災
害
時
、
緊
急
時

の
状
況
に
お
い
て
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
の
一
つ
は
不
可

欠
な
保
健
、
栄
養
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
確
実
に
す
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
強
靭
性
の
あ

る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
は
ど
の
よ
う

に
実
施

さ
れ
て
い
る
の
か
。

D
r.

 A
zu

ce
n

a
 M

. D
a

ya
n

gh
ir

a
n

g：
全
体
的
、
マ

ル
チ
セ
ク
タ
ー
の
形
で
我

々
の
政
策
は
展
開
さ
れ
て

い
る
。
革
新
的
な
形
を

取
ろ
う

と
し
な
が
ら
既
存
の
リ
ソ

ー
ス
も
十
分
に
活
用
し
て

行
っ
て
い
る
。
政
治
的
な

国
、
地
域
レ
ベ
ル
の
強

力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

も
っ
て

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
取

り
組
ん
で
い
る
。
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
形
で
栄
養
的

に
強
靭
性
の
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

を
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
確
立
し

、
子
ど
も
た
ち
の
栄
養
不

良
を
な
く
し
て
い
く
こ
と

に
役
立
つ
取
り
組
み
の

仕
方
だ
と
考
え
て
い
る
。

9
R

oy
a

l 
D

S
M

M
r.

 K
a

z 
M

a
ru

ya
m

a
P

re
si

d
en

t,
 D

S
M

 J
a

p
a

n

M
r.

 K
a

z 
M

a
ru

y
a

m
a
：

D
S

M
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
つ

い
て
お
話
し
で
き
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
う
。

D
S

M
は
非
常

に
明
確
な
目
標
を

持
っ
た
科
学
を
ベ
ー
ス
に

し
た
会
社
で
あ
り
、
我
々

が
よ
り
良
い
健
康
、
よ
り

持
続
可
能
な
地
球
、
人

々
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を

示
す

7
つ

の
定
量
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
し
て
い
る
。

1
)我

々
は
栄
養

強
化
食
品
、
公
衆
衛
生
の

サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
供
給

を
2

0
3

0
年

ま
で
に

8
億
人
の
脆
弱
な
立
場
に

置
か
れ
た
人
々
に
対
し
て

行
い
、
微
量
栄
養
素
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
。

W
F

P
や

U
N

IC
E

F
、
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ

ョ
ン
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
協
力
し
て
行
っ
て
い

る
。
特
に
母
子
等
を
中
心

と
し
た
最
も
脆
弱
な
立
場

に
置
か
れ
た
人
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
て
お
り
、
学

校
給
食
、
職
場
で
の

w
or

k
 f

or
 

n
u

tr
it

io
n
等
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
。
地

元
の
嗜
好
や
食
習
慣
に

合
わ
せ
た
形
で
栄
養
強
化

の
米
等
を
含
む
食
を
提
供

し
て
い
く
。

2
)2

0
3

0
年
ま
で
に

5
0
万
人
の
小
規
模
農

家
の
生
計
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
。
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ー
チ

ャ
ー
で
ル
ワ
ン
ダ
で

A
fr

ic
a

 i
m

p
ro

ve
d

 
fo

od
sと

と
も
に

行
っ
て
い
る
も
の
。
こ

れ
を
サ
ブ
サ
ハ
ラ
ア
フ
リ

カ
全
体
に
広
げ
て
い
き
た

い
。
同
時
に
健
康
的
な

栄
養
に
関
す
る
強

化
等
を
職
場
の
従
業
員
に

対
し
て
広
げ
る
活
動
も
し

て
い
る
。

G
A

IN
 / 

C
G

F
 W

or
k

fo
rc

e 
N

u
tr

it
io

n
 A

ll
ia

n
ce
ス
コ
ア
カ
ー
ド
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
従
っ
て
い
る
。

M
od

er
a

to
r：

民
間
セ
ク
タ
ー
と

し
て
向
こ
う

4
年
間
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
す
る
か
と
い
う

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
お

話
し
い
た
だ
い
た

が
、
他
の
企
業
に
対
し
て

こ
の
よ
う
な
活
動
に
関
わ

る
よ
う
、
ど
の
よ
う
に
説

得
で
き
る
か
。
脆
弱
な

地
域
に
ど
の
よ
う
に
事
業

と
し
て

投
資
を
し
て
い
く
か
。

M
r.

 K
a

z 
M

a
ru

y
a

m
a
：

D
S

M
と

し
て
我
々
は
能
力
を
持

っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
に

伴
う
責
任
を
持
っ
て
い
る

と
考
え
る
。
全
て
の
人

に
良
質
な
栄
養
を
届
け
る

と
い
う
責
任
。
こ
れ
は
特

に
脆
弱
な
文
脈
に
お
い
て

は
こ
れ
が
当
て
は
ま
る

。
良
質
の
栄
養
と
い
う
の

は
良
い

健
康
に
繋
が
り
、
健
康
な

市
民
を
作
る
こ
と
に
繋
が

る
た
め
。
我
々
は
様
々
な

と
こ
ろ
で
経
験
を
持
っ

て
お
り
、
栄
養
の
あ
る
食

品
を
政

府
や
市
民
社
会
と
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
提

供
し
て
い
る
。
そ
れ
を
通

じ
て
農
家
の
人
々
の
生

計
を
改
善
し
て
い
る
。
ア

フ
リ
カ

に
お
い
て
我
々
は
小
規
模

農
家
の
人
々
が
質
の
良
い

農
業
を
イ
ン
プ
ッ
ト
を
安

定
的
に
得
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
エ
コ
シ

ス
テ
ム

を
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
に

対
し
て
は
非
常
に
高
く
訓

練
さ
れ
た
世
界
レ
ベ
ル
の

工
場
で
働
い
て
い
る
よ

う
な
人
々
が
提
供
し
て
い

る
。
成

功
要
因
は
や
は
り
安
価
で

高
い
質
で
入
手
可
能
な
商

品
を
提
供
し
て
い
く
こ
と

。
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
の
間
で
マ
ル
チ

セ
ク

タ
ー
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

鍵
を
握
る
。
ま
た
、
じ
っ

く
り
と
取
り
組
む
こ
と

、
忍
耐
強
く
取
り
組
む
こ

と
が
非

常
に
重
要
で
効
果
を
生
む

。
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N
o.

国
・

団
体

・
企
業

名
氏
名

役
職

ス
ピ
ー

チ
内
容

1
0

ソ
マ

リ
ア

D
r.

 F
a

rh
a

n
 M

oh
a

m
ed

 
M

oh
a

m
u

d
D

ir
ec

to
r 

of
 N

u
tr

it
io

n
, M

in
is

tr
y 

of
 

H
ea

lt
h

D
r.

 F
a

rh
a

n
 M

oh
a

m
ed

 M
oh

a
m

u
d
：

栄
養
サ

ミ
ッ
ト

で
発
表

さ
せ
て

い
た
だ

く
機

会
を
感

謝
申
し

上
げ
る

。
政
府

系
省

庁
全
体

の
栄

養
の
た

め
の
国

内
資
金

を
2

0
2

0
年

の
3
％

か
ら

2
0

2
5
年

ま
で
に

5
％

に
増

や
す
。

0
〜

5
9
か
月

の
子

供
た
ち

の
栄
養

不
良
の

蔓
延
を

2
0

1
9

年
の

2
7
％
か

ら
2

0
2

5
年
ま

で
に

2
5
％

に
減
ら

す
。

6
〜

5
9
か

月
の

子
供
た

ち
の
浪

費
の
蔓

延
を

2
0

1
9
年

の
1

4
％
か

ら
2

0
2
年
ま

で
に

9
％

に
減
ら

す
。

2
0

2
5
年

ま
で
に

0
ヶ

月
か

ら
6
ヶ
月

の
子
ど

も
た

ち
の
母

乳
育
児

を
3

5
%
ま

で
増

や
す

。
2

0
2

3
年

ま
で

に
食
料

安
全

保

障
法
を

確
立
し

、
2

0
2

4
年

ま
で

に
コ
ン

ト
ロ

ー
ル
の

活
動
を

開
始
す

る
。
す

べ
て

の
省
庁

を
横
断

的
に
行

政
府
と

し
て

2
0

2
0
年

ま
で
に

既
に
制

度
化
し

た
栄
養

予
算
、

支
出
の

確
立
を

し
た

。
2

0
2

2
年

ま
で

に
発
育

阻
害

に
対
す

る
取
り

組
み
を

進
め
て

い
く

。
国
家

と
し
て

の
栄
養

を
強
化

、
ア
セ

ス
メ
ン

ト
を
進

め
る
と

い
う

こ
と
を

毎
年
連

邦
政
府

の
主
導

の
も

と
進
め

て
い
く

。

M
od

er
a

to
r：

非
常

に
野
心

的
な
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
。
財

政
的
ト

ラ
ッ
キ

ン
グ
の

改
善

は
い
か

に
進
め

て
い
く

の
か
。

政
府

の
責
任

を
ソ

マ
リ
ア

で
さ
ら

に
栄
養

改
善
を

進
め
る

た
め
に

ど
の

よ
う
に

透
明
性

を
確
保

す
る
の

か
。

D
r.

 F
a

rh
a

n
 M

oh
a

m
ed

 M
oh

a
m

u
d
：

財
務
ト

ラ
ッ
キ

ン
グ
シ

ス
テ
ム

は
栄
養

分
野

で
は
新

し
い
も

の
。
特

に
低
所

得
国

に
お
い

て
は

新
し
い

と
言
え

る
。
こ

の
シ
ス

テ
ム
は

全
て
の

支
出

を
追
跡

し
、
栄

養
に
関

す
る
施

策
の

支
出
に

つ
い
て

の
ト
ラ

ッ
キ
ン

グ
を

し
な
く

て

は
な
ら

な
い
。

ソ
マ
リ

ア
政
府

が
現
在

開
発
し

て
い

る
シ
ス

テ
ム
は

国
内
外

の
栄
養

予
算

の
支
援

、
サ
ポ

ー
ト
に

非
常
に

重
要

。
こ
の

シ

ス
テ
ム

を
改
良

し
て
い

く
こ
と

で
、
ど

こ
に
ギ

ャ
ッ

プ
が
あ

る
か
を

特
定
す

る
こ
と

が
で

き
、
優

先
順
位

を
つ
け

る
こ
と

が
で

き
る
。

栄

養
に
関

す
る
様

々
な
介

入
の
優

先
順
位

が
つ
け

や
す

く
な
る

。
さ
ら

に
活
動

の
実
施

も
助

け
ら
れ

る
。
目

標
に
対

し
て
割

り
当

て
ら
れ

た

予
算
の

活
動
の

実
施
が

促
進
さ

れ
る
。

ま
た
、

ド
ナ

ー
や
パ

ー
ト
ナ

ー
に
対

し
て
透

明
性

を
さ
ら

に
高
め

る
こ
と

が
で
き

る
。

ド
ナ
ー

た

ち
に
ソ

マ
リ
ア

の
栄
養

部
門
の

真
な
る

予
算
の

正
し

い
デ
ー

タ
を
提

供
す
る

こ
と
が

で
き

る
。
全

て
透
明

性
に
資

す
る
も

の
。

こ
れ
ら

を

ま
と
め

る
こ
と

で
直
接

的
な
イ

ン
パ
ク

ト
が
栄

養
改

善
に
も

た
ら
さ

れ
る
。

若
年
層

、
脆

弱
な
人

々
、
女

性
に
対

す
る
国

内
で

の
栄
養

改

善
の
イ

ン
パ
ク

ト
が
直

接
的
に

な
る
。

現
在
オ

ン
ラ

イ
ン
シ

ス
テ
ム

の
開
発

が
財
務

省
、

ソ
マ
リ

ア
の
中

央
銀
行

に
よ
っ

て
進

め
ら
れ

て

い
る
た

め
、
国

内
外
の

ド
ナ
ー

か
ら
の

資
金
が

2
0

2
2
年

に
向

け
て
シ

ス
テ
ム

が
確

立
し
た

ら
全
て

こ
の
シ

ス
テ
ム

経
由

で
デ
ー

タ
が
出

て
来
る

こ
と
に

な
り
、

財
務
省

と
連
携

す
る
こ

と
に

な
る
。

1
1

セ
ー

ブ
・

ザ
・
チ

ル

ド
レ

ン
M

s.
 K

a
th

ry
n

 B
ol

le
s

H
ea

lt
h

 a
n

d
 N

u
tr

it
io

n
 G

lo
b

a
l 

D
ir

ec
to

r

M
s.

 K
a

th
ry

n
 B

ol
le

s：
こ

の
よ

う
な
機

会
を
い

た
だ

き
感
謝

を
申
し

上
げ
る

。
日
本

の
皆
様

の
リ

ー
ダ
ー

シ
ッ
プ

に
感
謝

を
申
し

上
げ

る
。
我

々
は
い

か
に
栄

養
不
良

が
子
ど

も
に
大

き
な

影
響
を

与
え
る

か
わ
か

っ
て
い

る
。

発
育
、

発
達
を

妨
げ
、

大
人
に

な
る

チ
ャ
ン

ス

を
阻
害

し
て
し

ま
う
。

子
ど
も

の
栄
養

に
関
す

る
進

捗
が
あ

っ
た
に

も
拘
わ

ら
ず
十

分
で

は
な
い

。
特
に

新
型
コ

ロ
ナ
、

紛
争

、
気
候

変

動
の
影

響
に
よ

っ
て
こ

の
よ
う

な
成
果

が
後
戻

り
し

て
い
る

状
況
。

そ
の
結

果
、
栄

養
不

良
が
非

常
に
危

機
的
状

況
に
あ

る
。

我
々
は

5
億

ド
ル

を
子
ど

も
の
栄

養
に
投

資
す
る

こ
と
を

決
め

た
。

1
億

3
0

0
0
万

人
以
上

の
子
供

た
ち
が

質
の

高
い
基

本
的
な

健
康
と

栄
養
サ

ー
ビ

ス
に
公

平
に
ア

ク
セ
ス

し
、
利

用
で
き

る
よ
う

に
す

る
。

 さ
ら

に
毎

年
1

,4
0

0
万

人
以

上
の
子

供
た
ち

が
貧
困

か
ら
抜

け
出

せ
る
よ

う
に

す
る
。

さ
ら
に

プ
ロ
グ

ラ
ム
を

拡
大
し

て
い
く

。
様

々
な
状

況
下
に

あ
る
乳

幼
児
た

ち
に

拡
大
し

て
い
く

。
デ
ー

タ
を
使

い
、

エ
ビ
デ

ン

ス
を
取

り
、
栄

養
不
良

の
根
本

原
因
に

取
り
組

む
。

特
に
こ

の
気
候

変
動
の

影
響
に

対
し

て
こ
の

レ
ジ
リ

エ
ン
ス

を
持
つ

よ
う

な
既
に

エ

ビ
デ
ン

ス
が
わ

か
っ
て

い
る
対

応
に
注

力
し
て

い
く

。
我
々

は
4

0
の

国
々

、
ア

ク
タ
ー

が
子
ど

も
の
栄

養
に
関

す
る

権
利
を

実
現
す

る

た
め
に

コ
ミ
ッ

ト
を
し

て
欲
し

い
と
考

え
て
い

る
。

M
od

er
a

to
r：

市
民

社
会
の

役
割
は

ど
の

よ
う
に

考
え
て

い
る
か

。
政
府

が
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

を
達
成

す
る
の

に
市
民

社
会

は
ど
の

よ
う

に
手
助

け
で
き

る
の
か

。

M
s.

 K
a

th
ry

n
 B

ol
le

s：
こ

れ
ま

で
と
違

っ
て
堅

固
な

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
を
各

国
政
府

が
し
て

い
る

。
こ
れ

自
体
が

非
常
に

大
き
な

規
模

で
あ
る

。
し
た

が
っ
て

我
々
は

協
力
し

て
い
く

必
要

が
あ
る

。
昨
日

も
市
民

社
会
の

ア
ク

タ
ー
が

世
界
中

で
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト

を
発
表

し

て
い
た

。
そ
れ

を
協
力

し
て
、

コ
ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
を

実
行
し

て
い
く

こ
と
が

必
要
。

世
界

レ
ベ
ル

、
地
域

レ
ベ
ル

、
国
内

レ
ベ

ル
に
お

い

て
、
各

国
の
政

策
決
定

が
中
心

的
な
役

割
を
果

た
す

。
知
識

の
共
有

、
ベ
ス

ト
プ
ラ

ク
テ

ィ
ス
の

共
有
等

に
お
い

て
今
後

と
も

協
力
し

て

い
く
。

我
々
市

民
社
会

は
コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
を

守
っ

て
い
く

。
最
終

的
に
子

ど
も
の

最
善

の
利
益

の
た
め

に
働
き

た
い
。

全
て

の
ア
ク

タ
ー
が

自
分
た

ち
の
コ

ミ
ッ
ト

メ
ン
ト

に
対
し

て
説

明
責
任

を
果
た

す
必
要

が
あ
る

。
し

か
し
、

そ
の
た

め
に
は

協
力
し

て
い

く
必
要

が

あ
り
、

市
民
社

会
は
協

力
し
て

い
く
。
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S
13

 T
ab

le
. 2

⽇
⽬

セ
ッ

シ
ョ

ン
3（

脆
弱
化
の
栄
養
対
策
）

(6
)

N
o
.

国
・

団
体
・

企
業

名
氏
名

役
職

ス
ピ

ー
チ

内
容

1
2

欧
州
委

員
会

人
道
援

助
・
市

民
保

護
総
局

（
E

C
H

O
）

D
r.

 M
ic

h
a

e
l 

K
ö
h

le
r

D
e
p

u
ty

 D
ir

e
ct

o
r 

G
e
n

e
ra

l

D
r.

 M
ic

h
a

e
l 

K
ö
h

le
r：

栄
養

は
皆
に

と
っ

て
重
要

だ
が

誰
も

責
任

を
取
っ

て
い

な
い

。
我

々
は

こ
れ

か
ら
責

任
を

き
ち

ん
と

果
た
し

て

い
か

な
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
2

0
1

3
年

に
成

長
の

た
め
の

栄
養

サ
ミ

ッ
ト

が
行
わ

れ
、

3
5
億

ユ
ー
ロ

を
7
年

間
欧
州

連
合

は
拠
出

す
る

約

束
を

し
た

。
こ
の

拠
出

の
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
に

関
し

て
は

非
常
に

良
か

っ
た

が
、

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
が

効
か

な
く
な

っ
て

き
て

い
る

と
い

う

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
な
側

面
も

あ
る

。
イ

ン
タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

が
E

U
と

し
て
の

新
し

い
コ

ミ
ッ

ト
メ
ン

ト
2

5
億

ユ
ー

ロ
を

2
0

2
1
年
か

ら
2

0
2

4
年

ま
で

に
出

す
と

い
う

こ
と
で

、
2

5
%
増

と
い

う
コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

さ
れ

た
。

こ
れ
が

示
す

の
は

、
ヨ

ー
ロ
ッ

パ

に
お

い
て

ま
さ
に

責
任

を
果

た
し

て
い
る

こ
と

を
示

し
、

ま
た
、

よ
り

よ
く

行
い

た
い
と

い
う

意
思

で
あ

る
。
で

は
ど

の
よ

う
に

よ
り

良

く
行

う
こ

と
が
で

き
る

の
か

。
政

策
、
組

織
、

セ
ク

タ
ー

間
の
連

携
。

人
道

援
助

の
予
算

、
開

発
予

算
等

の
予
算

が
あ

る
が

、
資

金
源

が

何
で

あ
る

か
が
最

も
重

要
な

の
で

は
な
く

、
最

も
意

味
の

あ
る
形

で
人

道
、

開
発

に
役
立

つ
形

で
資

金
が

使
わ
れ

る
こ

と
が

最
も

重
要

。

現
場

で
の

ア
ク
シ

ョ
ン

に
繋

が
る

こ
と
が

非
常

に
重

要
。

マ
ル
チ

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
が
非

常
に

重
要

。
ニ

ー
ズ
に

基
づ

い
た

ア
プ

ロ
ー

チ

を
取

る
こ

と
で
、

予
算

、
プ

ロ
グ

ラ
ム
を

組
ま

な
く

て
は

な
ら
な

い
が

、
予

算
や

プ
ロ
グ

ラ
ム

で
終

わ
っ

て
は
な

ら
な

い
。

予
算

や
プ

ロ

グ
ラ

ム
は

柔
軟
性

、
信

頼
性

の
持

っ
た
形

で
策

定
、

展
開

、
実
施

さ
れ

な
く

て
は

な
ら
な

い
。

昨
年

、
新

し
い
複

数
年

複
数

カ
国

の
プ

ロ

グ
ラ

ム
を

立
ち
上

げ
た

。
2
つ
の

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
が

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
し

て
行
わ

れ
て

い
る

。
U

N
IC

E
F
と

C
o
n

ce
rn

が
サ

ポ
ー

ト
し

て
く
れ

て
い

る
。

食
料

の
サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

に
関
す

る
取

り
組

み
で

、
栄
養

の
分

野
で

現
在

新
し
い

、
複

数
ヵ

年
の

資
金

拠

出
の

プ
ロ

グ
ラ
ム

で
は

欧
州

で
は

展
開
さ

れ
て

い
る

。
規

律
の
取

れ
た

行
動

が
必

要
。
非

常
に

緊
急

を
要

す
る
栄

養
の

危
機

や
災

害
の

状

況
で

は
危

機
の
対

応
か

ら
危

機
の

防
止
に

移
し

て
い

か
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
グ

ロ
ー
バ

ル
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
も

食
料

危
機

に
お

い
て

重

要
な

役
割

を
果
た

し
得

る
。

こ
う

い
っ
た

投
資

を
脆

弱
な

状
況
下

で
い

か
に

拡
張

し
て
い

く
こ

と
が

で
き

る
か
、

ス
ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
を

し

て
い

く
こ

と
が
で

き
る

か
、

ど
う

対
応
で

き
る

か
、

に
つ

い
て
質

問
が

あ
っ

た
。

3
つ

の
こ
と

を
す

る
べ

き
。

ま
ず

1
つ
は

統
合

。
栄

養

サ
ー

ビ
ス

の
統
合

を
消

耗
症

の
治

療
、
保

健
サ

ー
ビ

ス
と

統
合
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。
コ

ス
ト

を
最
小

限
に

抑
え

、
成

果
を

最

大
限

に
す

る
。
例

え
ば

新
型

コ
ロ

ナ
の
ワ

ク
チ

ン
接

種
と

栄
養
サ

ー
ビ

ス
を

同
じ

ス
ポ
ッ

ト
で

同
時

に
進

め
る
こ

と
が

必
要

。
2
つ

目
は

ロ
ー

カ
ラ

イ
ゼ
ー

シ
ョ

ン
。

非
常

に
言
わ

れ
て

き
て

い
る

が
、
も

っ
と

進
め

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の

力
を

強
化

す
る

。

ア
ク

セ
ス

を
ロ
ー

カ
ル

レ
ベ

ル
で

開
く
こ

と
が

重
要

。
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

ペ
イ

ベ
ー

ス
で
あ

る
C

M
A
ア

プ
ロ
ー

チ
が

盛
ん
に

取
ら

れ
て

い

る
。

こ
れ

に
よ
っ

て
栄

養
サ

ー
ビ

ス
を
人

々
に

提
供

し
、

オ
ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

、
責

任
を
高

め
る

こ
と

を
あ

ま
り
に

負
担

が
大

き
く

な
っ

て

い
る

脆
弱

な
保
健

サ
ー

ビ
ス

の
強

化
の
た

め
に

進
め

る
こ

と
が
必

要
。

3
つ

目
は

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン

。
ス

ケ
ー

ル
を
拡

張
し

て
い

く
た

め

に
、

様
々

な
ア
プ

ロ
ー

チ
の

簡
素

化
や
無

駄
を

な
く

す
た

め
の
支

出
、

た
ん

ぱ
く

質
や
サ

プ
リ

メ
ン

ト
を

使
っ
た

療
養

等
、

こ
れ

ら
全

て

を
駆

動
す

る
と
い

う
こ

と
で

、
横

断
的
に

行
う

こ
と

が
必

要
。
今

年
の

栄
養

サ
ミ

ッ
ト
は

単
一

の
イ

ベ
ン

ト
で
は

な
い

。
フ

ラ
ン

ス
も

発

表
し

て
い

る
が

2
0

2
4
年

の
栄

養
サ

ミ
ッ

ト
は

パ
リ

で
開
催

さ
れ

る
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

に
お

い
て

我
々

は
サ

ミ
ッ

ト
の
行

動
を

サ
ポ

ー
ト

し
、

w
a

k
e
-u

p
 c

a
ll

 と
し

て
呼
び

か
け

た
い

。
よ

り
多
く

の
資

金
の

動
員

に
繋
げ

て
い

き
た

い
。

こ
れ
に

よ
っ

て
必

要
性

を
抱
え

て
い

る
M

r.
 S

te
fa

n
o
 F

e
d

e
le
：
素

晴
ら

し
い
パ

ネ
リ

ス
ト

の
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
あ

り
が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
こ

の
サ

ミ
ッ

ト
は

、
慢
性

的
な

危
機

の
状
況

に
あ

る
脆

弱
な

地
域
や

紛
争

の
影

響
を

受
け
た

地
域

の
栄

養
不

良
に
取

り
組

み
に

焦
点

を
当
て

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る

こ
と

を
示

し
た
。

紛
争

、
気

候
変

動
に
よ

る
環

境
の

脆
弱

性
、
度

重
な

る
経

済
的

シ
ョ
ッ

ク
、

脆
弱

な
保

健
食
料

シ
ス

テ
ム

サ
ー

ビ
ス

等
、

複
数

の
課
題

が
重

な
り

合
っ

て
、
複

雑
な

状
況

に
な

っ
て
い

る
。

加
盟

国
の

代
表
者

や
市

民
社

会
代

表
者
、

民
間

企
業

、
財

団
、

ド

ナ
ー

の
代

表
者
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を
聞

く
こ

と
が

で
き

、
非
常

に
刺

激
だ

っ
た

。
こ
れ

ら
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン
ト

は
効

果
的

な
サ

ー
ビ

ス

の
提

供
、

レ
ジ
リ

エ
ン

ス
の

構
築

に
焦
点

を
当

て
る

と
い

う
、
こ

れ
ら

の
障

害
の

大
き
な

塊
か

ら
切

り
出

さ
れ
た

真
剣

か
つ

堅
実

的
な

も

の
だ

っ
た

。
い
く

つ
か

中
核

的
な

メ
ッ
セ

ー
ジ

を
お

伝
え

す
る
。

急
性

及
び

慢
性

の
栄
養

不
良

に
陥

っ
て

い
る
子

ど
も

、
女

性
、

そ
の

他

の
社

会
的

弱
者
の

数
は

こ
の

よ
う

な
状
況

に
お

い
て

は
非

常
に
多

く
、

そ
の

傾
向

は
悪
化

し
て

い
る

。
栄

養
不
良

を
予

防
す

る
方

法
や

深

刻
で

生
命

を
脅
か

す
形

態
に

陥
っ

て
い
る

人
々

を
治

療
す

る
方
法

に
つ

い
て

は
、

多
く
の

こ
と

が
わ

か
っ

て
い
る

に
も

拘
わ

ら
ず

、
こ

う

し
た

状
況

に
あ
る

こ
と

は
ス

キ
ャ

ン
ダ
ル

と
言

っ
て

も
良

い
。
こ

の
状

況
を

好
転

さ
せ
る

た
め

に
は

、
家

族
や
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
、

第
一

線

の
サ

ー
ビ

ス
に
お

い
て

生
活

を
守

り
、
回

復
力

を
高

め
、

栄
養
不

良
と

そ
の

深
刻

な
形
態

を
防

ぐ
だ

け
で

な
く
、

紛
争

や
気

候
変

動
、

経

済
的

シ
ョ

ッ
ク
等

の
根

本
的

な
原

因
に
も

対
処

し
な

く
て

は
な
ら

な
い

。
そ

の
た

め
に
は

人
道

支
援

、
開

発
支
援

、
平

和
支

援
者

が
よ

り

効
果

的
に

連
携
し

、
縦

割
り

や
障

害
を
克

服
し

て
レ

ジ
リ

エ
ン
ス

構
築

の
取

り
組

み
を
支

援
す

る
必

要
が

あ
る
。

我
々

は
全

て
の

活
動

が

害
を

及
ぼ

さ
な
い

と
い

う
原

則
に

あ
り
、

国
連

決
議

、
条

約
、
監

修
法

に
定

め
ら

れ
た
人

道
原

則
を

支
持

し
て
い

る
こ

と
に

留
意

す
る

。

我
々

の
主

要
な
要

求
は

以
下

の
通

り
。

1
)
人

道
開

発
、

平
和

の
各

ア
ク

タ
ー
の

調
整

の
重

要
性

と
責
任

の
定

義
に

つ
い

て
合

意
し

、
危
機

の
前

、
間

、
後

に
国
内

や
世

界
的

な

専
門

知
識

を
活
用

し
て

レ
ジ

リ
エ

ン
ス
の

構
築

を
支

援
す

る
た
め

の
資

金
を

確
保

す
る
。

2
)
栄

養
不

良
の

原
因

と
な

っ
て

い
る
多

元
的

な
脆

弱
性

に
対
処

す
る

た
め

に
よ

り
公

平
で

規
模
が

大
き

く
、

信
頼

性
の
高

い
サ

ー
ビ

ス

と
ア

プ
ロ

ー
チ
を

提
供

す
る

た
め

、
セ
ク

タ
ー

の
能

力
を

マ
ル
チ

セ
ク

タ
ー

シ
ス

テ
ム
に

収
束

さ
せ

る
。

3
)
全

て
の

開
発

政
策

と
行

動
計

画
を
リ

ス
ク

情
報

に
基

づ
い
た

も
の

に
し

、
シ

ョ
ッ

ク
を

予
測
し

、
危

機
を

調
整

す
る
も

の
、

早
期

警

報
シ

ス
テ

ム
、
早

期
行

動
メ

カ
ニ

ズ
ム
を

組
み

込
ん

で
、

状
況
が

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き
な

い
ほ

ど
悪

化
す

る
の
を

防
ぐ

。

4
)
毎

年
の

予
算

編
成

、
計

画
の

制
約
か

ら
脱

却
し

て
、

信
頼
性

や
柔

軟
性

や
適

応
性

が
あ

り
、
か

つ
成

果
に

焦
点

を
当
て

た
資

金
を

提

供
す

る
。

こ
れ
は

公
的

資
金

の
リ

ス
ク
回

避
の

観
点

か
ら

よ
く
な

い
か

も
し

れ
な

い
が
、

国
家

機
関

や
そ

の
パ
ー

ト
ナ

ー
機

関
が

必
要

と

し
、

望
ん

で
い
る

こ
と

。

5
)民

間
企

業
は

栄
養

分
野

で
の

幅
広
い

投
資

の
た

め
の

豊
富
な

資
金

源
が

提
供

す
る
こ

と
が

で
き

、
個

々
の
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
と
労

働
者

を
超

え
て
、

増
え

続
け

る
資

金
ギ
ャ

ッ
プ

を
埋

め
る

こ
と
が

で
き

る
。

サ
ー

ビ
ス
提

供
の

仕
組

み
、

食
品
や

食
事

の
シ

ス
テ

ム
、

栄

養
補

助
、

治
療
製

品
等

の
革

新
的

な
ア
プ

ロ
ー

チ
を

生
み

出
す
た

め
に

民
間

企
業

と
深
い

関
わ

り
を

持
ち

な
が
ら

同
時

に
害

を
与

え
な

い

と
い

う
原

則
の
基

、
活

動
し

よ
う

。

国
と

地
域

の
能
力

を
強

化
す

る
、

よ
り
多

く
の

ロ
ー

カ
ル

ア
ク
タ

ー
が

滞
在

し
、

提
供
で

き
る

よ
う

に
資

金
を
提

供
す

る
、

予
防

と
治

療

を
行

う
、

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

耳
を

傾
け
る

、
協

力
を

す
る

、
優
先

順
位

が
高

け
れ

ば
高
い

ほ
ど

準
備

が
整

い
、
行

動
が

早
け

れ
ば

早
い

ほ

ど
よ

り
多

く
の
命

を
救

う
こ

と
が

で
き
る

。
し

か
し

、
こ

の
よ
う

な
状

況
の

中
で

は
、
命

を
救

う
こ

と
に

集
中
し

な
く

て
は

な
ら

な
い

が
、

忘
れ

て
は
な

ら
な

い
の

は
そ

の
後
、

救
っ

た
命

が
十

全
に
生

き
ら

れ
る

よ
う

に
す
る

こ
と

。

1
3

U
N
グ

ロ
ー

バ
ル

・

ニ
ュ

ー
ト

リ
シ

ョ

ン
・

ク
ラ

ス
タ

ー

M
r.

 S
te

fa
n

o
 F

e
d

e
le

C
o
o
rd

in
a

to
r
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S
14

 T
ab

le
. 2

⽇
⽬

閉
会

セ
ッ

シ
ョ

ン

N
o.

国
氏
名

役
職

ス
ピ
ー
チ
内
容

2日
間
の
会
合
で
は
、
政
府

の
み
な
ら
ず
、
国
際
機
関
、
民
間
企
業
、
市
民
社
会
、
学
術
会
等
の
方
々
か

ら
具
体
的
な
行
動
を
含
む
力
強
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
発
表
さ
れ
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

66
の
国
を

含
む

16
6
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら

33
0以

上
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
提
出
さ
れ
、
過
去
の
栄
養
サ

ミ
ッ
ト
を
上
回
る

27
0
億
ド
ル
以
上
の
栄
養
関
連
の
資
金
拠
出
が
表
明
さ
れ
た

。
栄
養
改
善
に
向
け
た
国

際
社
会
が
今
後
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
を
ま
と
め
た
成
果
文
章
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
成
長
の
た
め
の

栄
養
に
関
す
る
東
京
コ
ン
パ
ク
ト
、
東
京
栄
養
宣
言
を
発
出
す
る
。
こ
の
栄
養
宣
言
に
対
し
て

64
カ
国
の

政
府
、

11
の
国
際
機
関
、

61
社
の
民
間
企
業
、

59
の
市
民
社
会
等
を
含
む

21
4
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に

よ
る
エ
ン
ド
ー
ス
が
得
ら
れ
た
。
世
界
の
栄
養
問
題
を
解
決
す
る
一
歩
と
し
て
、
国
際
社
会
が
取
り
組
む

べ
き
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
歓
迎
す
る
。
加
え
て
、
こ
れ
が

S
D

G
sや

国
連
行
動
の

10
年
目
標
の
実

現
に
資
す
る
こ
と
を
確
信
す
る
。
昨
日
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
総
理
大
臣
の
開
会
ス
ピ
ー
チ

に
続
き
、
各
国
の
首
脳
、
閣
僚
、
国
際
機
関
、
民
間
企
業
、
民
間
財
団
、
市
民
社
会
、
学
術
会
の
皆
様
か

ら
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
発
表
さ
れ
、
国
際
社
会
が
一
団
と
な
っ
て
世
界
の
栄
養
改
善
に
取
り
組
む
姿
勢
が

示
さ
れ
た
。
本
日
は

5つ
の

テ
ー
マ
に
関
し
て
世
界
の
栄
養
問
題
を
リ
ー
ド
す
る
異
な
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
叡
智
を
結
集
さ
せ
、
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
議
論
さ
れ
た
。
東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い

て
、
こ
う
し
た
深
く
、
広
範
な
、
刺
激
に
富
み
、
ア
ク
シ
ョ
ン
オ
リ
エ
ン
テ
ッ
ド
な
議
論
が
で
き
た
の

は
、
国
際
的
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
方
々
の
情
熱
と
貢
献
の
お
か
げ
で
あ
る
。
日
本
政
府
は

2年
以
上

前
か
ら
主
要
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
方
々
と
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
て
準
備
に
あ
た
っ

て
き
た
。
彼
ら
の
努
力
な
し
で
こ
の
会
議
の
成
果
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
そ
の
関
与
に
心
か
ら
敬
意
と
感

謝
を
表
す
る
。
東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
の
も
う
一
つ
の
成
果
は
、
数
多
く
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
。
そ

の
数
は
本
日
時
点
で

12
0
以
上
に
及
ぶ
。

例
え
ば
食
塩
の
過
剰
摂
取
に
関
し
て
日
本
企
業
が
日
本
な
ら
で
は
の
発
信
と
し
て
旨
味
が
減
塩
に
繋
が
る

エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
し
て
、
栄
養
改
善
に
お
け
る
企
業
の
役
割
を
示
す
等
、
様
々
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
催

国
政
府
以
外
の
方
々
の
熱
が
会
議
を
成
功
に
導
い
た
。
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
は
来
年

1月
末
ま
で
続
く
。
是

非
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
開
催
延
期
を
経
て
、
東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
の
開

催
ま
で
は
長
い
道
の
り
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
サ
ミ
ッ
ト
を
無
事
閉
幕
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ご
協

力
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
栄
養
は
健
康
と
福
祉

の
基
礎
で
あ
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
開
発
と
経
済
成
長
の
基
盤
。
個
人
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
国
、
世

界
が
繁
栄
す
る
た
め
の
礎
で
あ
る
。
栄
養
改
善
が
な
さ
れ
て
こ
そ
、
世
界
の
平
和
と
繁
栄
、
持
続
可
能
な

社
会
が
作
ら
れ
る
。
今
後
、
今
回
で
約
束
さ
れ
た
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
。

20
24

年
に
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
る
次
回
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
か

ら
の
さ
ら
な
る
進
捗
を
皆
様
と
確
認
で
き
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
い
る
。

1
日
本

小
野
　
啓
一

東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト

20
21

準
備
事
務

局
長
　
外
務
省
地
球
規
模
課
題
審
議
官

100




